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昭和47年 度情報化週間

情報化国際シンポジウム

人間と情報化
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日時 昭和47年10月2日(月)・3日(火)

会場 ホテル ・パシフィック

主催 日本経営情報開発協会

情報処理研修センター

後援 通商産業省

経済団体連合会

経済同友会

日本経営者団体連盟

日本商工会議所

日本経済新聞社

協賛EDPユ ーザー図体連合会

関西情報センター

情報処理振興事業協会

ソフ トウエア産業振興協会

日本情報処理開発センター

日本情報センター協会

日本電子工業振興協会

日本電信電話公社

日本放送協会

3



情報化国際 シンポジウム

構成

議長団

今里 広 記

桜 田 武

永 野重 雄
F'
`

運営会議

実行委員会

委 員 長 植村甲午郎

副委員長 平田敬一郎

副委員長 奥 村 綱 雄

事 務 局

}ll
企画運営委員会 プログラム委員会 編集委員会

委員長

稲 葉 秀 三

委員

大 野 達 男

影 山衛 司

古藤利久三

斉 藤 有

佐 藤 晴雄

永井富次郎

委員長

平田敬一郎

委員

江 幡 清

大来佐武郎

庄 司茂 樹

武 山泰 雄

松 浦 隼 雄

委員長

北 川 敏 男

委員

渥 美 健 夫

江 尻 進

伍 堂 輝 雄

野 田信 夫

横 山 保

|
財務委員会

委員長

奥村 綱 雄

i委員

芦 原 義 重.

河 野 文 彦

佐 伯 勇

土 川 元 夫

中 野 俊 男

西野嘉・一郎

堀 田 庄 三

1
■

rじ

4



も

,鴫S

ー
●

4

会 議 録 目 次

第1日 昭和47年10月2日

開会のあいさつ

来 賓 祝 辞

議長あいさっ

基 調 講 演

セ ッション1人 間と情報化

情報環境の変化と人間

電子計算機の咋Elと 今日と明 日

情報化志向社会の世界的意義

第2日 昭和47年10月3日

セ ッシ ョン2社 会 と情報化

パ ネルデ ィスカ ッシ ョン

わが国の情報化 は世界的視野

か らみていか にあるべ きか

7

8

つ

10

11

14

一ビ

午

大

ト

甲ナホ

商

植

通

ア

桜

永

稲

員委行実 郎

臣

ン

武

雄

三

イ

業

ド

重

秀

産

ル

田

野

葉

⇒

パ ネ ラ ー

コーデ ィネー タ

セ ッシ ョン3産 業 と情報化

パ ネルデ ィスカ ッシ ョン

日本 は情報 化時代 にど う対処 すべ きか

パネ ラー

ジ ョ ン ・マ ッ ク ヘ ー ル18

J・ プ レ ス パ ー ・エ ッ カ ー ト…26

ア ウ レ リ オ ・ペ ッチ ェ イ … … …34

原 田 常 雄

アウ レリオ ・ペ ッチェイ

ジ ョン ・マ ックヘール

向 坊 隆

北 川 一 栄

46

コー デ ィネー ク

福祉社会 におけ る情報産業

パ ネルデ ィスカ ッシ ョン

情報化社会 にお けるコンピュータの役割

パ ネラー

ま と め

閉会 のあい さっ

藤

牧

吉

唐

小

井

野

田

津

林

安 藤

丙

陥、フ

午

昇

邦

宏 治

72

96

馨

104

J・ プ レ ス パ ー ・エ ッ カ ー ト

ハ イ ン ツ ・ニ ク ス ドル フ

橋 本 一 ニ

コ ー デ ィ ネ ー タ 岸 田 純 之 助

:1ヒJll敏 男123

平 田 敬 一 郎127

5



.▲

.レ

1
'

C
}

1

吟

.

」

・



開 会 の あ い さ つ

実行委員長 植 村 甲 午 郎

も

¶
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本 日は,皆 さま方 たいへん お忙 しい中 を多

数 御参切日いただ きま して,情 報化週間の行事

の一環 としてか くも盛大 に情報化国際 シンポ

ジウムを開催で きます ことは,主 催者 といた

しまして,感 激にたえない ところでご ざいま

す。 また,こ の シンポジウムの開催 につ きま

して,通 商産業省 をは じめ,多 数 の関係団体

等の御後援,御 協賛 を賜 わ りま した ことをあ

っ くお礼 を申し上げ ます。

さて,今 日,わ れわれ人類 は,あ らゆ る分

野 にわた って大 きな転換期 を迎 えようとして

お ります。特 にわが国 は,高 度経 済成長 の結

果,近 代工業社会の形成に成 功いた し,国 民

生活 も,特 に経済的な面では大いに向上 いた

しま したが,そ の反面,環 境 問題 な ど歓迎 で

きない事象 も多 く生 じて きてお ります。 この

よ うなわれ われ の直面す る問題 を克服 し,繁

栄 と福祉 の両面 において,調 和の とれた社会

を実現 してい くため には,こ の際人間の原 点

に立 ち戻 った新 しい発想が必 要であ ります。

また,そ の実現 のために は,一 国だ けの努 力

だけではな く,広 く国際的な協力 が要 請 され

ると存 じます。 この よ うな意味 に お き まし

て,こ の重要 な時期 に,し か もわが国におい

て,「 人 間 と情報 化」 とい うテーマの もとに,

国 内及 び国外の権威 者の方々によ るシンポ ジ

ウムを開催 で きます ことは,き わめて意義 の

あ るこ とと存 じます。

われ われ は,い ままでは物 をっ くる技術 の

進展 によ って豊かな社会 を実現 してまい りま

した。 しか し,そ れが行 き過 ぎる場 合には,

か えって人 間の不幸を招 くことも生 ず るわ け

であ ります。 そ れ ら の問題を コン トロール

し,さ らに人 間の幸福 を増 進 してい くために

は,物 にだけ こだわ ってはい けないのであ り

まして,情 報 をいかに扱 うか とい うことが真

剣に考 えられなければな りません。情報 化の

問題にっいては,こ れか ら御討議願 うので あ

りますが,過 去 において は,そ の意味す ると

ころの もの は,生 産管理の コン ピュー タの利

用 など,企 業活動の中に限定 され ることが多

か ったので あ ります。 しか し今後 は,た とえ

ば医療,ま た都市問題な ど きわめて複雑な問

題 を解決す るためには,情 報化が不可欠で あ

ります。 したが って,今 日,情 報化 は社会形

成 との関連 において考 え られ るべ き重要な問

題 とな ったので ござい ます。

この よ うな新 しい視点か ら,本 日は,講 師

の方々並 びに皆 さま方 と ともに情報化の問題

にっいて,広 く,深 く検討 を行な い,今 後 の

進路 を きめ る上で大 きな成果 をあげることを

期待い たします。

以上 ごあい さっ といた します。 まことにあ

りが と うございました。
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祝 辞

通商産業大臣 中 曾 根 康 弘

▲

情報化国際 シンポジウムの開催に あた り,

お祝 いの ことばを申 し述べ る機会 を得ま した

ことは,私 のまこ とに欣快 に存ず るところで

あ ります。

さて,わ が国は,高 度 の経済成長 を続 けた

ことによ り,近 代工業化社会 を形成 し,国 民

生活 の面 で も,そ の水準 はよ うや く先進国に

追 いつ くまで に向上 して きたこ とは,周 知の

とお りで あ ります。 その申 にあ って,昨 今の

経 済社会 は,一 面 では さま ざまな問題 をかか

えっっ も,い まや情報化 とい う新 しい方向に

向か って第一歩 を踏 み出 したの であ ります。

コンピ ュータの普及 に伴 い,産 業活動の中

にお ける情報 化の進展 はま ことにめ ざましい

ものがあ ります。 また,医 療,教 育,公 害,

交通 な どの問題 を解決 す るため コン ピュータ

が利用 され る機会 は,現 在 ます ます多 くなっ

てお り,私 ど もの 日常生活 の身近 かな ところ

において も,情 報 化の きざしが見 え始 めてお

ります。

このよ うに社会生活 面において も,情 報化

が新 たに展 開 しよ うとしてい るのは,経 済社

会が著 し く急成長 した結果 として,環 境問題

な ど人間生活 の問題 が深刻 かっ重要 な問題 と

して出現 してい るわけで,こ のよ うな諸問題

を解 決す るために も,情 報 化の役割 りが特 に

重要 とな りつっあ ることによ ってい るもの と

思われます。

一方
,こ のよ うな社会 問題 の解決 のた めに

情報化を健全な形で進めてい くには,国 民の

間に情報化に対する正 しい理解を浸透 させる

ことが必要であります。

そのような情勢化にあって,通 産省 といた

しましては,わ が国の健全な情報化を進める

ためにも,本 年より,毎 年10月 の第1週 を期

して情報化週間として国民の皆さまに情報化

という新 しい社会現象に対し,正 しい認識と

理解を持 っていただくとともに,ま たそれを

培養することを目的として,私 ども政府はじ

め,情 報処理関係団体による情報関連の各種

啓蒙,普 及行事を全国的に開催することにな

ったわけであ ります。その意味で,本 日,日

本経営情報開発協会が各方面の後援及 び協賛

を得て,こ こに 「人間と情報化」とい うテー

マの情報化シンポジウムを開催される運びに

な りましたことは,情 報化週間を一そう有意

義 にするものとして,深 く敬意を表す るもの

であります。また 「人間と情報化」のシンポ

ジウムには,海 外からも情報問題にっいての

権威者が参加され,わ が国の学識経験者 との

間に情報化問題の本質について討議す ること

になっていると承ってお りますが,私 もその

成果に大きな関心を寄せております。 どうか

この情報化国際シンポジウムにおいて,人 類.

の当面している社会問題などの解決に意義あ

る討論がなされることを心から希望いたしま

して,ご あいさっにかえさせ て い ただきま

す。
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祝 辞

A・ ト イ ン ビ ー

■
{

老齢の ため,こ の たび人間 と情報化に関す

る東京での国際 シンポ ジウムへのお招 きに応

じられない ことを残念に思 います。 この メ ッ

セー ジをお送 りす るしだいです。本 シンポ ジ

ウムの関係者 と参加者 のみな さまに心か らの

祝 意 を贈 ります とともに,シ ンポ ジウムの成

功 を祈 ります 。

このシンポ ジウムで は,今 日われわれが最

も緊急 に必要 としてい る ものの一つが討議 さ

れ るので あ ります。い まやわれわれは,最 近

の驚 くべ き情報伝達技術の進 歩が,世 界の諸

国民 をとつぜん身近かに触 れあわせて しま う

ようにな った時代に生 きてお ります。 こうし

た,あ ま りに も急激 なテクノ ロジー面 での世

界 の統 合は,わ れわれが人間的 な仕方 でお互

いを知 りあ うための時間的余裕 を与 えなか っ

たため,長 い孤立の歴史 を通 じて培か われて

きた,土 地 によって異な る人間の考 え方や生

き方を互い に理解 し玩 味す るた めの努力はい

まだに不充分です。 こ うした状態 は危 険であ

り,こ の まま成 りゆ きに まかせ るわ けにはい

きません。諸 国民が ともに平和 と友好 の うち

に生 きてゆ くためには,互 いに もっとよ く知

りあうことが必要です。 それには,現 代世界

にお ける人 と物事 との数量的 な膨大 さか らし

て,情 報化 テクノロジーが必須の要件 とな り

ます。すなわ ち,テ クノ ロジー 自体の作 り出

した問題に対処 す るのに,そ のテ クノ ロジー

が必要なのです。 その故 に私 は,こ の会合が

行 なわれ ることを と りわけ喜 ば しく思 うしだ

いであ ります。

-
、

笛
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議 長 あ い さ つ

議 長 桜 田 武

び

この たび,情 報化週間の行事の一環 といた

しま して,情 報 問題 にっ いて の内外の第一 人

者の方 々の御 出席 を得て開催 され ます るこの

国際 シンポ ジウ ムの議長 を仰 せつ か りました

桜 田で ござい ます。

さて,今 回の国際 シンポ ジウムには,ア メ

リカか らはマ ックヘール博士 とエ ッカー ト博

士,ま たイタ リアか らはペ ッチェイ博士,そ

れに ドイツか らはニクス ドルフ社長が参加 し

ていただ きま した。 いず れ も情報 問題 に関す

る世界の権威者 であ られます。 これか ら展 開

され る討議は,必 ずやわが国民の今後 の行 き

方 に貴重な教訓 を与 えていただ ける もの と確

信 してお るので ござい ます。

ところで,こ の国際 シンポジウムのテー マ

であ るところの 「人間 と情報化」 とい うこと

にっ きま して,こ れを企業経営の立場か ら考

えてみます と,昔 か ら御承知 のご とく,企 業

は人な りといわれてお ります るよ うに,企 業

活動 こそは,人 間 と情報 化 とのかかわ り合 い

が最 も強い もの と言 えるわ けであ ります 。現

に人 間関係 とか あるい は労使関係 とい った も

のが,企 業経営 において は最 も重要な部 分 に

な ってお ります。 そ うして これ を円滑に運ん

でい くために,意 思の疎通 とか労使 協議制 と

い った ことが特 に重要視 されて まい ったわ け

で ござい ます。 そうして この場 合の情報 化 と

は,お 互いの思 ってお ることを相互 に伝達 し

合 う。労使 間で問題 にな ってい る事柄 をで き

るだけ客観 的な数字 を根拠に して卒直 に討議

をし,そ の中か ら最 も合理的かつ現実的な結

論な り解決方法 を見 つけ出す とい った種類の

もので ござい ます。 しか し,こ れか らの企業

面 における人間 と情報化 との か か わ り合 い

は,も っともっ と複雑な ものに発展 してい く

と考 え るので ございます。た とえばい ま公 害

問題一 っを取 り上 げてみ まして も,こ れに は

企業 の申の従業 員の人 たちばか りでな くて,

地 域社会の住民 の人 たち との意思疎通 が もっ

と もっと重要 にな ってまい るの で ご ざ いま

す。

この よ うに見て まい ります ると,こ れか ら

の時代 の企業の わ くを乗 り越 えた もっと広 い

立場 での,し か も非常 に入 り組んだ複合的な

形 での人間の情報化 の問題 に発展 して い くも

の と考 えられ るのでご ざいます。 そこで今回

の国際 シンポ ジウムが,こ うよ うな新 しい視

点 に立 って,こ れ らの問題 にっいて何 らか新

しい方向 を明 らかに していただ けることを期

待 いた しま して,は な はだ簡単で ございます

が私 のござい さっ にさしていただ きます。

一10一
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議 長 あ い さ つ

議 長 永 野 重 雄

ふ

司

議長団の一人 といたしまして,一 言ごあい

さっを申し上げます。

御来賓のこあいさっにもすでに指摘された

のでございますが,私 自身 も,今 後の人間の

幸福を推進するため,ま た現在の複雑な社会

問題を解決するために,情 報化は欠 くべから

ざる手段になるもの と確信をいたしてお りま

す。しかしこの情報化の本質にっ きま して

は,従 来の常識ではなかなか理解のできない

のでございまして,幸 いにも本日は,情 報問

題に関する世界的な権威者一が堂に会 してお

られ ますの で,人 間社会に とって情報化が ど

の よ うな意義 を持 ってい るかを解 明 していた

だ け もの と期待 をいた してお ります。

また,私 は,セ ッシ ョン1の 「人間 と情報

化」の部の議長 を担 当いたす こととな って お

りますので,私 の感想な ども後 ほど述べ させ

ていただ きたい と存 じてお ります。本 日の シ

ンポ ジウムが円滑に進行 で きます よ う,皆 さ

まの御 協力 をお願い をいた しま して,ご あい

さっ といた します。

ー
、

ρ
匂
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基 調 講 演

人間 と情報化

`

、旬

要旨

情報化社会への移行が諸専門家により指 摘 され る

が,人 口増加,人 の欲求増大に旧来の社会の在 りかた

を延長対処す るならば,い わゆる成長の限界を将来 し

よう。 日本の経済的発展 も一転換期を迎え,国 際間の

諸関係 も再検討の局面を要請されようとして い る と

き,日 本において も世界において も多面的な知識 と情

報の結集および対応策が必要である。情報化社会の内

容は未分明であるにもせよ,吾 々の努力こそがこれを

価値あるもの としよう。

`
、

匂



基 調 講 演

人 間 と 情 報 化一

稲 葉 秀 三1)

ゐ

この地球の上に住む人類の社会は,技 術の

発展や環境の変化などに即応し,新 しい方向

への胎動を開始しているとい わ れ て お りま

す。現代社会は人間の手労働を機械にお きか

えた産業社会,.ま たは工業社会か ら脱工業化

社会,情 報化社会にむかって移行しっつある

というのが多 くの専門家の見解であります。

われわれはこのことをこれからもっと多角的

に検証 していかねばなりませんけれ ども,コ

ンピュータの活用は今後,質 量双方の面でま

すます高度化し,こ のような新 しい社会への

移行に大 きな役割 を果 してゆ くであ りましょ

う。われわれのなすべ きことは,人 間と情報

化について もっと多 くの人類,な かでも日本

人の間に啓蒙を行なうことであ ります。また

いろいろな分野で専門家の協力をえて,個 別

なものを全体 と結びつけ,諸 関頭について情

報を蒐集することであります。またそれ らの

相互関連について分析解明を進めてゆくこと

であります。 〉

未来を予測することは困難な仕事でありま

す。 この地球の上に住んでいる人類の数は急

速に増えつづけ,現 在,36億 人前後 といわれ

ています。地球のなかの小 さな存在にす ぎな

いわが日本ですらも1億600万 人を上回わる

人間が生存しております。 これからも人類は

ふえつづけてゆ くでありましょう。また,生

活水準の向上と環境の整備について人間の要

1)財 団法人日本経営情報開発協会理事長

求 はよ りっ よ くな りわれわれはその実現の た

め一層の努力 と協力 を展 開 してゆかね ばな ら

ないので あ ります。われわれの感 じるのは,

この地球の上の人類の生 きかたは過去 のあ り

方 をそのままっづ けてい って はその存続 を今

後数十年,数 百年 もっづ けてい くことはむず

か しい とい うことで あ ります。た とえば これ

か らの人 口の増加,食 糧,エ ネルギーその他

の工業資源 の需要増加,大 気,水,地 上 での

汚染環境 の悪化,こ れ らに対処 してゆ くこと

は過去 のあ り方 の延長 では とて も解決で きる

ものではあ りません。今 回講 師 としてお むか

えしたペ ツチエ イさんの主幸 され るロー マク

ラブは,こ れ らの点 にっ いてわれ われ人間が

知 らな ければな らない問題点 を成長の限界 と

して多 くの科学 者の協力 を えて明 らか に され

ました。われわれは新 しい道 を切 り拓 いて い

かね ばな りません。そのためにはわれわれ は

もっと情報 を多角的 に蒐 集整備 し,こ れ らの

関連 を考 え,新 しい総合的な解決策 を展 開 し

てゆかね ばな りませ ん。 これ らを推進 してい

くためには,コ ン ピュータの活用 を もっと積

極 的に高 め,人 間の能力が もっと大 きく発揮

され,活 用 され るよ うに してゆかね ばな りま

せん。またコ ンピ ュータを発 明推進 され まし

たエ ツカー トさん をむかえてわれわれ はその

意義 をよ り大 き くふか く痛感す るの です。

さてわが 日本は第二 次世 界大戦後,経 済 な

らびに社会活動 を急速 に復 興 ・発展 させ るこ

とがで きま した。 そ して今で は世界一級経済

レ

,
'

ト.
倉
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先進国の ひとっ とな ったので あ ります。国民

一人 当 りの所得 は今1972年 度 で は2
,400ド ル

見当 にな るで あ りまし ょう。 しか しこの発展

も大 きい転換点に立 ってい るとい え ま し ょ

う。大平洋岸の一部に あま りに も集中 しず ぎ

た工業活動,大 都市化 をひ きっついて推進 す

ることは困難 であ ります。われわれは新 しい

産業立地 を推進 し交通,通 信の整備 をはか り,

公 害 を放果 的に防除 し,社 会 環境 を整 備 して

ゆかねばな りません。 これを実行 していかな

ければ今後 の長 期的成長 と発展 は期待 で きま

せん。また,国 際経済 や国際 社会 との結 びつ

きについて もわが 日本 は全面 的な再検討 をせ

ま られています。 さらに日本 も一 員であ るア

ジアの経済 的,社 会的,文 化 的発展 にどの よ

うに寄与 してい くか を改 めて考 え直 してゆ く

ことを切望 され てお ります。 これ らの課題 を

本格的 に追及 し,解 明す るこ とこそが本 当に

必要 とな って きま した。

世界 と日本 は,今 や未来 にむか って 自 ら転

換 して ゆ くよ うに切望 されて います。 これか

ら,わ れわれ は情報化社会 にむか って前進 し

て ゆかね ばな りません。 これが人類の歴史的

運命で あ りまし ょう。現段階 では遺憾 なが ら

これ らの,前 進 についての コンセ ンサ スをっ

くることは むずか しいのです。 しか し,わ れ

われは少 くと も次の2っ の仕 事 をこれか ら も

っと精力 的に展 開 してゆかねばな りません。

そのひ とつ は,将 来 の変化 に備 えての各部 面

での知識 と情報 を日本 のなか,ま た,世 界 の

なかで もっとひろ く組織 的に集 め るとい う仕

事 を精力的 に展開 して ゆ くこ とであ ります。

エネル ギーや その他主要資源,ま た,社 会的

汚染や環境問題,交 通,通 信,国 内または世

界のなかでの産業活動,住 宅,さ らには諸 々

の部面での技術発展 な どの諸情報 を精密,迅

速 に集 め,か つ,そ れを解析 しうるコンピ ュ

ータ ・サイエ ンスや システ ム技 術 を駆使 しな

ければな りませ ん。 その上 にた って こそわれ

われの未来 に対 する適応 を もっと効果的 にす

人間と情報化

ることは可能 である と信 じます。 さしずめ,

日本のなかで,こ の よ うな仕事 を もっと積極

的 に展 開 してい くこ とをわれわれ は切望 した

いのです。

そのふたつ として は,こ れ らの情報 を分析

し,そ の相互関連 を よ り高次に発見 し,今

後,政 治,行 政,産 業 と社会活動が これに効

果的に適応 してゆ くための プ ログラムやシス

テム技術 を国の外 と国の なかで もっと強力 に

推進 してゆ くこ とで あ ります。なすべ きこと

は,ま ず,国 の な か で の知能の結集 を推進

し,次 には国際的 に もこれ を拡大 してゆ くこ

とであ ります。 この さい留意 しな ければな ら

ないの は,こ れ らは従来 のよ うな単 なる専門

分野だ けの知能の結集 で あってはな らない と

い うことで あ ります。

ほぼ200年 ま えに起 った産業革命 によって,

この地球の上での人類 の生活 は大 きく変化 し

ました。機 械の利用 が,人 類 の活動の幅 をひ

ろげ,資 源の利用 を拡大 し,地 球上の交通 を

速 め,生 活 の向上 を推進 して きて現在 にいた

っています。 しか し,わ れわれ人類 はその延

長 の上 に今後 も長期 的発展 をっづ けて ゆ くこ

とが困難で あ り,も っと新 しい環 境 を形 成

し,新 しい技術 を開発 してゆかね ばな りませ

ん。われわれはいろいろな選択転換の場に直

面 してい るので はな いで しょうか。

数十年後 に訪れ るで あろ う情報社会 とい う

ものが どの よ うな内容の ものであ るかは明 ら

かであ りませんが,わ れわれの今後の努力 こ

そがその内容 を価値 ある もの に創造 してゆ く

ことになるのではないで しょ うか。今 回講師

として きて下 さいま したマ ックヘール さん,

ま たニ ックス ドルフ さんは これ らにつ いて,

わ れわれに大 きい示唆 を与 えて下 さるで あ り

ま しょう。

この国際 シンポジウムが 日本 と世界にお け

る未来へ の前進 にたい し,効 果的 な問題の提

示な り,討 議 の役割 を果す こ とをわれわれは

切に望む ものであ ります。
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セ ッシ 。ン1人 間 と情 報 化

情報環境の変化 と人間

叫

,号

要旨

情報テクノロジーとコミュニケーションの相互作用

の中か ら新 しい環境が生れようとしている。また情報

は利用度の増大によって価値や量を減じない。新 しい

環境の下では,権 力,個 人,企 業,教 育,政 治などが

歴史上未経験な影響と変化を受けよう。しか も,全 地

球的な規模 と相関によっての変革が到来している。ニ

ュー トン的世界像 とは異なる新しいノン ・リニアな世

界像における諸問題を解決するモデルや制度的方法は

未だ存在しない。



情報環境の変化 と人間

ジ ョ ン ・ マ ッ ク ヘ ー ル1)

竃

,

「情報 プロセス」 その ものにっ いて は,い

ま さら取 り上 げるべ き 新 し い 点 はあ りませ

ん。

しか し 「人間の情報 プ ロセス」 とい うこ と

にな るとユ ニー クな点があ ります 。それ は1

高 度 の シンボル ・システ ムを通 して個人の情

報 を意 識的 に伝達す るのが人間であ る,と い

うことです。人間社会 は,共 通の シンボル ・

システ ムに依存 して います。 そこか ら人 間社

会の 「Cohesion」 と 「Reality」 が生 まれて き

ます。

人間社会 に新 しく訪 れた重要な現象 をあげ

るな ら,ソ フ トウ ェア情報 プ ロセ スがハー ド

ウ ェア ・システムに組 み込 まれるようにな っ

た,と い うことです。 ハー ドウェアは,人 間

lNFORMATION

TECHNOLOGY

ぴ∩tra|PrecessifigUnit

PeripheralEquipment

Cognitiveand

PercePtU∂LSkill5

のために各種の情報 プロセスを処理 します。

ス ピー ド・正確性 ・処理す る情報量 とい う点

で,人 間 の能力 をはるかに上 回 ることはい う

まで もあ りません。

この変革の中核 は,い うまで もな くコンピ

ュータによ るエ レク トロニ ック ・データ処理

です。

大型 コン ピュータの ネ ットワー クが急速に

充実 し,そ の処理能力が増大 した こと も,大

きな変化 を意 味 しています。 それ は,単 に量

的側面に限 らず,人 間社会への影響 とい う質

的側面か らみて も,重 要 な 変 化 を 意味 しま

す。 こうして人間社会 は,生 産 ・サー ビスな

どの 日常的な活動の面 で,サ イバネテイ ック

・コン トロール ・システムに依存す る度合が

大 きく な り,こ こ に 新 し い 「共存関係」

(symbiosis)が 生 まれま した。

ODUCTION,

SSING,AND

レ'

'
倉

1)ニ ューヨーク州立大学総合研究所長
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この シス テムの成長 と普 及に と もな って生

まれた問題は,情 報 テクノロジー とコ ミュニ

ケー シ ョンとの相互作用です。その他の分野

での技術開発(た とえば グラフ ィック ・オー

デ ィオ ・イ ンフ。ットの通信,映 像テ クノロジ

ー ,ホ ログラフ ィー)と 相 まって,サ イバネ

テ ィック ・コン トロール ・システ ムの普及度

は,い ちじるし く上昇 し,そ の影響 もまた非

常 に大 きくな るで しよ う。

この ように情報 チ クロノロジー とコ ミュニ

ケー シ ョンが衝 突 し結 合 し合 うなかか ら,新

しい環境 が生 まれ,わ れわれはその中に突入

しようとしています。

、w糠 蕊蓉蕊議

轟纏移瑠 遷一
これに似た現象は,社 会 ・チクロノロジー

革新の歴史のなかで前例がなかったわけでは

ありません。その場合,革 新現象の もつ技術

的な特性を1っ だけ取 り出して も,現 象全体

の もつ意味やその潜在的影響を予測すること

はできません。現象全体の実態は,各 部分の

総和以上の ものなのです。

したがって,わ れわれの直面 している状況

は,テ クノロジー能力の新 しい強力な融合現

象であるといえます。それによって,社 会や

物質的環境に取 り組む能力が潜在的に高まる

ばかりでなく,情 報内容 と社会観自体 も変化

します;こ うして,こ れまでの常識や伝統的

な方法では,予 測 し理解す ることも,効 果的

に管理することもできなくなるでしよう。

情報の性格の変化

情報 と知識は,独 特の性格を備 え て いま

情報環境の変化と人間

す。

(1)情 報 と知識以外の リソースを評価 し利用

す るには,情 報 と知識 に依拠 しな くて はな

りません。

② リソース としての情報 と知識 は,こ れ を

幅広 く利用 して も,利 用度の増大 によ って

減 少す ることはあ りませ ん。 む しろ,そ の

プ ロセスにおいて増大す る傾 向 に あ り ま

す。

PHYS!CALRESOURCE

且 且 且 且

且 ⊂〉 且且 働

口回回固
___一______-L___L_____一 一 ー 一 一

亡二二 ユ,E,D、AC,[=コ

したが って,キ ー ・リソース としての情報

に,よ り多 く依存す るかなか ら,社 会は新 し

い制度や価値観に向か って歩 み出す ことにな

るで しょう。(こ れ らにつ い て は,今 の とこ

ろ予測す るほかあ りませ ん。)

この よ うな社会は,こ こ1世 紀の産業 社会

とは違 った ものになるで しょう。それは,ち

ょうど産業社会が,そ れ以前 の「前産業社会」

と も異質の ものだ ったの と同 じです 。

そ こか ら生 まれる影響 は,第1次 産業革命

当時の新 しいエネルギーや能力 の導入 によ っ

て もた らされた影響 よ りも大 きいで しょう。

しか し,今 日の富や権力観の多 くが,い ぜ

ん として 「前産業化時代」の価値観 に根 ざし

てい ることを指摘 して お き た い と お もいま

す。つ ま り,窮 乏 とい う条件の なかで は,生

存 は限界 的(marginal)で 競 争的 にな る,と い

う考 え方 です。
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こうい う 「前産業化時代」で の 生 存 条件

は,本 質 的にはサ ム ・ゼ ロ ・ゲー ムとい えま

す。

競争相手 が敗北 した とき,は じめて勝者 は

優 位に立 て るのです。情報 ・コ ミュニケーシ

ョン ・テク ノロジーによ ってっ くられ た新 し

い社会的富は,こ れまでの よ うに土地 ・原料

・財産所有権 な どとい う形式 には,そ れ ほ ど

依存 しな くな って います。

この社会 ・産業 プ ロセスの リソース ・イン

プ ッ トの中で,唯 一 の斬新 な もの といえば,

それ は人間の知識 であ る。 それは組織化 され

た情報であ り,そ れが機械 をプログラム し制

御す るのです。

こ うして,生 存 ゲー ムの性格全体 が変 化 し

た いまでは,い っそ うサ ム ・ノン ・ゼ ロ ・ゲ

ームの傾向 を強め て い ま す
。成功 や進歩 と

は,す べての者が勝利 を得 ることでな くては

な りません。新 しい富,情 報,知 識,組 織な

どは使用 によって枯渇 され ることはな く,む

しろ累積的 に増 えるのです。 また広範 囲に利

用 して も,何 らその価値や量 を減 じることな

く,む しろ増大す るのです。

権 力

このよ うな変化が起 る とと もに,社 会の権

力の性格 も,大 きな影響 を受 けることにな り

ました。かっての権力形態 は,物 質的財産の

所有権や管理権(土 地 ・資本 ・その他の財産)

に 根 ざしていま した。

ところが,新 しい情報環境 によ って 「新 し

い財産所有 の形態 」が生 まれ るにいた りま し

た。すなわ ち,か って よ り大 きな トランス フ

ァー能力 と トランフ ォー マテ ィブ能力 を もち

組織化 された情報が創造 されたのです。それ

によ って新 しく強力 な 「有産階級 」が誕生す

るか も知れ ません。 その財産 とい うの は,頭

脳 の中に存在す るの です。す なわ ち,不 可欠

の知識 と,情 報,と 操作 に必要な特殊技術 を

備 えた ものが,「 有産階級」なのです。

個人へ の影響

否定的 な影響,す で に,こ の多 くは広 く関

心 を集 めています。た とえば,

い ろいろな形の フ。ライバシーの侵害。

情報 を利用 しての世論操作。

社会的な目的 のために個人 に関す るデー

タを監視 しモニターす ることが多 くなっ

てい ます。

積極的な影響,こ の面 は,そ れほど注 目 さ

れてい ません。

高度 に個人化 した情報 やコ ミュニケーシ

ョン ・システ ムが,一 そ う入手可能 にな

った こと。

個人や グループ間の対 話が,一 そ う高度

の手段 を通 して高 め られ るよ うにな った

こと。

さ らに広い領域 で,個 人が選択 をで きる

よ うにな った こと。

否定的 な側面に して も,積 極 的な側面 に し

て も,そ れ 自体はテ クノロジーに内在 す る も

のではあ りません。む しろテ クノロジー を,

ど のよ うに利用す るか(個 人 的 ・集団的)に よ

って,そ の両面が顕在化す るのです。

いろいろな形で,鋭 い分裂が起 るか も知れ

ませ ん。情報 テクノロジーが急速 に発達す る

とともに,個 人 は,い ろい ろな情報 コ ミュニ

テ ィーへ と階層分化 し,そ れぞ れの態度や要

求や希望な どが対立 し合 うよ うになるか もし

れ ません。
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4

この中心的 テー マを別の次元で捕 えてみて

も よい とお もわれ ます。っ ま り,新 しい型 の

情報 とコ ミュニケー シ ョン ・テクノロジーへ

の個人の反応 とい う形で捕 えて もよいで し ょ

う。一応,次 の カテゴ リーを考 え て み ま す

が,こ れ はあ くまで も印象 的な もので あ り,

中 には重複す る もの もあるで しょう。

(1)新 し い情報 テクノロジーを肯定 し,そ れ

に熟練 し,か つ積極 的に利用す る もの。

② 情報 テクノロジーの もつ,よ り大 きな意

味 を否定す る もの。 そ して社会で テクノロ

ジーを利用す るこ とに,積 極 的または消極

的に抵抗す る もの。

(3)新 しい情報環境 に起 る変化 に直面 して,

そ れを利用 す ることもで きない し,ま たそ

の変化 に参加 で きない もの も あ る で しょ

う。た とえば,利 用 にっいての教育が不足

していた り,偏 見 を もってい るよ うな場合

です。そのよ うな場 合,挫 折感 と無力感 を

味わ うで しょう。

(4)変 化 に対 して無 関心 な ものは,一 そ う無

関心 にな ってい くで しょう。

個人 にと って も政策決定者 に とって も同じ

です が,今 後10年 に わた って情報社会 に対拠

してい くためには,曖 昧性 に対 する高い寛容

度 と不確定要因の なかでの行動力が必要 とさ

れるで しょう。誤算 を犯す こ とは,こ れ まで

よ り多 くなるで し ようが,で きる限 り早い う

ちに修正 フ ィー ドバ ックに組 み 込 ん で い け

ば,誤 算 を重ね て破局 にいた るこ とも少 な く

てす むはず です。

企業への影響

コン ピュータや新 しいコ ミュニケ ーシ ョン

・システムは,新 しい ビジネスを創出 したば

か りで はな く,ビ ジネスその ものを,い ろい

ろな形で変形 したので す。

(1)外 部 的な影響

これ までの企業 は,予 測 的な市場情報への

依存度 を一 そ う高 めるよ うにな りました。そ

れに よって,需 要変化 に応 じた製品 を決定す

情報環境の変化と人間

るの です。

金融環境 が一 そう高度化 し,フ ィー ドバ ッ

クが高 ま るにっれて,ク レジ ッ ト・カー ド ・

システムが生 まれ,証 券取引所 のコ ンピ ュー

タ化 が進 みま した。

よ り多 くの情報 を利用 し,よ り迅速 に コ ミ

ュニケー トで きるようにな った消費者 は,こ

の2つ の手段 を使 って市民 の圧力 を動 員で き

るよ うにな りました。

潜 在的に は,い ろいろな手段 を通 じて市場

制度 全体 と,そ れを支 える経 済構造 が変 化 し

よ うとしてい ます。

(2)内 部 的な影響

新 しい情報 テクノロジーが もた らした影響

の うちで,1っ の重要 な ものは組織 形態への

影 響です。 これは単に マネ ジメン トの決定の

分 権化 と自立性 を高め るばか りでな く,す べ

ての決定 につ いての フ ィー ドバ ックをよ り迅

速 に して,決 定その ものの 「エ レク トロニ ッ

ク的近似値」 を も高めたのです。

ヒエアル キ的な組織形態 は,い ろい ろな機

能 的 ・機 構的 な形で爆 発す る傾 向 に あ り ま

す。情報 ・コ ミュニケー シ ョン革命 が 「新 し

い ビジネス と市場」に もた らす影響 について

は,す で に論 じつ くされて い る こ とで もあ

り,こ こで強 調する必要 はないで し よう。

教 育

どんな質 の教育が、 どの程度 の量 を もって

行 われ るか どうかによ って,個 人 の 自由いか

んが決定 され ます。同 じよ うに,一 国の繁栄

の行方,ひ いては人間社会 の生存 いかん も決
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定 され るで し よう。

い くっ かの重要な側面 を あ げ て み まし ょ

う。

(1)教 育 を受 ける年齢層 が拡大 す る。

(2)教 育 過程が拡大 し,「 実生活 」その もの

も教育の1部 にな る。

(3)教 育 機関 とその他の機 関 との境 界線 が曖

昧 になる。教育 と娯 楽,教 育 と仕事 な どの

相違点が不明確 にな る。

(4)将 来 の教育 は,現 在の教育機 関 とはか け

離 れた ものになるだ ろう。そ して新 しい オ

フ。シ ョン,ア ブ。ローチ,「 エ ン トリー とエ

クジ ット」 などが開 けて くるで しょう。

(・5)教 育 はサー ビス指向的 な 体 系 か ら離れ

て,「 製品指向的な産業 」の側 面 を取 り入

れ るよ うにな るか も知 れ ま せ ん。す なわ

ち,あ らか じめパ ッケー ジ化 したフ。ログラ

ムが利用可能 にな った り,「 分権化 し た」

形 でサー ビスを利用 で きるよ うになるか も

知 れ ません。

(6)経 済 的かっ簡単 にコ ミュニケー トで きる

よ うにな り,ま た 「教育的体馬剣 の軌跡が

変 化す るようにな るにつ れて,教 育過程 の

参 加者 と特 定の教育機関 との関係(identifi-

cation)は 弱 め られ るで しょう。

(7)す で に知 られてい ることを学習 す るので

はな く,学 習方 法 を学習 す るとい う方 向に

比重が移 ってい く。っま り,何 かを知 る必

要 が生 じた と き,そ れ を追求 す る手段 を学

習す るの です。

われわれ は,多 くの専門家 の知識 をフ。ログ

ラム化 した り,L口壁詰 め」 にす る こ と がで き

ます。特殊 なフ。ログラムを与 えられれば,た

とえ 「専門的な知識」(た と え ば微 積分 や関

数 などにっ いて)が な くと も,人 間は非常 に

高度の作業 を処理で きます。 これ は,あ らか

じめ記録 された知識で あって個人が必要 に応

じて利用 で き,そ の ために事前 に専門教育 を

受 けな くと もよいのです。

現在 の教育過程 の中で は,1つ の型 の教育

(狭 い分野で固定的な線型パ ター ンをもって

います)は1っ の職業 に結 び付いています。

それは,や が て訪れ る無為 な引退生活へ と結

び付 くのですが,こ れ は初 期の産業 化の要請

によ って課せ られた ものです。
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テクノロジー,情 報,知 識 などに起 った変

化の組果 として,2っ 以上 の専門分野 を もた

なければな らな くな った人が多 いのです。い

ま開かれた新 しい可能 性に直面 して,人 びと

は もっと弾力的に教育(単 数 または複数)か

ら専門職業へ と移行 し,さ らにいろいろな型

の再創造的な レジャーへ と移行 で きるよ うに

なるで し ょう。

政 治

政治 プロセスの中心的なテーマは,社 会に

おける権力の分配です。情報化 時代 には,権

力 は知識 と結 びつ く傾 向 に あ り ます。つ ま

り,政 策 を決定 しない まで も,政 策立案 の過

程 に介入 した り疑問 を発 した りして,そ の過

程 に影響力 を与 え られ るような力 をもった人

間が,い ちじる しく多 くな ると想定 してよい

で しょう。

ここ2～3年 来,情 報の急速な普及 化に と

もない問題が発生 してか ら国民の話題にな る

までの 「タイム ・ク ッシ ョン」 は,い ちじる

し く短縮 されま した。その結果,政 策決定者

としては 日常 的に危機対策 に取 り組 むよ うに

な っています。

新 しい情報環境 の1っ の結果 として,政 策

過程が よ り開放 的にな っています。 これ は,
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単 に政治の分野のみな らず,別 の形 で も現 わ

れて います。企業 や学 校や教会 などが,市 民

の問題 によ り敏感 にな った り,消 費者や株主

などの 「大衆」の圧力 に敏感 になってい るの

を指摘 して もよいで し ょう。

新 しい情報源 をコン トロール しよ うとい う

競争 が生 まれ,競 合す るグループの あいだに

対立 を生 むことにな るで しょう。 このような

競合 関係が生 じる結果,新 しい情報 やコ ミュ

ニケーシ ョン ・テクノロジーによ って形成 さ

れた態度が細分化す るか も知 れませ ん。政治

単位 の等質性 は,よ り少 な くな り,も っと多

様に組織化 されるで しょう。 したが って,幅

広い問題 にっ いて大衆 に働 きかけ ることは難

し くな るで しょう。

(a)規 模 と開発上 の経 済性 と い う要 因のた

め,情 報 とコ ミュニケー シ ョンは,中 央か

らコン トロール し得 る もの に な りそ うで

す。 と くに中央集権 的な機構 と監 視体制 を

もった政 治環境 の場 合には,そ うです。

(b)し か し,新 しい情 報テ クノロジー を組織

し活用 で きる高度 の教育 を受 けた人び とが

増 えるにっれて,中 央か らの コン トロール

への指 向 を抑制 す るよ うにな るか も知 れま

せん。ただ し,そ の地位が 「1つ の階層」

で しかないため影響 力 も限 られて しまうで

しょう。

全地球 的な影響

われわれの地球 の危 機 をめ ぐる情報 とコ ミ

ュニケー シ ョンは,有 史以来,か って例を見

な いほ ど直 接的に,し か も明瞭で急激な形 で

個人に影 響 を与 えてい ま す 。(こ の面では,

ア メ リカ社会は情 報テ クノロジーの影響 によ

って,す でに揺 れ動いてい るよ うです。)

情 報 とコ ミュニケー シ ョンは,加 速的な変

化 を促 し,わ れわれは,過 去20年 間 に まった

く新 しい現実 に突 入す ることにな りました。

われわれの住む世 界は,1っ の 小 さな コ ミュ

ニテ ィーにな って しまい ました。それは,政

治的理想 やイデオ ロギーでな く,む しろ科学

情報環境の変化と人間

・テクノ ロジー上の事実 によ って もた され た

ものです。
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われわれすべて を,こ うい うコ ミュニテ ィ

ーへ と導 いたのは ,国 家間や地域 的な きずな

で も協定 で もあ りませ ん。む しろ,国 境 を越

えて作用 し,局 地 的な主権 には さほ ど執 着 し

ない新 しい力が,わ れわれ を導 いたのです。

世界的 コ ミュニケー シ ョンに よって,人 類

史上 に例の ないよ うな形で文化的な経験 を共

有 で きるよ うにな りま した。 この ネ ッ トワー

クの中で いえば,映 画,テ レビ,ラ ジオ,雑
《`

誌,新 聞などが共通の文化的環境を形成 し,

世界的な規模で人間の象徴的な必要や表現内

容を普遍化 し伝達するのです。

この普遍化作用 に関連 して触れるべ きもの

として,あ まり目にはっかないが国家間の規

制機関,多 国籍企業,新 しい経済ブロックや

共同体などの出現があります。地球上に戦争

が勃発 した り緊張が存在するなかで,こ れら

の機能や着実な成長の足どりは,ほ とんど撹

乱 されていません。

地球の経済に関するような重大な多 くの決

定は,い までは1国 の政治制度の枠外で下 さ

れるようになっています。

もしも,国 家間を結びつけている電信 ・電

話通信,航 空機,世 界気象観測,保 健情報な

どといったネットワークが遮断 され るような

ことがあれば,先 進国の中で数 日以上,生 存

できるものはないでしょう。

問題点 と疑問点

新 しい情報環境が,実 際には何を行なうか

を問うことによって,ま ったく新 しいコンテ

クス トの中での 「問題点」やアプローチを考
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えることがで きます。

新 しい環境の中では,1つ の 問題点,1っ

の疑問,あ るいはまた1つ の問題 を取 り出 し

て,他 の問題 とは絶縁 して それだけ取 り組 む

ことはで きません。すべて の要 因は,相 互 に

依存 し作用 し合 うもの として,新 しい システ

ムの文脈 において検討 し な け れ ばな りませ

ん。 こ うしたなかで,1つ の サブシステ ムの

1要 素が均衡 を失 な うよ うな ことが あれば,

他 の全要素に影響 を及 ぼす で しょう。その場

合,シ ステム全体 が受 ける影響 は,各 部分が

受 ける影響 とは,ま った く異 な った ものにな

るで しょう。

ACCESSTOＴHEELECTROMAGNETICSPECTRUM
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次 に,歴 史的な展 望に 目を向 け,変 化の も

つ より大 きなパ ター ンを検討 し て み ましよ

う。9図 は,そ れ を示 した ものです。

現在 ある概念上 の問題の多 くは,い まわれ

われが19世 紀 後半に出現 した不可解 性(intan-

gibility)と 不 明確性(indeterminancy)へ(D

歴 史 的過渡期 にあ るとい う事実 か ら派生 した

問題です。

かな り整然 として固定 的であ り,か っ また

明確 で 「理性的」 に も理解 で きたニ ュー トン

の世界か ら,現 実の秩序は,そ の輪 郭 を漠然

とした ものに変 え始め,曖 昧な様相 を呈 して

い ます。 さらにこの秩 序の内部の関係 は,か

つて視覚 的に も論理的 に も顕在化 して いなか

った もの です。不思議 の国 に 旅 し た ア リス

は,そ こに到 るまでにカガ ミを通 り抜 けてい

たのです。

われわれが,こ のよ うな変化 を受 け入れ る

とした ら,そ れに ともな うジ レンマ も受 け入

れな くてはな りませ ん。目的地 に到達す るた

めには,わ れわれ としては,以 上の点が,あ

くまで も手段 であ ることを受 け入れ なければ

な りませ ん。 それは,ち ょうど波頭 や分子の

よ うな もので,補 完 的で相似的 な ことが多い

のです。

この ような世界 像は 「直観 的」な嫌悪感 を

生 むで し ょう。 と くに,行 動指 向型 の人の場

合 には,行 動 を一連 の線型 因果 関係 に捕 えま

すか ら,嫌 悪 感は強 いで しょう。 この世界像

が求 めるのは フ。ロセス指向 性 で す。 そ こで

は,目 的 と手段,問 題 と疑 問点,問 題 と解決

とが相互 に結 びつ き重 な り合 って フ ィー ドバ

ック ・システ ムをつ くるのです。

い まのわれわれには問題 を解決す るに足 る

モデルや制度 的な手段 はあ りませ ん。また,

この新 しい文 脈で有効 なイニシ アチブ もあ り

ません。 この ことが,わ れわれに とって最 も

緊急な唯一 の問題 なのか も知 れませ ん。
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セ ッシ ョン1人 間 と情 報化

電子計算機の昨 日と今 日と明 日

Y

要旨

最初の電子計算機ENIACは,弾 道計算,気 象予報,

軍事補給問題の必要から創り出した。今日まで,制 御

目的への使途は予想より遅れ,ビ ジネスへの応用は予

想外の広まりであった。モジュール化の思想は当初か

らのものである。いずれにせよ電子計算機は,選 択の

多様性を実現し得たと考える。物理的性能限界はある

が,更 に発達 しよう。しかし問題は政治的 ・社会的活

用方法如向にある。技術的には始まりのおわ りであろ

う。
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電子計算機の昨 日と今 日と明日

J.P.エ ッ カ ー ト1)

ジ ョン ・モーク リー と私 が,フ ィラデル フ

ィア市のペ ンシルベニ ア大学 で世界最初 の汎

用エ レク トロニクス ・デ ジタル ・コ ンピ ュー

ター 即 ち電子計算 機一 を発明 し製作 したのは

いまか ら%世 紀 も前の ことにな りました。

その後,25年 ほ どの うちに電子計算機 によ

る問題 の解決 は,も はや斬新 な 技 術 で はな

く,何10億 ドルの規模 を もっ 巨大産業 にな り

ま した。

最初 の電子計算機 はENIACと 言 う名 で知

られた もので これはElectronicNumerical

IntegratorandComputerの 頭 文字 をとった

ものです。私 た ちが電 子計 算機 に関心 を もっ

たの には,3つ の契 機が あ りました。

1っ は第2次 大戦での弾道計算の必要 とい

うことです。

第2は,ジ ョン ・モーク リーが統計手法 を

使 って気象予報の精度 を高 めよ うとしたこ と

で,そ のためには現在 の水準 か らみて も膨大

な計 算能力 が必要 とされま した。

第3に,私 自身 が幼 い ころか らエ レク トロ

ニ クスに関心を もっていた,と い うことがあ

ります。 と同時に,エ レク トロニ クスは,た

だ単 に通信にっかわれた り,人 間 に娯楽 を も

た らす以外 に,そ れ 自体で作業 を した り,い

ろいろな事柄 をコン トロールで きるはずだ,

とい う確信 を もって いたか らで した。

「モーク リー とあなたは,コ ン ピュークが

1)ス ベ リー ・ラ ン ド社 ユ ニ パ ッ ク部 門 副 社長

普遍 的に便 れわ るだろ うことを,す で に知 っ

ていたのか」 こうい う質 問をいままで も

よ く受 けます。な るほ ど電子計算機 は,月 面

着陸や気象予報に使われてい るし,ビ ジネス

マン ・弁護土 ・医者 ・教育家な どの役 に も立

ってい る し,発 電所や化学工場や製鉄所で使

われてい ます。

そ こで,こ の質問 に答 えるな ら,私 たち も

こうした応用範囲 につ いて考 えてみた し,実 『

際には私 自身 も陸軍 の兵器関係者に働 きかけ

て,ミ サイル制御 につ いて検討 して もらった

こと もあ ります。 ところが,無 線操縦の戦車

は失 敗に終わ った し,エ レク トロニクスを直

接兵器 に利用で きそ うに もない とい う意見が

出て,私 の案 は しりぞ け られたのです。EN

IACを 手 が けたのは,私 がわずか24歳 で,

モ ーク リーは10歳 年 長 で し か な か ったので

す。ですか ら,エ レク トロニクスを応用 して

この ような科学 的なそ して工学的 なことをこ

なす電子 計算機へ発展 させ ようと考 えただ け

で,生 意気な若僧だ と思われて しま ったので

す。

私が電子計算機 にっいて,最 も大 きな誤算

を したの は,工 程管理用 と工場管理用 の コン

ピュータが もっと早 く登場す ると考 えた点で

す。 しか しそれには,は るかに長 い時間 を要

したのです。 これ らの制御 を行 うための電子

計算機 の価格 と信頼 性を過小評価 してい たわ

けで,と もか く私の夢 が実 現するにはENI

ACか ら10年 後 に登場 した トランジスタを待
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隼

たな ければな りませんで した。一方,保 険業

界 な ど数 字を用 い て の 計算業務が主 な業界

が,私 た ちの研究 に とって,よ い市場 とな り

ました。最初 の顧客 はアメ リカの国勢調査局

と陸海軍 で した。

皮 肉 とい うべ きで しょうか,あ れか ら25年

を経 て,電 子計算機が多 くの実績 をあげて き

たの に,い まだ本 当に効果 的な気象予報 をで

きるよ うな高速 の演算装置 と高速 の記憶装置

を もった電子計算機 はまだ ないのです。GM

の 友 人の話によ ると,同 社 では,工 程管理 な

どのために1週 間に2台 の ミニコン ピュータ

を設 置 していて,そ れな りの効果 を挙 げてい

ると言 うことによ って,通 信や娯楽以上 の こ

とをしようとした私の夢 は,こ こに実現 した

ように思 います。 と こ ろ が モーク リーの夢

は,ま だ充分 に満 た され た とは言 えませ ん。

現在,モ ーク リー は,電 子計算機 による株式

市場 の予測 とい う仕事 に取 り組 ん で い ます

が,こ れな ら気象予報 よ り簡単 で し ょう。 し

か しいまの ところ,こ の2つ の分野 では短期

予測 しかで きないのです。

電子計算機の実績 については,す でに周知

の通 りで,例 えば1970年 の アメ リカの国勢 調

査で は2億500万 人 の市民 につ いて40億 項 目

を越 えるデー タを解析 しています。

アメ リカ海洋漁業局 では,1つ の電子計算

機に100種 を越 える魚類 につ いて,か な り詳

細なデー タ記録 しています。

また アメ リカでは,毎 年販売 され る約3億

本 の乗用車 ・トラ ック用の タイヤにっ いてデ

ータ を記録 し,欠 陥品が見つか った ときには

同 じ製品番号 を買 った人 び とに,す ぐ注意が

発せ られ るとい う仕組 にな ってい ます。

ア メ リカ,カ ナダ,イ タ リアをは じめ数 力

国では,電 子計算機で交通整理 を行ない,安

全性 の向上 と作業の能率化 を図 ってい ます。

アメ リカではARTS－ 皿(AutomatedRadar

TerminalSystem)と い う新 システムが導入

され,航 空管制官の負担 を軽減す る上で成績

電子計算機の昨日と今日と明日

をあげています。 これ は レーダー ・スク リー

ンに航空機の映像 とと もに,そ の対地速度や

高度 を文字 と数字で表 示 しよ うとい うもので

す。 この システムでは,ボ タンの操作でいろ'

い うな作業がで きます。例 えば,と くに注 目

したい航空機の映像だ けを拡大 した り,空 港

の管制圏 に 入ろうとす る全航空機 を映 し出す

な どとい ったこと もで きます。

これか ら5年 以内に,航 空券 の販売 と座席

予約 の確認 はセル フ ・サー ビス方式でで きる

ようにな るで しょう。航空会社 は,現 在の電

子計算機 を使 って経理や予約業務以外の仕事

をしてお り,例 えば紛失手荷物 の発見な どに

も電子計算機 を利用 してお ります。

ここに最近の電子計算機の利用の6つ の例

をあげてみたのですが,そ れ には私な りの理

由であるか らであ ります。

それは,い ずれ も人 口問題に付随 して生 じ

た問題の解決に電子計算機 が利用 され る,と

い うことです。国勢調査 で集 めたデータでは

各種の社会 ・経済研究が行 なわれ ることにな

ってお り,マ サチ ューセ ッツ工 科大学 な どで

は過密 化す る世界の将来 を どうす るか とい う

研究が進 んでいます。 この点,電 子計算機 の

利用の目的は単純明快で,人 間の生存 に とっ

て必要 であ る,と い うことにな ります。

そのほかの例一 魚類の記録,自 動車の タ

イヤ,交 通整理,航 空管制,航 空機の座席予

約な ど はすべて人間の過密化 によって生

まれた問題 を処理 しようとい うものです。 こ

のなか には,人 間の便 宜 を図 る とともに,安

全を図 るとい う日的の もの もあるわけです。

また,魚 類の記録 の例 は,環 境破壊の問題

と関連 して います。

この よ うな例 を見 ると,実 はそれが,よ り

大 きな問題の一・部 を成 してい る,と い うこと

が分か って きます。 その大 きな問題 を 「ワー

ル ド・ダ イナ ミックス」 な どと 呼 ぶ 人 もい

ますが,そ の名称 は と も か く問題の大半 は

「'世界管理」(worldmanagement)と い う問
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題のサブ ・システ ムかサブ ・ルーテ ィンで し

かないことが分 か ります。 したが って,個 々

の問題だ けを取 り上 げて も問題 の解 決にはな

らないのです。例 えば,ア メ リカでの原子力

発電所の問題 が あ ります。即 ち,冷 却用 水に

海水を利用す る関係上,付 近の沿岸では熱汚

染の問題が起 こって魚類に悪影 響 を与 えてい

る,と されてい ることです。 この よ うな形の

相互関係 は無限 に拡大で きるで しょうが,将

来の政治 を考 えて みる と,現 在,個 々に利用

されてい る電子計算機 を どのよ うに システム

的に利用 するか,と い うことが中心課題 にな

るでし ょう。

私 にとって,1つ の昔話 があ ります。モー

ク リー と私がENIACを 手 が けた ころ,電 子

計算機 とい えばMARK-1の ほ か にはパ ンチ ・

カー ド・マシンしかなか った ものです。 この

MARK・1に っいて さえ,何 の知識 もなか った

のですが,非 常 に初歩的な卓上計算機 を除 く

と,こ うい う状態で,A・ チ ュー リングやC・

バベージなどと言 う名前 は聞い たことが あ り

ませんで した。

その ころの私 たちはペンシルベニア大学の

微分解析機 に感銘 を受 けて いま した。 これ は

マサチ ューセ ッツ工科大学 のバ ナバー ・ブ ッ

シ ュの計算機 に基礎 を置 いた もので,限 られ

た形ではあ って も,と もか く自動 的な システ

ムで あったわけです。 パ ンチ ・カー ド・マシ

ンは,そ うではあ りませんで した。ブ ッシ ュ

の計算機の方 は一掴準 備が出来れば,す ぐに

完全自動的に解答 を生 み出 しました。一方,

パ ンチ ・カー ド ・マシンの方は答がで きるま

でには,カ ー ドを積んだ りい ろい ろな型での

人間の介入が必要だ ったのです。 モー ク リー

と私 は,こ れ を解決 しス ピー ド化 と解答能力

の向上 を図ろ うと考 えま した。 そこで まとめ

た の が,サ ブ ・ル ーテ ィン,フ 。ログラ ミン

グ,条 件付 き飛越 しな どの構想 をはじめ数々

の項 目であ りま して,こ れ らは現在の電子計

算機に取 り入 れてい る ものです。経済的で扱

いやすい システ ムを開発 しよ うとすれ ば,ど

うして もこうい う構 想や着想 が必要 にな りま

す。

この よ うに して大 きな問題 の一部分 を取 り

出 し,そ れ を綜合 してすべての相互関係 を解

明す る とい う方法が生 まれたわ けで,こ れは

後年 「システム ・アプローチ」 と呼ばれ るよ

うにな った ものです。 その名称は と もか く,

現 代 の社会 ・政治 問題 は,こ うい う観 点か ら

取 り上 げな くてはな らない も の で す。 しか

も,世 界 的なスケールで取 り上 げな くて はな

りません。そ して,こ うい う将来の シス テム

のモ ジ ュール を形成 す るサブ ・フ。ロセ スやサ

ブ ・ルーテ ィンこそ,現 代 の特徴で もあ りま

す。将来,電 子計 算機 の利用 によ って重大な

相関関係 を もつ問題 を綜合 するよ うになるか

もしれ ません。

ENIACの 場 合 には,サ ブ ・ルーテ ィンの

構想で問題の構造 をモ ジ ュール化 したばか り

でな く,ハ ー ドウェア ・モ ジ ュールの反復的

使用 によ って全体 を構成 した最初 のエ レク ト

ロニクス機器で もあ りました。ハー ドウェア

のモジ ュール化 とい うの は,ま ず 問題 を多 く

の類似形 の断片 に くだ いて,次 にそれ を再綜

合 して全体 を組 み立て直す ための経 済的な方

法 を見つ けよ うとす る ものです。

人類 の問題 も,多 くの面 で こ れ と同 じで

す。近代社会 では,す べて の人類の問題 を個

個 の問題 として考 えることはで きません。私

た ちは,あ る水準 まで問題 を単純化 し,ど ん

な要 求にで も応 えられな くてはな りませ ん。

そ うすれば問題 を再構成 して,個 人 ・都市 ・

国家な どの要 請に応 えられ るわけです。 その 『

ため には正 しい構 造 を もつ ことが基本 にな り

ますが,こ れ は大へん難 しい点 です。

今 日の共産主義 とい うの は100年 前 に人類

の問題 をあま りに も単純化 しようとして生 ま

れ た もの です。 当時 は,人 類の問題 を解 決で

きるよ うな思想 も手段 もなか った ものですか

ら,カ ール ・マルクスは時代 に先が けて問題
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の解決 を図 ろ うとしたのです。 ところが,彼

の生 きた時代,即 ち19世 紀 に問題が解決 で き

ると考 えた ところは,全 くの空想家であ りま

した。今 日では,私 たち もよ うや く社会問題

を解決で きる で あ ろ う機械,手 段 を手 に入

れ,少 くとも我 々の基本的な問題の一部 を理

解で きるよ うにな りま したが,そ れ は 「大量

システム ・アプローチ」 とか 「ワール ド・ダ

イナ ミックス」な どと呼ばれ る方法 によ るも

のです。

もとよ り世界 を救 うな どとい うことは望 め

ない にして も,私 が手が けた第3の 電子計算

機UNIVAGIは ア メ リカ陸軍 で使 われま し

た。 これは15年 以上 にわた って戦略 ・兵靖問

題 の研究 に使われた もので,そ の中 には2000

元 の連立方程 式 も含 まれていま した。

このよ うに電子計算機 の膨大 な企画力 は,

か な りの期 間にわた って認 め られて いること

にな ります。

もしもマルル クス とソ連 に電子計算機が あ

り,そ れを応用す る知識が あった ら,50～75

年 前 の ロシアの歴史 や,ソ ビエ ト体制下の一

連 の5カ 年計画 もよほど違 った もの にな って

いたで しょう。共産主義諸国で見 るべ き成果

が あが らなか ったのは,何 に もまして適切な

機械が なか ったか らだ と思い ます。 そして適

切 な計画や行政のかわ りに共産国家 は,教 育

と宣 伝を使 ったわ けです。

資本主義国 では,ま だ大規模 な コン トロー

ル体制がで きて いない ことを認めてい るし,

それ を実現 しよ うとい う試み もな い よ うで

す。

この点,中 国の方 が ソ連 よ りも,よ く認識

してい るよ うです。最近,ア メ リカの電子計

算 機専門家 が何回かにわた って中国 を訪 れた

とき,中 国の電子計 算機 は予想以上の進歩 を

遂 げてい ることを見 ています。中国 ではIC

な ど も国産 してい るよ うです が,周 辺機器や

大容量記憶装置 な どの点 では,ま だ弱 いよ う

です。

電子計算機の昨日と今 日と明日

政策決定に必要な大規模の電子計算機利用

とは,ど んなものになるかにっいて,ア メリ

カ政府にもはっきりした構想は な い よ うで

す。 ちょうど2年 前に来 日したとき,私 は東

京での講演のなかで,米 下院では毎年1万 件

の法案が提出されている,と 申し上げたこと

があります。下院には20の常任委員会があっ

て法案を検討 し,議 会に送 るのですが,そ の

多 くは行政府にある4600台 の電子計算機から

生まれるデータに基いて立案 されています。

行政府のなかで,電 子計算機化が一番進んで

いるのは国防省です。議会には,わ ずか3台

しかありませんが,う ち2台 は郵便の発送や

会計事務や歳費計算 な どの 日常業務に使わ

れ,1台 は議会図書館で過去の立法記録を検

索するのに使われています。とい うことは,

535人 の下院議員や数千人をか ぞえる職員が

使 えるコンピュータは,わ ずか1台 しかない

という意味です。

さて私が2年 前に来日して以来,議 会のデ

ータ処理能力は2倍 に伸 びています。議会図

書館は12セ ット備えつけていますし,現 在で

は点呼と表決結果の表示用として1セ ット取

り付け中で,表 決時点での結果を,大 きな表

示盤に表示することになっています。これは

2～3カ 月以内に動きはじめる予定ですが,

ただ1っ 問題があ ります。それは欠席 した議

員のカー ドを使って,1人 で3票 も投票する

者が出たらどうするか,と いうことです。

今の制度では,こ んなことはできないので

すが,一 方,議 会審議の%の 時間は表決のた

めに空費 されているので,こ れを現在の10分

の1に 短縮 しようというわけです。議会へ電

子計算機を導入しようという動 きについて,

あまり批判はしたくありません。現に特別の

研究グルーフ。を置いて立法過程の能率化のた

めに電子計算機の導入を推進 しようとしてい

るようです。しか し問題は,た だ単に電子計

算機の使用だけにとどまらない大 きなもので

す。ここでの問題は,世 界にとって最 も大 き
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な ものであ る国民への政治 を公正 に,か っ前

向 きに行な うために電子計算機 を導入 しよ う

とい う動 きは,ど うして も他 の どの分野 よ り

も遅 い もの になるとい うことなのです。

とはい って も,環 境汚染対策のプ ランニ ン

グや,そ の立法化 などにっいての電子計算機

の利用 は真先 きに行 なわれ るで し ょう。あ る

いはまた,天 然資源 の保護や食料の適正価格

の決定 な どにっ いて も,同 じ こ と がい えま

す。 このよ うな分野 での電子計算機の利用 に

成功 すれば,も っと大 きな政治の問題 に も応

用 す る糸口がで きるで しょう。

コニバ ックで開発 し た 大 容量記憶装置で

は,従 来の大容 量記憶装置 に比べて1/、oの 費

用で,多 くの人間にっいて完全 な記録 を蓄積

す ることがで きます。 この場合,2/10～3/10秒

く らいの アクセ ス ・タイ ムがあれば十分 で,

1人 当 り2～3セ ン トの費用 で記録 を ファイ

ルで きます。 この よ うに経済的な方法 がで き

れ ば,あ る個人 について,ど んなデータ も記

録 され るわ けです。ですか らか りにデータ を

記憶す る権利 さえあるな らば,技 術的 には可

能 である とい うこ とにな り,こ こに電子計 算

機 の使用が人 間に対 して もつ危険性が ひそん

で いるこ とにな ります。

アメ リカでは1億 を越す人間が クレジ ット

・フ ァイルに入 って いますか ら,こ の ファイ

ルを操作す れば,こ れ らの人 びとの就職能 力

や購買力 を左右 す ることも可能です。 クレジ

ット会社 は1000を 越 します が,実 際 には集Fl・1

度 がかな り高 く,25社 程 度 の会社が1億 人 も

の人間の ファイル を握 って い る の が現状で

す。 この ように一握 りのグルーフ。が,か くも

強 大な権力 を もってい るわ けで,い ろいろ と

不安 を もっ向 きも多いのです。

こ うい うわ けで昨年,ア メ リカ議会 は1っ

の法律 を成立 させ ま した。 こ れ に よ ります

と,だ れで も自分の フ ァイル を見 られ る方法

を教 えて もらえる し,自 分 に関す るファイル

の内容 を調べ られ るこ とになってい ます。内

容の正確性 を点検 した上 で,本 人の希望次第

で その意見 も記入 しな くて はなちない,と い

うことにな りました。 これで問題 の一部が解

決 したわ けですが,情 報 が好 ま しくない者の

手 に渡 るか もしれない とい う可能性 は,い ぜ

ん残 されて います。個人 を保護 す るには,も

っと多 くの法律が必要 とされています。問題

は機械 の側 にあるのではな くて,ク レジ ット

制度 にかか わ りを もっ 多 く の人 間の側 にあ

る,と い うことにな ります。

アメ リカの保険会社では,何 百万 人 もの人

間の医療 ファイルを保管 していますが,こ れ

は秘密 の ものです。 そ こ で 健康上の理 由か

ら,あ る会社 か ら加入 を断わ られた としま し

ょう。す ると,こ れは他の会社 に も知れて,

どの会社か らも断わ られ る,と い うことにな

りかね ません。た とえ,フ ァイルが間違 って

い たとして も,そ れに気付 いて訂正 させ るの

は大へんです。 こうい う状態 は間違 ってい ま

すか ら,是 正 しな くてはな りませ ん。

日本や アメ リカな ξに住 む人 間は,か な り

の個人的 自由を犠牲 にしてグループの利益 の

推進 を図 ってい ます。ア メ リカの場合,高 率

の税金 とか徴兵制度 な ど は,そ の1例 です

が,将 来,人 間全体が生 存 し て ゆ く ために

は,も っと大幅 に個人の 自由 を犠牲 に しな け

れ ばな らない,と い うことが問題 にな るに違

いあ りませ ん。

そ うした場合,私 たちの個人主義 を擁護 し

てい く上 で,電 子計算機 こそ最善の友 にな る

はずの ものです。 ここで簡単 な例 を引 き合い

に出 してみ ましょう。私が まだ子供の ころ,

ヘ ン リー ・フォー ドは量産可能の大衆車 を開
'

発 しました。な るほ ど大衆車だ けあ って,値

段 は安か ったのですが,買 う側の オプシ ョン

はま った くない,と い ってよい もので した。

「黒が お好 きな ら,ど んな フォー ドで もお気

に召す はず」 と い う冗 談 が流行 ったほ どで

す 。それが今 日では,ど んな色の フォー ドで

も手 に入 るし,内 装や車体には どんな カラー
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・コン ビネーシ ョンだ って可能です
。 それ に

エ ンジン,ト ランス ミッシ ョン,ラ イ トな ど

を入れれば何百 とい うオプシ ョンが可能なわ

けで,買 う側か らすれば選択の 自由が手の届

く範 囲内にあ る,と い うことを意味 します。

電子計算機な しでは,こ うい う世界 は不 可能

で し ょう。

次に,電 子 計算 機では不可能 な領域 につい

てお話 します。決 して望み を捨 てたわ けでは

ないのですが,今 の ところ行 き詰 ま り状 態 と

い う分野 です。

コン ピュータ といえ ども,す べ ての問題 を

解決 で きるわけではないのです 。数学 の問題

につ いて もそ うです し,と くに私 たちが解 き

方 を知 っている場合で もコン ピュータの手 に

余 るこ とが あ ります。電子計算機 によるチェ

ス ・ゲ ームを例 にとる と,最 後 のッメにいた

るすべて の手の結果 を計算す ることにな りま

す。 とす る と10120ビ ッ トの情報 の記憶 と1027

回 の 計算が必要 にな り,こ んな コンピ ュー タ

は製作不能だ とい うことが分か ります。

ところが,一 定のル ール に従 って電子計算

機 を使 い,2～3手 先 きの動 きを計算 させれ

ばチ ェス ・ゲ ームは電子計算機でで きます。

チェスの名プ レー ヤー といわれ る人は,こ れ

を頭の中で行 な うのです。 ところが人 間の場

合 には,こ のルールや方法 を発 明 す る まで

に,な ん と200～300年 もかか って い る の で

す。

フー リエ解 析がス ピー ド・ア ッフ。された と

い うことは,こ の10年 間 に新 しい方法 の開発

によ って問題解決 の能力 が!0～100倍 も向上

した とい う1例 です。 この間のス ピー ド化 は

数学者 によ ってな され た もので,電 子計算機

によ るものではあ りませ ん。 この10年 の電子

計算機 は,そ んなに向上 したわけで はないの

です。 したが って,よ り能率的 な電子計算機

が で きたか らとい って,よ り高度の数学 の探

求が おろそか にな って はいけないのです。

電子計算機 は人間の顔や音声や指紋 な ど,

電子計算機の昨日と今日と明日

一般 に もの を識別す る の が 不 得手 です。現

在,ユ ニパ ックにある指紋 識別用の コン ピュ

ータは90%の 時 間をこの作業 にか けて います

が,ど うも製品化す るには十分 と い え ませ

ん。 もっと早 い電子計算機が出来れ ばよいの

で しょうが,そ れよ りも必要なの は新 しいア

イデ ィアです。 もっと も,入 間の頭 脳 に比べ

て はるかに少 ない構成 部分 しか もって いない

機械に,人 間なみの能 率 を期待 す る と ころ

に,そ もそ も問題があ るのか もしれ ません。

今 日の大型電子計算機 で も107の 記 憶 素子 を

もってい るもの は,ほ とん どであ りません。

ところが人間の脳細胞 の能力 は,単 に記 憶す

るばか りで はないので,そ の複 雑 さは電 子計

算機 の103～105倍 で,両 者 の差 はひ じょうに

大 きな ものです。

そ こで電子計算機の持 ち味 は 何 か とい え

ば,そ れ はよ り早 いス ピー ドと高度 の正確性

です。次 に現われるの は,ど ん な電子計算機

か,と い う質 問をよ く受 けます。た しかにス

ピー ドこそ,終 始,電 子計算機の推進力 とな

って きた もので,今 後 もさらに高速化す るで

しょう。何か新 しい発見で もなけれ ば非常 に

難 しいか もしれませんが,よ り一 そ うの高速

化 を図れ ることは明 らかです。

い ま世界 的に大 きな努力 を傾 けて,連 日,

電 子計算 機開発 を目ざしてい るのですが,か

つてのENIACプ ロジェク トに も3年 の年月

をか けた ことを思い出 します。今 日では,よ

り高速 化が必要 とされ るのですか ら,当 時 を

上回 るよ うな応用化への努力が必要です。

ここで将来 について語 るな ら,も はや 「エ

キスパー ト」 などといえ る者 はいな いよ うで

す。 ご く小範 囲の可能性 しか予測で きな いよ

うにな りま したし,今 後10～20年 間 に何が起

こるかな どとい うことは誰 に も分か らな いよ

うです。 しか し,こ とス ピー ドに限 って いえ

ば当面 の制約 と,究 極 的な制 約にっいて一応

の予 測は可能 です。

ここ10年 間,薄 膜記憶 装置 とIC以 外 には,
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見 るべ き進歩 はあ りませ んで した。 この 間の

進歩 といえば,そ の到来が約束 されてか ら10

年後 に完成 したICが あ ります。 しか し15年

前 に話題 とな ったcryogenics(訳 注 絶体温度

0度 付近で作用するスウィッチング素 子。 磁気 コ

アーの次の記憶素子 として一時期待さ れ たが日の

目をみなかった)や,ト ウエァにっ いて言 うな

らば,実 現 を予想 された機械翻訳 は,い ず れ

も日の目 を見 てい ませ ん。

そ していま,世 界 的な問題 を電子計算機 で

解決 しよ うとい う期待 があ りますが,あ ま り

安易に考 えるのは禁 物です。それは容易 でな

いはずです。

電子計算機 のス ピー ド化にっいてい うと,

ENIACとUNIVACに よ って 計 算 能 率は

1000倍 早 くな りま した。い らい今 日までに さ

らに1000倍 もス ピー ド化 され て い る ので,

HarvardMARK-1当 時 と比べ る と最新の機

械で は100万 倍 も早 くな っています。 よ り一

そ うの スピー ド化 を図れば,マ リナー気象衛

星か ら送 られて くる写真の解析 に要 して いる

3～30日 とい う時 間(こ れ は現在,最 も高速

の機械です)を 短 くす ること もで きます。

私 たちの ロジ ックは,ど の くらい有効 な も

ので しょうか。加算 の場合 は,理 論 的に可能

な値の60～80%,乗 算 では理i論的に可能 な値

の25～30%で す。現在 の ところ,大 ていの電

子計算機 のオーバー ラ ップは最適 と は い え

ず,こ こでのス ピー ド損失 は50%に な ってい

ます。 ロジ ック・デザインを向上す るだ けで,

お そ らく2倍 か ら1倍,最 善の状 態では4倍

か ら2倍 の能 率向上が可能 なはず です。

基礎的な半導体の限界や発熱の限界か らす

ると,半 導体や配線 を改 良 す れ ば最大限約

500倍 の ス ピー ド化 が限度 で し ょう。 とい う

こ とは,現 在の よ うな機械で も,半 導体 とロ

ジ ックの限界 を改 善すれば1000倍 もの スピー

ド化が可能 にな るわ けです。

この限界 を越 えるには2っ の方 法が あ りま

す。1っ は,な ん らかの形で電子計算機 を併

列化す ることで,特 定の問題 に限 って これは

有効 です。ILLIACIVは,そ う した方 向の1

例 です。 この併列方式 によれば,大 体100倍

までのス ピー ド化が限界で,こ の程度 のス ピ

ー ド性能 の向上 な ら光学素子に よって も可能

です。 したが って,基 礎物理学か らい えば,

将 来 さらに100万 倍 の ス ピー ド化 を図 ること

は不可能 ではあ りませんが,そ の見通 しは き

わめて遠 い とい うべ きで し ょう。光学 素子 を

用いた電子計算機の製作な どとい う問題は,

私 の想像力を絶す る ものです。

電子計算機使用の さいの政治的な問題 と理

論的な問題 のほ うが,技 術問題 よ りもは るか

に大 きな問題 とな って私 たちを制約す るで し

ょう。パ ター ンの識別 や気象予報な どの よう

に電子計算機 に とって不得手 な分野で は,高

速化が1つ の解決 にな るで しょう。 そしてス

ピー ドと記憶能力 が改 良 されれば,プ ログラ

ミング ・プロセスでの制約 を軽減す るこ とも

で きます。

ここで私 は,エ ジプ トのエル ・アラメイン

の戦 いで勝利 を収めた ウ ィンス トン ・チ ャー

チルが語 った次の言葉 は,将 来 の電子計算機

に適合す ると思 うのです。わ けて も,社 会 ・

政治 ・行政 などの問題 に電子計 算機 を応用す

る場 合に,よ く当て はまる と考 えます。

「これは終 わ りで ない。終わ りの始ま りで

さえないのだ。 きっと,始 ま りの終わ りなの

だろ う」・ これが チ ャーチルの言葉です。

皆 さまの力 を得 て,科 学 は もっと多 くの人

間 を自由 にで きるか もしれませ ん。 そして,

自 由な人 びとに 自由を保証す ることもで きる

で しょう。 しか し,電 子計算機 デザ インにス

ピー ドが重要 であ るよ うに,私 たちの社会や

環境の問題 を解決 す るには時間が重要です。

私 たちの手持 ち時間は,予 想外 に少 ないのか

もしれません。問題 を一通 り見 渡 し た だ け

で,私 たちは もっと真 剣かっ迅速 に問題 に取

り組 まなければな らない,と い うことが 明 ら

かなよ うです。
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セ ッシ。ン1人 間 と情 報 化

情報化志向社会の世界的意義

要旨

情報化社会実現への傾倒は,人 間不存在の問題をは

らむ。テクノスフェアにおける有限な資源の利用 ・管

理と,エ コスフェアにおける人間存在の在 りかたを反

省し,安 定状態の社会といった理念を考究する必要が

ある。情報化社会への過程は不可避か もしれないが,

情報,従 って知的権力のギャッフ。による不均衡発生の

おそれがある。地上の諸問題の相互作用 と人 口爆発に

対 し,盲 目的な情報化志向の反省と,主 権信仰の危険

の省察が望まれる。



情報化指向社会の世界的意義

ア ウ レ リ オ ・ ペ ッ チ ェ イ1)

、

(1)

今後20～30年 間 に出現す る情報社会 が実際

どの よ うな もの にな るのか,私 にはほ とん ど

見 当がっ きません。 したが って情報社会 がい

ろいろな制度や人間に どのよ うな影響 を与 え

るか,ま たそれ らの相互作用が どう変 るか,

論 理的 に考 えることが困難 なのです。 この よ

うに驚 くほど複雑で変転 きわ ま りない錯綜 し

た関係,個 人対個人,1人 対 多数,多 数対1

人,多 数対多数 の関係 は,ど の よ うな人間組

織 の中で も進行 して いる もの で す。 もう1

っ,私 に とって どうに も予測 し難 いの は,現

代の雑多な世界に属す る さまざまな文化や民

族に対 して,未 来の情報社会が どのよ うな意

味 を もっか,と い うことです。 また これ ら各

種の人間組織の間にあ る接点 や相互作用 はま

す ます重要 になる一方ですが,そ の面 への影

響 も私 には予想す ることがで きません。

私が与 え られた テーマに取組 もうとす る場

合,漠 然 となが らら抜 き難い悩み に襲われ る

のであ ります 。ジ ョン ・マクヘール氏の示 し

た図表 はいず れ も 「なるほど」 と思 わせ る も

のですが,そ の1っ を見 る と,私 は残念 なが

ら年令の点で,も はや新 しい情報技 術に精通

で きない人間の仲間入 りを し て い る よ うで

す。 しか しその事実か らくるフ ラス トレー シ

ョンが,私 の悩みなのではあ りませ ん。私 の胸

1)オ リベ ッテ ィ社 副 社 長 ・ロー マ ク ラ ブ主 宰

に深 く巣食 って いる心配 は,い や し難 い ヒュ

ー マニ ス トとしての憂慮 であ り,「 人類が そ

の危 っか しい状態 にヤキヤキす るあま り,物

質的拡大強化へ の執念 をは じめ とす る多元 的

で重大 な病弊の治療法 として,技 術 の もた ら

す ミ奇跡の新薬ミ と もい うべ き手段 を求 め る

誘惑 にか られ るので はないか」 とい う不安 な

の です。 その申で も,コ ンピ ュー タの儀式 め

いた方法 による情報 技術が,恐 らく最 も霊 薬

的 であ り,従 って最 も魅力に富んだ ものの1

っ と思 われます。っ ま り最 も危険な技術的霊

薬 の1っ として,大 事 な ときに 「イワシの頭

も信心」的 な気持で情報技術 によ りかか る傾

向が生 まれて くるか もしれません。 しか し本

当 は,徹 底 した非妥 協的な自己批判 を行な う

倫理性の強 さが必要 なわ けで,私 たちはそれ

に よってのみ地上 の人 間 を救 うため,さ らに

厳 しい なが ら確 実な方 法 を知 ることがで きる

の です。

確 かに情報 は,現 実的 ない し潜在的な 「資

源 」 として,私 たちが持つ最 も大 きな ものの

1っ です。 ただ し現在 の ところ,情 報 はよ く

読 み取 れず,ま た断片 的,非 理性 的に利用 さ

れてい るに過 ぎませ λ。また情報 が 「使 って

減 らない」唯一の資 源であ ることも間違 いあ

りません。む しろ今 後数年,数 十 年 を経 て,

情 報の流れはい ちじるしい増勢 を示す ことが

予想 され ます。 しか しこ うした事実ばか りな

がめて,他 の きわ めて重要 な事実 に目をっぶ

ってはな りませ ん。 と もか く,人 間は絶大 な
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困難に取組んで無益にあがいていますが,そ

れを解決するため情報指向社会の建設ばか り

に知力と物力 を傾注 していたのでは,成 功の

見込みはあ りません。世界全体 とはいわない

まで も,少 な くもかな り多 くの地域で,人 間

の心はすでに,今 日見 られる情報の 「内爆」

に不安を覚えています。従 ってそれ以上の新

しい情報の渦中に人間を投げ込 むのは,賢 明

とはいえないでしょう。そればか りではあ り

ません。近代文明から必然的に生み出され,

その主な基盤 となっている考 え方やデータの

流れがますます増大 し,お びただしい量にの

ぼっていますが,そ うした情報の処理,カ プ

セル化,お よび提供にどれほど完ぺきなハー

ドウエアや充実 したソフトウエアが設計 され

ようとも,そ こに人間が忘れられてはいない

か,あ るいは当黙視 されてい るの で はない

か,と いう基本的な疑問が残 ります。ぼう大

な情報に恵まれなが ら,人 間は依然 として自

己の本体を見極め,そ の行動に確信 を得 ると

いう課題に取組まなければな りません。

さらに広い意味でいえば,私 たちが情報と

知識 を同一視 し,知 識 と知恵をイコールで結

ぶとすれば,そ れは大 きな間違いでしょう。

たとえていえぱ,政 治上の便法がそれ自体で

立派な政治決定になり,立 派な政策決定がそ

れ自体で政治の道になる,と 思い込むのと同

様な誤 りです。歴史の現段階で人類が最 も必

要 としているのは,実 にこうした知恵や政治

の道なのです。 しか しそれには究極的な もの

に対する認識 と,人 間に対する深い理解が前

提条件になります。人間とは,き わめて才知

にたけた巧妙な動物です。自分の支配能力を

越えた大 きな ものを考え出すこ とが で きま

す。また人間の複雑な心の中には,無 数の偶

像やクブー,魔 神や伝説が生 きていて,合 理

的な理性と絶えず争 っています。 さらに人間

は機械,数 字,ロ ボ ットなどを相手にするよ

りも,自 然,超 越者,あ るいは他の人間など

と心を通わせたい,と いう気持をもっていま

情報化指向社会の世界的意義

す。

このようにダメを押 したか らとい って,決

してあき らめや否定 の意味で はあ りませ ん。

ちょっと振 り返 って考 え,深 く探求 して みれ

ばわかる通 り,人 類 はまだ知識社会や情報社

会 に入 る準 備がで きてい ないのです。現在の

段階 では情 報面にか ぎ らず,通 信,経 済,科

学,技 術な ど,い か なる面の開発 に もま して

未来へのカギ となるのが,人 間の開発 その も

のです。その意味で強力 な準備の段階 を もつ

ことが,い ずれにせ よ必要 なのです。本 シン

ポジウムのテーマ も,そ の正 しい方向 を指 し

て います。

しか し実 際の ところ1っ の国,1つ の 大陸

が,世 界全 体の水準や状態か らひと りだ け離

れて暮 らす ことはで きません。 日本 にしろ,

ア メ リカに しろ,ヨ ーロ ッパ にしろ,自 分 の

ところだ けが どれほど進歩 して も,そ れ は不

可能です。なぜ な らば,結 果 として作 り出さ

れ る不均衡が,手 に負 えない破壊分裂 の要 因

とな るか らです。人類が勝利 の旗 をか ざ して

堂 々 と21世 紀 に乗 り込 むためには,こ うした

事態 はどうあ って も避 けなけれ ば な り ま せ

ん。 この点 にっいて は,話 の最後の部分で詳

しく述べたい と思い ます。

すでにお察 しの通 り,私 には与 え られ た難

しい テーマにっ いて語 る資格が あま りあ りま

せんが,そ ればか りでな く私 は,本 シンポジ

ウムの多 くの参加者が もって お られ る考 え方

に,ま だ全面 的に転向 してい ないので あ りま

す。 さ りなが ら,私 として は全力 を尽 して,

未 来への道 をみなで理解す るのにい くぶんで

も役立っか と思 われ る点 を,い くっか述べて

み ることに しまし ょう。知識 と情 報が その弛

いろいろな 「資源」 を倍加 させ る力 として活

用 されるためには,私 た ちは どの よ うな道 を

た どるべ きで しょうか。

一35一

(2)

まず第一 に,改 めて申上 げてお きますが,



人類の進化 を広い観点か らなが めた場合,現

在の段階 はな るほ ど信 じられない よ うな素晴

しい成長 に飾 られてい ますが,同 時 に他方で

は,人 類が まだ経 験 した ことの ないほど複雑

でぼ う大 な問題が,入 り組 んだ迷路の よ うに

私た ちを取巻 き,そ れ に対処す る能力が人間

に欠 けて いる,と い う現実が大 きなガンにな

って います。 こ れ が 人類の驚 くべ き窮状で

す。 それ は技術の豊か さが生んだ1っ の余波

であ り,き わ めて短期間に 目ざま しい増大 を

遂 げた知識や情報の集積 を,私 た ち が 無秩

序,無 責任 に利用 して きたこ とが その主 な原

因です。分 りきったことか もしれませ んが,

このよ うに考 えれ ば,知 識 と情報が よかれ悪

しかれ,今 後 さらに一層決定 的な役割 を果 た

すよ うにな ること,そ して未来 の人類社 会が

なお一層,知 識 や情報へ の依存度 を高 め るこ

とが,理 解 で きると思 います。

そのほかに も,現 在 の激動 か らなぜ こう・し

た未来 の状態の発生 が予想 され る か に つい

て,も っと具 体的ない くっ かの理由が存在 し

ます。 この 「なぜ 」は きわめて重要です。 と

い うのは,,そ れ によ り生 産指向社会か ら情報

指向社会への移行 をどの ように構想 し組織 し

てい くべ きか を考 える場合の手引 きが得 られ

るか らです。その うえ,療 法 はそれ自体 を目

的 と考 えることはで きません。 それは生産や

成長にっい て.も 同 様です。従 って この 「な

ぜ」 を突 きつめれば,や がて 「どんな社会の

ため,ど んな情報が必要か」 とい う根源の問

題 を掘 り下 げることがで きま しょう。

この よ うな理由のい くっか を特 に強調 した

のが,ロ ー マ ・クラブの ためマサチ ュセ ッツ

・工科大学が実施 した 世界動態(ワ ール ド・ダ

イナ ミックス)に 関す る研究 の結論 です。恐

らくご存知 の方が多 い と思 い ますが,こ れ ら

の結論 を盛 り込 ん だ 書物 が 「成 長の限界 」

(TheLimitsofGrowth)と い う表題 で出て

お ります。 これは2～3ヵ 月前,私 の友人で

学識 の高 い沖田三郎氏 に よ り,日 本で も公 刊

されました。完全な 「技術報告 」が出 るのは

まだ2カ 月ほ ど先 にな りますが,そ れを待 た

ず に報告の内容 を一般 に公開 した本書 は,す

で に約20カ 国 語 に訳 され,あ るいは翻訳 が進

め られてい ます。 この本 を読んで世界中 の人

人が,奔 流の よ うな人類の成長 と有 限の大 き

さを もった地球 との アンバ ランスにっ いて考

え,論 議す るよ うにな って きま した。私 の考 え

で は,こ うした論議のおか げで,私 た ちが前

向 きに思考 し,計 画 を練 るため に役立つ3つ

の 「ノー リターン地点」 と申しますか,画 期

的な観念が確立 され た と思 います。地球 を住

みか とす る人類の現状 にっ いて,・また現在 の

動 向が今後 どのよ うな結果 を もた らす か につ

いて,人 によ り考 え方 に多少 の楽観的ない し

悲観 的な色合 いの違 いはあ るで しょうが,少

な くも次の3点 では一致 してい るよ うです。

第 一の観念 は,地 球 の物的資源 につ いて,

その利用 と管理の大 巾改善 を図 ることが絶対

必要だ とい うことです。た とえば地球上 の空

間,エ ネルギー,原 料な どを基礎 として 「現

世の都」,つ ま り人類 の文 明が成 り立 ってい

るわ けで あ り,こ れ を 「技術界」(テ クノス

フエア)と 名付 けることがで きましょう.。こ

の面 で必要 な成果 を挙 げるには,再 生の きか

ない資源 を合理的 に配分 し,再 循還 させ,還

元す るこ と,あ るいは製品 を小型化 した り再

検討 して,耐 用年数 の増 大 を企て ること,さ ら

には計画 の立案 を能率 化 し,相 互調整の改善

を図 ること,そ の他 いろいろな手段方法 を組

合 わせ ることが必要 で しょう。 ζれ は1部 門

だ けあ るいは大 国だ けの枠 内でバラバラに行

な っていたのでは,も はや役に立 ちませ ん。

世界 の人類 全体が,重 点政 策の1っ として実

施 す る必 要があ ります。現在 と未来 の何十徳

とい う人類のた め,物 質面でま ともな生活水

準 と人工環 境 を確保す るため,こ のよ うな努

力 を必要 とす ることが,今 日ますます明 らか

にな りつつ あ ります。

第二の確か な点 は,人 間が 自分の頭 と手で
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作 り出 した 「技術界」でな く,逆 に人間 を作

り出 して くれた 「生物界」 に関 す る もので

す。人間 は環境の面で,い ままで よ りず っと

多 くの知恵 を発揮 しな けれ ばな りません。 さ

もな ければ,人 間 とい う動物 は,他 の生物に

混 じって生存 を続 け,さ らに立派 に暮 らして

い くことがで きな くな ります。最近 よ うや く

わか って きたことですが,人 間 は困 ったこと

に,あ らゆる動物の中で最 も 「連続的関係」

の意識 に欠 けてい るよ うです。 よ くいわれ る

よ うに;ト ラは トラ としての生 き方 を心得て

います。 アホウ ドリ に し て も,ク モにして

も,そ れは同 じで,そ れぞれ他の動物や植物

に混 じって生 きる方法 を学んで います。 自然

界 で生 き残 った生物の鉄則 は,「 相手 を生か

し,自 分 も生 きる」 とい うこ とです。つ ま り

各生物が それぞれ独 自の形で複雑な生物界の

維持発展 に寄与 してい るわ けで あ り,そ の総

合生活 の基礎 に横たわ る 「環境のバ ランス」

を崩す ことは決 して あ り ませ ん。 レ ミング

(北地産の ネズ ミに似 た小動物一訳注)で さ

え 「連続関係」のルール を守 ってい ます。た

だ しレ ミングはそのた め,大 きな 自己犠牲 を

す る ことが あ ります。 とこ ろ が人 間は,「 自

分だ けは例外だ」 と思 い込ん で し ま い まし

た。 そ して技術組織 と物質的安楽の追求 に熱

中 し,間 もな くその面で収 めた成功 に目が く

らん で,人 間 は自分が 自然界の一部でな く,

その 「主人」だ と考 えるよ うにな りました。

こうして威勢のいい成長 と支配の勢 いにの っ

た人間 は,森 林 を切倒 し,地 面 を舗装 し,廃

物 をま き散 らして あ らゆる もの を汚染 し,強

欲,快 気,気 まぐれのため狩猟,焼 却,殺 り

くを行 ない,他 の生物 を大量 に破壊す ること

によ り,こ の 世のいろいろな環境組織 に見 ら

れ る微妙 な相互関係や循還作用 に重大な障害

を与 えるよ うにな りま した。 しか も自然界の

環境条件が人間 白身の生存 にとって不可欠な

ことを忘れていたのです。 この よ うな 人間の

行動 を根本的 に変 える必要があ ることは,す

情報化志向社会の世界的意義

でにハ ッキ リ意識 されて います。 しか しどの

よ うにして それを変 えた らよいか は,ま だだ

れに もわか りません。

以上 で,未 来 に対す る私 たち全体の考 え方

に現 われた2っ の画期的 な意識 を挙 げま した

が,少 な くも人類の生活が地球 とい う小 さな

遊星 の上 に限定 されて いるか ぎり,そ の地質

的資源 と生 物集 団の両方 につ いて,も っ と理

知 的な管理 を行 な う必要が あるごとは,き わ

めて明 らかです。それが また情報 や知識の収

集,貯 蔵,加 工,伝 達,利 用 の方法 を,現 在

の形 よ り大rl]に 改 善す る必要 につ なが るこ と

も,い うまで もあ りませ ん。

さて,第 三 の画期 的な観念 を申上 げるに当

た りまず バーバ ラ ・ウ ォー ドとレネ ・デ ュボ

スの新著 「かけがえのな い地球」OnlyOne

Earth)か ら次の言葉 を引 用 し た いと思い ま

す。「人 間の2つ の 世界,つ ま り,生 まれ な

が らに受 け継 いだ生物界 と,み ずか らの手 で

作 り出 した技術界 とが,い まやバ ランスを失

ない,潜 在 的に深い抗争状態 にある。人間 は

その中 間に立 ってい る。 これがわれわれの置

か れた歴史 の転換期で あ り,未 来の扉 は1っ

の危機 に向 って開いてい る。 それ は人 類が い

ままで経験 した中で最 も急激 な危機で あ り,

ま た最 も世界的 で,不 可避的で,理 解 を越 え

た もの である。 この よ うな危機が,す で にこ

の世 に生 まれている子 ど もたちの生の間に,

決 定的 な形 を とって現わ れるに違 いな い」。産

業文 明を襲 うこうした深刻 な危機の意識が,

い ま次第 に広 ま りつつ あ ります。私 は先 にこ

の問題 に触 れた際,情 報文 明に一足飛 びに突

入 して も,あ ま り解決 にはな らない,と 申上

げてお きま した。それでは危機 が先鋭化 し,救

い難 い もの にな るの を防 ぐには,ど うすべ き

で しょうか。い くっ かの措置 を簡単 に組合 わ

せ ただ けで問題 が解決 しないこ とは明 らか で

す。 しか し進 むべ き道 を定 める前 に,ま ず 目

標 を頭 に置 くことが必要 で しょう。方針 を確

定 して か らでなけれ ば,そ の実現 に用 いる戦
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略や手段を考えることがで きないか らです。

この点にっいて基本になるのは,ロ ーマ ・

クラブとマサチュセ ッツ工科大学が共同で行

な った考察,さ らにはその他の進んだ思想家

の研究から生まれた 「安定状態の社会」 とい

う観念です。これはまだ抽象概念の域を脱せ

ず,定 義 もハ ッキ リしないので,論 議のやか

ましい問題ですが,次 第に強い主張 となって

現われつつあ り,「将来の人間社会が い かに

あるべ きか」どいう重大問題を合理的に取上

げようとする場合,私 たちの参考 とな り得 る

ものです。今 日の世界にはいろいろ恐ろしい

問題が山積し,互 い にか らみ合 っています

が,そ れに真面した現在の私たちは,こ こで

次のように自問してみるのが適当ではないか

と思います。っま り「私たちの目に入る生物

は,そ の進化と維持存続に際して,絶 えず変

りなが ら再構成を繰返 してい く動的な平衡状

態の原理に支配されているが,人 間はそれを

無視 して,生 物最高の組織 と称する人間社会

を築 くことが,果 たしてできるだろうか」と

いう自問です。私たちの考え方が近づ きっつ

ある第三の画期的な観念は,「人間社会 とい

えども,そ れが存続するためには,全 体の状

態として動的な生態環境の均衡に達 しなけれ

ばならない」という考え方です。地球上の物

理環境や生物環境は,ほ とん ど閉鎖体系を成

していますから,そ うした安定状態が必要な

ことにな ります。

云いかえれば,社 会はやがて必然的に一定

の状態に達 し,あ る程度以.ヒの物質的成長を

きわめて厳 しく監視することが必要になりま

す。つまり,世 界の中で私たちの分野や地域

に増大が起 これば,ど こか他の分野や地域の

減少で埋め合わせをっけなけれ ば な りませ

ん。人間の本性は,進 歩向上へのやみがたい

欲求を特徴 としていますが,今 後はそれを満

足 させ るにも何か他の形を選び,か けがえの

ない資源をあま り大量に消費しないような活

動,あ るいは環境の低下を招かないような活

動に精力 を向けなければなりません。デニス

・ゲイバーに云わせれば,「以前 に は成長が

希望と同義語になっていたが,い までは爆発

的な野放 しの成長か ら次第に方向を変え,成

熟した社会への有機的発展に移行するよう最

善を尽すことが,あ らゆ る識者 の義務であ

る」。

以上のような考え方 は,大 部分の開発理論

や今日の人間が懐いている期待の流れに逆行

するものです。しかし人類がいま陥 っている

行き詰ま り状態をもっと徹底的に理 解 す れ

ば,こ うした見方 もそれほど受 け入れにくい

ものではな くなるでしょう。考えてみれば,私

たちの生存に絶対必要な要求が一応満たされ

たあとは,他の物質的欲望など,あまり重要に

見えなくなるか もしれません。現にそういう

意識をもった人たちが増えっっあります。そ

れよりも,他 方で非物質的なものの価値や目

標に向って進歩向上が見 られれば満足なので

す。たとえば教養,芸 術,宗 教,ス ポーツ,

身だ しなみ,個 人的奉仕,社 会的交流などの

面で前進を求めるようにな ります。しかし人

間の組織では,個 人的にも集団的にも,生 活

の質を向上 させることが目的ですか ら,そ の

ような組織を作 り出すためには,新 しい水準

の知識や情報が必要になります。こうした観

点から情報指向社会を理解しなければな らな

いのです。

(3)

いま申上げた新 しい考え方の原理はかなり

巾の広い ものですが,本 質的には一種の大 き

さの比較か ら出発 しています。、っまり,一 方

では人間の存在と活動が急激な増大を遂げ,

他方では人類の住む地球が有限である,と い

う矛盾が もとになっているわけです。そこか

ら論理の必然 と して,「物質的成長を抑制 し

なければ,人 類はやがて地上で飽和状態に達

し,地 球の定員を超過して亡びてしまうだろ

う」 と考えられるわけです。しかしローマ ・
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クラブの警告によれば,技 術時代の人類の状

態についてさらに深 く,ま た総合的な理解が

必要だとされています。私 もこの機会に,本

講演のテーマに関連 して,次 のように申上げ

てお きたいと思います。すなわち,成 熟 した

社会に向って成功の見通しをもちなが ら歩み

を進めるためには,人 類が置かれた現在の状

態の意味をよく把握することが必要です。人

類は何十万年 もかかってゆっくり自然の進化

を遂げてきましたが,今 日に至 って実際あら

ゆるものを自分の技術で革命的に変え始めた

のです。その対象には,人 間自身の状態や世

界での役割までが含まれています。実際のと

ころ,今 日の技術時代はまた 「人間の力によ

る大巾で急激な変化の時代」と規定すること

ができましょう。その変化に決定的な衝撃を

与える要因ですが,困 ったことに,技 術その

ものには自己規制の能力がまった く欠けてい

るので,い つ脱線するかわか りません。 した

が って人間は,技 術に枠をはめざるを得ず,

またそれを通 じて世界に起 こる変化を規制す

ることが必要になります。云い換えれば,人

間は生態環境全体 と人間自身 の 未 来 に対 し

て,絶 大な責任 を負 うことになったのです。

こうして人間は新たに獲得 した力その ものの

重圧により,コ ンピューター的な規制能力 を

発揮す ることが必要にな りましたが,こ のよ

うな機能は従来,自 然界が神の権限に属する

もの として敬遠 され,絶 対者の測 り知れない

摂理にゆだねられていた ものです。

この点について思い出 されるのは,人 類が

比較的最近,生 物界に出現 した存在だ,と い

う事実です。それ以前はもとより,人 類の出

現以後で もほんの20～30年 前まで,す べてが

自然の摂理による機構 と方式に従 って進んで

いました。しかしその時代は,も はや終 りを

告げたのです。現代人は自然の循還作用を至

るところで絶え間な く撹乱するようにな り,

地球の表面にある資源を使い果たしてい くの

で,そ もそも人類の出現と発展を可能にして

情報化志向社会の世界的意義

くれた条件 その ものが,加 速 度的に消滅 しつ

,っ あ ります。 このよ うな作 用に よる滅亡の運

命 を免 れ るためには,人 類が出現以前の太古

の時代か ら受 け継いだ独 自の 「遺産」 をむや

みに乱費 す るのをやめ,そ れ を慎重 に管理す

る必要があ ることは もちろんです。 しか し今

日では,も うそれだ けで は足 りな くな りま し

た。人類 はさ らに一歩進ん で,こ の世界 に住

む人 間その他 あらゆる生物 の未来 の歴史 に対

す る基盤 を,き わめて慎重 に築 かな ければな

りません。 この新 しい任務 は,人 間 に将来へ

の展 望 と大胆 さを もっ ことを要求 します。 い

わば 「ユー トピア的勇気 」です。 ジ ュリアン

・ハ ックス レイ卿はすで に2～3年 前か ら,

こ う述べてい るで はあ りません か。「(人間の)

役 割 は,み ず か ら好 むと好 まざ るとにかかわ

らず,地 球上 の進化の過程 に対 す る指導者 と

な ることで,そ れを全体 として進歩 向上 への

方 向に導 き,案 内す る ことが人類 の任務 なの

である。」

しか しこの新時代 は,ま だ実 現 されてい ま

せん。私 たちはその中 間の無秩 序時代に生 き

ています。 この状態が長 く続 けば続 くほ ど,

人類 の状態 は一層困難 にな るわ けですが,そ

れは技術の力 を もって して も変 りが あ りませ

ん。む しろ技術が猛威 をふ る うか らこそそ う

な るのだ,と 云 えるか もしれ ませ ん。 こうし

た現状は,真 剣 に検討す る必要が あ ります。

しか も現代 の社会 は文化的,制 度 的,心 理 的

にそれ を理解 する準備が で きて い ま せ んか

ら,没 落への道を防 ぐため恐 ら く第 一に必要

な手段 は,社 会の情報環境 を大 巾 に改善す る

ことで はないか と思 われます。

(4)

以上に述べた通 り,私 の考 え で は知識社

会,情 報社会への道は不可避的なように思わ

れます。 とはいって も,そ れが発展の方向 と

して実際上よいとか悪いとか,あ るいは人類

の運命にとって向上ない し低下を意味す ると
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か,あ えて特定の判断 を下 そ うとす るわけで

はあ りません。 なるほ ど,あ る意 味ではよ く

な るはずで し ょう。 しか しそれはすべて,従

来 に もまして大 きく,人 間自身の在 り方 にか

か って います。変化の時代 に直面 して,人 間

がどの よ うに行動 し,ど の よ うに反応 を示 す

かがカギにな ります。っ ま り,さ らに多重 の

情報 を吸収す る能力 と意欲が あるか どうか,

さ らに複雑な通信技術 に対 し,し か も世界的

な規模 で順応 してい けるか どうかです。なぜ

な らば,人 類 はすで に一 国や一大陸の枠 をは

るかに超 えた段 階に突入 してい るか らで,今

EIで は人類 の世界 的な組織 をめ ぐる状態が,

個 人ない し集 団の未来 を予想 し,形 成 す るう

えで決定的 な要 因 とな るのです。

情報 指向社会 は,い ま私 た ちの想像 の及ぶ

限 り,恐 らく北半球 の開発先進地域 に現在見

られ る社会 よ りも高度 に発達 し,一 体性が強

く,さ らに複雑化 した ものにな ると思 われ ま

す。いろい ろな地域,文 化,階 級 ない し集団

の間で,相 関関係や相互作用が今 日よ りも強

力で重要 にな ります。 また政治の働 きに参加

を求 める人間の数 も多 くな りますか ら,均 衡

の とれた 「民主的」性格 の政治体制 を維持 し

てい くことが,ず っと困難 になる と思われ ま

す。現在で さえ,特 に比較的大 きな諸国の権

力機構 は,真 の民主主義 を現わす もの とはほ

とんど云 えな くな ってい ます。 したが って明

日の世界で は,少 数者が強力な意志で情報機

構 の支配権 を奪 取す ることに よ り,政 治体制

を支配す ることが可能 にな って く る で しょ

う。昔 か ら云 われ る 通 り,「 情報 は力」なの

です。

こうして,情 報 を 「持 つ者 」 と 「持 た ざる

者」 との問題 が爆発 的にな る か も しれませ

ん。 「フォーチ ュン」誌 のマ ックス ・ウェイ

ズの言葉 を借 りれば,一 国内だ けでな く,世

界的な規模 にわた って 「新 しい情報処理技術

を理解 する少数 のエ リ〔 トと,そ れを理解 し

ないぼ う大 な受 け身 の階層 との間に大 きな社

会 的分裂が起 こると想像す ること」は,き わ

めて容易で しょう。 さらに支 配層 が情報 を利

用 して一般 国民 を操 り,う ま く服従 させ る恐

れが あ るこ とは,想 像 に難 くあちませ ん。私

た ちの 「原始情報社会」では,す でにそれが

何度 とな く起 こ って いるか らです。 この点 で

思 い出 され るの は,ジ ョン ・マ ックヘール氏

の示 され た 「政策決定者のための問題点」 と

題 す る表で あ ります。 この表 を見 ると,政 治

休制 にほんのわずかな欠陥があ るだ けで も,

あ るい は正 しい コー スをちょっと外れ ただ け

で も,専 制主義 や革命が唯一 の解決法 として

登 場す るよ うな状態にな るか もしれ ません。

もちろん,こ うした 「解決」 は,偽 りの もの

です。

そこで,い よいよ こうした予想 され る傾向

が 世界 的に どのよ うな意義 を もってい るか に

つ いて,私 の意見 の核心 に入 ることにな り,ま

す 。つま り今後 の社会 の発展 は,情 報 と通信

に関す る技術 や方式 を広 く利用 し,組 合わせ

る ことにますます大 きく懸 って く る で し ょ

う。人 間社会が こうした 「変身」 を遂 げ る時

期 に当た って,ど の よ うな姿 を呈 してい る

か,次 にざ っとなが めて みることに しま し ょ

う。

歴史始 ま って以来初 めて,い ろいろ驚 くべ

き現象が私 たちの 目に触れています。 た とえ

ば,あ らゆ る事物の間に相互作用が見 られ る

よ うにな り ま し た。また相互依存関係 の方

が,最 初の現象 よ りさらに重要 に な り ま し

た。多 くの出来事 の中には,内 面的 な価値 よ

りも周囲の事情に基 く価値 の方 が大 きい もの

が少な くあ りません。 さらに人類が直面す る

問題 は,世 界的規模 にわたる ものが ます ます

多 くな って きま した。そ して一元的な地球 世

界 が出現 しつつあ ります。この ような社会 は,

よ かれ悪 しかれ,共 通 の運命 を担 うことにな

りま しょう。要す るに大規模で複雑な 世界組

織 が次第 に形成 されて いるのです。実際の と

ころ,人 間の世界 はまだ有機的 に一休化 され
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た組織 として充分機能 を果たすに至 っていま

せん。現在の世界は依然 として,い ろいろ性

質の異 った組織やその一部が雑然 と集合 した

ものに過 ぎません。それらの組織は大小 さま

ざまで,強 いものも弱いものも,上 昇期にあ

るの も,衰 退期にあるもの もあ りますが,い

ずれ も他か ら独立 した存在ではなく,互 いに

ますます重要になる相互関係や相互作用に結

ばれています。私たちは苦心して作 り上げた

「全地球的人類社会」の誕生 という華麗な現

象を,.現 に目にしているわけであります。

このように,い ろいろな傾向や力が連続的

に入れ乱れて作用し合 うところから当然予想

される通 り,,各 種組織の中で比較的活動力に

富んだものが,自 身の方式や動態を他の組織

に押 しつけ,ま た最 も強力な組織の生活様式

や価値観が他を支配 し,風 びすることになり

ます。その結果,前 例を見ないほどの規模と

速度でいろ い ろ な 状態の変化が絶えず発生

し,し か もそれで得をする者は,ほ とんど例

外な く経済的,技 術的,教 育的に,最 も進ん

だ国民なのです。従って従来のギャップが恐

ろしく拡大するばか りでな くさらに新 しいギ

ャッフ。が続々生 まれて くることにな ります。

金持 と貧之人,強 者 と弱者,教 育のある者 と

ない者,機 会に恵まれた者 と恵まれない者,

などの間に見 られる溝がそれです。ただで さ

え過密状態でせまくなり,技 術革新に目を回

してい る今 日の世界に,こ うして不満,反 抗

・不安,暴 力の火の手が ぐん ぐん広が りつっ

あ ります。

現在の世界組織が感情的ス トレス,混 乱,

そして現実の苦難に悩まされている現状を見

れば,そ の真中にロクな準備 もな くもう1っ

の革命を投げこむことは,そ れが情報革命に

せよなんにせよ,か なり危険なことと云わな

ければなりません。結合を強化 しようとする

情報革命の狙いが,逆 に分裂を激化させ,と

り返しのつかない結果を招 く恐れがあるか ら

です。私としては,次 の よ うに 考えていま

情報化志向社会の世界的意義

す。つまり情報社会 というもの,そ して成熟

した社会は もちろんのこと,そ の他の進歩向

上を世界的規模で実現 しようとする場合,い

まのような状態で・は,そ れを展望す ることも

計画することもまず不可能です。それにはま

ず現在の国際機構を根本的に再編成 し,強 化

することによ り,そ の基盤をさらに安定 した

ものにすることが先決です。先に申上げた通

り,,人類は外部に対する均衡状態,っ まり生

態環境に関す る均衡を回復するため,生 態学

的な知恵をもっと大 きく発揮することが絶対

必要ですが,そ れに加えてここで申上 げたい

ことは,「社会がそ う した狙いを達成 しよう

として も,ま ず内部的均衡がなければ不可能

だ」という事実です。生態環境にっいていく

ら立派な知恵を発揮 してみても,そ れに見合

った社会的な知恵が伴なわなければ無意味で

す。社会の実態を有機的に再編成 し,あ らゆ

る社会的不正や醜悪の要素を除去 しなければ

なりません。それらは人類社会の健全な進歩

向上 と両立 しないものだからです。これな く

して地球全体の構想 を夢見 ることは,幻 想に

過 ぎないでしょう。現代の人間は,自 分で作

り出した強力な手段の圧力によ り,地 球全体

の規模でものを考えざるを得なくなっていま

す。このようにいろいろ大 きなアンバ ランス

の状態があっても,道 義的な非難 は別 と し

て,20～30年 前まではあまり人目に触れずに

すます ことがで きました。しかし今日ではそ

れがハ ッキリ表面化し,政 治的に も無視で き

ないものにな ってきたのです。「わ れ われの

社会は,ど こか根本的に間違 っている」とい

う意識が,今 日至ると ころ に高 まっていま

す。道義的に も社会的にも責任ある国際政治

の秩序を早 く確立 しなければ,人 類がさらに

高度の組織状態に到達するより先に,現 体制

が持ち切れなくなり,恐 らく崩壊 してしまう

だろう,と いうのです。科学技術の進歩に正

しい支配と方向づけを行ない,そ れを充分に

活用できる よ うな組織がせっか く生まれて
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も,間 に合わ ないので はないか,と 心配 され

てい るわけで す。

(5)

ローマ ・クラブに属 す る私 た ちの中には,

す で に1970年 代 や80年 代 について1つ の大 き

な懸念 を抱いて いる者が少な くあ りません。

それは特 に開発途上諸国(そ れだ けには限 り

ませ んが)で,不 平不満 な反発感情が圧縮 さ

れなが ら渦巻 いてい ることです 。 この気持 に

な にか心理的ない し政 治的な引 金が作用 すれ

ば,た ちまち引火爆発す る可能性 が あ りま

す。 た とえば,地 球上で人類全体 に許 された

選択 の道が きわめて限 られてい る,と い う事

実 がハ ッキ リ感 じられ るよ うにな った場合 に

は,そ の危険 があ るで しょう。 また先進諸国

の中で も,人 類の集 団的発展 に対 す る限界条

件がせ ま くな った,と い う意識 が急 に高 ま っ

た場合,破 滅的な結果 を引 き起 こす ことが予

想 され ます。

私 たちに とって共通の世界が実際 どの よ う

な状態 にあ るのかを確か め よ う と す る努力

は,一 種 の 「時間 との競争」 とい うことが で

きましょう。っ ま り手遅 れにな らな い うち

に,救 済策 を案出 しな ければな りません。 こ

うした課題や脅 威 を無視ない し軽視す ること

は,賢 明で はあ りません。 それ らは人類始 ま

って以来,最 大 の問題で あ り,し か も今 日初

めて世界的 な規模 に達 した ものだ か らです。

その衝撃 に さらされた人類 は,こ こでハ ッキ

リした立場 に踏 み切 り,な ん らかの形 で闘 い

に立上 らな ければな りません。私 は別 の機 会

に,こ れ を 「地球のための闘い」 と名付 けま

した。

この点 にっいて は,世 界全体の状態 に焦点

を当て た多 くの新 しい研究計両が実施 され,

問題解 明へ の努力 が行 なわれ ています。 た と

えば ローマ ・ク ラブの 日本会 員によ り組織 さ

れた優秀 な作業班 の手で推進 されてい る研究

があ ります。私 としては,こ の活 動が さらに

発展す ることを祈ってやみません。

以上に関連 して,マ サチ ュセ ッツ工科大学

の研究で第一歩が踏み出されて以来,ロ ーマ

・クラブが特に重視 している2つ の研究を挙

げておく必要があ りましょう。両方とも人類

の世界を1つ の複雑な総合体とみなしていま

す。しかし第一の研究では,私が先ほど申上げ

たような現実をさらによく模擬,分 析す るた

め,全 休の体系をい くつ か の 主要地域に分

け,そ れぞれ相互の結びつきと依存関係をも

った小体系を成すもの としています。各小体

系は,内 部的にはかな り均質的ですが,そ れ

ぞれ活動水準,動 態,動 機などを異にしてい

ます。この研究の底に横た わ る原理は,「 世

界全体の体系の在 り方が,実 はこれら地域的

構成部分の働 き方や相互作用に懸 っている」

という考 え方です。この研究班の結論が,現

在の世界体制の不合理性と危険性に光を当て

て くれることを期待したいと思います。今日

の世界は,い わゆる主権国家の原理に従 って

組立てられ,各 国がそれぞれ独 自の成長政策

や自己主張を推進しているからです。しかし

実際には各国の方針が互いに衝突し合い,ま

た世界全体の体系の総合的な能力や均衡状態

と両立しない場合が少なくありません。さら

に本研究の結果として,次 のことが明らかに

な るのではないかと思います。っまり,以 上

の制度的欠陥や不充分な働 きのため,人 類の

活動の限界が今後さらにせばめられ,マ サチ

ュセ ッッ工科大学がすでに警告 したよ りもず

っと早 く,深 刻な危機が訪れるか も しれな

い,と いうことです。

第二の特筆すべき研究は,今 後ほとんど不

可避 と思われる世界人口の倍増か ら生み出 さ

れるぼう大な諸問題に対 して,高 等研究を行

なおうとす るものです。今日の人類は,少 な

くも数万年の昔から続いて きた成長,適 応,

定着の緩慢な過程を通 じて生まれました。 と

ころが現代になってその数が さらに2倍 にな

力,し か も昔よりずっと要求のうるさい人間

一42一

●

づ



●

が,国 連 の予測に よれば約30年 以 内 とい う,

1人 の 人間の半生 に も満たない期 間に地球上

に押 し寄 せ ようとい うのだか ら大変 です。 た

だで さえ貧困化 した私た ちの生 態環境 や不充

分な社会組織が,こ の よ うに短 かい予告期 間

の うちに新 しい人間の大群の圧 力 を支 え られ

るよ うにな るには,一 体 どうした らいいのか,

ほ とん ど想像 もっ きません。新 し い 人 間 群

は,ま す ます多 くの社会資本,食 糧,物 資,

サ ービスを必要 とします。 しか も私 た ちが こ

の問題 を満足 に解決で きない とした ら,ど の

よ うな激動 の試練が人類 を見舞 うことで し ょ

うか。 この よ うに,さ し迫 ま った問題の性質

と大 きさか らして,全 世界の人類社会がその

ため立上 り,真 剣 に取組 む必要が あ ります。

ローマ ・ク ラブの研究の 目的 は,こ の問題が

どのよ うな含 みを もった ものか を検討 し,世

界 に訪 れっ つあ る前例の ない事態 に対処す る

ため,ど のよ うな秩序正 しい合理的手段,方

法 を と り得 るかを,あ らかじめ大 ざっぱな近

似形式 で分析す ることにあ ります。

(6)

ここで以.ヒに述べたことを要約すれば,次

の3点 にな ります。第一に,情 報指向社会の

到来をことさら恐れるわけで は あ りません

が,そ の技術的な幻影に対する不安がありま

す。っ まり知識が人間にどれだけ多 くの もの

を与え得 るかがわかれば,人 間は新しい社会

を抽象的な形,あ るいは機械的な姿で とらえ

るようにな り,本 来中心 となるべ き人間の本

性や要求,弱 点,希 望,矛盾などを二義的にし

か考えなくなる恐れがあ ります。 これは進歩

よ りもむしろ退歩であ り,現 代の社会をさら

に非人間化し,危 険にさらす ことにほかな り

ません。第二の点は,新 しい社会がいずれに

せよ到来す る,と いう予想です。っまり従来

のように寄せ集め的な観念やカンなどに頼る

社会ではな く,情 報 と知識を強力な基盤 とす

る新 しい社会が,次 のような知識の高まりに

情報化志向社会の世界的意義

つ れて出現す るの で す。「現代 の人 間は,い

ろいろ形成すべ きことが多 くな ったが,そ れ

には さら有機的な情報 の基盤が絶対必要 だ」

とい う認識が それです。人類社会 がなぜ この

よ ヲな進化 を遂げるか にっ いては,社 会 の現

状 に内在す るいろいろな理 由を,す でに詳 し

くお話 しま した。 さらに第三点 は,こ の よ う

な事 態に もかかわ らず,世 界 の人類 社会が次

の強力な技術 シ ョックに耐 え られ る状態 にな

っていない,と い うことです 。それ には社会

的,政 治 的,心 理的に徹底 的な準備 を行 なわ

な ければな りません。従 って,世 界体制が い

まの ような混乱状態 にあ るとき,新 しい情報

志向社会を発足 させ ることが,果 た して 賢明

で実際的か どうか,よ く考 えてみ る必要が あ

ります。それよ りも,人 類 の全体的 な状態 を

改善す る方 向へ力 を注 ぐべ きで はな いで しょ

うか。

この最後の点について,も う少 し述べ たい

と思い ます。理論的に 云 え ば,脱 工業 化社

会,情 報志向社会へ変身す るだ けの能力 を も

った国民が その方向へ進 むことは,一 向 さし

つか えない はずです。 それ を手本 として,1

～2世 代の ちには,他 の国民 も同 じ道 を歩 む

こ とで しょう。現代の世界 はすで に,い ろい

ろ大 きな不平等を 「生 活の現実」 として容認

して います。国民的な アンバ ランスが解 消 さ

れ た として も,国 際間 には まだ不均衡 が残 っ

て います。 その中で 自国が以上の よ うな変身

を遂 げることは,す で に経 済や技術 の発展,

あ るい は軍事的ない し社会的な安定 の面 で特

権の座についてい る国 にとって は,確 かに魅

力的 に見 えるでしょう。

しか し世界体制が,こ うした無秩序 の方式

に従 って進化 したら,結 果 は ど うな るで しょ

うか。今 日の世界にすでに口 を聞いて いるギ

ャッフ。,世 界の平和 と安定 に最大の脅威 とな

ってい る溝 に,そ れが どう作用す るで しょう

か。人類のFl:tで先進 グルー プが独走 し,さ ら

に高水準の進歩向上 を遂げれば,現 在 の溝 が
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爆発 して,と り返 しのつかない断層を作 り出

すに違いありません。その結果,20億,30億,

あるいはそれ以上の恵まれない人間の怒 りが

噴出することにな ります。 これらの人間は,

まるで数百年を隔てた時代に住んでいるかの

ごとく,あ るいは地球以外の星の住人のごと

く,人 類の歴史の主流から事実上,切 離 され

てしまうからです。これでは 「どんな社会の

ため,ど んな情報 を与えるか」 という問題に

対 して,き わめて不満な答えにしかなりませ

ん。

先進諸国は個別に,あ るいは共に手を携え

て,知 識社会ないし情報社会に変身する能力

を備えていますが,そ の仲間にソ連や中国が

加わるかどうかは,あ まり問題ではありませ

ん。 これらの強力な人間集団は,人 類の未来

とは云わないまで も,そ の進歩を左右す るだ

けの重要性をもっていますが,そ れら諸国が

依然 として自己意識や自己中心 の態度を本質

的に捨てないかぎり,事 情はほとんど変 らな

いでしょう。先進諸国はもう1つ 別の基本的

な 「生活の知恵」を学ばなければならないの

です。それは 「どのような組織で も,そ の属

する一段上の組織 と倫理的に衝突す る場合に

は,か ならず滅びる運命にある」 という教訓

にほかな りません。いまの場合,一 段上の組

織とは,世 界体制のことです。従 って,人 類

の大部分を占める 「遅れた」人間の大群の真

中で,そ れと隔絶 した状態で1国 だけあるい

は1大 陸だけが,現 在よ りさらに強力な情報

志向社会の離れ島を作 り出すことは 疑 問 で

す。その方向へ進む前に,地 球全体への影響

を慎重に検討しなければな りません。

話の締めくくりとして,現 在の偉大な歴史

学者であり,同 時に未来への透徹 した感覚の

持主であるアーノル ド・トインビーの言葉 を

引用 したいと思います。「いわ ゆ る主権の崇

拝が,人 類の大 きな信仰になってしまった

が,そ の神は,人 命の犠牲を要求するのだ。」

明日の恐るべ き社会が依然としてこの信仰 を

捨てない限 り,犠 牲はさらにエスカレー トし

て,終 極的な大虐殺にっながるか もしれない

のです。

●

φ

o

－44一



セ ッシ 。ン2社 会 と情 報 化

わが国の情報化は世界的視野か らみていかにあるべ きか

要旨

技術革新が産業革命を呼び社会変革を もたらす。予

想 される情報化社会への危耀 と,そ れは情報化社会へ

の到達の しかたにもよるとする問題提起がなされた。

情報ないし知識のEXPLOSION予 想と,INPLOSION

併行予想が討議 された。いずれにせよ,国 内開発,国

際開発などの二者択一観は今後妥当せず,諸 問題の同

時統合的解決 ・開発が必要であ り,未 来社会への人 と

しての価値観,倫 理感の確立が必要であるとされた。

●



わが国の情報化は

世界的視野か らみていかにあ るべ きか
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北 川 この討論 の進行で ございますが,最

初それぞれのパ ネラーか ら10分 な い し15分 コ

メン トをいただ きま して,ワ ン ・ラウ ン ドが

済み ま してか ら,今 度 は手 を上 げ て い た だ

いたパ ネラー に発言 をお願 いす る,そ れか ら

あ とは自由 に討論 に移 りたい と思 います。 ま

た,き の うの ドクター ・マ ックヘール並 びに

ドクター ・ペ ッチェイの講演 に対 して御質問

が ございま した ら,時 間の許す限 り,そ の御

質 問をち ょうだ いいたしたい と思い ます。

それでは最初 まず私か ら前置 きの よ うな こ

とを話 を してみたい と思 います。

技術革新 から産業革命 ・社会変革への道程

昭和31年 に技 術革新 とい うことばが 「経済

自書」 に載 ったわけでございますが,技 術革

新 が起 きます と,必 ず引 き続 いて産業革命 が

起 きる,続 いて社会変革が起 きる とい うのが

歴 史のた どる順序 で ございます。現在 はまだ

1)東 京芝浦電気株式会社専務取締役 ・理学博士

2)オ リベッティ社副社長,ロ ーマクラブ主宰

3)ニ ューヨーク州立大学高等技術学部総合研究所

長

4)東 京大学工学部教授 ・工学博士

5)住 友電気工業株式会社取締役会長 ・工学博士

いわゆる技術革新が起 きて,産 業革命のほう

に進んでいっている途中の状態,そ ういう状

態の中でどうい うふ うに社会が変革するかわ

からないのにもかかわ らず,そ ういうことの

討論をしなければならぬというところに1つ

の問題点があると思います。

それからもう1っ,最 初は技術か らスター

トした変革が,次 第に産業社会への影響を及

ぼしていくわけでございますが,技 術あるい

は情報だけでは社会を取 り扱 うことはできな

いわけであ ります。にもかかわらず,情 報あ

るいは技術だけで社会のことを討論 しようと

い うところに非常な無理が存在するわけでご

ざいます。その上未来のことに対する討論で

ございますから,必 ず しも結論は出てこない

か と存 じます。しかし少な くとも今後に対す

るいろいろな問題点を抽出して正しい方向に

われわれの社会を持っていきたいと考えてい

るわけであります。

そこで,ま ず技術革新か ら社会変革へ移 っ

てい く,過 去の ことを考えてみます と,第 一

次技術革新 というのは,御 承知のように蒸気

機関の発明,鉄 鋼の利用などでございます。

これを他の面か ら見ます と,肉 体労働の機械
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わが国の情報化は世界的視野からみていかにあるべきか

化というところに特徴があると思うのです。

したがって最初は肉体労働を機械化す るとい

う技術が先行した,い わば技術者の領分であ

ったわけでございますけれども,そ れがいろ

いろな形でその中で経済的な ものが新 しい産

業として育って行 く。その産業から生れたも

のを一般社会が利用 し,日 常生活の中に浸透

していきますと,だ んだん常識が変わってく

る。価値体系 も変わって くる。そうして生 じ

た今日の工業社会は,従 来の農業社会 あるい

は低開発国と呼ばれるところの常識とは違 っ

たものができているわけであります。

それと同様に,今 度の技術革新は,情 報の

処理を機械化ないし電子高速度化するという

ところに特徴があると思 うのです。すなわち

従来は,人 間が情報を処理 していた,情 報の

処理 というのは,事 務処理 どか技術計算ある

いは計画などを含むわけでございますが,そ

ういうものを電子速度化すると同時に,通 信

回線を使 って距離感をなく して い く。同時

に,単 に文字だけではなく,図 形写真,映 像

などにっいても行なわれるようになってきた

わけであ ります。現在はまだ これを技術的に

行なう段階,っ まり技術者の分野 と考えがち

で,あ ま り関心を払わない もの もあります

し,技 術的に考え過 ぎて間違 った方向に行 く

かもしれないというような状態もあるわけで

ございます。一方において,す でに新 しい産

業が生まれっっあるわけであ ります。

既成産業の情報化 と情報産業の育成

これは単に情報処理に関す る産業だけでは

なく,今 度の技術革新によって生まれました

原子力産業あるいは宇宙開発,海 洋開発 とい

う新 しい産業 もあ ります。またいままでの石

油化学その他のあらゆる産業に も利用せ られ

るようになってきていると思 うの で あ りま

す。

つまり現在は産業革命が生 じて い る段階

で,こ の成果な り考え方が社会に浸透 してい

きますと,や がて社会変革,っ まり常識の転

換 あるいは価値体系の転換が行なわれるはず　
で あ ります。 この影響は従来の もの とは比較

にならないほ ど大 きな もの で ご ざ い ますの

で,こ れに対 してい ろい ろな ここを考 えて み

よ うとい うのが,今 回の シンポ ジウムの試 み

だ と思 うのであ ります。別 の表現 をい たしま

す と,情 報 化 とい う ものの実態の一面 は,コ

ン ピュータ並 びに通信回線の利用 によ って,

い ままでの工業社会では処理で きなか ったよ

うな非常な広 い問題 あるい は複雑 な現象 な ど

を精密 に処 理するこ とが可能 にな った とい う

こ とで あ ります。 したが って,ま ず そ うい う

新 しい手法 を従来の農業 あるいは工業 の中 で

利用 してい く,こ れがいわゆ る産業の情報 化

と考 えていい と思 うので あ り ま す。 この場

合,1つ の 企業だ けで は不経済 な場合 が生 じ

ますので,こ れを専業 とす る情報産業 が派 生

す るとい う現象が 出ます と同時 に,初 めか ら

コンピュー タ,周 辺機器 あ るいは通信 な ど情

報 関係の産業 に従事 して お る方 自身 がそれの

応用 を広め るとい う形で も情報産業 が広 が っ

てい くわ けで ございます。っ ま り,情 報化の

広 が り方 は,1っ はす でにあ る農業 や工業 の

プ ロセスの情報化 とい う方面 と,も う1つ は

情報産業の形成 とい う2っ の側面 か ら推進 さ

れてい くと考 えるのであ ります。

いず れにいた しま して も,非 常 に大 きな影

響 を及 ぼすわ けで,情 報社会 は どうい うもの

であろ うか,あ るいは どう変 化す るで あろ う

とい うことについては,き の う ドクター ・マ

ックヘールか ら詳細 な説 明 をわれわれ はい た

だいたわけであ ります。

情報化の下の国際 問題

また別 の面か ら考 えます と,い わ ゆる地球

は有限でご ざいますか ら,そ の有限の地球 の

中 に非常 に文明の進 んだ国 と進んで いない国

を両極端 としていろいろな国が あるわ けで,

お 互いに交流 し,影 響 し合 って ひ としくそれ

ぞれの立場 で人類の福祉 とい うものを求 めて

い ると思 うのであ ります。 この場合 に,現 在
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の工業社会 とい うの は,国 を単 位 とす る社会

であ って,国 と国 との間の接点 は,貿 易あ る

いは戦争 とい う形で存在 し,そ れぞれの国の

中でのや り方,あ るい は常識 とい うものは必

ず し も同 じで はないわ けで あ ります。 ところ

が情報社会 にな ります と、 世界が1つ とい う

形 に社会の単位が変貌 してい くので,そ れぞ

れの国の間での常識の違 をどう調整 す るか と

い う問題が重要 とな ります。た とえばい まま

で は国 と国 との間の紛争は,戦 争 とい う形 で

調整 をしてい たわ けで ござい ますが,原 子兵

器の開発 によ って戦争がむつか しい とい うこ

とにな ります と,国 と国 との間の紛 争の調整

とい うもの を新 し く考 え直 さ な け れ ばな ら

ぬ。 その意味で まず始 まってい るのが,御 承

知の ようにニ クソ ンと毛沢東 の会談 とかあ る

いは最近 の田中首 相 と周恩来 との会談 とい う

ように,ト ップ会談 とい う形 で調整 が始 ま っ

てい るわ けです。 しか し,ト ップ会談だ けで

必ず しも何 もか も調整 で きるわけが ございま

せん。当然各層 にわた って お互 いの価値体系

あ るいは常識 とい うものの間の調整 を これか

ら考 えていかな ければな らぬ,こ れは非常 に

困難 な問題 であ ります。

最初 申 し上 げま したよ うに,情 報 あ るいは

技 術だけで今 日のいろいろな社会現象 を取 り

扱 うことはで きませ んか ら,歴 史 と環境 の違

うそれぞれの国の人 間の考 え方 の調整 とい う

ものは,非 常 にむずか しいだ けではな く,1っ

の 国が他の国 とは全 く無関 係に栄 え るとい う

ことも非常 にむず か しくな った わけであ りま

す。 さらに工業社会が いまのよ うに急 ピッチ

で ものをあ るいはエネルギ ーを消費す る一方

において,人 口が増加 いた します と,公 害が

ふえ,人 類 の先行 きとい うもの は非常 に暗い

もの にな るわけで あ ります。 この解 明の ため

に ローマクラブが生 まれたわ けで,こ れが今

日御 出席 の ドクター ・ペ ッチェイ氏 によ って

創始せ られ,そ れ にっ いての南北間 の問題,

人 間問題 にっ いて,き の う ドクター ・ペ ッチ

エイか らお話 を伺 ったわけで あ ります。 この

きの う伺 った ドクター ・マ ックヘール並 びに

ドクター ・ペ ッチ ェイのお二人のお話 を踏 ま

えて,わ れわれ はど う進 むべ きか,あ るいは

その申で 日本の役割 りはど うい うものであろ

うか とい うことをこれか ら討論 をして戴 きた

い と思い ます。

向坊 昨 日マ ックヘール,エ ッカー ト,ペ

ッチ ェイ3先 生か ら,そ れぞれのお立場 か ら

情報化社会の特徴 と問題点 を非常 によ く整理

したお話 を伺い まして,非 常に深 い印象 を受

けた次第で ござい ます。

情報化社 会の特長一 高密 度 ・高速度社会

私 自身は,情 報科学 とかあ るいは社会 の情

報化 とい った問題 にっいては しろ うとでござ

い ますが,す でにわれわれが情報化社会 と呼

ばれ るもの,こ れは人によ って定義が相 当違

うと思い ますけれ ども,と もか く漠 としたに

して も,そ の情 報化社会 とい うものの入 り口

にお り,20年 な い し30年 後 にはある程度 テ ィ

ピカルな情報化社会 に入 るのだろ うとい うこ

とを考えます と,私 どもとして もこれ に深 い

関心 を持たざ るを得 ないわけでございます。

20年 な い し30年 後 の社会 と申 します と,少 し

遠い将来 のよ うに思 われます けれ ど も,考 え

てみ ます と,現 在 の子供 たちが第一線 で活躍

してい るよ うなそ うい う時代 でご ざ い ま し

て,そ うい う意 味か らは,そ の情報化社会 と

い うものはど うい うものであ るか,ど うい う

問題があ るとい うよ うな ことは,現 在 の教育

に直接 深い関係 を持 って お ると言 わざるを得

ない。そ うい う意 味で,私 たちはぜ ひこの問

題 は深 く考 え ざるを得ない と思 うので ござい

ます。

その情報化社会 の特徴 とか問題点 につ きま

しては,3先 生 か ら非常 に多 くの諸点が述べ

られてお ります けれど も,私 は私 な りにその

申か らご く2つ,3っ を取 り出 して少 し考 え

てみたい と思 うのでございます。

情報 化社会 と呼 ばれ る もの の1つ の特徴
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わが国の情報化は世界的視野か らみていかにあるべ きか

は,高 密度,高 速度の社会になると思われる

点でございます。高密度 と申しますのは,単

位面積あるいは単位空間当た りの人間のアク

テ ィビティが非常に高い社会 という意味でご

ざいます。高速度 というのは,も のの動 く速

さだけではありませんで,社 会の変化の速度

も非常に速い,そ う い う密度が非常に高 く

て,速 度の速い社会 というものと考えるわけ

であ ります。それに対 して人間は,生 物 とし

て一定のペースで生 きているわけでございま

す。この社会が非常に高密度化し,高 速度化

してい くのに対 して,人 間のほうは,生 物 と

しては一定のペースで,別 に情報化社会にな

ったから脈が早 くなるわけで もあ りません

し,生 物とてしの変化そのものは一定のペー

スで進んでいくわけです。そ うい うところに

矛盾はないだろうかというのが1つ の問題で

あります。日本はこうい う点 から考 えます

と,非 常に現在すでに高密度の社会であり,

高速度化しっっあるという点で,情 報化社会

に非常に入 りやすい,そ うい う背景をすでに

持っておると思いますし,高 密度社会,高 速

度社会が持つであろう非常に悪い影響のよう

な ものも最 も顕著に受 ける可能性がある。そ

ういう意味でこの情報化社会 というものは,

日本にとっては,ほ かの国で もそ うですけれ

ども,特 に大 きな関心を持つべきテーマであ

ろ う,そ う思 うわけであ りま す。 そうして

こういう社会になりますと,情 報量が非常に

膨大な ものにな りますし,知 識や ものごとを

整理するということが非常に大事 にな ります

し,ま た効率 とか正確性とかいったようなも

のが非常に重要視 されるわけです。先ほど申

しました教育の見地か らも,こ の点は見のが

すことはできないわけであ ります。

情報化社会の特長 客観性の増大と反擬

それからもう1つ の特徴 とてし特に私が取

り出しますのは,客 観性の増大 ということで

あ ります。 これはことばが適当であるかどう

かわか りませんが,こ とばをかえて言います

と,主 観の入 る余地がだ んだ ん に減 って く

る。特に意思決定において,主 観の占める役

割 りがだんだん後退するのではないかという

問題があるわけであります。情報化が進 むに

っれて,意 思決定の方法とい うものはいわゆ

る合理化 されるわけでありますが,一 方 に,

きのう先生方のどなたかのお話の中にもあり

ましたけれども,情 報を管理する立場にある

1人 ないしは少数の人によって意思決定がな

されるという機会が多 くなって くる。こうい

う傾向に対する人間とてしの反発とい うもの

が1つ の大 きな問題になって くるのではない

かと思 うわけです。合理的な意思決定がなさ

れたということが一応わかっておって も,そ

れに対する反発がいろいろな形で出てまい り

ます。たとえば住民運動 とか大学なんかで言

いますと,大 衆団交の要求とい うような もの

もその1っ のあらわれでありますけれども,

それ以外に も,人 間疎外の問題とか価値観の

問題 とかそういったところにいろいろな問題

点が生ず ると思われるわけです。

それを教育の問題にしぼっていきますと,

教育 も2っ の面がどうしても必要に思われる

わけです。

情報化社会における教育上の問題点

1つ は,情 報量あるいは知識量の増大に対

処する教育でなければならぬという点であり

まして,そ れには一方には教育手段の情報化

と申しますか,そ ういったくふ うが必要であ

るし,昨 日マ ックヘール先生が御指摘になり

ましたように,教 育では,知 識を与えるより

も,知 識を生む手段のほうを教えるというこ

とに重点が置かるべきであるとおっしゃいま

した が,.こ ういった教育手段の情報化 とい

う,あ るいは教育手段の合理化 とい い ます

か,そ ういったものと,知 識自身を与えるよ

りも,知 識 を生む手段を与えるとい う方向に

行 くというのが,こ れが第一の点でございま

す。

第二の点は,情 報化社会の欠点を克服する
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ための教育 と申しますか,そ ういったものが

必要なのではなかろうか。1つ の重要な面 と

していっまで も残るのではなかろうか。それ

は価値観に関する問題 とか あるいは情緒に関

するもの,あ るいは倫理観,そ ういった もの

でありまして,こ ういった方面においては,

教育手段はむしろ合理化の方向ではな くて,

あるいは情報化の方向ではな くて,む しろ個

人の接触 とかあるいは古い教育手段 に属する

ようなものによって与 えられる,そ うい う面

がいっまでも残 ってい くのではないか,そ し

てそれはいっまで も重要な ものではないか,

そういうふうに感ずるわけでございます。

情報化格差の是正

それからもう1っ 私が問題を提起 したいと

思いますのは,ペ ッチェイ先生の御講演の終

わりのほうで触れられました南北問題に関す

ることでございます。ペ ッチェイ先生は,情

報化社会が進むにっれて,そ れには世界のい

わゆる現在の先進国と呼ばれておる幾つかの

国が早 く情報化社会に入 る。そのためにいわ

ゆる先進国 と開発途上国との格差が広がると

いうことが,世 界での1っ の大 きな問題 にな

るであろうということを指摘 されているわけ

でございますが,そ こで私の問題点 としたい

のは,先 進国が情報化社会 に入 るということ

自身が必然的に開発途上国との格差 を広げる

ことになるのか,あ るいは先進国の情報化の

社会への入 り方 と申しますか,情 報化社会の

取 り入れ方が不適当であるためにそうい うこ

とが起こるのか,そ ういう問題であります。

情報化社会の1っ の特徴 として,世 界が狭

くなる,国 々の理解が非常に迅速に行なわれ

るというような特徴があるはず で あ りまし

て,そ ういう意味か らは,情 報化社会の進展

ということは,社 会の均質化 とい うことにつ

ながるはずであ ります。それに対 して,特 定

の国々が早 く情報化社会に入 って格差が広が

るとい うことは,先 進国が情報化社会の取 り

入れ方を十分検討 して,グ ローバルに問題を

常 に考 えてい くとい う立場 か ら入 って い くな

らば,解 決で きる問題ではないかど うか とい

う点で ござい ます。

逆 に情報化社会への入 り方 さえくふ うす れ

ばよろしいの だ,格 差是正 を先進 国の目標 の

1っ と考 えて情報化社会 に入 ってい けば,そ

れで十分問題 は解決で きるのか とい う問題 が

あ るわけです。

情報化過程 にお ける倫理感

その場合 に私の提起 したいの は,そ うい う

情報化社会 になって も,や は り国々の間の倫

理観 の問題の よ うな ものが依然 として残 るの

ではないか とい うことで あ ります。

1っ だ け例 を とって 申します と,人 口が増

加 して食糧 の危機が起 こる とい うよ うな こと

が心配 されて い るわけです けれ ど も,『食糧の

豊富な国が食糧飢饅 に悩 む国に対 して援助 を

す るとい うのは,こ れはけ っこうで あ ります

けれ ど も,そ の援助 の しかたが,そ の豊富の

国の人た ちが 自分 らの余剰食糧 ではな くて,

自分 らの食糧 を減 らしてまでその食糧の不足

してい る国 を援助 で きる か ど うか,そ こに

国,あ るいは人間 としての倫理観 の問題が入

って きて,そ れ まで取 り入 れた くふ うが なけ

れば,問 題 は解決で きないのではないか とい

う,そ れが これか らの情報化社会への入 って

い く過程での1っ の課題 として残 ってい くの

ではないか とい うことを感ず るわ けで ござい

ます。 これ らの点 にっいて,先 生方 の御意見

を伺 えれ ば幸 いと思 う次第で ござい ます。

北川 あ りが と うござい ました。

それで は ドクター ・マ ックヘール さんにひ

とっ お話 をお願い いた します。

国内問題 と国際 問題の同時解決志向

マ ックヘール 昨 日の討議の ところで,情

報化社会 の発展 とい うのは,国 内だ けの発展

とい うふ うに考 えた場 合 と,国 際的なニー ド

を考 えた場合 とい うのが あるわ けですけれ ど

も,情 報 とコ ミュニケー シ ョン技術において

は,ど ち らか一方 とい うよ うな形 にな るので
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はな く,両 方可能 にな るわけであ ります 。す

なわ ちコンピ ュータは同時 にた くさんの仕事

を処理す ることが で きます。同時 に,幾 つ も

の任務が で きて,こ れか これか とい うよ うな

二者択一 ではないわ けです。ですか ら,情 報

化社会,コ ミュニケー シ ョンの時代 にな りま

す と,私 どもの態度 その もの を変 えていかな

くて はな りません。すなわ ちこれか これか と

い うよ うな二者一択,す なわ ち国際的な発展

を求 めるか,国 内的な発展 を求め るか,ど ち

らか一方 とい うのではな くて,両 方 を一ぺん

に考 える とい うふ うにな るわけであ ります。

1っ 小 さな例 をあげ ます と,た とえば非常

に進展 した情報の文 化が進んだ ところ とまだ

お くれてい る国 を比 べてみます と,メ キ シコ

の小 さな村で,山 の うしろにあ るダムで,非

常に洪水 の危 険性が あ った ところがあ りま し

た。そ して48時 間 も雨が降 り続 ける と,村 の

人 た ちは避難 しな くて はな らなか ったわけで

あ ります。 ところが近 くの空港か らメキシコ

シテ ィ,そ してワシン トン,そ して カナダへ

と電話が かか りま して,そ して気象観測用 の

サテライ トで もって,雨 は24時 間 以内 にや む

か ら避難 をしな くて もいい とい う結果が出 た

わけで あ ります。すなわ ちこの ように非常 に

洗練 された地球 を回 ってい るその技術に よっ

て,衛 星 によって救 われたわけであ ります。

ですか ら,こ の ように情報 とかコ ミュニケー

シ ョンとい うのは,発 展途上 国 も非常 に助 け

にな るわけであ ります。 ですか ら,国 内的の

みあ るいは国際 的のみに発展 させ るとい うの

ではな く,両 方一ぺん にで きるわ けで あ りま

す。

また情報社会が国 内において進 むにっれ,

そ の国 としてや は り国際的な発展 に も目を向

けな くて はな りません。た とえば国連 とかユ

ニ ターで も,私 ど もがいま話 してい るよ うな

国際的な発展 にっいて討議 を して い るわけで

あ ります。すなわ ち発展 したチク ロノ ロジー

を通 して どのよ うに発展途上国 を助 けるか と

い うことであ ります。重工業 をもっと与 え る

とか昔 の形 のエー ドをもっと与 えるとい う,

そ うい う形 ではな く,新 しい技術 での彼 らに

助 けの手を伸 ばそうとして い るわけであ りま

す。

二番 目の理 由といた しま しては,世 界的 な

レベルで もっていろいろな不足が あるわけで

はあ ります けれ ども,情 報及 びコ ミュニケ ー

シ ョンで もって それが相殺 され,経 済的 な世

界 レベ ルでの不足か ら裕福な状態 になるわ け

であ ります。過去何十年か不足 はあ ったわ け

で あ ります けれ ども,こ れ は見か けだ けで あ

ります。た とえば飢餓の人が何百万人 もい た

わ けで あ ります けれ ど も,し か しなが ら食糧

の生産 は,世 界 が必要 として いたよ りも2.

5倍 もあったわけです。 ところが問題 は,そ

の流通機構,流 通技術その ものに あったわ け

で あ りまして,そ れだ け必要 な食 品の流通の

しかたが悪 か ったわけであ ります。すなわ ち

コ ミュニケーシ ・ンの しかた,行 政 の機構,

そ して しかたが悪か ったわけであ ります。で

すか ら,世 界的 なレベ ルで不足が あ った とし

て も,そ れ は本質的に不足が あ るとい うので

はな く,行 政的 そして コ ミュニケーシ ョンの

手段 で もって不足が あ り,す なわ ちそのよ う

な裕福 な状態 をお互い に分か ち合 う,そ の方

法 が悪 かったわ けであ ります。ですか ら,国

際 的,国 内的 に別々に見 るの はよ くない,間

違 ったや り方 であ りまして,同 時 に見 な くて

はな らないのです。

価値観一 人のための機 械

い ま価値観 の問題が出ま した けれ ど も,こ

の技術革新 での問題 とい うのは,ま だ第一次

産業革 命の見方 と同 じよ うな見方 が残 ってい

るのであ りま して,第 二次,第 三 次産業革命

が起 こるにっれ,第 一次産業革命 か ら離 れて

くるわけであ り ま す け れ ど も,19世 紀 の こ

ろ,第 一次産業革命の価値観 とい うのは,個

人個人が機械 に合 うよ うに適応 しな くてはな

らないわ けです。すなわ ち人間 を訓練 して,
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そして機械の要求 に合 うよ うにす る,そ うい

うしか たで あるわけです。 ところがコン ピュ

ータめ時代 に入 りま して ,ま だ これは始 ま っ

たばか りですけれ ども,で す か ら必 ず しもす

でに正 しい態度 を とって い るわけではあ りま

せ んけれ ども,今 度は機械 のほ うがニー ドを

満足す るよ うに設計 して い る わ けであ りま

す。 ここに機械 があ る,そ して機 械 をこのよ

うに使 わな くてはな らない,と い うの も,機

械のニー ドは こうい う ものであ るか らだ とい

うのではないのです。すなわ ち現代 に至 って

は,機 械のほ うが人間のニー ドに適応で きる

よ うに設計 してい るわ けで あ ります。 この点

は非常 に重要で あ ります。

また否定 的な面 も見 な くてはな りません。 』

コン ピュータが軍事 的 目的のために発展 した

とい うこと,と ころが これが産業用 の会計 に

も使 われ るよ うにな って きた わ け で あ りま

す。非常 に 目的の限 られた,否 定 的な目的の

ために開発 された もの に もかかわ らず,そ の

あとには もっと積極的な,肯 定的な 目的のた

め に変 えること もで きるわ けで あ ります。

2つ ここで基準が あ りまして,ま ず最初 に

産業革命時代の古い基準,っ ま りこの機械は

どれだ け効率がいいか,ど れだ けエネルギー

を必要 とす るか,ど の よ うな資源が必要か,

こ うい う基準 は,機 械 を運転 して お くの に も

ちろん重要 な基準 ではあ ります。 しか しこれ

らの機械 を使 って い くのに重要 なのは,そ の

機械 の効率 その ものよ り,人 間のために効果

があ るか とい うことであ りま して,そ の2つ

はは っきりと区別 をし,そ の人間に とって効

果があ るか とい うことのほ うが重要であ るわ

けです。 ところが コンピ ュータをっ くるにあ

た って も,や は りその機械の効率性,そ の こ

とばか りにと らわれて しまって います。機械

に とって能率的 なこ とは,必 ず しも人間 にと

って効果的,ま た社会 に とって効果的な もの

ではないか もしれないわけです 。

個人の意思決定 における選択 幅の拡大

情報及 びコ ミュニケー シ ョンの情報 の発展

の段階において,と きには計算の しかた,そ

して連続 的にルーテ ィンなことをや らな くて

はな らなか った,そ うい う点ばか りをコンピ

ュータはいままで強調 し過 ぎて きた と思いま

す。今度は コンピュータを もっと直接的に,

効 果的 に,人 間の意思決定 を補強す るように

使われ るべ きだ と考 えるわけで あ ります。大

企業 とか政府の意思決定 のみで はな く,向 坊

さんが おっしゃった ように,個 人の その能力

を強化で きるように コンピュータを使 うべ き

なのであ ります。すなわ ち個 々人が コン ピュ

ータを使 って 自分 た ち の チ ョイスを拡大す

る,そ して期待 を拡大す る方 向に使 われな く

てはな らないわ けで あ ります。 このよ うにチ

ョイスの幅 が広が ったこと,そ してまた期待

の度合 いが高 ま ったこ と,こ うい うものが新

しい情報及 びコ ミュニケーシ ョン技術のポテ

ンシ ャルだ と思 います。

ここで新 し く2っ の道が 出て くるわ けであ

ります。すなわ ちこうい うシステ ムを発達 さ

せて人間のチ ョイスを減 らすか,そ してすべ

て をなるべ く集 中化 して しま うか,ま たは他

方意識的 にい まか らどのよ うに人 間の社会 を

広 げてい くこ とがで きるか,チ ョイスを広 げ

てい くこ とがで きるか,こ うい う方 向に使 う

こともで きるわ けです。そ うします と,そ の

窮極 において は.今 日の この時点 か ら一 将

来にっいて話 して も,必 ずいまか ら始ま るか

らです けれ ども,こ こにい らっしゃる皆 さま

方が将来の産業科学 のエ リー トが出て くると

い うことであ ります。 この ことは私 ど もにと

って は気持 ちのいい こと,う れ しい こ とであ

るわ けです。 ここに座 って,み んなで集 まっ

て,ま あ小 さなグルー プであ り ま す けれ ど

も,こ の よ うに小数の エ リー トか らもっと大

衆 のほ うに目を向けてみ ましょう。 そ して大

衆 のほ うはあま りコン ピュー タについてよ く

知 らないわ けであ ります けれ ど も,大 衆 に対

して,コ ンピュー タは どの よ うに使 ってほ し
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いか とい うよ うなことを聞いてい くべ きだ と

思 います。

3点 強調 したい と思い ます。

世界 的な レベ ルで もって国内の開発 または

国際 的開発,二 者択一で はな く,両 方一ぺん

にや ること,二 番 目と して価値観の問題,人

間のために効果 的な こととい うことを,機 械

の効率性 よ り上 に置 くこと,そ して三番 目に

こうい うテ クノロジーに関 して,少 数 のエ リ

ー トのみが使 うのではな く,も っと 大 衆 の

使用で きるような もの と す る こ との3点 で

す。

北川 あ りが とうござい ました。ただいま

マ ックヘール さんか ら,文 明の進歩 とい うの

は両 刃の剣で あ って,わ れわれ はその害 にな

る面 は極力避 けて人類のた めになるよ うな こ

とに進歩 を向けていか なければ な らぬ。 それ

は1つ の国の利益 だけで はな しに,世 界全体

の共通 にな るよ うな利益の方向 に行かな くて

はな らぬ。その例 をあげて,人 間の福祉の増

進に こうい う形 で先進国 と発展途上国 とがお

互 いに助け合 うことが で きるではないか とい

ったよ うなお話があ ったわけでご ざいます。

それでは次に,ド クター ・ペ ッチ ェイ さん

か らコメン トをいただ きたい と思 います 。

ペ ッチェイ 議長 さんが最初 にお っしゃっ

た ことは,非 常によいポイン トだ った と思 い

ます。私 ど も言 った ことの中で,ち ょっとそ

の意味合 いが違 う,そ の差 が非 常に重要 だ と

思い ます。

社会 は単 な る個の集合ではない

い ま社会 と情報について話 してい るわけで

,す けれ ども,私,主 に社会のほ うに重点 を置

きたい と思 います。 そうします と,情 報 化社

会 また は社会 その もの を非常 に抽象的に考 え

が ちで あ ります。情報 その ものの特徴がその

よ うな考 え方 に向けて しま うので あ ります。

す なわ ち情報 はいろいろなシンボルで あ らわ

されて い るわ けであ ります。 これ は一種の知

的な作業 であ りまして,そ の数が非常 に豊富

であ るので,そ れを集中 して そ うして要約 し

ていかな くてはな りませ ん。生物学的 な,社

会的な,教 育学 的な,保 障的 な安全,こ うい

うものがす べて1つ の コン ピュータのカー ド

に集 め られて しまって,そ して機 械の中に保

存 されて,そ して現実 にそのカー ド,ま たそ

のメモ リーが その市民1人 を本人 よ りもよ く

知 ってい るとい うふ うに考 えが ち で あ り ま

す。これ は もちろん私 ど もが団体で生活を し

てい る中 には必要な ことで はあ ります。 しか

しこれで もって社会が私 ど もの注意の 目を重

要な ことか らそ らせて しま うよ うな気が しま

す。

社会を深 く考 えてみ ます と,社 会 は個人の

数字,数 字の和 よ り以上の もので あ ります。

1人 か ら多数 とい うふ うにい って も,や は り

マ ックヘール さんが お っしゃったよ うに,マ

ン ・ゼ ロ ・サ ム ・ゲーム とい うものが あるわ

けです。すなわ ち集団 とい うのは,個 の和 よ

りもず っと大 きな意味 を持 って い る わ けで

す。 そして往 々に して集 団 とい うのは,個 人

よ りも重要に考 えられて しまいます。そ して

社会 を統合 してい る ものは アーテ ィファク ト

か らで きてい る もの と考 えられ ます。 しか し

社会 はその アー テ ィファク トの集合 ではあ り

ませ ん。 インパー ソナルな ものでは ありませ

ん。その基本的 な1つ1つ のユニ ットは人 間

なのであ ります。ですか ら,私 ど もの社会 へ

の ビジ ョンとい うの は,統 計的な グラフとか

統 計 とか数字 とか そ うい うもの に還元 されて

しまってはな りません。 もちろん こ うい うも

の は,こ うい うや り方 は重要 であ ります し,

不 可欠 であ ります。 しか しその奥 に人間 その

ものがい るのだ とい うことを忘 れて はな らな

いと思います。

ソ連の アカデ ミー ・オブ ・サイエ ンスで話

して いた とき,人 間 とい うのはバイオ ・サイ

バネテ ィックな ものではな く,も っとそれ以

上 の ものであ るとい うこと,若 い人 た ちが将

来 に対 して非常 に希望 を持 ってい るとい うこ
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と,そ して人 間は単 に消費者 とか オペ レー タ

ー とかそ うい うもので はな く,彼 らの多 くは

詩人であ り,芸 術家で あ り,そ して教育の建

築者,寺 院の建築者,バ レ リーナ,そ うい う

人間的な要素 を持 ってい るわ けで あ ります。

そ して そのよ うな素質が もっと もっと必要 と

されて きて いるわ けで あ ります。ですか ら私

どもここに集 まってい るの は,エ リー トと呼

んで も,人 間の開発 とい うの は,始 まる前 に

計画す る人,そ して また計画の対象,両 方 を

っ かむこ とにな ります。そ して人間の開発 と

い うことばが あま りに も大げ さだ とい うな ら

ば,人 間の準備,人 間の訓練,人 間の調整,

人 間の フ。ログラムとい うような ものが,情 報

化社会 に入 る前 にそ うい う ものがな されな く

てはな らい なとい うことを申 し上 げたい と思

います。

多 くの問題が国際的関連を もつ

それで は今度,そ の社 会の幅のほ うを考 え

てみます と,マ ックヘール さんが言われたよ

うに,黒 とか 白とか二者択一 とい うよ うな問

題 に私 ど もが直面 してい るのではない とい う

ことに合意いた します。すなわ ちその情報 の

対象 は何か とい うことを考 えてみ ます と,二

者択一でな く,ま ず最初 にその社会 は何か と

い うことを考 えな くては な ら な い と思 いま

す。 この ことは よ くな されてお りますけれ ど

も,非 常 に作業 自体 としては むずか しい もの

なので あ ります。

今 日の多 くので きごとは,国 際的な ことで

あ ります。政治的な,そ して地理 的な境界 を

越 えての ものが多いのであ りまして,こ うい

う傾向が ます ます情報化社会 によ って強 ま っ

て きてお ります。昨 日何度 も言 われて いるよ

うに,も ちろんた くさんの問題がすでに世界

的 な もの として あ ります。今 日世界 的な もの

は,テ クノロジー,情 報 コ ミュニ ケ ー シ ョ

ン;こ うい う もののみではな く,大 気 の汚染

そして水資源の汚染 にして も国際的であ りま

す し,映 画 とか学問 とかスポー ツ,テ ロ,こ

うい うものすべ て国際的,多 国籍企業 も国際

的であ ります。 それか らまたい ろいろな国際

的な通貨の問題,こ れ も国際的な問題 であ り

ます。

です か ら,ど の よ うな観点 を見 て も,国 内

の問題 として取 り扱 うことは間違 いなのであ

ります。水平線のかなた を見 れば見 るほ ど,

よ り大 きな地域 をまとめ として考 えな くては

な らないわ けで あ ります。先 を見 れば先 を見

るほど,た とえば10年 とか20年,30年 先 を見

てます と,1っ の 国 とか1っ の 地 域で はな

く,全 世界 として考 えな くてはな らいなよ う

にな ります。すで に問題 は,国 内的な もので

はあ りません。た とえば70%か ら80%の 資 源

が15%の 人 口によって消費 されて い る。 これ

が今 日の現実で あって も,将 来 は この形が変

わ るで あ りまし ょう。ですか ら私 どもは,情

報化社会 に入 る前に人間 を準備 し,開 発 しな

くてはない らな こと,こ れが第一点 。二番 目

といた しまして,情 報 とは どうい うものか,

そ して情報社会が どのよ うに して世界 の全市

民 に影響す るか,ほ んの一部 に影響す るもの

で はな く,全 員 に影 響す るか とい う点 が第二

点 です。

北川 あ りが とうございま した。

ドクター ・ペ ッチ ェイ さんか らは,き の う

と同様,人 間性の主張 とそれか らやは り世界

は1つ であ るとい うことの認識 を強 く発言 さ

れた と思い ますが,そ れでは引 き続 いて原 田

さんか らひとっ コメン トをち ょうだいいた し

た いと思い ます。

情報化の具体 的意味

原田 私 は,い ま までの先生方 と違 いま し

て,会 社の人間で ございます ので,企 業人 の

立場か ら,い ままでの諸先生方 よ りももう少

し近い将来 に焦点 を向 けま して,か っ また情

報 化 とい うことを現実的 に狭い意味 に解釈 し

て,そ の向か うべ き方 向 と日本 の貢献 すべ き

技術分野 にっいて論 じたい と思 います 。

い ままでのお話に一部重複 し ま す けれ ど
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わが国の情報化は世界的視野からみていかにあるべ きか

も,最 初に情報化の意義にっいて申し上げま

す。

今 日の主テーマである 「社会 と情報化」と

いうところがらは多少脱線するか もしれませ

んけれども,か ってなことを言わしていただ

きますから,お 許しをいただ きたいと思いま

す。

人間知識の創造性と伝播性 とが人類に与え

られた特徴の1っ でございまして,人 類は経

験を累積して,累 積から新たな知的所産を創

造 してまい りました。また未経験なことを予

測して,証 明して知的所産を与えてまいりま

した。ますます知的武装が,生 存の条件 とな

ってまい ります。伝播性というのは,こ のよ

うな知的所産を,文 字,会 話その他各種の情

報メデ ィアを介して人類に拡散せ しめる能力

でございます。これを推進するのが情報化で

ございます。しかしながら人類は,こ れら知

的活動のみに生 きるものではございません。

人間の持っておる柔軟な直感,感 情,情 緒な

どの潜在意識は,人 間性を尊重する限 り関心

の中心であるべ きでありまして,重 要な,最

も重要な役割 りを果たすことにな ります。数

量化 されない生命の尊厳を守 り,真 善美を追

及す ることが,真 の文明たるゆえんでござい

ます。情報化 も,こ のような人間の精神的,

肉体的活動 とバランス を とって 進めません

と,マ ンモスのような古代の巨大動物が不均

衡な成長を続 けたために滅亡 した轍を人類 も

踏むことにな ります。

それではこれから情報化の一方向 と日本の

貢献すべ き技術分野 ということについてお話

し申し上げたいと存 じます。

人間活動の活発化に伴いまして,情 報化が

世界的規模において拡大普及することは,必

然的勢いであ ります。これをいかに人類の真

の福祉向上に役立っ方向に持 っていくか とい

うのが,人 間の※知でございます。情報化 と
一口に言いまして も,そ の内容は非常に広 く

て,国 民生活 に関係するほとんどすべての機

能,す なわ ち行政,教 育,医 療,交 通,流

通,生 産,消 費,住 宅,レ ジ ャー,防 災,防

犯,治 安,防 衛,環 境 自然,空 気,水 の環

境,エ ネルギー,電 力,ガ ス,水 道 な どが そ

れぞれの 目的を達成す るため に不 可欠 な機能

として情報機能がござい ます。 その内容 は,

ラ ジオ,テ レビ,電 信電話,デ ー タ通信 を始

め,新 聞,雑 誌などの出版等々 に至 る広範 囲

に及 びますので,と うてい そのすべて を短 時

間に論ず ることはで き ま せ ん。 よ って本 日

は,そ れ らのすべて に中核的 に必要 とな って

くるコンピュータ並 びに通信機関連技術 に焦

点 をあてて,例 示的,具 体的 に論 じた い と思

います。

情報化への現実的方途

情 報化の とるべ き方向 としま して は,マ ッ

クヘール教授 も言 われるよ うに,一 種 の必然

性 を持 ってわれわれ に迫 って くる もの であ り

ますが,こ こで忘 れてはな らない こと,こ の

よ うな情報化の方 向が人間の福祉 よ り離 れて

い くものであ ってはな らない。す なわ ち人 間

の情報化の推進は,人 間 の能力 を補完 し,拡

大 して,人 間に残 されたほん とうの精神 的,

肉 体的活動 をより活発 にす る とともに,機 械

通 信 による精神の荒廃,情 報 過 多 に よ る個

性,創 造性の消滅な どが あ って は な り ませ

ん。 むしろ機械にや らせ ることの範 囲 を拡 大

して,人 間本来の活動 を高 め る方 向でな けれ

ばな りません。そのためには,電 子計 算機,

通 信機の立場から言 い ます と,ま ず電 子計算

機 として は,で きるだ けしろ うとに使 いやす

い 出入力装置を持 ち,か つ爆 発的大量 の情報

の処理,選 択がで きるハー ドウェア,ソ フ ト

ウ ェア ・システムで ある こ と が 大前 提で あ

り,ま た通信技術関連にお きましては,一 方

的情報伝送か ら離れ まして,個 人 個人の ニー

ズに対応 で きるシス テムに発展 す る。 そ して

このよ うな方向が国内だ けでな く,も ちろん

国際 的規模 において発展 す ることであ りま し

て,単 に現在のよ うに,音 声,画 像の伝送 に
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とどま らず,国 際間の伝送が,デ ータ通信,

フ ァク シ ミル等 を含 む もの にな ることが今後

の方 向で ござい ます。

それで は日本にお ける情報化の現状 とその

特殊性 にっいて一言 申 し上げてみたい と思 い

ます。

まず第 一番 に,日 本は情報 化において,先

進国 の グルー プに入 ってお りますけれど も,

現 実 にはいろいろな立 ちお くれ が ご ざいま

す。 これ に関 しま して は,通 産省の重工業局

が最近 まとめ られた報告書 「わが国の情報 化

の現状 と問題点」 とい うパ ンフレッ トによ り

ます とい うと,特 にソ フ トウェアのお くれ,

情 報処理 高度化のお くれ及 び利用方式 の差,

た とえば オンライ ン化のお くれなどが指摘 さ

れて お ります。

それか ら第二番 に指摘 で きます点 は,画 像

伝送 とか蓄 積技術の浸透 であ ります。特 にマ

スメデ ィアとしま して カラーテ レビジ ョンの

普 及 は飽和状態に達 してお りま して,こ の数

年急激 にふ えた余暇 を最 も手 が るにエンジ ョ

イで きるエ ンターテ インメ ン トとしまして,

先 進国 の申で も異常 な発展 ぶ りを示 して お り

ます。言 いか えるな らば,与 え られた映像情

報 を生 の形 で一方 的に伝送 す る技術 において

は世界一流 で ございます。

第三 は,日 本 固有 の文化 の特殊性が ござい

ます。 日本語 とい う表意文字 を多数使 いこな

して,東 洋諸民族 とはかな り近 いが,世 界諸

民族 とは意思疎通す るのには非常 にアイソ レ

ー トした情報交換 メデ ィアを持つ ハンデ ィキ

ャップ。で ございます 。ソフ トウ ェアの立 ちお

くれ とい うの もいままで電子計算機 とのや り

と りとい うのがおおむね英語 で,す なわ ち外

国語で行 なわれた とい うこ とに も原因の一部

が あ ります。

第 四番 目には,日 本民族 の教育熱心 と勤勉

さで ございます。特 にデベ ロップ ド・カン ト

リー としま しては人 口が多 く,さ らに高等教

育 を受 けた人間がますます増加 してお る とい

うことは,情 報 化に貢献で きるポテンシ ャル

を多 く持 ってお るとい うことに通ず るわ けで

ござい ます。何 ら見 るべ き地下資源の ない狭

臨 な国土 を持つ 日本 の最大の リソースは頭脳

であ ります。

最後 に,人 口 と工業の異常 に稠密化 された

環 境にあ るとい う事実が ございます。すなわ

ち第二 次大 戦後 か らいま も続 いてお る著 しい

経 済成長速度 と相 ま って,工 業化の もた らす

すべての影響 が,よ かれ あしかれ最 も早 くド

ラステ ィ ックな形 であ らわれてお ります。公

害 がその例 であ ります。情報化社会にお ける

必 要な フィー ドバ ックを最 も早 く見出 し,適

用 しな ければな らない国が 日本で あ ります。

日本のな しうる貢献

それでは 日本 の貢献で きる技術分野 にっ き

ま して,例 示 的に,申 し上 げ た い と思い ま

す 。

まず,電 算機 を さらに人間 に近づ けるた め

のマ シン ・インター フェー スの開発が ござい

ます。人 間の与 える指示 を人間 となるべ く同

じように理解 して処理す るた めのパ ター ン,

た とえば文字,音 声,図 形な どの認識技術の

開発があげ られ ます。 この点 に っ き まして

は,わ が国 にお きまして は幸い に昨年度か ら

通産省 の大型パ ター ン処 理 システ ムの研究開

発 が発足 してお りまして,現 在の電子 計算機

の持つ 限界 を打破 しようと,官,学,民 をあ

げて取 り組 んでお ります。単 にイ ンター フェ

ースの改良 に とどま らず,電 子計算機 の利用

技 術,ソ フ トウ ェアの開発につ きましては,

日本 はその貴重 な リソー ス,人 の頭脳 を持 っ

てお りま して,現 在の立 ちお くれの状態 を脱

却 しま して,む しろ全世界 に貢献で きる素地

を持 ってお ると考 え られ ます。 この ことはた

とえば理論物理学で ござい ます とか純粋数学

であ ります とか こうい う分野 にお ける日本の

貢献度 か らも推察 され るので ございます。 ソ

フ トウェアの開発 には限界が ないので ござい

ます。
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わが国の情報化は世界的視野からみていかにあるべきか

次に,情 報化を国際規模で進める上で最 も

必要なものは,各 国民の間の情報表現の変換

技術,す なわち文字,こ とば,文 章等の翻訳

等々のことでございまして,漢 字かな文字を

用いる日本語そのままでは,国 際化のむずか

しいわが国語の特殊事情を逆 用 い た しまし

て,標 準化,規 格化あるいは交換技術の高度

化を展開で きるのであります。

滅 ご;放 送,通 信,テ レビの分野での日本

が第一流の技術を持ってお りますことは前に

も述べたとお りでございますが,国 際的な情

報交換のためのインターコンチネンタルな通

信技術への寄与におきましては,た とえば衛

星通信,マ イクロ波通信におきまして,わ が

国の寄与につ きましては広 く知 られておると

ころでございます。これらの分野にっ きまし

て,情 報化をさらに個人のニーズにまで普及

させ るために電算機技術 を,画 像技術,通 信

技術 と融合 させて個々の端末の開発,双 方向

会話型,選 択型の画像通信,デ ータ通信への

寄与をなすことが期待できます。その例とし

ましては,通 産省などで考えております都市

情報システムがございます。これはCATV

を中心 とする映像情報システムでございまし

て,数10チ ャンネル も伝送で きます同軸ケー

ブルを中心とする有線映像技術をコンピュー

タを中核とする大量の情報処理技術と組み合

わせることによりまして,視 聴者の リクエス

トに即座 にこたえるような双方向的な情報サ

ービスを行な うシステムもございます。世界

第一の過密都市を持 っておる日本では,こ の

ようなシステムを健全に育て上 げて,市 民生

活の向上 と災害の防止に役立たせたいと思い

ます。

人間の福祉に直結す る例としましては,医

療情報 システムがございます。総合検診 シス

テム,検 査 システム,病 理の研究 システム,

さらには地域の医療機関同士の間でこれ らシ

ステムの連携をや る。 これまた医療技術,通

信技術,電 算機技術の総合 システムでござい

まして,わ が国 と言わず,先 ほどか ら問題 に

な ってお ります北側諸国が世界人類 に最 も貢

献 し得 る分野 の一例 と考 えます。

最後 に,経 済性 に っ い て 一言申 し上 げま

す。今回 のシンポ ジウムの らち外 ではあ りま

すけれ ど も,皆 さんに とって も最大 の関心事

であろ うと思 います。

経済性が確立 されない ことは どんなにいい

事で あって も人間社会 では普及 い た し ませ

ん。 この点 にお きま してはわが国は最 も得意

の分野で あ りまして,例 えば原子力 にお きま

して経済性 と安全性 を両立 させ るとい うこと

にあ ります。脱産業 とい うことばが あ ります

けれ ど も,経 済性 が無用 とい うことでは ござ

い ません。それは当然の前提条件で あ って,

さ らにその上 にそれよ りも増 して人 間性 を打

ち立 てよ うとい うことで あろ うと存 じます。

北 川 どう もあ りが とうございま した。

人 間性 の強調

これで一通 りパ ネラーの コメン トが終わ っ

たわけで ございますが,大 体皆 さん方 きの う

と同様,人 間性の強調 とい うことを非常 に強

く言われ た と思います。一方 において,こ れ

が世界全体の福祉にっなが るためには,エ リ

ー トだ けの ものであ ってはな らぬ。あ るいは

情報が1ヵ 所 に集中 されていわゆ る管理 され

る形 にな って はまず い。や は り大衆 とい うか,

個 人個 人の意図が反映 され るよ うな情報化 の

進め方 でな ければな らぬ とい うお話だ ったか

と思います。

情報化社 会への入 りかた

さて,こ れか らパ ネラーの二度 目のコメン

トをお願 いいた したい と思 います。最初向坊

さんが提起 されま した情報社会へ の入 り方 と

い うことについての お話が あま りなか った よ

うな気 が します ので,情 報社会への入 り方 と

い うことについて,も う一度 向坊先生か ら少

し註釈 をいただ きまし ょうか。

向坊 情報社会への入 り方 と申 します と…

北川 私 な りの言 い方 をします と,向 坊 先
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生が最初お っしゃった情報 とい うの はいろい

ろな形で,非 常に速 い形 で伝送 され るよ うに

な ると,均 一 に広が.ってい くはず だ。具体 的

には 日本で言 います と,だ れ もかれ も同 じテ

レビを見 る,あ るい は週刊誌 を読 む とい うと

ころか ら,す で にいなか と都会 との区別 がっ

かない とい う状態が起 きてい るわ けであ りま

す。それな らばそれを うま く利用 して情報社

会へ各国が同様 に進 めるよ うに しな けれ ばな

らないのではないか とい うふ うに私 は理解 し

たのです。全 くその通 りでその特徴 を利用す

る努力が必要だ と存 じます。一方,情 報 が爆

発 といわれるほど一度 にた くさん出て くる。

しか しそれを処理す る人間の能 力は依然 とし

て昔 か ら変 わ らないわ けで あ ります。

具体的に言 います と,た とえば東京で8局

の テレビが同時に放送 されてい る。っ ま り8

つ の情報 が同時に放送 され て い る わ けです

が,そ れ を見 る,っ ま り情報 を処理す る能力

は,1つ しかない。 しか もい きな り家庭 に入

って,ど の テレビを見 るか とい うことは,見

る人の選択 にまか されてい るわけです。それ

か らテ レビ関係の方か ら叱 られ るか もしれま

せ んが,ど ち らか とい うと,視 聴率 を上 げ る

ことが目的 になってい る。そのために あま り

健全でない と考 え られ る,あ るい は社会 に必

ず しもいい影響 を及 ぼす とは思われな い番組

が相当あ ると思 うのです。 しか し選択権 は各

人 にまか されていますか ら,も し破廉恥番組

ばか り2,3年 見 続 けています と,世 の中がそ

うい うふ うに変わ った と思 い込 んで しまうよ

うにな る。 ところが そうい う番組 を見 ない人

は,世 の中 が変わ るとい って も,同 じ人間社

会ではないか,そ う変わ るわ けがない とい う

ことで2,3年 たっ間 に,同 じ社会 を見 るElが

全 く違 って くるわけであ ります。別の表現 を

します と,こ こ数年 間に,ど ん どん情報 は生

産 され るけれ ども,そ の情報 を消化 す る率 は

どんどん減 ってい って10年 間 に30%か ら10%

に減 ったとい う統計 が郵政省 か ら発表 されて

い るわ けです。つ ま り情報の爆発 が お き て

も,人 間は部分 的に しか受 け取 れない。 その

た めによ る常識 の違 い,価 値観 の相違 とい う

ものがい ろいろ出て くると思 われます。

そ こで,お そ ら く 向坊先生 の一つ の問題

は,情 報化の入 り方 がそ うい うよ うな ことに

対 して もう少 し上手 にや るや り方 をしな けれ

ばな らぬで はないか。

それか らもう一つ,最 初 に申 し上 げ〆 した

よ うに,情 報 あるいは技術だ けで社会 とい う

もの を律 す ることはで きない。社会 は人間が

つ くってい るわけです か ら,倫 理観 それ 自身

も変 えていかなければまず かろ う。 そ うい う

ことのための教育 が必要 ではなかろ うか。 そ

うい うことに対す る問題提起 ではなか ったか

と思 うのですが,ど うで し ょうか。

向坊 いま座長 さんのお っし ゃい ました点

は,私 の提起 しま した問題の前半に関す る問

題 で ございますが,後 半で私の 申し上 げたか

ったのは,ロ ー マクラブの報告 は,一 つ は成長

の限界 とい うことをい って お られるわ けです

が,も う一つ は,ペ ッチ ェィ さん のお っしゃっ

たことに関連 してお り,先 進 国が情報化社会

に入 るとい うことによ って格差 がます ます大

きくなるとい うことを心配 してお られ るわけ

で,そ れがほん とうの情報化社会のあ り方 で

あろ うか ど うか,情 報化社会の取 り入 れ方 に

よ ってはそ うい う矛盾が解決で きるので はな

いか とい う疑問 を出 したわ けで ございます。

マ ックヘール さん も指摘 な さいま したよ う

に,情 報 化に入 ってい くとい うことは,問 題

が イーザー ・オア とい うのではな くて,み ん

な取 り込んで,全 体の問題 として どうな って

い くか とい うことを考 えてい くことであ る。

一方
,情 報化社会に入 るとい うことは,情 報

が非常 によ く伝わ ります し,相 互理解が深め

られる とい うよ うな ところか ら,均 一社会 に

な る可能性が一片分 あるわ けです。 そ うい う意

味か ら言 えば,先 進国が情報化社会への入 り

方 をうま くや って くれ さえす れば,南 北問題
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を含 めて,世 界の問題 として,将 来 のいろい

ろな難問題が解決で きるの で は な いだ ろ う

か。その点 について もう少 しお話 を伺 いたい

とい うことを申 したわけで ございます。

北 川 あ りが とうございま した。

ペ ッチ ェイ氏,ど うぞ。

ペ ッチ ェイ 少 し残 って いる時間 を使わせ

ていただ きま して,2っ の 主要 な問題にっい

てコメン トを申 し上 げたいと思い ます。 これ

は きょうも,昨 日 も指摘 したされた ものであ

ります。一つ は価値観の問題で あ り,も う一

つ は南北問題で あ ります。

政策選択に際す る価値観の問題

価値観 にっ きまして,わ れわれの社会 にお

きまして は,歴 史上の現在の時点にお きま し

て,国 内的 に及び国際的に きび しい選択 を迫

られてお ります。そ して私 の願 い といた しま

しては,こ うい った選択 の過程 において現在

の世界 の現状及 び将来 の世界 の現状 に合 うよ

うな選択 が され ることを願 って お ります。わ

れわれ は さま ざまな代替的 な可能性,代 替 的

な政策の中か ら選択す るわ けです けれ ど も,

われ われがで きること とか したい こととい う

のを基準 に して選択すべ きで はな く,何 をす

べ きか を基準 にしな ければな りません。 これ

はた いへん困難な問題で あ り ま すρ特 に 日

本,北 米,ヨ ー ロ ッパ,ソ 連 の ような先進国

にとって困難 な課題であ ります。 もし私 たち

が,わ れわれがなすべ きことをす るとい う原

則に従 うな らば,す でに存在 してい る情報 コ

ミュニケー シ ョン技術 によ って,ま た現在入

手可能 な情報 によ って,ま たわれわれの もの

を組織す るとい う能力 を結集す るな らば,今

日よ りもさらにいろい ろな こ とがで きるよう

にな るで あ りま しょう。 これは一つの進歩 で

ある と同時 に,わ れわれが現在や ってい るこ

とを明確 に分析 し,ま たある意味での 自己批

判 を しな けれ ばい けない と思い ます。

南北問題 と情報化のかかわ り

もしこの考 え方 を南北問題 にあて はめてみ

ます と,情 報化社会 に関 します限 り,わ れわ

れ はいわ ゆる見せか けの議論 にお ちい って は

い けない と思います。 これは偽善 的な議論 と

言 って もか まわない と思 います 。っ ま り成長

とか成長 への限界 とい う話 をす るときに出て

こざるを得 ない欺臓的な議論で あ りま して,

つ ま りす でに先進国である成長 はあ くまで も

LD:に 対 して援 助をす るための前提条 件で

しかあ り得 ないわ けであ りま して,こ れ を考

えた場合 に,情 報 の意味での進歩 もLDiへ

の援助の形 で与 えられ なければ な らない と思

います。す でに現在 にお きまして,情 報化 に

おけるわれわれの技術 と経済成長 を考 えた場

合 に,い まよ りもっとすべ きことを多 くして

いかな ければいけない と思います。

い ま申 し上 げま した ように,こ の状態 にお

いて,ま た将来においてわれわれ を指導 して

い く価値 観 を再考 しな ければい けない とい う

こと,そ れか らもう一つ,今 日の世界 におい

ては非常 に世界が小 さくな ってお り,昨 日マ

ックヘール さんがお っしゃいま した ように,

き ょうの世界 また将 来の世界 は さらに縮 小す

ることを考 えた場合に,わ れわれ は人 間の開

発,ま た人 間性の尊重 を十分 に考 えていかな

けれ ばいけないと思 います。国 内事業,国 際

的な事業 にっ いて も,そ うい った方 向が必 要

だ と思い ます。つま り人間優 先 の精神 で ござ

います。 さもなければ,わ れわれ はその結果

として嵐 を受 けざるを得ない と思 います。

北川 あ りが とうござい ました。 それでは

次 にマ ックヘールさんのお話 を聞 きたいので

す けれ ど も,そ の前 にことしの6月 にブラ ッ

セルで1970年 か ら80年 代 の情 報化社会,欧 米

間の調整 課題 とい う ミーテ ィングが開かれ ま

した。その席に日本経営情報 開発 協会の増 田

さんが出席 され,そ れを協会報 の8月 号 に要

約 されていますが,こ の時 マ ックへール さん

が基調演説 をや ってお られる わ け で あ りま

す。先 ほ ど来のお話 しの よ うに,こ れ を社会

問題 としてっかまえ るときには,1国 で はな
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く,世 界 が一つ とい う形で社会 を考 えなけれ

ばな らぬ とい うお話 が ございま したが,そ う

い うこ'とか ら考 えます と,マ ックヘール さん

か らご らん にな った日本 とい う もの も含 め,

それか ら向坊先生か らの提供 された問題 も含

めて コメ ン トをち ょうだいいた したい と思い

ます。

マ ックヘ ール 少 し変わ った方向 で,変 わ

った観点 か ら話 をしたい と思 います。

原 田 さんの コメン トにたいへ ん印象 を受 け

ました。彼 は非常 に狭 く,具 体 的に ビジネス

マンとして話 をす るとお っしゃいま した けれ

ども,た いへ ん謙遜だ った と思 います。

技術革新の もたらす社会 ・経済的影響

われわれが抱 えてい る問題の一つ として,

ビジネスの意思決定 は,す ぐさま何百万人の

人に影響 を与 えるようにな って ま い り ま し

た。た とえばわれわれが考 えてい るよ うな産

業 を見た場合 に,も し現在 の世界 において,

また過去10年,15年 間 においての世 界におい

て起 こ って きたよ うな変化 を見 た場合 には,

大 規模 な技術 が出て きたわ けで あ ります。小

さなポケ ットに入 るよ うな トランジスタラジ

オが出て きたわ けであ りま して,日 本が たい

へん有名 で,大 きな ものか ら小 さな ものへの

変革 とい うことが起 こって きてい るわけであ

ります。なぜ こ うい った変化 が起 こるのか と

い う理由がわか らない場合 も多 いわけであ り

ます。原 田 さんが特にお っしゃいま した し,

またほかの方 も指摘な さいま した けれ ども,

もっと緊密 な,ま た高度な技術的,社 会的な

評価が必要で あるとい うことであ ります。

たとえば トランジスタラジオの例 を考 えて

み まし ょう。多 くの意味 にお きまして,こ の

トランジスタラジオとい ったたいへん小型の

ものが一 体社会的 にどんな意味 を持 ち,そ し

て どん な影響 を持つのか とい うこ とを考 えて

いないわけです。文盲の社会 に さえこんな ラ

ジオはあ ります。最近の経験 では,パ イロ ッ

ト・スタデ ィをや りま して,50年 間 の人 口 と

資源につ いての調査 をレたわ け で あ りま し

て,非 常に単純 な調査で あ り ま し た けれ ど

も,た いへ んお もしろいケースが取 り上 げ ら

れ ま した。

一つ はコスタ リカであ りま して ,世 界 の申

で も人 口成長が最 も大 きい と こ ろ で あ りま

す。大体5年 前 ごろか ら人 口増加率がだんだ

ん少 な くなって きたわ けで あ ります。少 し奇

妙 か もしれませ ん。 なぜ な らばオフ ィシ ャル

もし くはプライベ ー トな家族計画 グルー フ。が

形成 され る前 に始 ま りましたし,ま た実際 に

政府が家族計画 を奨励す る とい うこ とを発表

す る4年 前 にすでに現象 がスター トしたわ け

で あ ります。 この国が小家族 また人 口増加 を

減少 させ るとい う態度が どうや って起 こった

のか とい うことは,だ れ も知 らないわけであ

ります。私 は別 にその根拠があ るわ けではあ

りません けれ ども,私 の感 じで は,そ うい う

小 さいコスタ リカ とい う国 にお ける考 え方 の

変化 はコ ミュニケーシ ョンの増大 によって起

こったのではないで しょうか。世界の ほかの

国の人々が言 ってい ることを聞 いた り.ま た

テ レビで もってほかの世界 の生活様式 を知 っ

て,彼 らの態度 もそれに従 って変 えてい った

ので はないか と思います。

その意味で この小 さな例 を引用 したわけで

あ りま して,た とえば ビジネス マンは生産 を

して,で きるだ け安 く,効 率的 に,そ してで

きるだけ軽 い もの を,ポ ータブルな もの を,

そ してエネルギーの使用量 も一番少 ない もの

をっ くろ うとす る,そ れは トランジスタラジ

オですけれ ども,そ れが何百万,御 隠の市場

に入 ってい くわ けです。それでそ うい ったこ

とが 世界に対 して どうい う影響 を与 え るか と

い うことがは っき りとわか っていないわけで

あ ります。だんだん と起 こって くる変化 に対

して,社 会経済的 な評価 を加 えてい くことが

必要 だと思い ます。小 さな装置が出て くるこ

と,そ うして またテ レビの イメー ジの変化 と

い うことが たいへ ん大 きな影響 を世界全体に
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対 して与 えるわけで あ ります。

情報 は増大 するとともに集約化 され る

第二番 目のポイ ン トは,情 報 の爆発 また情

報公害 の問題 であ ります。

このポ イン トはほん とうに真実 なので あ り

ま しょうか。 この情報 その ものが爆発 して い

て,そ して危 機に瀕 してい るとい うことでは

ない と思います。 と申 しますのは,も しわれ

われがわれわれに与 えられ る情 報の量 の増大

を見 た場合 には,わ れわれが知 識の中に含 み

込んでい く量 にかな り比 例 してい るわけであ

ります。 たとえば生 物学 とかの分野 を見 てい

く場 合 にお きまして も,多 くの情報 をさま ざ

まのバ イオロジカル ・メカニズ ムの中に取 り

入れ るわ けで あ りまして,い ろいろな情報 が

バ イオロジー にっいて あって,そ して急 に突

如 としまして その大量 の情 報が縮小 されて,

小 さな非常 にエレガン トな理論 にま とめ上 げ

られ るわ けで あ りまして,DNA理 論 がで き,

また コー デ ィングの理 論がで きるとい うぐあ

い に,美 し く,エ レガ ン トな理論づ けがあ と

で行なわれ,大 量な情報が まとめられ るわ け

で あ ります。

昨 日 も申し上 げました けれ ど も,現 在 はあ

いまいな時代で あって,そ して情報の爆 発が

起 こって お ります けれ ど も,同 時に もう一 つ

のパ ターンが見 られ るので は な い で しょう

か。情報技術 は,情 報 を集約化 し,統 合す る

もの であ ります。特 に教育 にっいてわれわれ

の態度 は,確 か に情報が爆発 してい るけれ ど

も,わ れ われの態度 として は,情 報 をコンペ

ェイす るので はな くて,知 識 を伝 達 す る と

い うこ とであ ります。近代社会 にお ける知識

は,だ ん だん と集約化の方 向に向か ってい る

わけであ りまして,だ ん だ ん と理論 を樹立

し,そ の理論が大 きな システムを含合す るよ

うになるわけで あ ります。 そ して コン ピュー

タ とい う別の メカニズ ムに対 して その理論 を

っ くり上 げるための こまか いデータで あると

か こまか い説 明 とか,い わ ゆる情報の爆 発 と

い うもの をえて納め込んで しま うわ けで あ り

ます。

北川 あ りが と うござい ました。パ ネルの

方 で発言 を したい方,お あ りで しょうか。

一 向坊先生
,い かが で しょうか。

情報集約化の反面,境 界領域情報等の拡大

向坊 教育 の問題,い まマ ックヘール先生

ち ょっとお触 れにな りま したので,も う一ぺ

ん戻 って みたい と思 うのですが,知 識量 の増

大に対 して一方 にそれを扱 う手段 が進歩 しっ

つあ るとい うことと,そ れか らエクスブ ロー

ジ ョンばか りでな くて,イ ンフ。ロー ジ ョンと

い うものが新 しい学 問の進歩 としてあ るのだ

とい うことを御指摘 にな ったわ けですが,ま

たそれに反対 す る傾 向 もあ るわ けで して,情

報 化が進 んでまい ります と,い ままでモノデ

ィス シプ リナ リーに,単 独 の学 問分野 として

物理 とか 化学 とか生物学 とかい って発達 して

お りま したのが,今 後境界領域 とい うものが

だんだん発展 して い くわけです 。た とえば化

学 で2っ の知識が あ って,生 物 で2っ の知識

が あって,そ れを組 み合 わせ ると,今 度境界

領域 には4っ の知識 がふえてい く。それがま

た縮 んでい くと,ま た次の境界 領域 との間に

行 くとい うわ けで,知 識が必ず し もイ ンブ ロ

ー ジ ョンの方向に行 くとい うの は少 し楽 観的

で はないか とい う気 もいた しますが,そ れ は

それ といた しまして,と もか く教育の手段 な

り知識 を伝 える手段 とい うものが,こ れ は進

歩 してい くことは間違 いない と信 じてお りま

す けれ ど も,も う一つ は先 ほど申 しま したそ

れ と対立す る教育の分野 とい うものが ど うし

て も残 って い くの じゃないか。人間教育です

ね。 そ して これ はむ しろ情 報 化 社 会 を批判

し,そ れの間違 った方向 に行か ないよ うにチ

ェックす るための人間の能力 を保持 して い く

ためには,こ れか らもなお必要で はないか と

思 うのですが,こ の点 につ いて少 し御意見 を

伺 えれ ばあ りがた い と思います。

人間教育の必要
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北川 ただ いまの御意見 に対 して,マ ック

ヘール さん,い かがですか。

マ ックヘ ール 教 育についてです けれ ども

いままで教育の分野においてや って きた こと

とい うの は,ま あ歩 くコンピ ュー タを訓練 す

るこ とであ ったわ けであ ります けれ ども,い

まにな っては機械その もの として コンピュー

タが あるか ら,人 間はほかの ことをで きるわ

けで あ ります。サ ン ・ジ ョーゼ とい う生物学

者が言 ってお ります けれ ども,本 はそ こに事

実 をた くわ えるためにあ りますか ら,頭 を使

って考 えればいい とい うこ とであ ります。 し

か しなが ら高 等教育 において は,非 常 に専門

化 された コンピ ュータその ものを人 間 として

っ くろうとした ような感 じで あ ります 。 きの

うも申し上 げ ましたよ うに,特 定 のエンジニ

ア リングの ことは コン ピュータに も入 れて し

ま うことがで きます。ですか ら,次 の10年 あ

るい は20年 内 には,人 間をそんな特別 の専門

に訓練す るのではな く,た とえば物理学 とか

医学 とかそ うい うふ うに訓練 す る の で はな

く,そ うい う学 問 自体 はコン ピュータにまか

せて しまい,そ して人 間は もっと複雑 なコン

ピュー タので きないよ うな人 間的な思考 をす

るほ うに向けた らいい と思い ます。

情報化志 向の必然性 と日本の役割

北川 あ りが とうござ い ま し た。原 田さ

ん,何 かつ け加 え ることはないで しょうか。

先ほ ど原田 さんか ら日本の役割 りといった よ

うなお話がご ざいま したが,御 承知の よ うに

日本は工業社会 では平地 当た りのGNFが ア

メ リカの10倍,ヨ ーロ ッパの数倍 あ るわけで

す。 したが って物的消費 を主 とす る工業社会

での工業密度が世界最高 とい うことは,い ま

のままでは公害 もまた世界最高 とい うことで

あ ります。 したが って世界 に先が けて公害 を

な くす技術 を開発 しなければ な らぬ。 これ は

明 らかに情報,次 の社会の手法 を使 わなけれ

ばなかなかや りに くい問題だ と思 います。別

の言い方 を します と,通 産で は重化学工業中

心の産業構造を知識集約型にだんだん転換 し

ていけという案を出されていますが,現 実に

は既企業がその職業を利益を出しながら変 え

るとい うことは死活の問題であって,非 常に

むずかしい。しかし日本が世界に先がけて情

報化社会へ進んでいかなければならない。そ

うい う役割 りにある。そういう点から,逆 に

日本で得た知識 を世界に及ぼすという面があ

り得るのではないか。

それからもう一つ,先 ほど情報公害 という

ことばが出ましたが,さ っきも申し上げまし

たように,ま だ次の時代にふさわしい倫理観

とい うものが制定されていない。それからま

たいままで日本では10年 ごとの戦争を前提 と

した緊張の中での秩序があったわけでござい

ますが,平 和になってすでに30年 たっわけで

すけれども,平 和時代の秩序 というものが必

ずしも確立 されていない。そういうものを前

提 としてわれわれは情報化社会に入 っていか

なければならないとい う気がするわけであり

ますが,こ ういうことをあるいはほかのこと

に も連関して先ほど原田さんが 日本の役割 り

といったことにお触れになりましたが,何 か

はかにコメントす ることがございまましたら

.….・o

公害 と情報化対策

原田 いま公害の問題につ きまして北川先

生からお話がございましたが,全 くお説の と

お りでございまして,実 は私のおしゃべ りの

中から省 きましたのは,あ まりにも公害の問

題が方々で論 じ尽 くされておるので,い まさ

らと思 ったわけでございますが,実 際は情報

化 ということが最 も威力 を発揮すべ き分野は

公害情報でございます。ことにわが国におけ

るその必要性が大 きいということは,た だい

ま北川先生御指摘のとおりでございまして,

いまや国をあげて,御 承知のように各地方自

治体,中 央政府あるいは企業,国 をあげてこの

問題に取 り組んでおりますが,非 常に複雑な

事象でございまして,た とえば水の汚染にし
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わが国の情報化は世界的視野からみていかにあるべきか

ま して も,あ るいは大気汚染 に しまして も,

非 常 に複雑多岐 な要素 がか らみ合 ってお りま

す し,ま た企業 の利益 あるいは損失 とい うこ

とに も直結 してお る非常 に複雑な る問題であ

りま して,ま さに代表的な問題 で ご ざ い ま

す。 これ をいかに効果的 にそれの予報 システ

ム,予 防 システムを確立す る か よ う な こと

は,国 家的大問題 であることは申す まで もな

いの でござい ます。 あま りに も声が大 きいの

で きょうは省略 したわ けで ござい ますが,さ

らには日本独特の問題 としては,災 害の防止

とい うこ とが ございます。た とえば関東大 地

震 とい うの は,向 こう7年 以後 において相 当

の確率 を持 って必ず起 こる。その災害 の防止

をど うす るか。 これ は一つ は情報 網の確立 と

い うこ とが,一 つの非常に大 きな,有 力 な る

手段で ござい ます。 そ うい うよ うな ことにお

きまして はわが国 は恵 まれてお るとい うか,

非 常 に不利な立場 にあ るといいますか,ど う

して も開発 しな ければな らない必然性 が ござ

いま して,そ の開発の効果 を世界 じゅうに使

っていただ くとい うような ことは,や は り先

生お っしゃるとお りわが国の貢献 すべ き大 き

な分野で あろ うと存 じます。

北川 あ りが とうございます。

南北 問題の基 底によこたわる もの、

私か らペ ッチ ェイ さんに少 しお伺 い したい

と思 います。南北 問題 とい うの は非常 にむず

か しい問題 だ と思 うのです。私 は工業社会 で

は読み書 き,算 数 を義務教育 に して普及す る

必要 があ る。だれで も読 み書 きが で きるよ う

に しない と,な かなか工業化が しに くい と思

うのです。 ところが さらに情報化社会へ と先

進 国が進 んでい くとい うこ とにな り,そ の上

世界が一つ とい うことにな ります と,先 進国

はど うい う形 で低開発国 を援助すればいいの

か とい うことが私 には非常 にむずか しい問題

に思 えるわけで す。っ ま り現実 には低開発国

と先進 国 との差 はます ます広が ってい くわ け

です。 それを少 しで も格差 を少な くす るの に

は ど うすればいいか。先 ほ どマ ックヘール さ

んが メキ シコその他 につ いて援助 の しかたの

お話が ございましたが,さ らに社 会全般 にで

きるだ け低 開発国の福祉 を増進 させ るた めに

は ど うすればいいか。 また,福 祉 とい うの は

元 来主観的な もので,先 進 国の福祉 と低開発

国の福祉 とは,質 においては違 うであろ うと

思 うのです。

しか しきの うのお話 に もござい ました よ う

に,先 進国だけが低 開発国 と無 関係に栄 える

とい うことは非常にむず か しくな った。た と

えば医療 ネ ッ トワークあ るいは教育 ネ ットワ

ー クをどうい うふ うに具体化すれ ばよいか
。

読 み書 き,算 数 とい う文字 を使 うか わ りに,

こ とばで知識 を普及す る とい うことが可能 に

な ったわけですか ら,そ うい うもの も利用 す

る方法 もあるのか とも思 いますが,い ず れ に

いた しま して も,こ の南北間の差 を縮 め るこ

とにっ いての具体的 なペ ッチェイ さんの御 意

見 を伺 いたい と思い ます。

問題の相互関連性

ペ ッチェイ たとえば教育 を例 に とってみ

ます と,北 側ではど うい うことがで きるで し

ょうか。すなわ ち北側で何 をやれ ば南 のほ う

で もって教育 レベル を高 め ることがで きるで

しょうか とい う問題です けれ ど も,一 種の ア

プ ローチとして一つの考 え方 を述 べた い と思

い ます。

まず最初 に,教 育 の問題 に しろ,安 全の 問

題 に しろ,環 境,経 済の問題 に しろ,ど の問

題 にせ よ,そ れ自体では解決 で きない と思 い

ます。 それぞれの問題,相 互 関係 が非常 に強

いので,も っと大 きな観点 か ら見 ていかな け

れ ばな りません。

た とえば私 がよく知 ってい る地域 につ いて

述 べ ます と,教 育の状態 を中東 において改革

したいと考 えるならば,た とえば平和の状態

を中東 において改革 したい とい うな らば,い

ろ いろな措 置を連続 的にいろいろな分野 にま

たが ってや らなければな りませ ん。そ うしな
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い と,何 も達成す ることはで きないわ けであ

ります。一つずつ扱 って しま うと,か えって

逆 の変 な副作用が出て きて しまいます。中東

を取 り上 げま したの も,い ままさに最 も問題

が大 きい ところで あ るか らで あ ります。それ

で多 くの人 たちが この中東で どうい うことを

した ら改善 で きるか とい うこ とをよ く論議 し

て い るか らであ ります。

一つ の考 え方 としては
,そ の戦争への緊張

を緩和 し,そ して もうちょっと平和の状態 を

つ くる,こ の ことは停戦 をす るとか国境 を き

め るとか,こ うい うことは永続 的には続 きま

せ ん。すなわ ち原則的に根本 とな って い る問

題,す なわ ち経済 とか教育 とかそ うい う問題

を考 えな くて は解決で きないわ けです。すな

わ ちテ クノロジー,経 済,社 会な もの,す べ

ての方法 を取 り扱 って,10年 とか15年 とかそ

の地域全体の統一的 な,包 括的な発展 を見 て

いかな くて はな らな いわ けで あ ります。そ う

しない と,こ の一事が世界全体に対 して も危

害 を及 ぼす とい うよ うな結果 も出て きます。

ですか ら,今 日よ りも教育の レベル も高 くし

な くて はな りません。ですか ら,す べての国

が,ア ラブ諸国 において もその若 い人 た ちが

アウ トカース トではな くて,世 界の市民 とし

て育 つよ うに教育 を与 えな く て は な りませ

ん。 またその若 い人 た ちに対 しまして も訓練

を与 えて経 済的な機 会 を与 えな くてはな りま

せ ん。すなわ ち自分 た ちの国の制度 に依存 し

て生存 を続 けてい くことがで きるとい うよ う

な状 態に しな くてはな らないわけです。 それ

によ って現在の政治的な プロセス も改善 しな

くて はな りません。すなわ ちその若 い人 たち

が隣国 に対 して も活動がで きてい くよ うな形

にな らな くて はな らない。すなわ ちた とえば

アラブ諸国の生産 をた とえばヨー ロ ッパ とか

アメ リカが その生産 を吸収す ることが少な く

と もた とえば10年 計 画 とか そ うい う形 で もっ

てな され な くて はな りません。 たとえば観光

を助成す るとか観光地 を開発す るとか こうい

うことをた くさん含 むわ けで あ ります。すな

わ ちア ラブの避難民 とか教育 とか平和の問題

一っ一 つ取 り扱 って いるので は何 もなす こと

がで きませ ん。長 い目で見れ ば,そ のっ一ず

っの問題 として取 り上 げ て もお金 もかか る

し,時 間 もかか るし,結 果 は しか しなが ら何

も得 ることがで きない とい うことにな ると思

い ます。 ヨー ロ ッパ として は,地 中海の中の

国 としてその国に対 して もっと何かや らな く

て はな らない とい う道義 的な義務 を持 ってお

る と思い ます。

しか しなが ら日本 のほ うで も,東 南 アジア

諸国が統合 されてい くプ ロセスにおいて社会

全体の レベル を上げてい くことに手 をのべ る

ことがで きるわ けです。そ してその東南 アジ

ア諸国の人 々の期待感 をも上 げ ることがで き

るわけです。 それで もって破壊 を避 けること

もで きます。ですか ら,私 ど も自分た ちのほ

うか らそ うい う道義的な気持 ちに燃 えてや っ

ていかな くてはな らない と思い ます。

北 川 あ りが とうござい ました。同 じ問題

に対 して,マ ックヘール さん何か コメン トが

あ るで しょうか。

マックへ ール ペ ッチ ェイ さんが強調 なさ

い ました統合的な開発のほ うが一つずつ問題

を解決す るよ り重要だ と言 った ことには同意

いた します。 しか しなが ら,や は り私 ども現

実 的に もの ご とを見ていかな くてはな らない

と思 います。 どなたか1人 がお っしゃった こ

とであ ります けれ ど も,い ままでの教育 的な

教育のや り方 とか スタンダー ドをバイパス し

て,乗 り越 えて,そ してた とえばす ぐ職業訓

練 みたいな ものが必要だ,読 み書 き以上 にそ

うい うものが必要だ となれば,そ れ を取 り上

げ るとい う方法 もあ ります。 しか し基本的 に

は,議 長 がお っしゃったよ うに,新 しい形の

何か道 義観,倫 理観 の問題だ と思 います。

資源問題 と倫理感

こうい う会合において,よ く世界 の問題 を

取 り上 げるわ けで あ ります けれ ども,そ の世
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界の問題 の表面 的な ものだ けを とらえが ちで

あ ります。多 くの場 合,過 去10年,20年 にお

ける最 も大 きな世界 的な緊張 とい うの は低開

発国のみにあ ったわけではないのです。 どち

らか といえぱ,先 進 国がそ うい う緊張 を引 き

起 こして きたわけであ ります。地図 を見てみ

ま して,そ の世界地 図に小 さな戦争の発火点

な どを書 き込 んでみます と,ど うい うところ

にその ところが出て くるか と言 います と,先

進 国が資源 を取 り合 ってい るところで そ うい

う反乱 な どが起 こってい るわけです。 た とえ

ば中東においては,非 常に主要な資源,石 油

が大量に埋 蔵 されてい るわ けであ ります。 ア

フ リカの コンゴで もや は りいろいろな金属 そ

の他の鉱物資源が あるわ けであ ります 。です

か ら,そ のよ うな資源の開発に結 びつ いてい

ろいろな混乱 が起 きてい るわけです。 イン ド

シナにおいて もそ うです。石油 とか天然 ガス

の リースの権利 の ことを考 えてみます と,そ

の最 も裕福 な埋蔵量 は,サ ハ リンか らず っと

イン ドシナを取 り囲んで南 のほ うにまでその

埋蔵地帯が あ るわけです。

石油 は,現 在で は もう生存 にとって血のよ

うに,生 命 にな くて はな らない もの とな って

お ります。ですか ら世界 の緊張の発火点 とな

るの は,ア ジアに多 く見 られ るわ けであ りま

す。すなわ ち多 くの国が石油 を リース して も

らう権利,探 査 させて もらう権利,そ うい う

もの を求め合 ってい るところ にそ うい う混乱

が起 きてい るわ けで あ ります。すなわ ち資源

を求 め合 ってそ うい うことが起 きてい るとい

うことが言 えると思い ます。です か らここに

おいて も,や は りどのよ うに情報技術 を使 っ

て い くべ きか とい うことと結 びつ け られると

思 います。私 どものの道徳,倫 理 を十分 に活

用 して,っ ま らない政治 的なイデ オロギー と

か政治 システムの違 いが世界の問題 を引 き起

こしてい るけれ ども,そ れ を乗 り越 えな くて

はな りません。世界 の問題 とい うのは,私 ど

もがむずか しそ うに見せか けて はい るけれ ど

も,ほ ん とうは非常 に単 純な もの で あ りま

す。す なわ ち人間の持 ってい る倫理 的な面 か

ら見て いけば,解 決 は簡単 だ と思 います。

北川 あ りが とうござ い ま し た。原 田 さ

ん。 ど うぞ。

原 田 南北問題にっ きまして,ま た きわめ

て現実的なお話 を一 つ申 し上 げたい と思 いま

す。

南北問題 に対する情報化 貢献の例

た とえばその情報 をいかに活用 す るか,と

い うこ とにっ きましては,放 送衛星 あ るいは

通信衛星 を使 ってた とえばイ ン ドにお きま し

てや る,こ うい うよ うな計画 があ ります こと

は皆 さま御承知の とお りで ございま して,イ

ン ドの例で言い ます と,イ ン ド国内で も国 語

が何十 とある,そ うい うような ところに対 し

ま して は通信衛星 で放送 をいた します れば,

一 ぺん に何十の国語 で も全部 同時 にやれ る,

こ うい うよ うな こともご ざいます し,そ の他

い ろいろな報道,経 済,産 児制限 問題,そ れ

らの こと も大いに通信衛星 あ るい は 放 送 衛

星 を使 って これをや るこ とが で きる,こ うい

うような例,こ うい うこ とは非常 に具体的 な

一 つの南北 問題 に対 しま して情報化 とい うこ

とが貢 献 し得 る例で はなか ろ う か と 存 じま

す。

北川 いまのお話,私,少 し間違 ってい る

か もしれませ んが,数 年前 にアメ リカが通信

衛星 を使 って教育 をす ることをイン ドと契約

したよ うに思 います。っ ま り読み書 きをや る

かわ りに,先 ほどお話が ござい ま し た よ う

に,通 信衛星 を使 って放送で教育 をす る,あ

るいは先 ほ どござい ました よ うに産児制限の

教育 もす る とい うお話 を数年前に伺 った こと

が ござい ますが,そ れに関連 した ようなお話

か と思い ます。

ついで に,少 し話 が余談 にな ります けれ ど

も,こ れ も聞いた話 です が,イ ン ドでは人 口

を抑 制す るためには産児制 限をや らなければ

な らぬ。それには男がパ イプカ ットす るほ う
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が早 い。そ こでパイフ。カ ッ トをす ると5ル ピ

ーで したかを政府が くれ る
。 また他の男の人

におまえ もパイプカ ッ トをや らんか と誘 って

連 れてい きます と,推 薦 した人 に も,本 人 に も

また5ル ピー をくれ るとい うよ うなことをや

って産児制限の奨励 をや って いるそ うですが

現実 はそれで も進まない。 これはなか なか む

ず か しい問題だ と私 は思 うわけで あ ります。

まだ時間が ござい ますので,き の うの両先

生,ド クター ・マ ックヘール並 びに ドクター

・ペ ッチ ェイのお話 と連 関 してフ ロアーのほ

うか らどなたか御質問な り御意見 を述 べたい

方 はおあ りで しょうか一 。あ りませ ん よう

で した ら,引 き続 きこのパ ネル を進行 いた し

たい と思 います。

向坊 フロアーか ら御意見 もございま'せん

よ うですので,ま た議論が少 し南北 問題に片

寄 って しま ったよ うな気 もいた しますので,

少 し問題 を変 えて,ま たほかのパネル ・メン

バ ーの御意見 を伺 いたいと思 うのです。

原情報評価 の重要性

情報化社会 の発展 にあた って,何 と申 しま

して も中心にな るのは情報処理の技術の問題

だ と思 います けれ ども,情 報処理の技術がい

かに進歩 いた しま して も,そ の もとになるそ

の処理技術 に入れ る情報 をっ くるの は人 間で

あ る。それか らその情 報が正 しい ものでなけ

れば,そ のあ との メカニズ ムが いかに りっぱ

な ものであ って も意味がないわ けで ございま

して,そ の正 しい ものであ るか どうか をそ こ

で評価す るとい う,こ れ はまた人間がや らな

ければな らないわ けですが,そ こに非常 に大

きな問題が今後 も残 って くるのではないか。

その一例 といた しま して,先 ほど公害に関す

る情報の問題 が出てまい りま したが,先 般の

ス トックホル ムの国連 の会議 に世界 じゅうの

化学界の総合ユニオ ンであ りますユ ーパ ック

とい うのが ございますが,ユ ーパ ックか ら有

害 物質 の登録制度 とい う ものを提案す るとい

うことがあ ったわ けです。 これは どうもあま

り賛成がなか った と見 えて 日本では新 聞に も

なに も紹介 されてお らない扱 い とい うを受 け

て しま ったわ けですが,そ の内容 は世 界 じゅ

うで有害物質 を国連 な ら国連 あるいはユーパ

ックな りが指定 しまして,そ れ を生産か ら使

用 に至 るまでその有害物質が ど うな ってい く

か とい うことを登録 しよ う。国連機関の どこ

かで登録 しよ う。 それが公害 防止の第一歩で

はないか とい う提案 でご ざいます。 これが な

かなか賛成 を得 られ ないのは,そ れを処理す

る,そ うい う情報が 出て くれば処理す る機構

はただお金 だけの問題 で容易 にいまの技術 な

らで きると思 うけれ ども,情 報が 出て こない

と,有 害物質の情報 がいろいろな理 由で とて

も集 め られない。 もし集 まって も,そ の情報

が正 しいか ど うかの評 価が非常にむず か しい

とい うこ とで賛成が得 られないわ けです。 こ

うい ったよ うな問題が今後 もいろいろ起 こっ

て くるので はないか。情報化の処理 システ ム

だ けが どんどん進歩 して い くけれ ど も,そ れ

が社会 に影響 を与 えるにあたって は,そ の情

報 の質 な りそれをっ くるのにたいへんで ある

とい うことで問題が残 るので はないか と思 う

のですが,こ の点先生方 いかが お考 えにな り

ますで し ょうか。

ペ ッチ ェイ 私,あ ま りは っきりしないわ

け'です けれ ども,一 般 的に申 しま して,私 い

ろい ろな ことにっいて もの を知 らない と思 い

ます。 このいわゆ る毒性化学 物質及 びその他

の汚染物質 を大量 に文明 によってっ くり出 し

て きてい る。 そして それ を全 く恣意的 にたれ

流 してい るとい う問題 につ いて あま りよ く知

りません。 しか しなが ら科学者 で さえ も,普

通の人 よ りも知 らない場合が多 いよ うで す。

ほん とうに危 険なのか,危 険 なのではないか

とい うことについて知 らない場合 が多 いよ う

です。

もちろんこの問題は,汚 染物質 を稀 釈す る

とかそれか らまた 日本 にお きまして 日本列島

改造論 によ って集中的 な地域か ら過疎的 な地
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域 への改造計画 とい うこと も考 え られ ると思

います。 また もしくはい ろい ろな方法 によ っ

て毒性 を減退 させ るとい うこと も考 えられ る

と思 います。 しか しなが らそ うい った ことを

や った場合 に も,コ ンセ ンサス を科学者 の中

で求 め るこ とさえ もたいへんな ことであ りま

す。 そ して この コンセ ンサ ンスが何 らかの形

のポ リシー にな って,そ してその政策 が世界

全体 に受 け入れ られ るかいなか とい うことに

なると,も っとたいへんな作業 であ ります。

しか しなが らその困難 さに もかかわ らず,わ

れわれはその ことをや らねばな りませ ん。 そ

してわれわれは努力 を して世界 をよ り安全 に

していかな ければいけません。

北川 あ りが とうございま した。 マ ックヘ

ール博士 に伺 いたい と思 います
。

マ ックヘール さんか ら,情 報の量 よ りも質

についてお話が ございま した し,ま た向坊先

生 か らも,正 しい情報 を入れない と正 しい結

果 が出てこない。正 しい情報 あるいは質のよ

い情報 とい う問題の提起が ござい ました。そ

れか らきの うマ ックヘール先生か らは,新 し

い情報社会 にな ろ うとして も,年 を取 った者

はなか なか新 しい時代についてい けない,し

たが って新 しい情報社会にっいてい くコ ミュ

ニテ ィとそれか らそれに反対す るコ ミュニテ

ィ,あ るいは どうして もつ いてい けないコ ミ

ュニテ ィ,そ れ にノンポ リといいますか,全

く無関心な コ ミュニテ ィな どの混合 した社会

にな るであろ う。 しか もその間に今 までの よ

うな一 つの教育 を受 けて一つ の職業 に従事す

るとい う段階 か ら,た えず生涯教育 とい う形

で繰 り返 して新 しい職業 にっ いていかな けれ

ばな らぬ とい うお話が ございま した。社会 を

一つの エ リー トだ けの もの に しないで ,大 衆

の社会 として健全 に発達 してい くためには,

や は り情報の質 とい うもの をどうい う形 でセ

レク トす るか,そ のために どうい うメカニズ

ムあるいは組 織があ るか,そ うい った ことに

っいてマ ックヘール先生 か らお話 を伺 いたい

と思 います。

従来の制度 にとらわれぬ個人 ・グループが

問題 に挑戦を

マ ックヘ ール たいへん むず か しい御質 問

だ と思 います。

その中心的 な命題 は,い ままでの ところ,

20世 紀 の技術 にっいて の話 を して きたわ けで

あ りま して,そ の中心点 として ほ とん どのイ

ンステ ィチ ュー シ ョンは20世 紀 的 な技術 を使

っていないわ けであ ります。た とえば政治的

な制度,体 制 を見てみ まして も,そ れは18世

紀 の原則に従 っている ものが多いわ けで あ り

ます。 もし くはそれ以前の原則 に従 ってお り

ます。それが大 きな問題 であ ります。20世 紀

の問題に対処 して,そ して また21世 紀 の問題

に入 ろ うとしていなが ら,そ れ に対 処す る制

度 とか体制 は,政 治的に も社会 的.にも経 済的

に も全 く異 な った世界 に属 す る往々 にして古

い世界 に属す る原則に従 って い るわ けであ り

ます。 これによ ってたいへ ん大 きな ジレンマ

が 出て くるわ けであ ります。

どうすべ きでありま しょうか。 国家経済,

政 治 的な構造 を変 える古いや り方 は,あ ま り

現実 的で はあ りません。昔 は革命が あ りま し

た し,い ろい ろな形の オ リガー キイ もあ りま

して,こ うい った ことはあま りうま くい きま

せん。今 日に おきまして反対が あるの は,情

報技術及 びコ ミュニケー シ ョンその ものが た

いへん統一 した技術制度 をっ くり上 げる こと

が困難 にな っているわ けで あ ります。 また統

一 され ました中心的な世界 制度その もの をつ

く り上 げ ることは困難 にな ってお ります。 と

い うのは,シ ステムがたいへ ん大 きいか ら,

ものがそ こから漏れてい き,た いへん不安 定

な状 態 とな り,ま たブ レークダ ウンが起 こる

わ けであ ります。

その中で中心的なチ ャレンジが あ ります け

れ ど も,そ の チ ャレンジとい うのは,最 も技

術的 に熟練 した人でさえ もこの チ ャレンジを

受 け入れ る場 合 には,社 会的 には もっと熟練
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を必要 とす るわけで あ ります。過去20年 間 に

お きまして,わ れわれは発明の プロセス をど

うや って制度化す るか とい うことをや って ま

い りました。Rア ン ドDを 組織す ることを覚

えたわ けであ りま して,あ る種の開発につい

ては,個 々に発 明 しな けれ ばな らない必要性

があ って,そ して これか ら5年 間の うちにこ

のプ ロセス を開発 しなけれ ばいけないとい う

こと,た とえば月へ の旅行 と か そ れ か ら5

年,10年 か か るよ うな大規模 なフ。ロジェク ト

の場 合 には どんな発 明が必要 か。物理的 に必

要か。た とえば物理学者 や金属学者 は,ゴ ー

ル を出 して計画 を立てて,た とえばあ る種 の

金属 の特性 はこれ らの条 件 を持 ってい るとい

うよ うな ことで研究 を進めてい くわ けです。

ところが 同 じよ うなことを社会的な ものに対

して は何 もや ってお りません。ですか ら,議

長が御指摘 な さいま した よ うに,中 心的なチ

ャレンジとい うの は、個人的 な レベルにお き

まして社会的な発 明,社 会的 な要素の制度化

をす るとい うことであ ります。

何 を意味 してい るか,例 を あ げ て 申 し上

げ,先 ほどのベ ッチ ェイ博士 のポイン トに触

れ,ま た国連の会議の点 にっいて も触 れたい

と思 います。

国連 にお きましては,世 界 にお ける汚染発

生源 をなか なか突 きとめ ることがで きない と

い う問題 ですが,そ れに関連 させたい と思 い

ます 。

4,5年 前 の こと,き よ うの よ うな会議 を科

学者 が開 きま して,そ の会議 にお きま して,

変 動 す る現象 に関心 を持 ってお りました。そ

の現象 とい うのはあま り起 こ ら な い け れ ど

も,起 こる場合 には,そ の規模がたいへん大

きい,と い う問題,っ ま りあ る特定のサ イク

ルで変動す る'ものであ ります。 こ うい った現

象はい ろいろな特性 を持 ってお ります。 とこ

ろが こ うい った ことに対 しま して,コ ミュニ

ケー シ ョンす る国際的なネ ットワークが ない

とい うこ とが その会議で取 り上 げ られ ま し

た。 そし て その4,5年 前 の会議 にお きま し

て,そ れで は自分たち で ネ ットワー クをつ く

ろ うとい うこ とがスター トし,そ して それが

セ ンターフ ォー ド・スタデ ィ ・オブ ・フラク

チ ュエーテ ィング ・フ ェノメナ とい うもの に

な りま して,こ れが米 国の ワシン トンにあ り

ますス ミソニア ン博物館 に本部 を置 いたわ け

であ ります。そ して実 際的にそれぞれの科学

者が会議 を開いて,そ してある特定の 自分の

地域にお ける現象 を発見 した場合 には,そ れ

を中央の本部 に送 って,そ して情報 をワシン

トンのセ ンターに収集 し,コ ンピュータによ

って プ リン トされたカー ドの中にすべ ての特

性 を打 ち込 むわ けであ ります。 これはたいへ

ん興味深い と思い ます。それ は私,別 にフラク

チ ュエーテ ィングす る現象 に対 して 自分 自身

が関心 を持 って いるとい うことではあ りませ

んが,小 さなフ ァイルのキ ャビネ ッ トにすべ

ての世界 じゅうに起 こる現象 を収集 して,個

個の グループが集 めた もの を集積す ることが

可能 にな った とい うことで あ ります。 これは

単純で,か っイ ンフォーマルなネ ッ トワー ク

であ ります。 た とえば潮流 であ るとか それか

ら地球の胎動 とか地震 とか動物人 口の変化 と

か,オ ース トラ リア地域 におけ るスターフ ィ

ッシ ュに よる問題 とか,そ うい った社会的な

方法論が制度化 されて きてい るわけであ りま

す。 こ うい った ことが世界 全体において もっ

と広が って,い わゆ るイ ンフォーマルな情報

のネ ットワ「 クとい うのが必要 にな って くる

と思い ます。

ペ ッチェィ博士 もお っしゃいま した けれど

も,現 在世界がだんだん と 大 き く な ってい

き,ま た情報 とそれか らコ ミュニケー シ ョン

の技術 によ ってすべての問題が世界的な問題

とな って くるが ゆえ に,わ れ わ れ個人 とし

て,い かにす れば個人 として,ま たかっ グル

ープとして新 しい世界 問題 に対す る対処方法

を発見 してい くか とい うことが大 きな問題 に

な ります。
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.たとえば国連会議 にお きま して,こ の方法

をまだ見つ け出 して お りお り ま せ ん けれ ど

も,国 連が で きない し,ま た政府 もで きない

し,ま た政府の集 ま りで もで きない とした と

しま して も,わ れわれ は世界全休 に散 らばっ

てい る個人が 自分 たちの経験 を集 めて,そ の

経 験の集大成の もとに新 しい もの のや り方 を

見 つけて出 し,い わ ゆる古い制度 であ る政府

とか機関がで きない ことを個人の力でや って

い く必要性が あると思い ます。

多 くの意味 にお きまして,ペ ッチ ェィ博士

は独 自に提起 した問題 を独 自でお答 えにな り

ま して,ロ ー マクラブが過去2,3年 間 世界問

題 に対 して,ま た世界 の世 論に対 して大 きな

影響 を与 えてい るわ けであ ります。 これは も

ともと数人の個人 のイニ シャテ ィブか ら始ま

ったことで,す ば らしい業績 であ ります。そ

れが何か ら起 こって きたか と言 います と,そ

れ は新 しい情報環境 のゆえに起 こって きたわ

けであ ります。人 間の歴史始 ま って以来初 め

て こうい った種類 の方法 を使 って1人 の人間

が,も しくは数人 の人 間が世界全体 に対 して

問いかけることが で きるよ うにな ったわけで

あ ります。 これ は人類の歴史始 ま って以来初

めてだ と思い ます。1人 の人が35億 人 の人に

話 しかけられ るわ けで あ ります。っ ま りこの

程度 まで増幅の レベルが上 が って きたわ けで

あ り,個 人の力 も増進 して きたわ けであ りま

す。 これがたい へ ん 大 きな チ ャレンジであ

り,わ れわれは これに こた えな けれ ばな りま

せん。

北川 あ りが とうございま した。 それでは

時間がな くな ってまい りま したので,最 後 に

もし何か コメ ン トがご ざいま した ら,パ ネラ

ーか らいただ きたい と思 います
。

ペ ッチ ェイ もしお許 しをいただ ければ,

議長 さんのす ば らしい議長ぶ りにお礼 を申し

上 げたい と思い ます。

私,同 僚 を代表いた しまして,議 長 さんが

このセ ッシ ョンを議長 と してすば らし くおつ

とめになって くだ さ ったことに感謝の意 を表

したいと思い ます。

北川 あ りが とうござい ました。 それでは

大体時間が参 りましたので,こ のセ ッシ ョン

を閉 じたい と思い ます。

私,専 門家 で ござい ませんので,非 常 にま

ず い司会 にな って,皆 さま方にお聞 き苦 しい

ことにな ったか と存 じます。ただ,私 は個人

的 には先ほ どマ ックヘール さんがお っしゃっ

たように,情 報 化社会 とい う ものが どうな っ

てい くのだ とい うことではな くて,情 報化社

会 とい うものは,人 間の福祉 に沿 うよ うにわ

れわれがっ くってい くのだ とい うふ うな気持

ちにな ることが最 も大切 な ことで はないか と

存 じます。

最初 申 し上 げま したよ うに,文 明 は両刃の

剣 で ございま して,人 間に欲望が ある以上,

文 明の進歩 を とめるこ とはで きない と思 うの

であ ります。先 ほどマ ックヘール さんがお っ

しゃいま したが,た とえば いままでの工業社

会 とい うのは,い わば一つの形式 として大量

生産方式 とい う形で画 一的 な もの を,わ れわ

れが 自分の意 に沿わな くて も,使 用 す るとい

う立場 にござい ましたが,情 報社会 は,機 械

を人間の嗜好 に合わせ るよ うに,使 うことが

で さるよ うにな る時代 であ ります。 っま りこ

れか らが ます ます人 間 らしい社 会にな ってい

くとい うことを私 は信 ず るわ けであ ります。

先ほ ど申 し上 げま した ように,そ うい うふ う

にっ くってい くのがわれわれの使命 であ り,

そ う確信 す ることが次 の時代へ の リーダーシ

ップ。をとる最 も大 きな要素 となる と思 うので

あ ります。 くり返 します と次の社会 はど うな

るか とい うこ とで はな くて,次 の社会 をど う

い うふ うに人間の福祉 に沿 うよ うにっ くって

い くか とい うことを勉強 しましよ うとい うこ

とをごあいさっ として,こ のセ ッシ ョンを閉

じたいと思い ます。
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セ ッシ ョン3産 業 と情 報化

日本人 は情報化社会に どう適応すべ きか

「

も

要旨

日本社会における縦構造性,無 定義性,コ ンピュー

タ物神化が指摘 され,情 緒的情報系と近代の理性的情

報系の択一または併存の選択が論ぜ られた。また,行

政における情報化への非効率性が問題となった。現実

のイミテーションとしての情報,現 実再編成モデル と

しての情報 を脱 し,情 報即現実の情報化社会に対し日

本人はむしろ適応性に富むと考えられる。企業の情報

化に対する大局的展望がなされた。また問 題 点 と し

て,情 報産業成立条件の未確立,情 報の偏在,過 度な

フ。ライバシー侵害感などにっいての指摘があった。

■

'



日本人は情報化時代にどう対処すべ きか

パ ネ ラー

コ ー デ ィネ ー タ
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吉

唐

キヲ

田

野

津

丙
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昇2)

邦3)

_"4)

φ

情報化の 意味

唐津 現在 日本 では情報化 時代 とい うもの

に突入 しつつあ る,こ うい った説 が ございま

す。 この情報化時代 とい うことばの内容 にっ

きましてはいろいろな解 釈があ ると思 うの で

あ ります。た とえば通産省にお きま して,最

近御承知の ように ドルがた ま り過 ぎるとい っ

た よ うな問題か ら,日 本 の産業構造 を変 えな

ければな らぬだろ う,そ れには知的集約産業

の ほ うに持 っていかな ければな らぬだろ う,

こ うい った話題 も出てお ります。 そ う い た

します と,そ れで はこれか ら日本 で は い わ

ゆるフ ァッシ ョン産業 とかいわゆ る知識 を売

りもの にす るよ うな,そ うい った産業が リー

ダーシ ップ。を とるので はなか ろ うか。 こうい

った考 え方 もそこか ら出て くるわ けで ござい

ます。 しか しなが ら,き よ うこの あとのデ ィ

スカ ッシ ョンで も出て くる と思 いますが,情

報化 とい うこ との意味 には,た とえばある工

場 があ って,そ の中 にコン ピュータその他の

いわゆ る情報機械 を巧 みに取 り入れ ることに

1)新 日本製鉄株式会社取締役副社長

2)株 式会社三菱総合研究所常務取締役 ・工学博士

3)京 都大学人文科学研究所助教授 ・文学博士

4)松 下通信工業株式会社取締役

よ って非常 に生産性 をあげてい く,い わゆ る

オペ レーシ ョンの情報化 とい った意味での情

報化 とい うもの も考 えられるわけで ござい ま

す 。た とえばわれわれが現在特急列車 に乗 ろ

うとします と,緑 の窓口に参 ります れば汽車

が出 る直前 で もあいてい る座席 を買 うことが

で きる。ですか らこれは切符発売 システムの

中にお ける情報 化で あ ります。 そ うい った意

味での情報 化 ござい ます。

情報化社 会 と日本の条件

一般 的に 申しまして ,こ の 日本 とい う国 は

同質民族だ とい うことが よ くいわれます。 こ

とば も同 じ,顔 も同 じような顔 を して い る,

考 え方 も以てい る,そ うい った意 味で情報化

社 会 に突入 す る に は非常に有利 な条 件があ

る,こ うい うこと もいわ れてお ります。

また一方 にお きま して,わ れわれが使 って

お ります世界 の文字 の中で は,非 常に特殊 な

もの として漢字 とい った ものがあ ります。そ

ういたします と,機 械 と対話す ると きの入 出

力 と申 しますか,そ れが漢字で は非常 にや り

に くい,こ の際一挙 に文字の改造 までや らな

ければほん とうの意 味での情報化社会 に突入

す るには 日本は非常 に不 利である,こ ういっ

た御意見 もございます。 しか し,こ の情報化

社会 とい う ものは世 間で考 え られて いるよ り
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もむしろ早 く実 現す るか とも思 いますけれど

も,そ れのためいろいろな条件,特 に日本 と

い う国におけ る特殊 な条件が いろいろあるの

じゃないか と考 え られ るわけで あ ります。 そ

うい った問題点 を本 日は大い に指摘 してい た

だ き,ま たそれをいか に解決 してい くか,ま

た解決 しない問題 もあるか と思い ますが,そ

うい った話題 にっいてい ろい ろとパ ネラーの

方 か ら御意見 をいただ ければ非常 に幸いだ と

思 います。

牧野 きよ うのデ ィスカ ッシ ョンは2つ の

ワクにはめ られてい るわ けで ござい ます。1

つ は 「産業 と情報化」 とい うメイ ン ・テー マ

が ご ざいまして,ま た その下 にサ ブタイ トル

で 「日本人 は情報化時 代 に ど う適応 すべ き

か」 とい うワクがはめ られてお ります。その

ワクの範囲でお話 を申 し上 げてい ってみたい

と思い ます。

ミ情報化ミの定義

最初 に,情 報 化時代 とい うのを一体 どうい

うふ うに解 釈 した らいいか とい うことにな る

わ けで ございます。 いま情報化週 間 といいま

していろいろ雑誌 や新聞 に出て お りますけれ

ども,そ こに書いてあ ることとい うのは,情 報

がふえ るのだ,テ レビもこん なにふ えた。新

聞 もふ えた,学 術文献 もこん なにふ えた,だ

か ら情報化 時代だ とい うふ うに とって いる。

実 はそ うじやない とい うことをまず は っきり

しない といかぬ と思 います。 日本で この10年

間,い わゆ る物 の生産の伸 び と情報量の伸 び

を比べ ます とどち らが多いか とい うと,物 の

生産の ほ うが多 いわ けです。情報量のみでみ

ると逆 に工業化社会 に戻 ってい るのだ と考 え

なけれ ばいけない わ け で す。特 に重大なの

は,情 報の送 り手 はかな りふ えてい るけれ ど

も,し か し受 け手 とい うのはふ えていない。

年率で言 います と2,3%で す ね。言いか えま

す と,む だ な情報は出てい るけれ ど も,情 報

とい うの は工業生産,物 の生産 の伸 び に比 べ

て実 は3分 の1か4分 の1し か受 けられてい

日本人は情報化時代にどう対処すべ きか

ないわ けです。 それでは情報 化社 会ではな く

な って きてい るのか。そ うい う解釈 が間違 っ

ているわ けで ございま して,新 聞がふえ ると

かテレビがふえ るとかのマス メデ ィア情報量

がふ えるのではな くて,社 会 への情報の入 り

込み方 が違 って きて いるのだ とい うふ うに定

義 していただ きたいわ けです。

た とえば産業 の中 において どうい うふ うに

入 って きてい るか,本 質的 に情報 が産業の中

において基本的 な主役 を演 じているのだ とい

う形で情報化時代が ある。 そ うい う受 け取 り

方 をまず しない といかぬ と思 います。

1っ,2っ 例 をあ げます。皆 さんがエ レベ

ー ターで1階 か らここまでおの りにな る
,1

台 の エ レベー ターがあ る。昔 はここに5人 の

エ レベーター ・ボーイがいたわ けですね ,労

働力が使われた。現在 は どうか とい うと,こ

れは全部な くな って 自動式にな りました。そ

して1人 の設計エ ンジニ アに代 った。情報 を

収集 ・加工 し創造をす る人 がふ えた。5人 の

エネルギーが1人 の頭脳 に置 きか えられた と

い うのがいわゆ る情報化時代 です。

私 この間モ ン トリオールの万博 に参 りま

して,あ そ こで2つ の未来 の工場 とい う展示

をみま した。1つ はカナダ館 が出 した もので

ございま して,プ ロデ ューサー とい う名前が

っいていま した。上か ら部品,ス ピーカーあ

るいは トランジスタ ・パ ネルが入 って きて,

自動的に下か らテレ ビが月3万 台出る。 アメ

リカの出品 は もっと しっか りした もので,上

か ら鉄 とアル ミが入 って下 か ら自動車がパ ァ

ッと出て くるのです。 もちろんこち らの方 は

モデルですがね。 その ところに書 いてある説

明が 「これが産業の情報化だ」 と書 い て い

るわけです。確 かにそ うなので すね。物 をっ

くっている,力 を出 してい るの は人間 はや っ

ていないのです。人間 はど うい うデザ インに

しよ うか,あ るい はこの機械 に情報 をほ うり

込 んでフ ィー ドバ ックをす る仕事 をや ってい

る。そ して これ はこ うだか らこ うせ い,情 報
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を扱 うことを人間がやればいいのです。 これ

を情報化 と言 っていただ ければいい。

日本 は確かに労 働力 がな くな りま して,い

ま20歳 か ら24歳 の人 は2百 万人 お ります けれ

ども,10歳 か ら15歳 の 人は160万 人 ですか ら

間 もな く労働力が減 るのです。 しか物 をっ く

っていたので は日本の中 において環 境総 容量

には限界が あるので,こ の まま伸ばせない。

た とえば1955年 に 日本が石油 を燃や したため

に出 る亜硫酸 ガスは30万 トンです。 ところが

「日本列 島改造論」 によ ります と,昭 和60年

に 日本が使 う石油 の量 は7億5千 キロ リッ ト

ル,こ れか ら出て くるところの亜硫酸 ガスは

何 と2700万 トン,そ うい うことは幾 ら考 えて

もで きないわけです。 昭和60年 に1兆3000億

トンの物を運 ぼ うなんて とて もで きるはずが

ないのです。い まの4倍 で しょう。 トラック

だ って運転手 さん もいないですよ,

汚 染 もだめで しょう。労働力 もない,物 も

運 べない,し か しわれわれ はGNi.'を 上 げな

ければならない とい うことにな ると,そ こに

あ まり人間 も使わないでいい,物 を売 らな く

て もいい,運 ぶの もなるべ く運ばないでいい

のだ とい う,そ こに情報化化 とい うプロセス

が入 って こない とい けないわ けです。

物 を運ぶ,た とえば皆 さんが北海道の恋人

に花束 を贈 ろ うと思 って一生懸命梱包 して送

る,そ うす るとそれだ けが さ を と るわ けで

す。皆 さんが彼女のす ぐ傍の花屋 に電話 して

贈 って もらえば これだ けで済 む わ け で し ょ

う。だか ら何百分の1の 輸送 で済 む わ け で

す。 そうい うふ うに情報 を送 って物 はなるべ

く動か さないよ うにす る,こ れがいわゆる交

通輸送の情報化 です ね,そ うい うよ うに考 え

て いただ くといい。

電気機械 を1っ 例 に と ります と,電 気機械

とい うのは簡単 に言 うとた とえば ラジオ,皆

さん持 ってい るラジオとい うのはいまか ら20

年 前 の はこんなに大 きくて昔 はす ご く悪 い,

しか も遠 くのは入 らない。い まの トランジス

タラジオ とい うのは手 の中 に入 る くらいで音

はは るかにいい。製造 に使 われる物の使用量

は5分 の1だ けれ ども,わ れわれ ははるか に

いい音 を聞 ける。 それはなぜか とい うと,そ

こに新 しい設計,固 体回路 の技術開発 などの

開発 とい う情 報化が小型 に して くれたわ けで

す。研究 ・開発 とい う情報 の創造が価値 を う

んでい る。

われわれ は物 も運ば な くて もいい,エ レベ

ーター ・ボーイ とい う労働者 もい な く てい

い,物 もそれほどが さば らな くていい,し か

しわれわれは同 じ機能 を情報 とい う形 に よっ

て得 るのだ とい うのを情報化 と い う わ けで

す。そ うい う時代 をわれわれは情報 化時代 で

あ り産業 の情報化 とい う ふ う に解 釈す るの

だ。 したが って知識 の移動で あ り,創 造のた

めのや りと りの中に情報が位置づ け られ る。

私 のあ とでお話 しにな ります藤井 さんの八

幡製鉄所 と君津製鉄所 を見 て もらって もす ぐ

わか ります。君津製鉄所 では10分 の1の 人間

で5万 種 類の鋼種 を出せ るよ うにな る,・それ

はコン ピュー タとコ ミュニケー シ ョンの進歩

による。 これが産業の情報化 なんだ,こ うい

うふ うに皆 さんが お受 け取 りいただければ,

産 業 と情報化の重要性 とい う問題 をおわか り

いただ けるの じや なか ろうか と思 い ます。

日本人が情報化時代 に適応で きる側面

さて,日 本人 は一体 そ うい う点 で情報 化に

うま くフ ィ ットで きる人間か どうか とい う人

間の問題 に入 るわけで あ ります。私 はどち ら

か とい うと日本人 は情報化社会の そうい う変

化にかな り適用 で きる人種 じ ゃないか と見て

い るわけです。それはなぜか。 日本 人 はまず

教育 レベルが平均 してお り,或 る水準 に揃 っ

てい るのですね。アメ リカとい うの は非常 に

高 くて,エ リー トもものす ご くいて,そ して

下 のほ うも多いのです。上,下 の差が拡大 し

てい る。 日本の場合,断 層が ないか ら非常 に

流れやすいのです。 ことば も同一 ですか ら流

れやすいのです。意識構造 も似 ていて肩 をた
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た くとしゃべ らな くて もわか って しま うので

す。 よろし くと言 って一ぱい待合 で飲 む とわ

か りましたと言 うわ けです。それで大体 わか

って しま う。 それが 日本のいい点 で もあ る。

まず い点 も出て きますが……。同一 的で高密

度で,情 報の流 れが速いそ うい う国は世界 じ

ゅうで珍 らしいの です。 その点 では 日本 は非

常 に有利 な立場 にあると言 える。 しか し幾つ

かの点で 日本 が情報化社会 に適応で きない問

題点 とい うの もあるわ けです。

問題点 日本社会の縦構造性

それを1っ,2っ あ げます と,1つ は 日本

の場合 は縦構造 であ り縦社会なので,情 報は

上 か ら下 に流 れ るけれ ども横 に流れ難い。1

同上 に持 っていかない といか ぬ。 ピラ ミッド

構造 といいますか。 これは変化 に対 して非常

に リジ ッ ドであ るわけです。大阪城 の石 垣の

よ うに1つ やる とガタガタ ッとい きますか ら

なかなかそれを動 かそ うとしない。 日本の官

庁 は局 あ って省な し,省 あって政府な しな ど

といわれ る くらい。 自分 の ところ中心 に考 え

が ちです 。情 報化社会 だか ら自分の管轄 とほ

かの管轄 がいろいろま じる。情報処理の問題

で も気象庁 もあれば郵 政省 も運輸省 もみんな

あ るわ けです。 しきた りに した って,習 慣 に

した って,法 律 にした って,い ろん な問題が

縦 の中で1つ の処 理 をされて しま う,こ れ は

政府 だ けではな くて企業 で も同じです。 いわ

ゆ る縦組織 とい うのは これか らの時代で は適

応性 がむず か しい。

問題点 の二 日本 における論理無定義性

二番 目に言 いたいのは,日 本人 は情報のデ

フ ィニ ッシ ョンとい うものをはっ きりきめな

いですね 。 さっき言 ったよ うに肩 をたた きま

すか ら大体 わか ります けれど も,こ れか らは

情報 が道具 にな り,情 報が リソースにな り,

情 報 が1っ の基本的な わ れ わ れの財産 とな

る,そ うい うときには この情報 とい う もの を

われわれがは っき りとデ フィニ ッシ ョンをき

めない とい けないのです。 ところが,日 本の

日本人は情報化時代にどう対処すべ きか

場合には もともと主 語がな くて も通ず るよ う

な国ですか らデフ ィニ ッシ ョンがない。私 は

NASAへ 行 って非常に感 じたのは,あ れだ

けの何万 とい う部品 を組み立て る,あ の中 に

情報が行 きか ってい ます。それぞれの情報の

デフ ィニ ッシ ョンが は っきりしない と,肩 を

たたいたので はまずいのですね。 ところが,

日本の場合 にはは っきりことばの デ フィニ ッ

シ ョンを きめようとい うこ とを しない。 あい

まいで も通 るのです。 これが非常 に大 きな シ

ステ ムだ とかあるいは国土改造 とかにな りま

す と,や っていることの中 のデ フィニ ッシ ョ

ンをは っきりしない と動か ない。 アメ リカで

す と下 のほ うでわか りに くい人 がいますか ら

それ をわか るように書 くか らいいのです。わ

れわれは情報化社会 においては情報 のデ フ ィ

ニ ッシ ョン,こ とばのデフ ィニ ッシ ョンとい

うものを もっとは っき りとっか んでいかな け

ればな らない。

問題点 の三ー コンピュータ物神化 の危険

もう1つ は,日 本 の場合 にはコン ピ ュー タ

とい うツールに対 して何か万能 じゃないか と

い う考 え方が あるわけです。 た とえば 日本 の

情報 の出 し手 として一番大 きいNHKな ん か

もそ うですね。NHKが 選 挙 を予測 す る場合

に,「 コンピ ュータが予測 します と……」,

コ ンピュータが主語 になるのですが,そ うで

はな くて,「NHKが コ ンピ ュー タ を 使 って

予測 します と……」,こ う言 わない とまず

いわけで しょう。 え らい経営者 に な り ます

と,「 コンピ ュータに聞 けばいい じゃな いか」

とい うこ とをしば しばお っしや る,こ うい う

形が まだ ある。 これ は 日本 でコン ピュータ と

い うものが まだほん と うに認識 され ない。 コ

ン ピュー タ と人間の違 い とい うもの を認識 さ

れない。 コン ピュータは言 われ た とお りに計

算す るけれど も,想 像 した り連想 した り意 思

決定す るのは実はコン ピュータ じ ゃ な い の

だ,そ うい うような認識 を これ か らわれわれ

はよ くしてい きません と,む しろコ ンピ ュー
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タに対 す る,EDPに 対 す る不信感 とい う も

のが出て くる,エ ルズバーグみたいなケース

も出て くる。われわれが コン ピュー タの限界

とい うもの をよ く知 って い く必要があ るの じ

ゃなか ろ うか。

時間 が参 りま したので,以 上 で 終 わ りま

す。

唐津 ただいまのお話 で,情 報化 とい うこ

とは どうい うことだ ろ うか とい うことがかな

り.クリアに されたよ うに 思 い ま す。 ところ

が,日 本人 の問題 といた しまして,日 本人 と

い うの は共通 の ことばを持 ってい るので非 常

によ さそ うだけれ ども,も のの考 え方 は非 常

に情緒 的 と申 します かエモーシ ョナルな面 が

ある。 ポン と肩 をたたけば,ほ ん とうはわか

ってい るか どうか もわか らないのですが,わ

か る。 しか しだ んだん大規模 にな ってまい り

ます と,そ うい う肩 たた きで は,昔 のバベル

の塔 ではあ りませ んけれ ど も,お か しな こと

が起 きるの じゃないだろ うか とい うよ うな御

指摘 もあ ったか と思 うの であ ります。

では次 に京都大学 の人文科学研究所 の吉 田

さんのお話 を伺 いたい と思 います。いま問題

提起が幾 つかあ ったわけでござい ます けれ ど

も,そ れはまた別 の面 か らもいろいろお話 を

伺 いたい と思 います。

吉 田 いま牧野 さんか らいろいろお話が ご

ざいま したが,実 は私 自体 がいわ ゆる ヒュマ

ニステ ィ ック ・スタデ ィーズ とい う分野で ご

ざいますが,こ うした情報化,そ して午前中

のパネルデ ィス カ ッシ ョンを聞いてお ります

と非常 に メカニ ックな問題が お もに討議 され

てい る,そ こに人 間 とい うのがち ょっとお添

えものみたいに入 ってい る,何 か そ うい うよ

うな もの を感 じま した。私 は京都で ござい ま

すので,日 本 の1つ のフ。ロビンシ ャル ・カル

チ ャー として今 日では見 られているよ うな位

置にい るわ けであ ります。そ うしたところか

らこうい う世界 を見 てい る。 そ して またそ こ

でなぜ私が こうした ところに引 っぱ り出 され

たのか とい う問題 を自分 自身で考 えてみ る。

それが きょうの私の お話の骨子にな るの じゃ

ないか と思 います。

情報 は自己確認手段た り得 るか

情報化 とい うことばはいなかにお りますわ

れ われ の耳 に もちゃん と入 ってい るし,わ れ

わ れ もそれ のネ ットワー クの上 に乗 っけ られ

て こうい うところに出て くるはめ にお ちい っ

て いるわ けなの であ ります けれ ど も,一 体情

報化 とは何 か。 いま牧野 さん も定義 なす った

よ うで ございますが,言 えば生 産な り消費な

りわれわれの生活状況の一切 とい うものが情

報中心 にな って きた。かっては人 間が物 をっ

くるこ とにおいて1っ の生活 を考 えあ るいは

生活 をっ くり上 げて きた。 その際に物 をつ く

るとい うこと,言 えば労働 によ って物 をっ く

るとい うことが1つ の 自己確認 の手段 であ り

ま した し,自 己実現 の方法で あった。そ うした

もの を今 日私は京都で,い わゆ る伝統産業 と

呼ばれてい るハ ンデ ィ・クラ フ トであ ります

が,10年 ほ ど見てまい って,そ れを何 とか し

て 日本の産業の メカニズ ムに組 み込 もうとい

うことを考 えて きたわ けで ございますが,そ

ん なところで は確かに1っ の物 をっ くる,そ

して またその物 自身が 自分の現 実の 目の前に

存在す る,存 在す る もの を次第 次第 につ く り

上 げてい く,そ うした意味において1っ の 自

己確認 の方法 として あったわ けであ ります。

ところが,情 報 なる ものがほん と うに生産な

り消費 な りの中心 にな ってまい ります と,は

た してそれは 自己確認の手段 た り得 るで あろ

うか,人 間が 自己を実現す る ところの方法 と

しての情報 ははた してあ り得 るだ ろ うか とい

う,こ こに私 は1っ の解 きが たい問題 を考 え

るわ けであ ります。 その場合 われわれは日本

人 であ る。 きょうは私 は特 に 日本人の デプ ロ

ーチか ら もの を考 えよ う
,そ うい う役割 りを

仰 せつか ってい るのだ ろ うと思 います けれ ど

も,そ の 日本人 的な線 とい うもの,そ の場合

日本の1つ の歴史 の中にわれ われはいっ も2
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っの情報 系 を並存 させて きた。 こうした2つ

の情報系 とい うものは今 日 もなお分 か ちがた

く存在 してい るのだ とい うここを考 えてお り

ます。

情緒的情報系の連続

この ホテル に私 は初めて参 ったのであ りま

すが,た とえば ここに万葉 の間 とい うネーム

がつ いてい る。万 葉の間 とい うのは字義 どお

り解釈すれば万の葉 っぱであ りま して,ワ ン

ミリオンの葉であ るとい うことにな るであ り

まし ょうが,事 実 だれ もそんな ことは考 えな

い はずであ りま して,そ こには万葉 とい う1

つ の シンボルか ら非常に多 くの 日本 の古代文

化 に対す るイ メー ジの広が りを名前 をつ けた

人 も期待 したであ りま しょうし,入 られ る方

もそれ を考 える。っ ま りそれはほ とん どデフ

ィニ ッシ ョンしがたい1種 の心情 的な,人 間

のエ モー シ ョナルな ものの広 が りであ る。 こ

うしたエモー シ ョナルな広 が り と い う もの

は,実 は8世 紀にお ける「万葉集」とい うもの

か らず っとっなが ってい るのであ りま して,

実 際 ここに約12,3世 紀 にわ た る1っ の連続

体 と して,エ モー シ ョナルな情報系 を完全 に

維持 し続 けてい る,こ れは驚 くべ きことであ

ります。つま り現 在 ここにおいでのほ とん ど

の方 が 「万葉集」 な ら 「万葉集」 の どれかを

お読みにな った とき,的 確 な る意味 は国文学

者に まかせ るといた しま して も,ほ ぼ大体の

意味 はっかめてい く。 これは言 えば ヨー ロッ

パのほ とん どの人 た ちがかつ てのギ リシ ャ ・

ラテ ンの詩 をす ぐ理解 す るとい うことに匹敵

す るわ けであ ります。 こうい うことはあま り

考 え られない。 ところが 日本 ではそれが ご く

あた りま えの こととして,少 な くとも教養 あ

る人 に とった らあた りまえの こととして考 え

られてい るとい うこと。そう した非常 にエモ

ー シ ョナルな情報系 の連続体 とい うものが現

実に存在す るではないか,こ れが1っ で あ り

ます。

近代の論理的情報 系受容

日本人は情報化時代にどう対処すべきか

それか らいま1っ は,わ れわれが明治以来

受 け取 りま したところの新 しい異質の文明,

この異質 の文明の中でわれわれがっか まえま

した うち,最 も異質 で あったの は何か と申 し

ます と,御 存 じの よ う に サ イエ ンスで あっ

た。そのサイエンス とい うの はで きるだ け法

則 あ るいは原理 とい うよ うにこ とばを単能化

して使 うもので あ ります。サ イエンスで は非

常 に多 くの意味 を含 むよ うなこ とばを許 さな

いわけであ りまして,で きるだ けことばを単

能 化 して使 ってい く,こ れが定義で あ り,定

理 であ り,あ るいは法則で あ ります。 そ うし

た法則 に もとずいたサイ エンスを考 えてい く

な らば,明 治以来われわ れはそ うしたこ とば

をで きるだ け単能化 して い く体系 を受 けいれ

た。だ か らそ うした1っ の情報系 を,わ れわ

れは1世 紀以来 トレーニ ングして きたわ けで

す。 これは学校教育 とい うものが もっぱ らそ

の方 向に トレーニ ングを進めて きたわ けで あ

って,こ うした2っ の情報系 をわれわ れは今

日並存 させ て生 きてい る。 ここに先 ほど牧野

さんが指摘せ られた問題が あろ うか と思われ

ます。肩 たた きで話 が済んで しまう,そ れが

日本 の情報化 に対 す る障害要因で あるとお っ

しゃいま した。それ は障害要因か もしれない

けれ ども,そ れは少 な くと もわれわれの持 っ

てい る1っ の現実 的な る文化で あ りキ ャラク

ターで ある。 これ をわれわれ はゼ ロにす るわ

けにはいか ない。 もちろん これ をゼ ロにすべ

きだ とお っしゃる方 もあ っていい と思い ます

が,そ れは言 えばそ うしたサ イエ ンスが 日本

の言語文化 に対す る侵 略行為 で あ りま して,

サ イエンス とい う ものは1っ の限界 を持たね

ばな らない。 そうした2つ の情報系の あ り方

とい うもの は,ほ かの場合 において も論証で

きる ところであります。

日本 にお ける意思 決定方式の特長

た とえばわれわれの合 議制 による意思決定

法 とい うものは,か つて は村の寄 り合い制度

でございました。村 の寄 り合い制度 とい うの
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は,決 して議長 を立てお互い に説得す るよう

な方法では あ りません。 そこには一ぱい飲ん

で,そ して3時 間 も4時 間 も何 とな くや って

おれば,そ れで何 とな く最後の決定が出て く

る,こ れは 日本の1つ のルールなんですね。

これは現在 け しか らぬ とおっしゃる方 もお り

ます けれ ども,と にか くそれがわれわれの祖

先のつ くり出 した合議制で あ ります。時間が

ないか らくわ しく申 しませ ん け れ ど も,約

150年 前 京都の西本願寺 に有名な三業惑乱 と

いわれ る非常 に大 きな異端運動の事件が起 こ

ってお ります。 これ はほ とん ど歴史の上で し

る されてお りませ んが,非 常 に重要な る もの

で,日 本におけ る唯一 の異端運動 で あ り ま

す。 そ うした異端運動 の中における過程 を見

て い きます と,こ こに現在の 日本の大衆運動

の ほ とん どあ らゆ るパターンが全部出て まい

ります。徹 夜団交 もございます し,確 認書 を

とること もあ ります し,ゲ バ ル トもあ ります

し,そ れか ら確認書 を とって喜んでお ります

と,す ぐ向 こう側が ひ っくり返 しま して また

ひ っくり返 され るとい うよ うなプ ロセ ス も全

部 出て くる。 日本 の大衆運動 の原型み たいな

ものが全部あ ります 。

そ うした中で どのよ うに して運動の意思が

決定 されてい くか とい う意思決定の コースを

見 ています と,全 部 が寄 り合 い制だ けで出て

い く,こ の中で1っ の意思決定がず っと行 な

わ れて きた とい うところがあ ります。 この よ

うな意思決定の方法 だ けをわれわれは とって

きたのであ りますが,こ こにいわゆ る二者択

一風 に
,相 手を説得 してや ってい くとい うや

り方 を明治以後学 んだ。それに最 も早 く着 目

いた しましたのは福 沢諭吉 であ ります 。福沢

は雄弁術 とい う もの を奨励 いた し て お り ま

す。彼は雄弁,つ ま りヨー ロ ッパ流 の1つ の説

得 の技術,そ うした討議の技術 とい うむのを

学ぶ こ とに よって,日 本 に1つ の新 しい言語

系 の生 まれ ることを期待 していた。しか し,福

沢 もほどな くそれをやめて しまいま した。 そ

こに福沢 の1つ の絶望感みたいな ものがあ る

のではないか。 あるい はまた絶望感 を裏 返 し

にす るな らば,日 本 はそ うした寄 り合い シス

テ ムでなければな らないので はないか,と い

う考 え方 が実 はそこに含 まれてい るのだ ろう

と思 われます。で あ りますか ら,日 本の政治

は四畳半 の政治で あるとい うことをよ くいわ

れ るのです けれど も,私 ど もが見 ます と,こ

れは決 して皮 肉ではないので ござい まして,

こ うした ものは実 はむしろ日本の伝統 を踏 ま

えた寄 り合い システム,反 対党 も両方が一緒

にな りま して,待 合で こそこそ半 日 もや って

おれば何 とな く結果が 出て くる,そ れ をあ ら

ためて今度議 会の上 で確認す る とい う手続,

そ れ を日本人は大体全部承認 して いるわ けな

のです。っ ま りわれわれはこ うした2つ の意

思決定法 とい うものをたいへ ん巧 みに使 い分

ける文化 として存在す る。 です か ら,私 は未

来の情報化 に対 して,日 本人が今後 ど う対処

す るか とい う場合,そ れを 日本人が どの よ う

に使い分 けるか とい う能力 をふやす よ うな方

向 を考 えたほ うがいいのではないか。 われわ

れが歴史的に持 っているエモーシ ョンを中心

といた しました1っ の情報系 のあ り方 を正確

に確認す る。同時にいま1っ 明治以来 われわ

れが扱 って きた ところの1種 の単能言語 によ

ります情 報系の存在 をは っきりと確認す る。

こ うした2つ の情報系 をわれわれは並存 させ

てい るのだ。 ヨー ロ ッパの場合 は これが1本

で ございま して,そ うい う並存形式 は多 くは

ございません。その意 味ではそれが 日本 の特

殊性であ り,同 時にまた一面 か ら言 うな らば

私 は日本 の有 利な点 であろ うか とさえ思 われ

ます。

日常言語 と表象 系の統一,観 念 と表象 系の

統一

少 し話が脱線 す るよ うであ ります が,こ の

ごろポル ノばや りだか ら申すわけではないの

です けれ ど も,日 本 の春画 は世界 の こう

い うところで春画 の話 をす るとたいへん不謹
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慎 なよ うに見 えます が,あ とでま じめにな り

ます。(笑)っ ま り日本 の 春画 は世界的な評

価 を得 てい る。 この春画 な るものは絵で あ り

まして,こ れは1つ の表象系 であ る。 これ を

歌磨 あ るいは春信 た ちは決 して罪 の意識 を持

たず して描 いてい る。 ちゃん とサインが ござ

います 。そ こには必ず ことば書 きが ある。言

えば これは表象 系 と言語系 をみ ごとに統一 し

た1っ の例 で ございます。 ところが,同 じ時

代 に もう1っ 文人画 とい う もの が ござい ま

す。 これは言 えば中国的儒学,中 国的 な観念

系によ ってで きた ところの観念系,そ れ と同

じく絵画 によ る表象系,こ の2っ を統一 した

ところに文人画 がで きる。 こうした ものが約

150年 前 のいわゆ る化政年 間には,完 全 に社

会 に並存 したわ けであ ります。 そ うして文人

画 は床 の間 にか けられます。 しか し春画の ほ

うはシーク レ ットであ ります。 シーク レット

であ りなが らみんな知 ってい る。知 らない と

い う人 はいない。つ ま りそ こに1つ の床の間

的表 にあ る1っ の情報 プ ロセス,情 報系,そ

れか らもう1つ は言語 と表象系 とを密着 させ

た形 でのプ ロセス,こ れが もう1つ あ る。それ

は現在 の文化 において も大 体適用 で きるの じ

ゃないか。っ ま り観念 と表象 を合致 させた も

のは,い つ も社会 の表面 で語 ります。っ ま り

われわれが こうい うところで しゃべ ってい る

のはそれなのであ ります。 しか しもう1っ,

日常 的言語系 と表象系 とをほん とうに密着 さ

せ た ものは,2,3人 あ るいは こんな上下の区

別 のないフラ ットな ところで しゃべ るときに

出て くる。 これ を江戸期以来ず っとわれわれ

は使 い分 けて い る。 こうした使 い分 け方 とい

うもの も,先 ほ ど甲 し上 げたよ うな問題 と も

ほぼ一致す るであろ う。 こうした認識が 日本

人 が今後 こうした大 きな情報系の みが存在 し

よ うとす る時代 に,情 報 とい うものの中に埋

没 しない方法で はないだ ろ うか とい うことで

あ ります。 これ は1つ の個人的な認識論で ご

ざいます。

日本人は情報化時代にどう対処すべきか

和魂洋才論 と中体西用論の差

もう1っ,わ れわれ自体の持 ってい る1つ

の文 化のキ ャラクターとい う問題 をつ け加 え

てお きたい と思 います。 これ は古 くか ら,明

治前 に もよ くいわれ たのであ りますが,例 の

佐久 間象山あ るいは橋本左内 とい った人た ち

が和魂 洋才論 を唱えてお ります。和 魂洋才 は

御 存 じのよ うに 日本人の精神 と西洋の学芸,

技 術,こ うい うもの を集めた ときに 日本の文

化 がで きるのだ とい う思考で ござい ます。 と

ころが,ほ とん ど同 じ時期に近 代化に入 りま

した中国の場 合であ ります と,こ れは中体西

用 とい うことば を用 い て お ります。 その場

合)体 は主体 であ りまして,用 は作 用,働 き

であ ります 。 これは中国的な もの を主体 と し

て強調 します。2千 年,3千 年 のいわゆ る儒教

によ るところの1っ の主体的な存在であ る,

そ の主体的 な存 在が働 きとしてあ らわれ る と

き,初 めてそ こに西洋があ らわれ るとい う考

え方 です。 中体西用では,中 国的な主体 と西

洋的な用 とが1っ の連続性 として存 在 して い

る,こ れが 中国の近代化 とい うものの考 え方

でございます。 これ は現在に もず っとその ま

まっ なが ってい る。現代の中華人民共和国 に

おけ るところの思考法 もまた これにっなが る

とい うのが私 の考えで ござい ます。

ところが,一 方の和魂洋才 は,は っ きりと

そ こを切 り離すわけで あ ります。和 魂 は和魂

であ る,洋 才は洋才で ある,っ ま り西洋 は西

洋,西 洋の学芸,そ して東洋 は精神 であ る,こ

うは っき りとした非連続 を考 えてい く。 これ

が われわれの文 化受容の伝統的なス タイルで

ご ざいま して,こ うしたス タイルの差,そ こ

に もわれわれの文化 とい う もの,ま あ情報 と

いえ ども文 化の1現 象で しかな く,非 常に長

い歴史 で考 えるな らば,わ れわれが情報化の

時代が来 た とか工業化の時代が来た とい うの

は,人 類 の歴史 か ら言 ったほんの小 さな問題

で ございま して,こ んな大 シンポ ジウムをや

らね ばな らないほどの問題 であろ うか と懐疑
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的 にな るところ もあるわ けで あ りますが,,そ

う したわれわれの持 ってい る文化受容のパ タ

ーンは ,2千 年 来実 は変わ っていない。同時

に中国 は中 国な りにその中体西用の形 を依 然

として今 日も変 えていない。

情報化時代 におけ る情報系列の認識 と選 択

こうした文化 のあ り方 がたいへんベー シ ッ

クな もの として あ り,そ のベー シ ックな もの

の上 において,初 めてわれわれはそ うした情

報化 な ら情報化 とい う もの を受 けとめねばい

けないの じゃないか。情 報化 その ものについ

て は,私 自身 も1種 の仮説は ございます。 し

か しそれを受 け とめるときに,わ れわれの立

場 とい うものをは っき りと認識 し直 してお く

こ と。 さきの2系 列で持 ってい るところの情

報系 とい うものの一方 を,ほ ん とうに否定 し

て しま うっ もりなのか,あ るいは その2系 列

を完全 に保存す る,あ るい はその2系 列の存

在 を認識 した上 で,わ れわれ は もの を考 えて

い くべ きなのか,そ の決断 を迫 られてい るよ

うな段 階であ ります。 けさ も伺 って お り ま

す と,情 報 の爆発 的時代 とい うことがいわれ

てお りま したが,そ うした爆発的 な時代で あ

って も,そ の爆発 の内容 はヨーロ ッパ な りア

メ リカな りとはわれわれの場合,き わ めて質

的 に違 ってい るとろこが あ ります。 その質的

な差異 とい うものを認識 してお くことが現在

最 も必要 なこ とで あろうと思います。

と りあえず そ うした ことだ けを 申 し上 げ

て,あ とまたい ろい ろ補 足 させていただ きま

す。

唐津 今週 は日本最初 の情 報週 間で ござい

まして,私 たちは時間の流れの中 に住んでい

るわけです か ら,と ろこどころに 目じるしを

入 れて お きませ ん との っぺ らぼ うにな ります

の で,そ うい った意味で この大会 は大い に意

義が ある と私 は思 ってい るわ けで ご ざ い ま

す 。

いまのお話 について私 の感想 を途 中で申 し

上 げます と,普 通新聞 とか雑誌 でわれわれが

読 んで まい りま したいろいろな ことと,今 日

ここで デ ィスカ ッシ ョンされてい ることとは ・

かな り異質であ るとい う気 がいた しま した。

そ うい った意味では非常 に密 度の高いデ ィス

カ ッシ ョンにな ってい るように思 い ま す の

で,こ れで2時 間や ります とかな り精神的 に

くたびれ るかな と思 ってい るのですが,い ま

の お話 にっ きま して私 も幾 つか考 えてい るこ

とが ござい ます。 しか しそれは後 にいた しま

して,次 に新 日本製鉄 の藤井副社長 さんか ら

お話 を伺いたい と思 います。

藤井 私 は卒 直に申 しま して この シンポジ

ウムの最 も不適 格な講 師であ るとい うことを

前 もってお断わ りしてお きます。 したがいま

して,専 門的な知識 は全然 ございませ ん。 た

だ一般的な ことだ けを申 し上 げ させ ていただ

きます。

国際的な情報収集の必要

すで にい ろいろお話が出た ことと思 います

けれ ど も,い ま御承知の ようにま さに 日本 も

国際化時代で ございま して,政 治 も経 済 も学

術 も文化 もすべて国際化時代 にな ってお るわ

けでござい ます。 したがいま して,あ らゆ る

国際的 な情報 とい うもの を収集 し,そ の上 に

的確 な判断 を下 さな ければ,政 治,経 済 学

術,文 化,す べての点で 日本 の これか らの発

展が大 いに阻害 され る,こ うい うふ うに考 え

て お ります。 それ にしま して も,日 本 の情報

収集 とい うのは,外 交等 は各 国の大公 使館等

もござい ます し,通 産省の ジェ トロ等 もござ

い ます けれ ど も,卒 直に言 ってまだ情報不足

で ある。幸いに経済関係等は世界 に類 のない

商社が 日本 には ございま して,こ の商社 の情

報網 とい うものが世界の隅々まで張 りめ ぐら

されてお りますので,わ れわれは経 済に関す

る限 りはか な りの情報 を持 ってお ります。ま

たわれわれ も独 自の企業 としての情報 機関 を

持 ってお るわ けで あ りますが,し か しいかに

そ うい った国際的な情報 が大 切であ るか とい

うことの1つ の話題 として,実 は私 は一昨 日
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田中総理 と,総 理が中国か らお帰 りにな った

翌 日,小 金井 で ゴル フをや ったのです。そ し

て周恩来首相 との会談 の模 様 をゴル フをしな

が らっぶ さに伺 ったわ けです けれ ど も,そ の

話の中で周恩来首 相が 日本 の ことに関 して詳

細 にわ たって知 ってお る,個 人の趣 味につい

て まで知 ってお るのみな らず,世 界の政治情

勢 とか各国のそれぞれの外交 政策 を実に よ く

知 ってお る,し か も当面 の ことだ けではな く

て,過 去の歴 史か ら今 日に至 るまでの ことを

克明 によ く知 ってお る,こ れに は実 に驚 いた

とい うことで ございます。田中 さんの表 現 を

もってすれば,世 界にあれだ けの政 治家はな

いだ ろ う,こ うい うこ とで ございま したが,し

か しその周恩来首 相 を相手に して,四 つに取

り組んで,か な り激 しい論争 が あったそ うで

すが,そ れ を切 り返 して論破 して,中 国流で

言 うと談判 をして掃 うて こられた田中 さんの

政治力 とい うか才能 とい うか手腕 とい うか,

これ はまたたい した もので ございますが,そ

うい うわ けで,こ れか らは政治 に しま して も

何 にしま して も,と にか く国際的な情報 をよ

ほ ど幅広 く,し か も密度 の高 い情報 を収集 じ

な ければ,個 々の企業 として もなか なか発展

がむず か しい とい うこ とを痛感す るわけでご

ざいます。同時に,こ れか らはすべ ての面で

よ くいわれる国民的 なコンセンサスを得 てい

かな ければ,政 治 も企業活動 もで きない とい

うよ うな社会情勢 にな って ま い り ま したの

で,し たが って この情報 とい うものが非常 に

大 切にな って くるわ けで ござい ます。

行政 におけ る情報化の促進の必要

こ こで私が卒直 に申 し上 げた いの は,民 間

は後 ほど申します ようにかな りコン ピュー タ

・システム等 を導入 しまして情報の シス テム

化が行なわれてお ります けれ ど も,一 番立 ち

お くれてい るのは行 政機構,官 庁で ございま

す。官庁の行政 機構 を もっと近代 化 し能率化

す る。そのためには もう情報 システ ムとい う

もの,コ ンピュータ ・システム とい うものを

日本人は情報化時代にどう対処すべきか

大幅に導入しないと,各 省縦割 りの行政のた

めにはなはだ行政の効率が悪いのみならず,

民間の経済活動にしまして も,教 育,文 化等

等の活動にしまして もどれだけ阻害 されてお

るかもしれません。こうい う点で,こ れは政

府に要望したいことですけれども,ま ず思い

切った行政機構の近代化,卒 直に申しまして

このコンピュータ ・システム等をフルに活用

すれば,私 はいまの官庁の従業員の10分 の1

と言いたいのですけれども,少 なくとも5分

の1で 私は十分にや り得ると思いますので,

そういう点をきょう目の前に衆議院の倉成先

生 もお見えになってお りますか ら,ぜ ひこれ

をお考えおきいただきたいと思います。

それから,当 面一番大 きな社会問題である

公害の防止または公害の制御等にっ きまして

も,科 学技術の面から因果関係をもっと解明

していくとい うようなことに対しての権威の

ある機関もまだでき上がづていないとい うよ

うな状態でございますか ら,そ ういう意味で

の権威のある機関も当然必要でございますけ

れども,し かし公害の防止 もしくは制御につ

いて最近はかな りいろいろな測定器等が使わ

れて情報システムが取 り入れられてまい りま

したけれども,こ れなんか ももっともっと大

幅に情報システムというものを活用すれば,

当面の一番大 きな社会問題 としての公害問題

の防止 もしくは制御にかな り大 きな成果をあ

げ得ると思っております。

情報化時代に即応する教育

さらに言いたいことは,こ の際思い切った

教育の近代化をやらなければならない。それ

には新しい情報化時代に即応 し適合 してい く

ように教育の制度なり教育課程な りあるいは

教育の施設,設 備の思い切 った改善 をしなけ

ればならぬ。実は私 も長いこと中央教育審議

会の委員をやってお りまして,制 度 とかある

いは教育課程 というものの改善についてはか

な りの努力が されて きました。実は昨年4年

かかっての答申が出たわけでございますけれ
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ども,い ま振 り返 ってみます と,こ の情報化

時代,確 かに知識集約型に経済 もすべてが進

む ことに対応す るいろいろ な改革 は織 り込 ま

れてお ります けれ ど も,し か し情報化時代 に

対応す るよ うな教育制度な い しは教育課程 と

い うものにつ いて,そ の面 か らの ライ トを当

て た検討 がほ とん ど されて いない とい うこ と

についていま私 は非常 に後悔 を して お るわけ

で ございますが,こ うい った面 で教育 の場 で

もそれ を考 えなければな らぬ。 同時に教育 の

施設,つ ま り学校 の施 設ですが,こ れ も実 は

私 は最近教育施設,機 構 の開発 のための財団

法人 をっ くっていま新 しい システ ムの開発 を

や って おるのですが,考 えてみます と,日 本

の学校教育 とい うものは昔 は木造の建物に黒

板 があ って 白墨でいろいろ先生が教 えて くれ

た。い まはそれが鉄筋,鉄 骨の建物 にはかわ っ

た けれ ども,や は り依然 として黒板で先生が

教 えておる。結局過去百年近 く施設の面か ら

の教育 とい うもの はほとん ど見直 されてい な

い,こ れはたいへん なこ とで あ ります。 いま

視聴覚教育 とい うよ うな ことが盛 んで ござい

ますので,こ の情報 化時代 に適応す るよ うに

視聴覚の面か ら,教 育 内容 もさ る こ と なが

ら,設 備,施 設等 も思 い切 った改 革 をしな け

ればな らぬ。田中内閣 も教育にっいては重 点

政策 として取 り上 げ られてお り ま す けれ ど

も,卒 直 に言 ってい ままで教育にっいては義

務教育費等の膨大な予算の負担が あるせい も

ございま しょうが,肝 心 なそ うい った改革が

ほとん ど手 がっ け られて いない とい う現状 で

ござい ますので,そ うい った こともこの際 に

申し上 げておいた らいいか と思 います。

医療 システム,流 通 システムな どの近代化

それか らもう1っ は,最 近 厚生 省で も取 り

上 げ られて まい りま した けれ ど も,医 療 の近

代化,医 療 に情報 システ ムを導入 して,国 民

の1人1人 の健康管理,同 時 にデー タ ・バ ン

ク的な もの をっ くって,そ して健康管理のみ

な らず,い ったん病気 にかか った場合 いつ い

かなる場所で もこれに適応 し得るような医療

措置が講 じられるとい うふ うなことをだんだ

ん考えて こられるようになったことはまこと

に喜ばしいことでございまして,こ れなんか

ももっともっと早 く民間企業並みに政府がこ

の医療の近代化と同時にそのための情報シス

テムというものをもっと積極的に導入された

なれば,健 康保険の赤字なんかも年に何千億

といったような赤字を出す く らいの 非能率

な,非 効率なことをやっているのなら,そ う

い う近代化のために2千 億な り3千 億の金を

建設的に使 うことによって,こ れがどれだけ

国民のしあわせに結びつ くかということも考

えるわけでございます。

それか ら,最 近は何 といって も・物価問題が

国民生活の非常に大 きな中心課題になってお

りますが,こ れなんかでもせんじ詰めてい く

と結局生活諸物資の高騰 ということでござい

ます。私 どもの鉄鋼なんかこれだけ物価が上

がって,こ れだけ賃金が上がっても10年間全

然値段が上が らないとい う状態でございまし

て,不 況カルテルをお願いしておるような次

第でございます。これはわれわれの行儀の悪

い点 もございますが,と にか く10年前 と全然

値段が変わ らない。むしろそれを下回ってお

るくらいの ものであります。結局上がってい

るのは卸売物価でなくて消費物価である。こ

れがどうして上がっているか とい うと,流 通

機構が非常に立 ちおくれておるということで

ございます。産地の農家は非常に安い農産物

をっ くって,東 京その他の大都市の住民はば

か高い野菜あるいは鮮魚類等 も買わなければ

な らぬ,こ れは流通機構が非常に立 ちおくれ

ておるのでそこにもっと思い切った情報 シス

テムを導入 して近代化 して,そ して貯蔵倉庫

といったような施設 も当然でございますけれ

ども,こ ういうことをすれば農村の生活水準

も所得 も上がって くると同時に,都 会の物価

高の一番頭の痛い問題 も非常に簡単に解決 し

得 る。なぜ政府がそういうことをいままでや
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らないのか,政 府の批判 みたいな ことばか り

申し上 げて恐縮 で ございます けれ ども,政 治

万般 に もっと思い切 った コンピュータ ・シス

テム と情報 システ ムを活 用すれば,日 本 の政

治,経 済が効率 的にな り,国 民が ほん とうに

心豊かな充 実 した,い まいわれているいわゆ

る福祉国家 が最 も手短 かに実現 で きるのじ ゃ

ないか,こ うい うふ うに考 えてお ります。

企業 と情報化

そ こで,今 度 は企業 と情報 の問題で ござい

ますが,こ れはいままでの講師の先生の方々

か らいろいろお話が 出て おる とろこですが,

先 ほ ども牧野 さんが八幡製鉄 と最近っ くりま

した君津製鉄 と大分製鉄 とを比べてま るっき

り生産性が変わ って きた,10分1の とお っし

や ったが,10分1の はち ょっと大 げ さで ござ

いま して,5分 の1程 度 にな って お ります。こ

れ はどの会社で も皆 さん御同様で ございます

が,初 めは賃金計算 等の ビジコンか ら入 りま

して,そ れか ら各工場 の各工程 ごとの項 目か

ら始 ま ったので ございますが,わ れわ れの ほ

う もやがてそ うい う ものが集大成 さ れ ま し

て,い まや工場 ではすべ てコ ンピュータの ラ

イ ン ・システ ムで ございま して,受 注か ら生

産 のフ。ログラムは もとよ り,生 産,出 荷,そ し

て代金 の回収 まで一貫 してコン ピュー タ ・シ

ステ ムを活用す るこ とによ って非常 に能率が

よ くな った。八幡 あた りはか な り近代化 され

ま したけれ ども,そ れで も2万 人の従業員で

や って いますが,い まお話の出 ました君津の

ご ときは同 じ生産数量で6千 人,大 分の ごと

きはそれ を もっと少な くして4千 人 ぐらいで

やろ う,こ うい う計画で いま進めてお ります。

結 局,私 ども経営者 としてま ことに恥ずか

しい次第で,コ ンピュータ自体 につ いて はほ

ん とうに何 に も知識が ご ざいません。先 ほど

の北川 さん とか小林 さん とか い うよ うな方 は

ほん とうの専門家で ございます。 しか しコン

ピュータを活用すればいか に生 産が上 が るか

とい う判断能力だ けは あるので,私 も会社 で

日本人は情報化時代にどう対処すべ きか

その ほ うを担 当す る副社長 で もあ りま して思

い切 った情報 システ ム化 をや ってお る。 自分

の会社の ことを申し上 げて恐縮 で ございます

けれ ども,い ままで に大体120億 ぐ らいコ ン

ピュータ ・システムのための費用 を投入 しま

したが,そ のための メ リットは約3倍 の経 済

効果 をあげて,情 報 システムを活用す るこ と

によっていか に会社 の収益 が向上す るか。 そ

れ にして も値段が安 い ものです か らまことに

申 しわ けない ような業績で ございますけれ ど

も,し か しだんだん と好転 して まい ります。

恥ず か しい話でございますが,私 は実 は郵

政審 議会 の会 長で もある と同時 にデー タ通信

特別委 員会 の委員長 をや ってお りまして,昨

年来電電公社 の通信回線 を一般 に開放 して,

そ して端末機 を これ に接続 して活用 していた

だ くとい うことをや ることにな りま して,こ

れで通信 の電話等 も使 って大 いに コンピュー

タ ・システムを全部活用 していただ くとい う

ことにな った わけで ございます が,恥 ず か し

い話で ございますが,委 員長 自身 は全然 コ ン

ピュータに対す る知識 がない。委員 の皆 さん

は先 ほど申 しましたよ うに北川 さんだ とか,

日本電気 の小林 さんであ るとか,な くな られ

た富士通 の小川 さん とい う委員全部が専門家

で,委 員長 だ けが全然 しろ うとで あるとい う

妙 な委 員会で ございま したが,そ の ため に天

城 のIBMへ 特訓 を受 けに行 ったのです。 そ

の ときにいまの大平外務大 臣,国 鉄の磯崎総

裁,三 井銀行 の小 山頭取,な くな られた昭和

電工 の安西社長 とか,6人 で3日 間特訓 を受

けたわけです 。そこで御承知の ように ピンポ

ンの球 を落 としてそれ をどう測定 す るかなん

とい うこ とをや られて,試 験 をや られたので

すが,私 や磯崎総裁 は うま くパ ス したのです

が,大 平 さん のごときは何 回や って もはね ら

れた。な くな られた安西 さんを引 き合 いに出

して も気 の毒 で ございます けれ ど も,私 や磯

崎氏 は帰 るとき にはベ ス ト・プ ログラマー ・

イン ・ザ ・ワール ドとい う大 きな カ ップを出
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して くれた。 いまで も部屋 に飾 って ござい ま

すが,し か し天城 の研 修所 を出た とたんにす

っか り忘れて しま った。 ことほ どさよ うにコ

ン ピュー タ理論 とい う ものはむず か しい もの

であ りますが,し か しコン ピュー タを活用す

るとい うことの メ リッ トはいま まで申 しまし

たよ うに非常 に大 きいわ けで ござい ます。 こ

れは後ほ どいろいろお話 が 出 る と思い ます

が,企 業 として も当然 のこ と で ご ざ い ます

が,私 はむ しろ政府,官 庁 あるいは行政面で

もっと大幅 にコン ピュータ ・システム等 を活

用 していただ きたい とい うことをまず 申 し上

げて,終 わ らせ ていただ きます 。

唐津 先 ほ ど名簿 をちょっと拝見 したので

す けれ ど も,き ょうは官界,財 界,学 界,あ

らゆ る方々がお集 ま りの よ うで ございます。

したが いまして,き ょうい ろいろ主張 してい

ただ きま した ことは,す ぐ明日か ど うかわか

りませんけれ ども,か な り大 きな影響 を日本

の情報化のために与 え られ るの じ ゃないか と

い うふ うに期待 してい るわけです。

先 ほどか らいろいろな話題が ございま した

中で,コ ンピ ュー タ問題 がだ い ぶ ん 出ま し

た。 これ は社会の効率化のため に は 非 常 に

大 きな威力が あるわ けで ございま して,先 ほ

ど鉄板の値段 はなかなか上 が らぬ とお っしゃ

いま したけれ ど も,自 動車 もここ10年 以 上値

段 はむ しろ下が ってい るように思い ます。そ

れか ら電化製品 ももちろんで ござい ます。 ま

だ調べてみます と,卵 とい うもの は20年 値 段

が上 が っていないよ うで あ り ま す。ですか

ら,や り方次第 によ りま しては,と 申 します

と中身は情報 化だ と私 は信 じて い るわけです

が,そ うい ったいろいろな意味での社会 を豊

か にす るためのエ フェク トが出て くる。です

か らこそき ょうは筋 として情報化週間 と,こ

うい うふ うに言 えば落 ちがつ くわ けで ござい

ますが,い ままでい ろい ろ3人 のパ ネラーの

方 か ら御意見 を伺い ました。 しか し,わ ずか

20分 とい うふ うに時 間を限定いた しま したの

で詳 し く御説明 していただけなか った問題が

まだた くさん あるように思 うので あ ります。

た とえば日本人 とい うのは2つ の情報系 に住

ん でいる,1っ は非常 にエモー シ ョナルな も

のであ る,も う1っ はいわゆ るサイエ ンス と

申 しますか らクリアな もの,も っと別 の こと

ばで申 します と因果律の成立す るよ うな情報

系 。普 通因果律 が成立 しない もの は怪 しい と

い うふ うに考 えるのは私 は間違いだ と思 うの

であ りま して,別 の世界 では因果律が成立 し

な くて も肩 をたたけば もうわか った とい うも

の もあるわ けであ ります。そ うい った日本人

独特 と申 しますか,そ うい った情報系 とい う

もの もあ り得 るとい うお話 も伺 ったわけであ

ります。 そ うい った ことで先 ほ どの20分 の コ

メ ン トの中 で,も う少 しこの点はぜひ主張 し

たい とい う御意見 も幾つか あると思いますの

で,ま た牧野 さんか ら5分 な い し10分 ぐ ら

い,こ れは多少時 間の幅が あって けっこ うで

ございますか ら,補 足説 明 もしくは他のお2

人 の方々か らの御意見 に対す る牧野 さんの コ

メン トで もけっこうで ございますか ら,お 伺

い したい と思い ます。

日本的情報パ ターン

牧野 私,1っ お 話 し申 し上げたいのは,

日本人が持 ってい る2っ の情報系,こ れは私

も長所 と欠陥 の両方 にあげたわ けです。吉田

先生 もあげたわけで ござい ます けれ ど も,い

ままで 日本 のそ うい うよ うなあ り方 とい うも

の を,「 産業 と情報化」 とい う テー マの中で

1回 考 えてみ る必要が あ るの じゃなか ろ うか

とい うふ うに私 は考 えてい るわけです。 日本

人 とい うの は確かに異質 な ものを受 け入 れ る

わ けで ござい まして,そ れは非 常に うまいわ

けです。皆 さん洋服 を着て家に帰 って どて ら

を着 る とか,御 飯の上 にカツを載 せてカ ツど

んぶ りを食べ る とか,結 婚す るときは神様で

死 ぬ ときは仏様だ とか いろいろある。 その辺

の よさとい うのは確か にあるわ けで,そ れ は

認 めるわ けで ございます。 日本人 の持 ってい
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る性格,ヨ ー ロッパ人が持 ってい る性格,ア

メ リカ人が持 ってい る性格 はそれぞれいい点

もあ るし悪 い点 もあ るのだ とい うことを認 め

なければいかぬ とい うことですね。昔 は日本

人 とい うの はアメ リカと日本 と違 っていた ら

全部 アメ リカの とお りに しない といかぬ とい

うパ ターンで あ ったわ けです。 ところが,最

近 日本 のほ うがだいぶ元 気が出 まして,ア メ

リカの ほ うが赤字だなん とい うことにな った

ものですか ら,「 日本 とアメ リカと 違 う点 は

全部 日本 を見習 え」 とい う人 も出て くるわ け

で ございます。非常 にエモーシ ョナル な もの ,

黙 って いて もひたひた とわか るよ うな もの,

そ うい うよ うな ものが確かにいろいろな意 味

で 日本 に とって よか った。特 に人 のあ とをっ

いて い って物 をっ くってい く場合 にはそれで

いいわ けなのですね,2番 手 の場合 には見 て

いて大体 その とお りやればいいのですか ら。

しか し日本のい ま非常に問題点 は,い ままで

2番 手だ った日本が1番 手に入 っていかな け

れば な らない問題が非常に多 いのだ。外交 で

もそ うです し,あ るいはいま公害先進 国 日本

といわれ る。 それ を脱却 す るのは 日本人 が こ

れか ら考 えな.ければな らない問題 です。そ う

い うときにいまの 日本 の ようなパター ンで よ

か った形か ら,や や情報 パター ンを変 えな け

れ ばいか ぬ だ ろ う。また,い まテ レビだ と

か,い ろいろな人が読んでい る本 を見 て も若

い人の情報 についての姿 勢が違 うんです,本

を読 む とい うのではな くて,漫 画 みたいな も

の を読んで いるわ けですか ら,そ うい うよ う

なパ ターンの違い とい う もの をわれわれは考

えていかな ければな らないのだろ うとい う感

じがす るのです。

ク リアな情報翻

案 は私,い ままで商売 を3回 か えてお りま

して,私 は大学の先生 をだいぶ長 くや ってお

ります。 それか ら物 をつ くる,完 全 な もの を

っ くる,三 菱製鋼 で物 をつ くっていたわけで

す。それか ら現在情報 をっ くるとい う仕事,

日本人は情報化時代にどう対処すべ きか

この3つ を商売が えをした わ け で ございま

す。私はその たびに情 報 にっ いて非常 に感 じ

方が違 って いるのです。た とえば坊主 とお医

者 さまと物 をっ くるメー カー と情報,産 業。

これ を比べて みまし ょう。坊主 とい うの は情

報があま りは っき りしない ほ うが いいのです

ね,何 を読んでい るのかわか らない,し か し

お灯明が あが って,何 か隣 にい る人 と先祖 を

同 じに した雰囲気 を持 った とい うことで十分

なのです けれ ども,先 生 にな ると もうち ょっ

と違 うのです。 しか し先生 はあま りよ くわか

らな くて もい いのです,い や,そ れ は悪 い意

味ではな くて。吉 田松 陰みたい に何か持 って

いて人間 と人間の接触 とい うこ とが教育 とい

うのには非常 に大事 なので あ って,決 して1

足 す1が2と 正確 に教 える先生 のほ うが良い

とは言えないのです ね。 けれ ど も,物 をつ く

っています とだんだん とク リアな情報 を必要

とす るわ けです。けれ ど も,ま あ何 とかや っ

ておけ,わ か りました,や って お きま しょう

とい うのでで きる場合 があ る の で す。 しか

し,い まの私 のよ うな情報 を商売 にしてい ま

す と,ク リアな情報 でない とや って いけない

わ けですね。ですか ら,私 はい ま自分の3回

の商売 を考 えて,だ んだん情報 とい うものが

エモーシ ョナルな,何 と も言 えないわか り合

うものか ら,実 は非常 には っ きりしたデ フ ィ

ニ ッシ ョンを もち,明 確 な形式 で,情 報の必

要性をだんだん とわれわれが現実 に認 めてい

るわけです。 日本 が もし情 報 とい うもの を今

後の社会 に基本的に置 くとす るな らば,産 業

人が情報 を商品 として,情 報 を装置 と して使

お うとす るな らば,こ れは ど うして も情報 と

い うもの はエモー シ ョナルな型 では困 る,は

っき りしな ければいかぬ とい う傾向が 出て く

る。 この2つ の情報系 を うま く共存 させてい

くとい うことが今後 の運 営 にお いて非常 に大

事 じゃなか ろ うか とい う感 じが しま した。

唐津 坊 さんか ら教 育,メ ー カー,シ ンク

タンクとク リアでや らな けれ ばいけないとい

一85一



うことは私 も初 めて伺 った説 でご ざいます け

れど も,そ の ことにつ きま しては後 ほ ど議論

があるか と思 い ますが,吉 田 さん,お 願 いい

た します。

歴史的な官僚社会

吉田 補足 としま して,官 僚制 とコ ンピュ

ータの問題 とい うの を1つ 提起 してお きたい

と思い ます。 ここで官僚 制 と申 します のは決

して現実の官僚 制 とい うことではな くて,1

種 の官僚社会 的な システ ムとい うものです。

この社会的 シス テムとい うのは言 えばニ ュー

トラルな人間の マシンとして実は存在 した。

御存 じの ように世界で一番早 く官僚社会 を実

現いたしましたの はお隣の中国で あ ります 。

中国の場合 は実 に2千 年の官僚 社会の伝統 を

持 って いるわ けで あ ります。 こ うした官僚社

会 とは政治的 にニ ュー トラルで ある。 したが

って,中 国で は絶 えず革命が起 こ りまして天

子はいろいろか わ って い きます。天子 は25回

変 わ ったわ けで あ りますが,そ の下の官僚 は

かわ らない。官僚 とい うもの は完全 な1つ の

連続体 である。それはなぜか と申 します と,こ

れは1種 のニ ュー トラルなマシン,1種 の 人

間マシンだ ったわけです。中国の場合で あ り

ます と,前 朝 の遺 臣,つ ま り前 の王朝 にっか

えていた人が次 の王朝 につか える とい うこと

はご くあた りまえの ことであ りま して,と き

どきそこか ら ドロ ップアウ トした人が,昔 日

本で はそ うした文天祥 のよ うな人 間が たいへ

んたた えられたわ けであ りますが,実 は中国

ではそれは例外 者であ りドロ ップ。ア ウ ト組 な

のでございま して,実 際はそ うした人 が連続

体 として存在 していた。そ うした意味では中

国社会 とい う もの は実 はニ ュー トラルな官僚

社会 において,連 続性がいつ も確保 されてい

たとい うことにな ります。 そ う い た します

と,ま ず ニ ュー トラルな人間 マシン的存在 を

許 したよ うな世界 あるいは歴史が隣邦にあ る

わ けであ りますが,そ れ を今度 日本 に持 って

まい ります。 日本 の場合,江 戸時代 に特に藩

とい うものが ござい まして,藩 とい うことば

は実 はそれ ほど古い ことばではな くたいへ ん

新 しい ことばなのであ ります が,普 通藩,藩

と申しますので藩 と言 ってお き ま す けれ ど

も,藩 とい う1つ の ものがあ って,そ の藩 の

中 に官僚 的武士 が存在 いた しま した。 しか し

この官僚 的武士 は中国のよ うな1つ の連続体

で はな くて,絶 えず上下 におけるモーチベ ー

シ ョンが ござい ます。 日本独特の養子制度 と

い うもので,日 本の養子制度 とい うものはた

いへん有効な社会のステータス とモーチベ ー

シ ョンの力 を持つ ものであ ります が,こ の養

子制度 とい うものが徹底 的に利 用 さ れ ま し

て,1つ の ニ ュー トラルな もの として存在 し

な いままで きて いる。 その意 味ではわれわれ

は官僚組織,官 僚社会 とい う ものは これまた

1世 紀以後 に ヨーロ ッパか ら輸入 いた しま し

た近代官僚 システムしか知 らないわ けであ り

ます。

近代官僚制 システムの特性

このニ ュー トラル ・マシンとして存在す る

官僚社会 とな ります と,す ぐにそれ は実は コ

ンピ ュータにたいへ ん対応 しやす い存在 とな

ってい く。 とろ こが一方,近 代官僚制 とい う

ものが,日 本 の場合 は工業化 と一緒 に並行 に

入 ってまい りま した。 したが って,日 本の場

合 は工業 の内容 自身 において もこれは一般的

な意味で言 うところの官僚社会的要素 とい う

ものが,工 業 自体の内部 に存在 して い る。 そ

して またそれ を支 配す る外部 の状況 において

も,官 僚制が近代官僚 システ ムとい う形 で存

在 してい る。 こうした形は コンピュータ化 し

やすい ところの特性 を十 分に備 え て お りま

す。 それ をわれわれ はプラス価値 であ ると信

じて活用 し ζきたのが現状 までの段 階であろ

うと思 います。一画,そ こに絶対 的価 値 を認

め た時代 もあ った よ うに思われますが,そ う

したあ り方 につ いての価値判断,コ ンピ ュー

タ的な1っ の人間 マシン的な もの,そ うした

ものをどの よ うに して価値判 断 し て い くの
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か。 これ また現代の1っ の問題 であろ うと思

い ます。

情報の3態 様

それか ら もう1っ,私 が考 えてお ります情

報の歴史の段階 とい うもの,第 一はイ ミテー

シ ョンの時代 であった,っ ま り情報 と現実 と

い うもの はいつ も違 うのだ,情 報 と現実 とを

いつ も完全 に区別 した立場で考 えてい る。 そ

れか ら今度 は情報 によって ある現実 を再構成

しよ うとす る1種 の再確認の方法 として,モ

デル的 な もの を考 える ところの情報のフ。ロセ

スが あ った。 それ が 今 度 は情 報イ コール現

実,た とえばテ レビで司会者が あい さっいた

します とその前 にすわ ってい る子供 が頭 を下

げる,つ ま りテ レビとい うところにあ らわれ

て くる虚像 自体が,少 年の 目に は1つ の実像

化 した もの として存在す る。 したが って向 こ

うが あい さつ すればこ ち ら の 人 も頭 を下 げ

る,こ うした虚構 なる ものが実 はそのまま現

実化 して い く。言 えば現実 と虚 構の堺 目の壁

が取 り払 われてい く形,そ れ は別の ことばで

言 うな らばコ ピー,っ ま りオ リジナルのない

ものが実 は価値 ある もの と し て 作 用す る時

代。現代 がそ うしたコ ピー時代だ とい うこと

はよ く評論家 の申す ところで あ りますが,こ

こで は実 は情報 自体が意味 を変 えてい る。っ

ま り情報 イコール現実 であ り,情 報 は決 して

1っ の もの を新 しく再確認す るための道具 で

はな くな りつっ ある,そ れ は1っ の情報 化時

代の シンボル であろ うと思われ ます。っ ま り

イメージは消 えて い く。 そして シンボルが残

る。現在世界 じ ゅ う の若者 が ジーパ ンをは

き,世 界 じ ゅうの若者が長髪 にな ってお りま

す。 これ は もはやシンボルで ござい ます。1

っ の シンボルである。世代的1つ の シンボル

として ジーパ ンな り長髪が利用 されてい る。

こ うしたシンボルが グローバルな形 で世界 を

流通 して い く。 これが新 しい時代あ るいは歴

史 とい うものの ワク組み をつ くりつ っあ る。

ここに もいわ ゆるコン ピュー タ的な非常 にメ

日本人は情報化時代にどう対処すべきか

カニ ックな形で官僚 的組織の中 を流れて い く

ところの情報 と,い ま1っ 別の形で動いて い

る1つ の グロ・一一バルな,こ れ また1種 の感性

的情報の流れだろ うと思われ ます。

感性的,理 性的2情 報系の世界的なひ ろが

り

そ うい た します と,私 が初め に申 しま した

よ うに,わ れわれは2っ の情報系 を並存 させ

てい るけれ ど も,現 在実 は これ をグ ローバル

な レベルで考 えてみま して も,感 性 的情報 の

流れ と,も う1っ たいへん理 性的情報 の流 れ

とが,今 日の時代には実 は並存 して い るの じ

ゃないか。 そ うい うものが世界 をおおい始 め

てい る。 そこに日本人 が従来 たいへ ん有利 な

よ うに使 い分 け て い た2情 報系 の存在様式

が.実 は世界的に も広 が りっっ あるの じゃな

いか,こ うした認識 を私 な どは持つ わけであ

ります。

それか らもう1つ は,や は りそ うした感性

的情報 の流れ方 を理解 す るには,か な 川 比代

論 が有効 にな りっっあ ると思 われます。最近

読 みま した もので,ア メ リカ大使館 か ら 「ト

レンズ」 とい うPR誌 と申 します かなかなか

きれいな雑誌 が出てお りますが,そ の中にエ

ールの19歳 の 大学生 の1種 の ライ フ ・ヒス ト

リーが載 って お りま した。その ライ フ ・ヒス

トリーを読んだ とき私 がたいへ ん興 味があ り

ま したのは,1970年 代 に成長 して青年 にな っ

て い く人 はみ ごとにテ レビ世代 であ る。 その

少女 は学校か ら帰 る,そ うします とキル トで

か らだ を包み,コ ークを1本 横 に置 いて,そ

して午後1ぽ いず っとテ レビ.を見 ていた,何

年 も見て いた。そ うします と実際 にブ ックを

読ん でい るわ けではない。っ ま り リーデ ィン

グ,活 字文化 とい うも の は 全 然受 け取 らな

い。実際 テレ ビ ・イメー ジだ けでず っと,2,

3仕 す ご した。マ ンネ リズムの メ ロ ドラマぱ

か りが繰 り返 され る,し か しマンネ リズ ムで

あるか らこそ自分には非常 にお も し ろ か っ

た,そ の マンネ リズム さとい うものか ら自分
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が受 け取 った ものは,活 字 を読 まなか った と

い うこ とを後悔 させ るもので はない,と い う

こ とを書 いている。 これ は1つ の新 しい世 代

の発言 であろ うと思 われます。 そしてその次

に来 るのはマ リフ ァナの時代で あ りあ るいは

ピルの時代 であ る。 それはすで に1っ の シン

ボルであ って,シ ンボル自体が世界 を流動 し

始めてい る。それ らの情報 は決 して合理 性 を

備 えた もので もなければ,理 性的判断の上 で

取 り上 げ られた情報 で も何で もない。む しろ

あ る意 味では コマーシ ャル ・ベー スに乗 った

のか もしれ ません。 しか しなが ら,そ れ を受

け取 ってい く1種 の感性情報系 とい うものが

もう1っ たいへん大 きなサイズで動いてい る

とい うことを申 し上 げてお き た い と思い ま

す。

唐津 私,い まのお話,非 常 にお もしろい

と思 いま したのは,2つ の情報系 とい うお話

で ございま したが,そ の中のエモーシ ョナル

な もの とい うのは,別 の ことばで言 うといま

の シンボル と申 しますか,私 はパ ターン とい

う感 じが非常に したわ けです。 テ レビで受 け

取 る情報 とい うのは多次元 の世界 でございま

して,文 字で見 るとか ラジオの世界 とい うの

は1次 元の世界,っ ま り時間的に順 々に情報

が入 って くる。 ところが,テ レビの場合 には

パ ター ンで ロジ ック も何に もないわけで あ り

まして,そ うい った ものが アメ リカのそ うい

った若 い世代 に抵抗な く受 け入 れ られつ っあ

る とい うこ とは,こ れ は私 は非常にお もしろ

い とい う気がい たしました。

さらに,企 業の中 にお け る情 報 とい うの

は,当 然の ことですが,一 般には ク リアカ ッ

トで なけれ ば うま く使 えないだろ うと思 うの

です。先 ほ ど藤井副社長 さんか らもお話が ご

ざいま したが,行 政 の情報化 とい うのは大問

題 だ と思 います 。 しか し,私 ど も考 えますの

に,こ のコ ンピ ュータを もし持 ち込 むとい た

します と,そ れ に合 わせて全体の組織な り仕

事 のや り方 をす っか り変 えなけれ ば機械は う

ま く動かない。たとえば東海道新幹線が成功

しま したのは全体の システ ムとしてす べて を

や りかえた,こ こに成功の原 因が あった と思

うのであ ります。そ うい った ことは,企 業の場

合 には収支 とい う一番お っかない ものが うし

ろに迫 ってお りますのでわ りあいに抵抗 な く

い けると思 いますが,そ れ以外 の社会機構,

そ の中には官庁 とい うもの もあ りますで しう

よし,先 ほ どの医療の問題 もあ ります し,私

は持 ち込 む ことについて事 前にや るべ きこと

が非'常にた くさん あるような気 が前か らして

いたわ けで ございます。 これ は非常 にいいチ

ャンスで ございますので,そ うい ったこと も

含めま して,で きま した ら御意見 をお伺いで

きれば幸 いだ と思 います。 ど うぞお願い いた

します。

藤井 先ほ どは主 として政府 に対す る要望

みたいな ことを申 し上 げま したので,今 度 は

産業の情報化 といいますか企業 の情報化 とい

うことを中心に少 しくお話 しさせて いただ き

たい と思い ます。

管理機構の高度化 と人間性

結局企業が永続 的に将来 にわた って発展 を

はか る,こ のためには企業活動 に関連す る情

報処理の高度化に ささえ られた組織 的なあ る

い は機能的な知的活動 の高 ま りとで も申 しま

すか,そ うい うものは とにか く活発 にな りか

っ高度化 していかな ければ とうてい期待 で き

ない。 こ とばをか えて言 うなれば,企 業にい

ろいろなセクシ ョンがあ りますか ら,各 部門

の総合 的な効率的な向上 を目ざして企業全体

の活動 を情報化 してい く,シ ステ ム化 してい

く,こ うい うこ とが必要にな って くるわ けで

す が,そ の場合 に1つ 考 えな ければな らぬ こ

とは,ま たわれ われが当面 してい る大 きな問

題 の1つ は,あ ま りコン ピュー タライズされ

た し りてまい ります と,管 理社会が構造化す

るの と反対 に,何 かそ こに人 聞の疎外感 とい

うか,そ うい った問題が起 こって くる とい う

お それが多分にあ るわけでご ざいま して,人
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間性の問題とそ うい った管理機構の高度化 と

い う問題 とどう調和 させてい くかということ

に対する万般の配慮が必要である。 しかし,

あくまで も人間が中心であって,人 間が機械

をつ くりコンピュータをつくってそれをマネ

ージするわけでございますから,あ くまで も

人間が中心であるという基礎に立 って,結 局

社員・なら社員の持つ創造的な能力を十分に発

揮 し得るような条件整備 をす る,環 境づ くり

をする。そのためには最近盛んになっており

ます企業内の教育 とかあるいは学校教育,職

業訓練,い ろいろな方法があると思いますけ

れども,い ずれにしましても従業員諸君の自

主的な,主 体的な,っ ま りことばをかえて言

うなれば自己啓発によって内在 しておる創造

性な り潜在的な能力をフルに引 き出すような

ことが非常に大切である。そのためには人事

制度等につ きましても,私 の会社のことを窮

し上げては失礼でございますけれども,昔 は

官営八幡製鉄所を中心に発展 したような非常

に官僚的な色彩の強い会社でございましたけ

れども,私 はその制度をぶち破るために今日

まで非常な苦労をして きたと申しますか,い

まや人事制度は事務屋 と技術屋と2つ に分け

て しまって,そ して大学出と高等学校出とは

スター トは教育年限が違いますか ら当然給料

は違いますが,あ とはいろいろな社内教育の

課程 もございますし社外教育 も受けるわけで

ございますが,そ の人の努力によって,能 力

によって,ア ビリテ ィーがあればどんどん活

用してい く。っまり昔は大学を出ていなけれ

ば高級の管理職か ら経営者にはなれないとい

ったような幾つかの制約があったわけですけ

れども,全 部そ うい うのを取 っ払 ってしまっ

た。高校出の諸君といえども,努 力 しそして

能力をフルに発揮すれば高級管理職はむろん

のこと経営者に もな り得るというふうに一切

のそういう制約 を排除してしまった。それか

ら賃金体系 も,こ れは皆さんもすでにおやり

になってお りますけれども,従 来の年功序列

日本人は情報化時代にどう対処すべきか

的な もの,む ろん年 をとれば子 供 に学校教育

もさせなければな らぬ し生活費 もいろいろか

さむわ けです か らそれ は基 本給 と して50%を

置 いて,あ と30%を 職 能給,っ ま りどん な若

い人で も1つ の重要 な仕事 をしておれば その

仕事 に時 間当た り幾 らとい うふ うな分類 を し

て価値づ けをいた しまして見 る,っ ま り職務

給,職 能給 を30%,あ との20%は 能 率給,こ

うい うふ うなことにいた しま した。 もう1ぺ

ん申 します と,年 功序列 的な基本給 が50%,

職務 給が30%,能 率 給 が20%,こ うい うふ う

に して皆 さんが思 い切 って働 きがいのあ る人

事制度 と賃金体系 に変 えて きたわ けで ござい

ます。それが決 して最 善の策で あるとは私 ど

もは考えてお りませ ん けれ ども,と に もか く

に もいままでのそ うい った人事 制度な り賃金

体系にっ い て か な り思 い切 った改革 をや っ

て,要 は個 々の人が持 ってお る創造 的な能力

をいかに最大限に発揮 させ るか とい うことと

同時に,そ の背景 には情報収集 機構,ま あ最

近 いわれ るような シンクタ ンク的な もの を1

方 において用意 して い く,こ ん なふ うな こと

を考 えてや ってお ります。

国際的視野に立つ 日本産業の進路

結局 コンピュータ ・システムにいた しまし

て も,実 はきょうブラジルのネ ット大蔵 大臣

並 びにブラジルの鉄鋼 の3社 の首脳 部が全部

日本へや って まい りま して いまホテルニ ュー

オータニで昼食 を一緒 に して まい ったわ けで

ございますが,ブ ラジル にわれ われが ウジ ミ

ナス製鉄所 をつ くって差 し上 げたのですが,

それが非常に能率がいい。 そ う言 っては失 礼

でござい ますが,世 界で一番製鉄技術 な り設

備が近代化 されてお るの は日本 と い う こと

で,最 大の国際競争力 を持 って お るわ けで ご

ざい ます。ですか ら,ウ ジ ミナスのみな らず

国営製鉄所3社 全部 が私 ど もと技術協力 をし

われわれのいわゆ るコン ピュー タ ・システ ム

等 を中心 とす る管理 体制 を学 び とろ うとい う

ことにな って きたわ けで あ ります。 同様 にい
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まイタ リアの国営製鉄会社 にっいて も,イ ギ

リスの国営製鉄会社 にっ いて もそ うい った技

術指導な りコンピ ュータ ・システム等 を実 は

輸出 してお るわけで ございます。 これは結局

アメ リカか らわれわれが コンピ ュータ ・シス

テムを導入 しましたが,国 内の メーカーの皆

さんが非常 に真剣な努力 をされて改善 に改善

を加 え られて,ハ ー ドの而で非 常な努力 をさ

れた と同時 に,ま たわれわれはわれわれな り

にソフ トの面 でこれ にいろいろな新 しい創造

性 を加 え,技 術開発 をプラスしまして,そ し

てそ う言 って はなはだ宣伝が ましゅ うござい

ます けれ ども,君 津の製鉄所 あるい は最近で

きま した大分 の製鉄所 のご ときはい ま世界で

最 も新鋭設 備であ ると同時 に最 もコン ピュー

タ化 された製鉄所 とい うことで,毎 日世界各

国か らの見学 者が引 きも切 らず とい う状態 に

あるわ けで ござい ます。結局 日本人 はわれわ

れの乏 しい経験 を申 し上 げて もこうい うふ う

に非常にすば らしい知的能 力 と申 します か高

い創造性 を持 ってお ります。な るほ どオ リジ

ナル な ものの創造,発 見 とい うことにっ いて

はまだ まだで ございます けれ ども,こ れ を改

善 しこれ をよ りよ きもの にして付加価値 の高

い もの にして い く,こ れ は日本の特技 とで も

い ってい いよ うな もの を持 ってお るわ けで ご

ざいます。っ いこの間 まで はすべてわれわれ

はパ テン トな りノーハ ウな りを輸入 してお っ

た ものが,い ま私 の会社で はそうい う ものの

輸入 よ りも輸 出が5倍 にな ってお ります。技

術導入 よ りも技術輸 出が5倍 にな ってお ると

い うその一事 を もって して も,い か にわ れわ

れが製鉄技術一般 もさるこ となが らコン ピュ

ー タ ・システムについて も製鉄 に関す る限 り

技術輸 出をす る,こ うい うふ うにな って おる

わ けで ございます 。

そこで,さ っきの 日中問題に も関連 す るわ

けで ござい ますが,い ま 日中国交樹立 でめで

ためでたの ムー ドが非常 に盛 り上 が ってお り

ます けれ ど も,中 国 は非常に真剣 な態度,熱

意 と努力 を もって 自力更生 をはか り,経 済建

設 をはか っておるわ けで ございます。 そして

われわれに対 して も決 して援助だ とか借款 と

い うものは要求 しない。 ただ,分 割払 い とか

延べ払い とい うもので輸銀 ベースの金 は活用

しよ うとい うことで ございます。結局 そのほ

かの発展途上国 と違 って,中 国はあ くまで も

主体制 を もって 自力更生す るとい うことであ

って,貿 易 も短期的 には多少 アンバ ランスに

な って も長期 的には必ずバ ランスをとるとい

う考 え方 であ り ま す 。そ こ で問題にな るの

は,こ れか ら中国 と交易が拡大すればっ まる

ところはバーター貿易 とい うことで ございま

す。 さしず め鉄鋼石,石 炭 なん とい うものは

あま り余裕 がないわ けで ござい まして,入 っ

て くるのは繊維製品 あ るいは農産物 とい うこ

とで ござい まして,繊 維製品 の ごときはおそ

らく日本の5分 の1ぐ らいの価格 で ございま

か ら,こ の まま日中貿易 が拡大 して くると,

そ う言 って はお どかす ようであ りますけれ ど

も,日 本の繊維関係の中小 企業 は全滅す るの

じゃないか とい う感 じす らす るわ けです。 ま

た農業 もよほど思い切 った集約 化 をし,高 度

化 を し,近 代化 をしてい きません と,こ れは

もう非常 に土地が広大 であ り,農 業 人口が80

%を 占 めて おるよ うな状況で ご ざ い ますか

ら,結 局 中国 との交易 を拡大す るとい うこと

はいま申 します よ うな方面か ら入 っていかな

ければな らぬ とい うこ とにな ります と,日 本

の産業構造 は非常 な変革 を しい られ るとい う

ことにな ります。 そ うな って くる と,先 ほど

牧 野 さんで したかがお っしゃったよ うに,や

は り知的集約 度の高 い産業構造 に変 えて いか

な ければな らぬ。そ うす るとどうして も思 い

切 った情報 システ ムとい う もの をフルに活用

す るよ うな産業構造 に好 む と好 まざるとにか

か わ らず転換 していかな ければな らぬ。 きよ

うは このシンポジ ウムの ち ょうちん持 ちの よ

うな結論 にな って きたわ けでござい ます けれ

ども,そ うい う方 向に日本が ある とい うこ と
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だ けを申 し添 えてお きます。

唐津 いまのお話で,日 本人 とい うものは

新 しい情報 に対 して抵抗感 がない と申 します

か,好 奇心 を持 ってお ると申 します か,次 か

ら次へ と取 り入 れ る。 これが これか らの 日本

の発展 を ささえ るもの じゃないか とい うこと

を感 じなが らお話 を伺 って お りま した。

それで は さらにパ ネ リス トの方々 に話題 を

いろいろ展開 させて いただ こうと思い ます。

日本人 とマシ ン ・システムは調和するか

実 は私がかねがね感 じて いる ことがあ りま

すので私か らお伺い したい と思 うのは,よ く

いわれ ます よ うに,情 報化時代 とい うことに

な ります と情報機械 とわれわれ はっ き合 わな

ければな らぬ。 ところが,情 報機械 とい うも

のは御 承知 の ように間違い を し な い わけで

す。た とえば先 ほ どもあ りま したよ うにNH

Kの 選 挙予想 が間違 った とな ります とコンピ

ュータが間違 えた とくるのですが,あ れ はコ

ンピュータは間違 えないので,そ のプログラ

ムを入 れた人が ヘボだ った とい うだけの話で

あ ります。 そ うい った機械 とわれわれがっ き

合 うときにいろいろな意 味のス トレスが出 る

ので はないか。先 ほど藤井 さんか らもお話 し

の よ うに,人 間 の創造性 の発揮 とか処遇 の問

題 につ いて いろいろや って い くとい うことも

1つ の方法だ と思 うのです。しか し,わ れわれ

日本人の1っ はよさで あ り1っ は欠点か もし

れ ませんが,あ い まいさとい うもの とコンピ

ュー タ もし くは情報機械の非常 なク リアカ ッ

トの性 格 とどうい うふ うに調和 させていけば

いいか,こ こに1っ 問題が あるのではないか

とい う感 じもいた します。 そ うい った ことに

ついて,牧 野 さん,ど うですか。

牧野 いま唐 津 さんお っし ゃった,い わゆ

るコンピ ュー タに入 る もの とい うの は1か ゼ

ロ。全部1か ぜ ロに して くるとい う点 に問題

があ るわけです が,わ れわれが意思決定の段

階 に入 るときにはか1か ロではな くて,当 然

人 間 とい うもの が入 って きて意思決定 をして

日本人は情報化時代にどう対処すべ きか

い くとい う形 に入 ってい くわ け で ご ざいま

す。そ うい う点でマ ンとマ シンの間 とい うも

のはいま唐 津 さん言 ったよ うにインプ ッ トと

アウ トプ ットはク リアに出て くる。 しか しわ

れわれ人 間は そうい うク リアな ものだ けで は

もの ごとはで きないのだ とい う問題点が1つ

あ ります。

もう1っ 。藤井 さんが お っしゃ り唐津 さん

か らもお話 があ った よ うに,コ ンピ ュー タ化

す る と人間 とい うの はコンピ ュー タの中の1

つ のこまみ たいに,た とえば モダ ン ・タイ ム

スの チ ャッフ。リンみたいな仕事 にな って しま

う。 コンピ ュータ社会の中にい る人 間 とい う

のがだんだん人 間性 を失 って くる。管 理社会

の問題ですね。 自分が機械化 された中 での コ

マの ように無視 されます。 その反動 として旅

に出た りマ リファナをのむ,あ るい は相手 を

お どか して相 手が目をむ くの を見たい とか。

何 か自分の存在 を認 めさせ よ うとい う気持 ち

が どうして も出 るわ けです。 その2つ が私 は

問題だ とい うふ うに感 じてお ります。

情報産業成立 の条件

ち ょっと話 が展開 して しまいま したが,情

報産業の条件 として これだ けは言 お うと思 っ

て いることが3っ ばか りあ る。1っ は,情 報

産業 をしてお りまして感 じるのは,日 本 にお

いていわゆ る情報だ けが売 れ るとい うよ うな

状態がいつ来 るかとい うことです。 いままで

はシンクタンク ・ブー ムに乗 って楽観 的だ っ

たのですが,最 近はやや悲観 的なのです。 と

い うの は,日 本の場 合に ものを情報 に組 み込

んで,た とえば鉄鋼 あ るいは新幹線 とい うハ

ー ドウェアに入 ってい くとい うこ とはいいの

です けれ ど も,紙 と鉛筆 とコン ピュー タ とい

う道具 を使 って,情 報 を売 ってい くとい う産

業 が どの程 度育 って い くか にっいて は,日 本

ももう少 しソ フ トウ ェアな り情報の価値 とい

うものを認 めてい くよ うな形,そ れ をとる必

要 が どうして もあるのじ ゃないか。私の とこ

ろ も,い ま赤字 だか ら言 うので ござい ます け
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れど も。 それぞれいろいろな意 味で苦 しんで

いるわけです。情報だけを売 るとい う形 が,

産 業 として定着で きるか。実 はその現場 にい

る人 間 として非常 に感 じ る わ け で ございま

す。

情報の偏在

もう1つ の問題点。た とえば鉄鋼な らどこ

にあ るか らどこか ら買 うとい うことです ぐ手

に入 れ ることがで きるのですが,情 報 とい う

のは政府 あ るいはテクノクラー トの ところに

偏 在 して しま って いるとい う こ と で あ りま

す。私 は科学技術庁のデル ファイ予測の主査

をや って感 じたのですが,政 府がい ろい ろの

ことを聞 きます と,ア ンケー トが何 と90%近

く来 るのです。政府だか ら,お 役人だか らと

い うので来 るのです。非常 にい い情報 とい う

の は政府が,あ るいはテクノクラー トが握 っ

ていて,実 際は情報過多の中の情報過少 なの

です。っ ま らないだれ とだ れ とい うよ うな こ

とはみん な ものす ごくよ く知 ってい るけれ ど

も,一 番重要な情報 とい うのは実 は一部 の人

に握 られてい るとい う情報化社会 の中におけ

る問題点 とい うもの をわれわれはよほ どしっ

か りと考 えて いか なければな らない。

プライバ シー問題

最後 に1っ 。わ れわれが医療 システムをや

る,あ るいは結婚 の1っ のデー タ ・フ ァイル

を使 う,あ るいは教育で も背 番号制で もそ う

ですが,コ ンピュータ化にっいて,秘 密が も

れ るとい う不信感 が必ずついて くるのです。

ああ,コ ンピュータに入れ る と,プ ライバ シ

ーの侵害 だ とい うことを考 えて いる
。紙 の.ヒ

に書 いた もの とコ ンピュー タに入 って い るも

の とはた してそれほどプライバ シーにおいて

差が あるか どうか とい う問題 です。政府 の行

政の中 にコンピ ュータが入 るとして も,お れ

の今度払 った税金 がす ぐ他人 にわか って しま

うの じ ゃないか,あ るいは私 の病気 の履歴 が

全部わか って しま うの じゃないか,私 の会社

で起 きた ことは全部 わか って しま うの じゃな

いか とい う,フ 。ライバシーの不信感 とい うも

のが根強 い と思 う。 なぜ紙 な ら安心で コン ピ

ュー タだ うた ら不信 か とい うことも,こ れ も

非常に大 きな問題提 起 として出 してお きたい

と思い ます。

唐津 いまの フ。ライバ シー は,日 本 では他

人 のプライバ シー を一生懸命 にさぐって書 き

立てて それ を商売 にしてい る一部の雑誌,ま

たそれ を一生懸 命読み たが ってお られ る社会

でございますので問題だ と 思 い ま す。 しか

し,コ ンピ ュー タの中 に入 ってい る もの をど

う取 り出すか とい う方法論 は意外 と知 られて

いない よ うです。 それ さえ知 って しま.えばた

い したことはないか もしれない とい う気 もい

た します。テ レビの ビデ オど りです とここで

5分 前 とい う ものが出 るところなのですが,

あ ま り時間 もござい ませんが,吉 田 さん,ひ

とっ言 い残 したこ とを言 って ください。

高速 マ ン ・マシ ン ・システムにおける問題

点

吉田 いまお っしゃったよ うな問題 なので

す け れ ど も,結 局 コ ンピ ュータ も機械で あ

る。ただ,人 間 とたいへん大 き く違 うのは,

レスポ ンスが非常 に速 い とい うことが1つ あ

るわ けです。そ うした ところに今 日コンピュ

∴タを中心 とした シス テムとい うのが非常に

大 きなエ リアを占 め始 めた。普通 よ くこれを

人 間機械系,マ ン ・マシン ・システムとい う

形 で呼 んでい ます。っ ま りマン ・マシン ・シ

ステ ムな るものは何 も昨今 で きた ものではな

くて,か って人 間,道 具系 とい う形 で言 って

いたわ けで ございます し,そ れが今度人 間が

機械系で行 き始 めた とい う こ と に な る。た

だ,そ の ときに機 械は レス ポンスがたいへん

速い とか,あ るい はまたエ ネルギー をたいへ

ん うま く集中 して,そ のた めに人間以上 に非

常 に大 きな メモ リーを持 ち得 るのだ とい うよ

うな特性がたいへん強調 されて い く。そ うい

た します と,こ の人間機械系 を楽観論者 はよ

く人 間が機械 を使 うのだか らだ いじ ょうぶ と
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お っしゃるのですが,そ の人間 自体 は実 はい

っ も機械 に対応す る よ う な 形 に変わ ってい

く,一 種の人間の変質作用 とい うものが起 こ

るのではないか。機械の持 って いる特性 をフ

ルに生 かす ためには人間 は変わ って いかねば

な らない とい うことが強制 されて い く,そ れ

は現実 に存在す るコン ピュー タあるいはまた

人 間機械系の1っ の現状で はな いか。 それ を

やは り人 間の ほ うに引 き戻す とい う,そ うし

た新 しい人間機械系の発想 とい うものが要 る

の じゃないか とい うこ とです。

人 間機械系 に対す る古代の英知

また中国 を引 き出します けれ ども,中 国に

有名 な荘子 とい う哲学者が お りま して,古 代

の哲学者 でご ざいます けれ ど も,彼 が中国の

文献 では機械 とい うことばを使 った最初の人

であ ります。 この2字 は非常 によ くで きた字

なんで して,械 とい う字 は戒 め る,っ ま り手

かせ足かせのかせ なのです。だか ら現在で言

えば制御 の意 味を持 ってい る。上の機 はいろ

いろなか らくりで あ ります。 したが って,い

ろいろなか らくりを使 い,そ れ によ って うま

くその運動 を制御 して い く。っ ま り上の機 と

い う字が運動 で して,下 の機 とい う字 は制御

とい う意 味なのです。機械 とい うイメージを

非常 に正確 に出 してい る。 さらに荘子 は機械

を使 うと機心 が起 こる とい って ある。っ ま り

われわれが機械 を使 うときにはわれわれ自身

の精神 の状況,あ るいは労働 の質,そ の もの

が変 わ るのだ とい うこ と を す でに言 ってい

る。 こうした警告が紀元前4世 紀の中国 の哲

学者 によ って発せ られて い るのであ ります。

われわれは機械 を使 うことはたいへ ん便利で

あ り,レ スポ ンスが いい とい うことで使 いが

ちであ ります けれ ども,同 時にわれわれは機

心の持 ち主 とな って しま うのではないか とい

うおそれ,言 えば生 きてい ることに対す るお

それなのです 。っ ま り人 間機械 系の中で生 き

てい くとい う こ と 自体 に対 す る人 間のおそ

日本人は情報化時代にどう対処すべきか

れ,こ うしたおそれ とい うものが これか らの

人 間のロジ ックとして必要で はないか。私 は

皆 さんの ようにそ うした現実 の機械 の場所 で

生 きていない,1種 の 観念的 な世界 で生 きて

い る人 間で ございます けれど も,や は りそ う

した ものがぜ ひ要 るので はないか とい うこと

が結論 でございます。

正確 ・高密度な原情報 を

藤井 さっ きお話 しにな ったよ うに コンピ

ュー タそれ 自体 は正確 であ って も結局 プ ッ ト

インされるデー タ,プ ログラムが間違 って お

るととんで もない結果 にな る。実 は私の会社

で も初 めの うちコン ピュータ を使 ったため に

年 に5億 ぐらいの ロスが 出てお った とい う苦

い経験 を持 っておるわけで ござい ますが,結

局 精度 の高 い正確な情報,密 度 の高い情報 と

い うものが これか らあ らゆ る面 で一番大切だ

とい うことです。 とこ ろ が そ の一番の弊害

は,こ こに関係者が お られた らたいへん失礼

ですけれど も,マ スコ ミのいわゆ るマス コ ミ

公害 でございます。全 く反対 の根拠 に基 づい

た立論 をした りあるいは報道 を され る,そ れ

が今 日どれだ け日本 をゆが めて お るか とい う

問題 になるので,い か に情報化時代情 報化時

代 と言 いまして も,そ れはあ くまで も正確,

迅 速,か つ密度の高 い ものでなければな らな

い とい うことだ けを申 し上 げてお きます。

唐津 実 は きょうは多少 ま とめ をやろ うか

と思 ってい たのです が,司 会の不 手 ぎわで時

間がな くな りました。話題 は非常 に広範 にわ

た ってお ります。 しか もそれぞれにっいて非

常に適切 な ヒン トをいただいたよ うな気がい

た します。私 自身 も先 ほ どちょっと申 し上 げ

ましたよ うに,普 通 の本 とか雑誌,新 聞で読

んだ ことのない話題 が きょうの話 題の90%近

か った とい うことをお受 け取 りいただ きま し

て,き ょうの司会の不 手 ぎわ を御 容赦願 いた

い と思 います。
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セ ッ シ ョ ン3産i業 と情 幸良化

福祉社会における情報産業

、

要 旨

数年前,い わば製品論 に基づ く一次,二 次,三 次の

産業分類に対 し,横 断的な機能 に着 目 した 情 報 産 業

(知識産業)論 が説 かれた。情報化 には,デ メ リッ ト

に対す るアセスメン トおよびエ コロジカル ・シンキ ン

グを必要 とす る。福祉社会 とは,ク オ リテ ィ ・オブ ・

ライフの向上 を目的 とす るものでな ければな らず,脱

資源化,脱 公害化の情報産業の展開 とと もに,南 北問

題の よ うな矛盾の解決 を もはか る ものでな ければな ら

ない。

●



福祉社会における情報産業

小 林 宏 治1)

「福祉社会 における情報産業」とい うことで

何か話 をす るように とい うことで ございます

けれ ども,私 はこ うい う主題 の もとに確 た る

意見 を持 ってい るとい うわ けい ございません

ので,ど うい うお話 をした らよいか といろい

ろ考 えてお りました。皆 さんのお手元に レジ

ュメが届 け られてお ります けれ ど も,そ れ と

は離れてお話 し申 し上 げたい と思いす ま。

1情 報産業をどう捉えるか

最 近私 どもが と くに感 じます ことは激動 と

い うことでござい ます。っ ま り現代社会 を定

義す るとす れば,中 身 はど うで あるかわか ら

ない けれ ども,激 動 と混迷の世の中で あ ると

い うことで ございます。 その申 で情報産業 を

どうい うふ うにっかまえた らよいか とい うこ

とが,ま ず大 切ではなかろ うか と思 うので ご

ざいます。た とえば よく新 聞紙 上に出ていま

すよ うに,産 業構造の転換 であ るとか,価 値

観が変 わ りっっあ るとか,そ れか らくる世代

の断絶であるとか,あ るい は日本の国際化 を

どう進めるか とい うふ うな問題で あるとか,

さ らには最近の ローマ ・クラブの 「成長の限

界」 とい う報告書が とり上 げて お ります よ う

な地球 と人類 の将来 とい ったこ とまで含 む状

況の中で情報産業 を どうっ かまえ,ど う扱 う

か とい うことが与 え られた テーマの 「福祉社

会 にお ける情報産業」 とい うことに通ず るの

1)日 本電気株式会社取締役社長 ・工学博士

ではないか と思 うので ございます。

い ま,日 本列 島改造 が国民 的な課題 にな っ

てお ります。田中総理 は「日本列島改造 論」を

書かれたのであ りますが,田 中総理が もし書

かれなか った として も,日 本 列島は何 らか の

意 味で改造 されな ければな らない とい うこと

をみんなが感 じてい るわ けで ございます。 ま

た,ご く最近非常 に身近に感 じ ま し た こと

は,せ きを切 った ような勢いで 日本 と中国の

接近が行なわれてい るとい うことで ございま

す。 ここに象徴 されてい る問題の1つ は,先

進国,後 進国 との間の結 びつ きの問題 であ る

といえるだ ろ うと思 うので あ ります。そ うい

う中 で情報産業 とい うもの をど うい うふ うに

位 置づ け,'ど うい うふ うに発展 させてい った

らいいのか とい うことが このテー マの問題 に

も通ず るものであ ると思 うので ござい ます。

rF今,よ うや くll畜幸艮産業 とカ>titfi幸艮とい う

ふ うな ことばに少 しなれて きたよ うな気がす

るのであ りますが,数 年前 には じめて情報産

業 とい うことがいい出 された ときには,ど う

も情報 とい うの は耳当た りが よくないよ うな

感 じ もしてお ったので あ ります。情報 産業,

情 報産業論,情 報爆発,情 報革命,情 報 化時

代,さ らには情報化社会 とい うふ うな ことが

普通 の ことば として言 われ るよ うにな ってお

りますのは,そ れだけ世 間の関心が ひろま っ

て きた証左 であ ると同時に,こ うい うこ とば

によ る言 い過 ぎや行 き過 ぎも少 くはない とい

う感 じが しないわ けで もな い の で ご ざいま
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そ こで、 こうした ことに対 す る私 自身 の経

験 を振 り返 ってみま して も,過 去10年 ぐ らい

の間にはいろいろの変化 があ ったわけであ り

ます。私 自身 は会社 の仕事 の関係 か ら通信機

であ るとか,あ るいはコン ピュータをっ くる

とい うふ うな立場の事業 に長 い こと携 わ って

きたので あ りますが,こ れ らを世 の中のいろ

いろなで きごと,世 の中 との関連 で どうい う

ふ うにっか まえ,ま た どうい うふ うに 自分 の

頭の中 を整理すればよいか とい う必要 性 を感

じて いたので あ ります。 どう も通信産業 とか

あるいはコン ピュー タ産業 とい って もどこか

ピン とこない物足 りな さが残 る の で あ りま

す。 これは,1つ は通信技術 とか コンピ ュー

タ技術の進歩が速いためで もあ るとい えるか

もしれませ んが,同 時 に,こ れ らが社会各層

に拡散 してい くよ うな性質の ものであ ったた

めか もしれない とい うふ うにい えるので ござ

います。 た とえば10年 ほ ど前 までは別 に気 に

もせず に,電 話機だ とか交換 機だ とか,あ る

いはテ レビ ・セ ッ トだ とか コンピ ュー タとか

い ったよ うな個 々の製品 とい う観点で考 える

だけで,な ん ら支障 を感 じていなか ったので

あ ります。 しか し,通 信機や コンピ ュー タの

急速 な技術進歩 と,大 巾な普 及 が 進 む にっ

れ,丁 度10年 位 前か らどう もそれだ けでは済

みそ うもない とい う予感が して くるようにな

ったので ございます。

い ま申 し上 げたいろいろな製品単位 の捉 え

方の底 に一貫 して流れ る もっと大 きな何かが

ある とい う感触が出て きたので ございます。

さ らには第一次産業,第 二次 産業,第 三 次産

業,サ ー ビス産業 とい うふ うな産業分 類では

表に出て こない ような重 要な性質 が これ らの

中に あるので はないか とい うことで ございま

す。 これ を うまくっかまえ る よ う に しない

と,私 ど もの産業が どっちの方 向に進 んで行

くものか とい うこともよ くわか らない し,ま

た少 し大 きく言 えば,今 後 の 日本 の社会 の二

福祉社会における情報産業

一ズ を見越 して ,そ れに前 向 きに創造 的かつ

提 案的に事業 を展開 して い くとい うこと もで

きないので はないか とい うふ うな問題 意識 が

強 まって参 ったので ございます。

そんなことを感 じていろいろ と考 えあ ぐん

でお りました と き,私 は2っ の ヒン トを得た

わ けで ござい ます。1っ はアメ リカの プ リン

ス トン大学の マ ッハル プ 教 授 の 「知 識産業

論」で ございます。正確 に申 し上 げれば 「ザ

・プロダクシ ョン ・ア ン ド ・デ ィス トリビ ュ

ー シ ョン ・オブ ・ナ レ シジ ・イ ン ・ザ ・ユ ナ

イテ ッド・ステー ト」 とい う題名の書物が プ

リンス トン大学版で1962年,っ ま り昭和37年

に 出版 されているの を知 ったの で ご ざ い ま

す。 もう1っ は京都大学 の梅樟 忠夫教授の書

か れ た 「情報産業論」で,こ れ は 「中央公

論」に出ま した。いず れ も昭和38年 に私 はお

目にかか ったわ けであ ります。 しか し,そ の

当時 として は,私 が感 じてお ります よ うな こ

とにぴた りとした回答 を出 して くれた とい う

よ りも,な るほどうまい ことを考 え出す もの

だ なとい う感 じだ ったので ござい ます。

非常にわか りやす か ったのは,ギ ルバ ー ト

・パー ク氏が 「フォーチ ュン」 に出 した 「ナ

レッジ ・ザ ・ビッゲス ト・グロー ス ・インダ

ス トリー ・オブ ・ゼ ム ・オール」 とい う論文

で ございます。 その翻訳 が昭和40年 に入 りま

して 「プ レジデン ト」に出ま した。 どち らか

といえぱ このパ ーク氏 がナ レ ッジ ・イ ンダス

トリー といいますか,そ うい う概 念 をわれわ

れ に提 供 して くれた とい えるの で ご ざ いま

す。私は この論文 を読 みま した と きに,幽な る

ほど学者 とい うものは え らい仕事 をす るもの

だ なと感心す る と共 に これに よ って いままで

非常に もや もや していた ものが何かす っき り

となったよ うな気が したわ けで ございます 。

つ ま り私 ど もの頭の中にあ った もの は,第 一

次産業,第 二次産業,第 三次産業 とい った も

のの中のあれ これの1つ の新規分 野 とい う意

味での情報産業 ではな くして,産 業 と社会 に
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深いかかわ りを持つ新しい傾向あるいは基本

的潮流としてっかまえるべ きだという考えで

ございます6

2「 目に見えないものの」重要性

その当時 まで は鉄 とか石炭,繊 維 とか 自動

車,あ るい は通信機 とか テレ ビとい った産業

の見方が支配的 とい うか,常 識で ございま し

た。 これ はすべて 目に見 える もの,さ わ るこ

とので きる もの としての製品論 であ り,ま た

それに基礎 を置 く産業論で あ りま した。 これ

に対 し,私 が感 じて お った もの は,知 識 とか

情報'とか技術 とい うふ うな人間の頭脳 と深い

かかわ りの あるインタンジブルな無形 な もの

に,よ.り 以上 の重要性が あ るとい うこ とで ご

ざいます。 この よ うに さわ ることので きない

ものに基礎 を置 く産業 の場合 には,ど うして

も私 ど もの頭 の中ではは っきりしないで もや

もや してい る外 なか ったのではないか と私 は

自己流 に理 由づ けを し,解 釈 して い るわ けで

ございます。 どちらか といえぱ私 は気が早 い

方 でまた学者 じゃあ りませんか ら,そ うい う

ことを考 えた ときにはぱ っと言 って しま うほ

うで ございます。そ こで昭和40年 の9月 に名

古屋で電気 関係学会 の大 会があ りました とき

に,こ うい う考 えを紹介 しま した ところそれ

は非常 にお もしろい考 え方 だ と共 感 を持 って

下 さった方 が多 く,そ れで もう一度 とい うこ

とにな って41年4月 に東 京での電 気学会連合

大会で,も う少 し考 えを整理 した もの をお話

したわ けで ございます。 これ らの大会におい

て,知 識産 業 とい う名称 の もとにお話 をした

次第であ ります。

そうした中で私が気づ くようにな った こと

は,日 本が高度 な経済成長 を遂 げっっあ る理

由 は,物 をた くさん生産で きるよ うにな った

こと も大 きいか もしれ ませんが,む しろ 日本

人が知識や技術や 自分の頭脳 とい うもの をよ

り巧み に駆使で きる能力 を持 って,そ れ を遂

行 した ところにか ぎが あったので はないか,

とい うことで ございます。 しか し実 の ところ

そ うい うことを考 えまして も,私 自身 の当時

の考 え方は,い ま申 し上げたよ うなわれわれ

日本人が置かれてい る環境 条件 か ら,労 働集

約や資本集約型の産業では先進 国に追 いつ け

な いし,わ れわれは もっと技術 と知識集約 と

い うことを目ざさない と日本 として 国際競争

に うちかっ道が開 けない とい うふ うな,追 い

つ け追い越せ式の考 え方が土台にあ ったわけ

で あ ります。っ ま り,今 か らみれば,そ の ビ

ヘイ ビアの基本 はや は り追 いつけ追 い越せ式

の意識で知識,情 報 とい うものをながめ る傾

向が強か ったと反省せ ざるを得ないのであ り

ます。 当時 はハ ーマン ・カー ンが 日本が21世

紀 初頭 にはアメ リカを追い越 して世 界 を リー

ドす るよ うな経済大国 になるとい う指摘 を出

す少 し前で あ り,日 本のGN1も1千 億 ドル

にかろ うじて到達す るか しないか とい うころ

で ございま したので,頭 の中では追いつ け追

い越せ とい う発想が基底 にあった ことはいな

めないので ございます。

3日 本の発展に立ちふさがる壁

こうした中で 日本経済 は昭和41年 度 に1千

億 ドル経 済に達 しま して,そ の後5年 をたた

ず に2千 億 ドル経 済に急速 に拡大す る過程 を

続 けたのであ ります。その ころいわ ゆ る社会

の ひずみ とい うふ うな ことが新聞,雑 誌で論

ぜ られ るよ うにな りました し,私 ど ももそ う

いわれてみれば何か ひず みがほ って お けない

もの にな りっっあ るとい う感 じを持つ よ うに

な ったので あ ります。やがて社会 のひず み と

い った よ うな成長の副作用的な ものに対す る

指摘が クローズア ップして きて,社 会 とい う

もの を根本か ら見直す必要 さえあ るの じゃな

いか,と い う強い インパ ク トを受 けるように

な ったの であ ります。

その キ ッカケの1っ は,私 の場 合,昭 和44

年 に科学技術 と経済 の会が編成 して アメ リカ

に派遣 した産業予測調査団の調査だ とい えま
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す。 この調査団の 目的 はポ ス ト・アポロ,ポ

ス ト・ベ トナムの アメ リカでい ったい どうい

う未来産業が姿 を出 しっっあ るか,つ ま り,

ポス ト ・アポ ロとい えば技 術 とか知識 の シス

テ ム的な使い方 に よってわれわれが予想 もで

きない大 きな未来産業 がぱ っとわれわれの目

の前 に出て くるのではないか,こ うい う動 き

を調査 しよ うとい うことで ございま した。い

つで も私 どもの考 え方 は追 いつ け 追 い 越 せ

ですか ら,何 か相手方 に新 しい ものが出て く

るの じゃないか,出 て きた ら日本 もそれに追

いつかな けれ ばな らない とい う受 け身の立場

で ござい ます。 そこで私は団長 にな って アメ

リカへ昭和44年 の11月 に行 ったので ございま

すが,い ま言 い ました ように,技 術 とかその

イノベー シ ョンとかあ るいは知識 とい うもの

の システ ム化 が将来 の発展 の方 向で あ って,

これか ら新 しい未来産業が生 まれて くるに違

いが ないが,そ れが アメ リカで どの ような進

展の徴 候 を持 って いるか とい うことをさぐろ

うとい うわ けで あ ります。 どち らか とい えば

桃色の未来 産業 を頭に描 いてお ったのであ り

ます。 しか しその調査で私 どもが学 び とった

ことは全 く別 の次元の ものであ ったのでござ

います 。私 は団長 を引 き受 けます とき,そ ん

な大任 は負 えないので,シ ャッポにはなるけ

れど も,副 団長 にはそ うい うこ とに必要な素

養 と背景 を持 った人 をっ けて欲 しいとい うこ

とで,林 雄二郎氏,牧 野昇氏 とい った方々の

参加 を得たので ござい ます。30人 の大 きな団

体だ ったのであ りますが,ア メ リカへ行 って

いろいろ調 査 した結 果,行 く前の予想 とは別

の次元 の もの を見 出 してが く然 としたわけで

ございます。私 だけではな く,団 員全部がが

く然 とした とい うことで ございます。

その1っ は,技 術 とい うもの は社会 に役立

っだ けで はな く,マ イナスの影響 も起 こす,

したが って,そ の効用 を前 もって見定 め る必

要 があ る,つ ま りこれがチ クロノロジー ・ア

セスメ ン トとい う概 念であ ります。あ るいは

福祉社会における情報産業

またエ コロジカル ・シ ンキ ング とい うふ うな

こと も新 しい考 え方 として私 どもに実感 を持

って迫 って くるとい う状況 でご ざいま した。

もう1っ は アポ ロは宇宙征服 とい う人類の

共同 目的 とい ったよ うな大 きなプ ロジェク ト

ではあ ったけれ ども,そ れ よ りも地上の生活

の福祉 のほ うが もっと大切 で,こ れ を見忘れ

てはな らない とい う考 え方が アメ リカには根

強 く広 が って お った とい うこ と で ご ざいま

す。

っ ま り公害 とか環境問題の クローズ ア ップ。

でござい ます。従来 の ような経済や技術の発

展の趨勢は必ず しも社会 と人間に とって好 ま

しい もの とはい えない とい う感触 を強 くした

ので ございます。ハーバー ド大学 へ行 きま し

たと きにはあ る教授 が創価学会 とい うものに

まで非常な関心 を寄せて お りま した。っ ま り

価値観 の相違 、価値観の変化 と い う こ とか

ら,あ らゆる可能性 を学者が見直 して いると

い うことの1例 を,こ こに も見出 したので ご

ざいます。

こ うい った よ うな感触 は帰国 してか ら報告

いた しましたが,も ちろん時期 を同 じ くして

そ うい ういろい ろなイ ンフォーメー シ ョンが

日本 に伝わ ってお った ことと思 います 。 しか

し私 にとっては その調査 団で感 じたのが実 は

初めてであ ったのであ ります。 その後 間 もな

く70年 代 の産業i通商政策 あ るいは70年 代 の科

学 技術振興政策 とい うふ うな政府 の審議会の

答 申の中に,こ の調査団で問題 に したよ うな

ことが全部主軸 とな って織 り込 まれ るよ うに

な ったので ございます。人のふ り見てわがふ

り直せ とい うことわ ざにあ ります ように,ア

メ リカの病 め る徴候 を目に しなが ら,公 害 に

おいて はむ しろ アメ リカよ り日本 のほ うが先

進国であ り,日 本 は,こ の解決 にみず か らく

ふ うしなければな らない とい うこ とを痛感 し

たので ございます。
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同 じ昭和44年 の秋 に,私 は もう1っ のイン

パク トを受 けたので ございます。それは ロー

マ ・クラブの発足であ りま して,発 起 人の1

人 で あるイタ リアのペ ッチ ェイ博士か らロー

マ ・クラブに入 らないか とい う勧誘 を受 けた

のであ ります。 それは,現 代の社会がい まの

ような趨勢 をたど って い くと,人 類 は百年 を

待たず して生 存の危機 におちい る,そ の回避

のために努力 しよ うとい う呼びかけであ りま

した。同好の士 をっの り,相 集 まって研究 し

て,そ の研究結果 を世界中のデ シジ ョン ・メ

ーカー,つ ま り各国の政治家 で あ る とか政

府,為 政者 に訴 えて,こ れ に対す る対策 を立

てよ うではないか とい うので ござい ます。

初 めは,事 態を深刻 に とり過 ぎて いる と思

わないわ けで もなか ったので ございますが,

その後ペ ッチェィ博士 とも会 っていろいろ と

話 してみ た り,ま た新聞,雑 誌 に出て くるこ

とや身のー廻りに起 る こ と を 考 え て み'ま す

と,さ きほ ど述べ た産業予測調査団での体験

もあ った もので ございます か ら,基 本的 には

このままでは世界 の危機が百年 以内に来 る と

い うことは荒唐無稽 な ことではないよ うだ と

い うことを痛感す るようにな ったので ござい

ます。45年 の4月 に はカ ナダで開かれた ロー

マ ・クラブの世界大会に私 も出席いた しま'し

た。 これにはカナダの閣僚以下多数の有力者

が出席 しま して非常 な関心 を持 って.いるこ と

をまのあた りに見 て感銘 を受 けたので ござい

ます。 ことしにな りま してMITに 委 嘱 して

研究 した 「成長 の限界」 とい う報告書 の訳本

が 日本で出版 され ました。それは20数 力 国語

に翻訳 されて多 くの国でベス トセ ラーにな っ

て いる との ことで あ ります。

こうい う中で私が強 く感ず るよ うにな りま

した ことは,大 切 なのは経済 で も技術で もな

く,人 間の生活 その ものなのだ,と い うこ と

で あ り,言 いか えます と人 間の生活 に役立っ

経済,こ れ に役立っ技術が必要 なのだ とい う

ことで ございます。

私 は,そ こで昔 の ことを思 い出 します。戦

争前,私 は東北大学 の抜 山平一教授 に,い ろ

いろ とご指導 を受 ける機 会があ ったの であ り

ますが,抜 山先生が よ く言われ ました。それ

は,技 術 の計画 は国 の戦力 に寄与 す るとか防

衛 に寄与す る とか とい うこ とだ けで あって は

な らない し,ま た技術へ の興 味だ けで あ って

はな らない,技 術の計画 とい うものは生活愛

に基礎 を置 く ものでな ければな らない,と い

う指摘で あ ります。 こうい うことを言 われ る

ものですか ら,抜 山先生は海 軍の嘱託 をされ.

て お りま したが,敬 遠 され る傾向にあ った こ

とを私 はよ く記憶 して お ります。 その抜 山先

生が,昭 和18年 に とい う戦争の さなか に 「学

術研究 と技術計画 」 とい う本 を 出 さ れ まし

た。 その本に は,技 術計画 は,生 活愛 に基礎

を置か なけれ ばい けないのに,日 本人 はその

根本 を忘 れて いる,日 本で,科 学技術が進歩

しない最 も根本 的な理由 はここにあるとい う

ことを書 いてお られます。私 も何度か直接 に

聞か されてお ったのですが,実 はその ころは

ピンとこなか ったのであ ります 。その本 につ

いて は終戦後少 し書 き直 されま して,昭 和26

年 に 「科学 ・技術 ・生活」 とい うふ うに改題

されて出版 されて お ります。い ま読んでみ ま

して も,私 は抜 山先生 とい う方 は非常 にえ ら

い人だな とい うことをつ くづ く感 じるので あ

ります。 ローマ ・ク ラブが考 えているよ うな

ことを先生は もう戦争前 か ら考 えてお られた

とさえ云 うことが出来 るのであ ります。あの

ときに聞 いた先生の話 とい う ものは,年 をと

ったせ い もあるか もしれ ませんが,こ の ごろ

にな ってよ うや くわか る,と い う気がす るの

で ございます。

きょうのテーマ として与 え られ ま した福祉

の意味 もいろいろな角度 か ら概念規定 がで き

るか と思い ます けれ ど も,平 た く言 えばわれ

われの生活の クオ リテ ィの向上に役立っ情報

産業,と い う意味で受 けとめ るべ きで はない

か と考 えるので ございます。言 い か え ます
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と,工 業発展 に寄与す るだ けの情報産業,あ

るいは国際競争力 を増強す るためだ けの情報

産業,で あ って は十分で はない。っ ま りニー

ズのプ ライオ リテ ィの置 き方 を正す こ とが大

切 であ ると痛感 す るよ うにな って きて いるの

であ ります。

5今 後の情報産業の展開

言 うまでもなく,情 報産業 はタテ割 りの産

業区分ではございません。それはエネルギー

産業分野とか加工製造分野,流 通サービス分

野,レ ジャー ・余暇分野,教 育 ・研究分野,

行政自治分野,家 庭の生活分野等のすべての

領域に横断的に浸透して展開するものだと考

えるのでございます。

たとえば交通運輸の分野では,産 業のため

にも、そして個々人の生活のために も情報系

統の形成により適切な運行のための計画とコ

ントロールがますます大切になってきてお り

ます。公害を出さない輸送機関の開発と並ん

で,増 大する需要を渋滞な く流れさせる誘導

をあたか も人体における循環系統のように大

動脈から毛細管に至るまで血瘤や異常血圧,

弁膜症のような病気を起こさせることなく計

るなど狭い国土の高密度社会に適合するよう

な交通運輸 というものを実現することは,知

識情報の適切な駆使によって初めて可能にな

るものだと思います。

また衛生,医 療の分野においても同様であ

って予防,診 断,治 療の円滑なシステムづ く

りは,大 学における医学研究,医 薬の開発 ・

流通,病 院での診断,看 護,'身 体障害者の救

済,老 後生活の保障に至 る まで 多角的な施

設,制 度の開発において情報産業のなすべき

課題は非常にた くさんあると思うのであ りま

す。

また,人 と人との相互理解 と交流の面でも

しか りであ ります。たとえば先般の田中総理

が訪中されたときのテレビ中継が果たした役

割 りを取 り上げてみることが出来ます。中国

福祉社会における情報産業

とい うもの に対する日本人 の理 解 とい うもの

は,4半 世 紀にわた って閉 ざされていたので

すが,わ ずか数 日のああい うテ レビに よ って

国民の中国 に対す る知識 と理解 が過去25年 間

の何倍かの もの とな り得 た とい えるので はな

いか考 えます。国交正 常化 をめ ぐる刻 々の動

きまでが万人 の目に,ま た耳に伝 え られたの

で ございます。 これはテ レビだ とか,放 送 だ

とか,衛 星 とい うものが こうした成果 を可能

に したのではないか と思 うので ご ざいます。

私 はいつ も言 ってい るこ とですが,通 信 の 目

的 は世界 じゅうの人が ミいつで もどこで もだ

れ とで も見た り聞いた り話 した りす ることが

で きるミ よ うになることにあるべ きであ り,

そ うい うみんなの知 りた い願 い と知 る権 利が

充足 される手段の開発 も,情 報産業 の中心的

な役割 りの1っ である と思 うの で ご ざ い ま

す。 このよ うに情報産業 は今後社会 のあ らゆ

る分野 での適切な展開 を進 め られ ることが期

待 されてい るので あ ります。

一方 そ ういう開花の中 で生 じうるデ メ リッ

トを先取 りして適正 な育成 をはか ることが大

切 であ ります。われわ れが気 をっ けな けれ ば

な らないのは,個 人 のプ ライバ シーの尊重 で

あ るとか,放 送番組 や出版物 の品位あ る慎重

な選考 とか,情 報のはん らんか らくるイ ライ

ラの防止な どで ございます。 また情報の中央

独 占 ミ自称 エ リー トミが非常な権威 を持 って

情報の中央統制 をはか るような姿勢 とい うも

の も回避 されなければな りません。知識,情

報 に対す る開発者の権利の尊重 と公共 的活 用

に も一層の工夫 を必 要 といた します。資 源の

枯渇,公 害の増大等の制約条件 の中で,脱 資

源,脱 公害 とい うふ うな産業 の育成,っ ま り

知識集約型産業 の開発 によ って今後 の 日本の

産業構造の適正化が はか られ なければな らな

いのでございます。 これ は情・報産業 の大 きな

役割 りだ と思 うので ございます。

また,あ ま り詳 しく触 れる ことはで きませ

んが,こ の次 に,日 本 は どうして も北 と南 の
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問題に直面せ ざるを得ないし,こ れが非常に

大 きな問題 として出て くるのではないかと思

います。後進国は食えない,先 進国は もう腹

一ぱいだ という姿 とい うものが世界の姿であ

ってはな りません。北 と南の問題はどうして

もこの次に大 きな問題として出てくると思 う

のであ ります。こうい うふ うな意味で,今 後

の情報産業の問題は1つ の領域の事柄ではな

くて,日 本全体さらには地球の文明というこ

とにまでかかわる全般的な問題 で ご ざいま

す。現代文明は産業革命以来2百 年の歩みを

経て きたわけでございますが,そ の発展の上

に私はいままさにその歴史的なターニング・

ポイ ン トに さしかか って いる とい うふ うに考

え るので ございます。

一口に言 えばそれは量 か ら質へ の転換
,あ

るいは物的な ものか ら知 的な ものへ の転換 と

もいえ るか と思 います。 そ して これ らの根底

に人 間の生活 のクオ リテ ィーア ップ.とい うこ

とが基本 として貫徹 され,そ れへ の寄与が不

可欠 なのだ と考 え るので ございます。

はなはだ ことば足 らず で意 を尽 くせ ません

が,時 間 も来 ま したので,私 の話 を以上で終

わ りたい と思 います。御清聴 あ りが とうござ

いま した。(拍 手)
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セ ッシ 。ン3産 業 と情 報 化

情報 化社 会 に おけ る コン ピ ュー タの役割

要旨

意思決定への役割とソフトウェアの充実による電算

機システムの高性能化が強調された。また,計 算技術

・通信技術 ・制御技術による広域情報ネット・ワーク

の価値と必要性が論ぜ られ,推 進役としての情報シス

テム開発庁構想が示唆 された。なお,情 報収集 ・処理

・流通3機 能の分化案が提示された。小型電算機によ

る広汎かっ経済的な社会的寄与 とともに効率上の電算

機最適規模 と,大 小電算機によるネットワークの最適

配置が論ぜ られた。



情報化社会 におけるコンピュー タの役割
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岸田 「情報化社会にお けるコン ピュー タ

の役割 」 とい う表題で もいろいろの話の しか

たがで きるの じゃないか とい う感 じが いた し

ます。 とい うの は,ま ず情報化社会 とい うの

は何であ るか とい うことをすべての人が同 じ

に とらえているわ けではない とい うこ とが あ

りますか ら,自 分 は情報化社会 とい うのを こ

うい うふ うに考 えて いるのだ とい うよ うな角

度か らこの話題 を とらえるこ とが で きる,そ

うい う角度があ ると思 います。

それかか,日 本 で言 います と,去 年 の暮 れ

す でにコン ピュータの台数 は1万 台 をこしま

した。 そして,現 在 その数 は年 に30%あ るい

は30%を こ える割合 でふえ続 けてお ります。

したが って,コ ンピ ュータが これか らもっと

多 くの分野 に広が ってい くことは間違いない

のです が,い ったい どうい うところ にこれか

らコンピュータが新 しい可能 性 を開いてい く

のだろ うか とい うよ うな角度か らも 「情報化

社 会におけ るコン ピュー タの役割」 とい うの

1)富 士 通株式会社常務取締役

2)ス ペ リーラン ド・ユニパ ック社副社長

3)ニ クス ドルフ ・コンピュータ社社長

4)株 式会社 日立製作所常務取締役 ・理学博士

5)朝 日新聞社論説委員

をとらえることがで きると思います 。

さらには,コ ンピ ュー タといい まして も1

種 類で はないわけで して,い ろいろの内容 の

コン ピュー タがあ ります。小型 の コンピ ュー

タか ら超大型の コン ピュー タまでいろいろ あ

るわけですが,コ ン ピュー タ産業 とい う角度

か ら考 えます と,ど の よ うな コンピ ュー タを

これか ら普 及 させてい くことが将来の社会 に

一番 うま く対応で きると考 えるのか とい うよ

うな議論の しかた もたぶんで きるだろ うと思

います。 コンピ ュー タ とい う新 しい可能性が

いっごろどんな ところまで到達す るだ ろ うか

とい うよ うなコン ピュー タの技術開発 の角度

か ら,そ の技術開発 の各段階 と社会 との対応

関係 とい うふ うな ところか らも議論 を整理す

ることがで きるの じゃないか とい うよ うな感

じがいた します。 それぞれの方 が どんなお話

をされ るか,私 は十分 理解 してい るわけでは

ないのですけれ ど も,い まお話 ししま した よ

うない ろいろの角度 か ら自由な話題 の提供 を

してい ただ ければ幸 い と思い ます。

それで は橋本 さんか らど うぞ。

橋本 ただい ま岸 田さんか ら申 され ました

よ うに,一 口に情報化社会 と申 しま して も人

によ って とらえ方が違 うの じゃなかろ うか と
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思い ます。 したがい まして,私 は情報 化社会

とい う ものは こ うい うふ うに とらえてお りま

す とい うことを申 し上 げて,そ の中における

コンピ ュー タの演 じつつあ る役割 り,あ るい

はこれか らこうい うよう役割 りを演 じたい も

のであ るとい うような順 序で,そ の最後 に役

割 りを果 たすべ きために と りあ えず どうい う

ことが望 ま しい ことであ るか とい うことを申

し上 げたい と思 います。

情報化社会 とはな にか

情報化社会 とい うことは,だ れが言 い出 し

たかわか りませんけれ ども,4,5年 前 か ら言

い出 されたわけで ございます 。御承知 のとお

り,人 類 は農業 を中心 として狩猟 時代 といい

ますか食 べ ることに一 ぽいであ った とい う時

代 か ら,そ れが生産性が上が ってゆ とりがで

きた といいます か,し たが って余剰人 口は工

業 のほ うに移 ってい って非常 に工業 が盛ん に

な り,工 業 が盛 んになれば食糧品 の生産 もま

たよ きフ ィー ドバ ックの もとに行 なわれるよ

うにな った とい うよ うな ことを繰 り返 し,い

まや この成熟 した工業力 に ささえ られ て,自

動車 とか家電品 な どの大衆消 費によ って特徴

づ け られ るよ うないわゆ る工業 を中心 とした

社会 といいます か,産 業化社会 と呼ぶ時代 を

迎 えたわけであ ります。 この産業化社会の次

に来 た るべ きものを これ と対比 させて情報化

社会 ととらえたいわ けで あ ります。す なわ ち

情報化社会 とは情報 に関す る需要がだんだん

増大 して きて,か つ また多様化 された もので

すか ら,情 報の収集だ とか貯蔵,加 工,あ る

いは伝達の ための技術,手 段が非常 に進歩 し

て くる とい う状態 を さす ものだ と思い ます。

したがい まして,産 業化社会 と対比 して これ

か らの情報化社会 とい う ものは,一 口に言 え

ば その特徴 は豊かな社 会であ って福祉的であ

るとい うこと,技 術の進歩 が非常に急速 であ

るとい うこと,社 会生 活に必要 なまたは場合

に よっては不必要な もの もあ るわ けで ござい

ます けれ ど も,情 報量 が非常 に増大 してい る

情報化社会におけるコンピュータの役割

とい うこと,そ れか ら知識産業の比重が増大

して.いる,増 大 しっ っあるとい うよ うな こと

を情報化社会 ととらえてみたい と思 います。

卑近な例で ございますが,こ の8年 間 を見 ま

して も,電 電公社 の事業収入が倍だ とか,雑

誌 の売 り上 げが3倍 で あるとか,書 籍の売 り

上 げが2倍 であ るとか,新 聞の発行部数 が1

・3倍 であ るとか,テ レビの受像 に至 っては

7倍 で あるとか,こ うい うよ くその辺 にあ る

いわゆる情報 とい うもの をと らえて も膨大 な

量 にな ってお ります。 この ときにあた って こ

のコン ピュー タが大 きい役割 りを演ず る こは

もちろんで ござといまして,情 報化社会 にお

けるいわば生産設備 とも呼ぶべ き ものの中核

をなす ものは コンピ ュー タであ ることは論 を

またない と思います。

コンピュータの役割

しか し,こ こにエ ッカー トさんが お られ る

のですが,コ ンピュー タとい う もの は計算 を

す るとい うことか ら始 まったわ けで ございま

すが,第1世 代にお きましては人間が いろい

ろす ることをその まま機械でや らせ るとい う

よ うな ことであったのではなかろ うか と思 い

ます。いまコ ンピュー タの非常 に悪 口を言 う

人 は,ハ ー ドウェアは3世 代か もしれな いけ

れ ども,ソ フ トウェアは2世 代で あ り,ア プ リ

ケーシ ョンは第1世 代 にす ぎない とい うよ う

な ことを言 ってお ります。第1世 代 の アフ。リ

ケーシ ョン というものは,こ れまで人 手で処

理 していた仕事 を忠実 にコ ンピュー タに移 し

か えた形態の ものではなか ろ う か と思い ま
ノ

す。か くして第2世 代,第 世3代 にな ったわ

けであ りますが,こ れか らのコ ンピュー タの

高度利用の1っ といた しま して は,第1に 人

間による意思決定 を助 けるためのコ ンピ ュー

タの利用ではなかろ うか と思い ます 。また そ

うい う方面において コン ピュー タが果 たすべ

き役割 りは非常に大 きい もので はなかろ うか

と思い ます。われわれ人間 は政治家 であれ企

業家であれ技術者で あろ うが,そ の 日その 日
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の目前 に出て きている問題 をそれ な りに解決

して意思 を決定 しなけれ ばな りませ ん。 この

よ うな 目的のために重要 な もの としていまわ

ずかに あ ります ものはORと い う よ うな も

の,あ るいは リニア ・プ ログラ ミングとい う

よ うな もの,パ ー トとい うよ うな もの,こ う

した ものが問題解決の有力な武器 とな ってい

るわけで ございますが,こ の よ うなこ とはコ

ンピ ュー タの第1世 代 にはな か ったこ とで ご

ざいます。いままで は,第1世 代 においてはた

だ人間のや り方 を忠実 にフ ォローす るだけだ

ったのですが,そ れだけでは このORと か リ

ニア ・プ ログラムとい う ものは生 まれて こな

か った もの であろ うと思 い ます。かっ また,

他 方 われわれは現実問題 として こ うした手法

が どん どん開発 されて くるまで 日々の決定 を

延 ばす とい うような ことはで きませ ん。 した

が って,い ま多 くの問題 は人 間が持 ってい る

す ぐれた判断力や勘 によ って解 くとい うこと

が通例 でござい ますが,こ の人 間の判 断力 や

勘 をサ ポー トす るために コンピ ュー タを有効

に活用す るこ とが これか ら期待 され もし,コ

ンピュータが演ずべ き領域で はなかろ うか,

そ うい うふ うに思 ってお ります。

第2番 目といた しまして は,コ ン ピュー タ

の高度 利用 として,先 ほど申 し ま し たよ う

に,計 算のための道具 として開発 されたので

はござい ます けれ ども,こ のコ ンピ ュータの

ハー ドウ ェア,ソ フ トウェアの発達 した こと

を土台 として,大 規模 な ファイルやデー タバ

ンクを形成す るこ とが可能 にな りま して,し

たが って座席予約 システム とか銀行 オンライ

ン ・システ ムとい うよ うな もの を現実 に見 る

ことがで きたわけでご ざいますが,今 後 よ り

多 くこの分野に大規模 かつ普及 されて,情 報

ネ ットワークとして社会 の神経 系統 として役

割 りを果 たす とい うことが もう1っ の ことで

はなか ろ うか と思い ます。

ところで,い ままで申 しました もの は情報

とい うものが数値で あ らわ され る ものが主体

であ った もので ございます が,人 間の取 り扱

う情報 とい うもの は必ず しも数値 であ らわ さ

れ る ものばか りではあ りません。 ことばで表

現 される情報,図 形 または画像 とい うような

もの も1つ の情報で あ りまして,こ うした も

のをコン トロールす るこ とが可能で あるよう

な技術 の発展 とい うことが期待 され,ま たそ

うい うことを発達 させ ることによ って世 の中

に役立っ とい うふ うに思考 され るものではな

か ろうか と思 い ます。

標準化 の必 要

いずれ にいた しまして もこ うい うような こ

とをや り,コ ン ピュータが役割 りを演ず るた・

めには次の段階 として,い か に計算機がふ え

た として も,チ クロノロジーが発達 した とい

た しま して も,そ の情報 の処理 や整理 とい う

よ うな ものが局所 的にま ちま ちに行 なわれて

いて はその流通 性がそ こ な わ れ ると思 いま

す。またその役 割 りとい うもの も半減 もす る

で しょうし,二 度手間 も多 くかか るのではな

か ろ うか と 思 い ま す。 そ こで,情 報 を整理

し,使 いやすい もの にす る必要が あるわ けで

あ りますが,そ うい うことによ って流通性 も

そ こなわれ ることがな くな るわけであ ります

が,そ れについてISOそ の 他に よ りま して

コー ドとか フォー マ ッ トとかい うような もの

の標準化 とい うものが デ ィスカ ッシ ョンされ

て お りますが,こ れか らは こうい う標準化 と

い うものを考 え,統 一 で きるものは統一 して

い くことが大事 な ことではなかろ うか と思 い

ます。標準 化 と申 します と,何 か統制 のよ う

な,技 術の進歩 を阻害す るように思われがち

で ござい ますが,こ こで言います標準化 とは

主 として外部か ら見た標準化 とい うような こ

とで あって,進 歩 を阻害す るとい うふ うには

考 えません。 これ らの標準化の仕事 を行な う

ことによ って そ うい うことを指 向す ればアー

キテクチ ャー といいますか,そ うい うもの も

一致 で きて ちょっとの ことでソ フ トウェア も

みんな共通 に使 えるとい うような ことがで き
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て,い ま申 し上 げました情報の処理や整理が

局地的 にまちま ちに行なわれ,し たが って流

通性が そこなわれ るとい うこと もな くな りま

しょう。 自動車 とい うものが ち ょうど同 じよ

うなことで,い ろいろ変 わ ってはい ます けれ

ど も,ど この会社 のガソ リン をたかな ければ

この 自動車 は走 らない,ど この会社 のガソ リ

ンをたかなけれ ば こっちの自動車 は走 らない

とい うよ うなこ とはな く,ど この会社 のガソ

リンで も自動車 は走 るとい うよ うに,ア ーキ

テクチ ャーで も一致 す るようになれ ば,い ろ

いろソフ トの融 通性 もで きて もっとも情報化

社会 に貢献 す ること もで き,真 に コン ピュー

タが情報化社会 に大 きな役割 りを演ず るので

はなかろ うか,そ うい うふ うに思 い ます。

岸田 あ りが とうございま した。 それでは

続 いて安藤 さん にお願い いた します。

安藤 テーマが実 は非常 に漠 々 としてお り

ま してなか なか焦点が しぼ りに くい とい うよ

うな こともあ りますので,私 はむ しろ問題提

起 とい うか,そ うい うよ うなか っこうで2,3

述 べ てみたい と思い ます。

情報革命のイ ンパ ク ト

まず初めに ちょっと序論 的な ことを申 し上

げますが,先 進国 の経 済社会 とい うのは,も

う皆 さん ご承知 の とお り;60年 代 の物質 ・エ

ネルギーを基盤 に したいわゆる工業指 向型 時

代 とい うよ うな ものか ら,(わ れ われは現在 そ

の所産 の中にいるわけですが),将 来 これが大

きく変 わ って いこ うとして いる過程 にいるわ

けで,70年 代 の情報価値 を基礎 と したいわゆ

る知識産業指向型 時代 とい う ものへ向か って

い きつつ あるとい うふ うに私 ど もは認識 して

お り ま す。っ ま り物 的価値 の産業 化 とい う

か,物 的生産 時代,物 的経済 の工業 化社会 と

い うような ところか ら,い ま知 的能力 の産業

化 と申 します か,知 的生産時代 あ るいは知 的

経 済の情報化社会への移行,こ んなよ うなか

っこうにすすみっっ ある と思わ れます。 こと

に 日本 の場合 には産業の構造 か ら い ま第二

情報化社会におけるコンピュータの役割

次,第 三次産業 の成長 と発展 の さなかにわ れ

われはいるわけですが,こ れが このままただ

量,質 ともにふ えて い くとい うことはなか な

か考 え られ ない。 そ こに何 かそれ らを基盤 と

した新 しい産業の形態 とい うか,し か もそれ

が横断的な結合 ・育成,成 長 とい うシステ ム

的 な特徴 を持 ってい る方向へ伸 びてい くよ う

に考 え られ ます。 この状況 を一般に知識 産業

化 とい うような呼び名 でい わ れ て お ります

が,知 識産業 は要す るに これか らの,特 に 日本

の ような国の場合 には将 来の国の成長 の発展

の中核 をなすだろ うと思われ ます。何 を もっ

て知識産業 とい うか とい うよ うないろいろな

論議はあるよ うですが,一 応 こうい う考 え方

が序 々に定着 しっっ あるよ うで して,こ の知

識産業 グルー プの中での コン ピュー タ産業,

この発展が,私 ど もが考 えて いる限 りにおい

ては知識産業 に一番大 きな ウエー トを占め る

もの と予測 されてい るわ けで ござい ます。そ

れで,こ の知識産業 グルー プが 日本の経 済社

会に占め る割合 は,生 産高 で比 べてみます と

年々歳 々ふえてお りま して,1975年,1980年 ぐ

らいには対GNP(国 民 総生 産)比 で26,7%

あ るいはそれ以上 にな るの じゃないか,こ ん

なふ うな考 え方 を基盤 にいだいてお ります。

ですか ら,コ ン ピュータの高度 利用 とい うよ

うな もの が国民の生活 に大 きなインパ ク トを

与 え るとい うの は明 らかで ございま して,情

報革命が20世 紀 において人類が発明 した技術

革新の うち(こ この ところが これか ら非常 に

重要 にな って くるの じ ゃないか と思 い ま す

が),人 間福祉 に役立っ最大 の もの といわれ

るゆ えんではないか と存 じます。 こんな点 か

ら2,3の 問題点 と見通 レとい うものを申 し

上 げてみたい と思 います。

情報価値を生かす情報 システム

まず最初 に,情 報価値の認識 とい うこ とに

つ いて一言申 し上 げたい と思 います。 メイン

テーマにあ ります ように,「 人 間」の た めの

「情報化革新」で あ りますか ら,情 報化の促
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進 とい うことは 「非人間的労働 とい うよ うな

もの を人間か ら解放す る」 ことが根本 ではな

いか とい うふ うに思い ます。 この ためにいま

「情報過多」 あ るい は 「情報公害 」 といわれ

るよ うな混乱状態 にわれわれが近 づいてはな

らないので,こ れが技術革 新のステ ップを誤

らないよ うにまず しな ければな らない とい う

こと,こ の注意が これか ら非常 に必要で はな

いか とい うふ うに思い ます。急 ぐのあま り,

ただ情報情報,あ るいは情報処理,あ るいは

情報化社会 とい うよ うな ことで ワイ ワイや っ

てお ります と何 が何 だかわか らな くな るとい

うおそれ もあ りますので,こ の ような まず価

値 認識 の公正な アブ。ロー チの方法が必要で は

ないか と思 うわ けです。

情報化社会を決定す る計算 ・通信 ・制御3

技 術

そこで,「 処理可能 な情 報」,こ れ こそ価値

のある情報 であろ うと思 い ますが,こ れ を処

理す るいわゆ るハー ドウェアあ るい はソフ ト

ウェアの技術,こ れ を もっと もっとわれわれ

は進歩,発 展 させていかな けれ ばな らない と

思います。た とえば容易な マン ・マシン ・ハ

ー ドウェア とか ,あ るいは簡易 な技術 をベー

スとす るいろいろのソフ トウェア とい うもの

が ございます けれ ども,こ の ヒ ューマンな面

との対応の容易化,こ れを一方 で確立 す る反

面,そ うい うような システ ムは非人間的な技

術,た とえば計算 回路 あ るいは通信技術等の

急速 な開発成果,こ うい うような もの を包含

す るような,っ ま りヒューマンな面 とイン ヒ

ゴ ーマンな而 とのバ ランスを保 ったよ うな情

報 システム とい うよ うな ものが 「情報 」の価

値 を生かす,こ れはパ ラ ドックスに聞 こえま

す けれども,価 値 を生 かす1つ の大 きな前提

ではないか とい うふ うに思 うわ けです。 そこ

で,ハ ー ドウェアにっいて一言 申 します と,こ

れは金物 その ものにっいて 申し上 げるわ けで

は ございません。根本 にこれか らの アブ。リケ

ー シ ョンで あるとか ,そ れ か ら現在 まで発展

してい った経過 とい うよ うな もの をた どって

みます と,コ ンピュータ と通信技術の結合が

今後 の情報 化のス ピー ドを決定す る もので は

ないか とい うふ うに思われます。 さ らに加 え

ます と,い わゆ るコンピ ューテ ィングの チク

ロノロジー に目を奪われてい るだけではな く

て,コ ン ピュー テ ィングのチ クロノ ロジー と

コ ミュニケ ーテ ィングの チクロノロジー,こ

れを ともに考 えていかなけれ ば,将 来の コン

ピ ュー タの適用面 か らい って も技術而か らい

って もいわゆ る情報 化 とい うよ うな ものの実

現 にはほ ど遠い ことにな るのではないか と思

います 。欲 を言 えば さらにこれの両方 に も関

係 します けれ ど も,制 御の技術,コ ン トロー

リングの技術,こ うい うよ うな ものをあわせ

備 えて,将 来の技術 的なコアになす とい うよ

うな心が ま えが必要 ではないか とい うふ うに

思 うわけです。 です か ら,こ れはただ単に大

量 のデータ をオ ンライ ンであ るいは リアル タ

イ ムで処 理す るシス テム,(た と え ばバ ンキ

ング ・システムな どで ござい ます けれ ども),

これ を意味す るので はな くて,画 像伝送 であ

る とか あ るいはデータの蓄積技術の進歩 に よ

って,電 話 回線 あ るいはCATV等 の 有線 回

路 は もちろん,テ レビジ ョンであるとか ある

いは衛星通 信等 の無線 回線 を含 めて,こ れ と

コンピ ュー タとの結 合,こ れを包含す る もの

でな ければな らない とい うふ うに思 うわけで

す。 あるい はこれ は個人の生活に きわめて身

近な ところにあ らわれ得 る広い範 囲の システ

ム とい うもの を意味 してお りまして,こ れ ら

の開発の ス ピー ドいかんが人類の福祉に対す

る情報 化の貢献度 の早 さのバロメー ター にな

るのではないか とい うふ うに思 う次第で ござ

います。 この点で,私 ど もの ような通信技術

か ら生まれた メー カー とい うものは深い責任

と,そ れか ら強い将来 に対す る期待 とい うも

の を感 じて おるわ けで,以 上がハー ドウェア

につ いて で ございます。

ソ フ トウェア開発の重要性
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ソフ トウェアにっ.いて一言 申 し上 げたい と

思い ます。 これは個人 的な感触 か ら先 に申 し

ます と,か って世界 じゅうの システ ム ・メー

カー と申 しますか,こ れは共通 に1つ の誤 り

を犯 した とい えるのではないか とい うふ うに

考 えます。それは システムの構成 にあた って

ソフ トウェアの ウエー トとい うもの を軽 く見

過 ぎた とい うことで ございます。 これはベー

シ ック ・ソフ トウエアあ るいはアプ リケー シ

ョン ・ソフ トウェアにっいて共通 にい えるこ

とで はないか と思い ます。 しか し,幸 いに現

在 ではその段階 を脱却 しつつあ る模 様で ござ

いま して,こ の ごろファー ムウエ アとい うこ

とば もあ るよ うに,ソ フ トウェアのハー ド化

とかあ るいは言語の簡易化へ大 き く足 を踏み

出 してお りますが,今 後の ソフ トウェアの ウ

エー トとい うもの は,増 加す ることはあ って

も減少す ることはない とい うふ うに感 じてお

ります。従来,布 地だ けあ って もこれ をカ ッ

テ ィングす るカ ッター あるいはデザ インす る

デザ イナーあ るいは縫製す る技術 とい うよ う

な ものが不足 であ ったわ けで,コ ン ピュータ

を利用 す る方 々に寒い思い をさせた きらいが

あ ったので は な い で しょうか。 しか しなが

ら,こ れ らの改善 には実 は国家的な レベルで

の情報処理人 口の育成 とい うよ うな教育上の

大問題 の解決が必要なわ けで ござい まして,

この点 日本で は高度 に教育 された豊富な人 口

を持 って お りますので,こ れ を巧み に将来の

発展 のために結 びつ けてい くとい うよ うな基

本姿勢が必要 なわ けで ござい ます。 こ うい う

貴重 な資源 を持 ちなが らこれ まで貴重な時間

を空費 した とい うよ うな感があ るわ けで ござ

います。

教育 と コンピュータ

さらに,教 育 にっいて一言申 し述べてみた

い と思 います。かって情報処理の教育 とい う

のは専門家 の育成 とい うレベルで よか ったわ

けで ございます けれど も,現 在で は一般市民

とい うか社会人 とい うか,こ れ を も教育 しな

情報化社会におけるコンピュータの役割

ければな らない,い わゆ る社会教育 と申 しま

す か生涯教育 と申 します か,技 術 の変 化に応

じて事態 に対処 し得 るよ うな教育 とい うもの

が必要 であ ります。っま り教 育が大 きな変 化

を遂 げてい るのは間違いないわ けです。た と

えば一 ころ微積分 とい うような高等数学は一

部 の理科系 のみの学 問であ ったわ けで ござい

ます けれ ども,現 在では文化系 を含 む一般高

校あ るいは大学教育で も一般 教育 として教 え

られてお ります。情報処理,す なわ ちコン ピ

ュー タのハー ドウェア とか ソフ トウ ェア とか

あるいは シス テムの基礎 コー ス とい うよ うな

もの はすでに この段階 に入 って はお ります け

れ ど も,政 府部内で さえ も一部の有識者 を除

いて この点の理解が なか なか十分 に得 られ な

いよ うな状態で ございます。 もちろん今後 の

教育 とい うよ うな ものは専門技術者の教育 と

いま申し上 げましたよ うな一般教育 とい うよ

うな もの を並行 して行 な う必要が あ り,そ の

ための教育,そ れか ら学校体制 とい うよ うな

ものがいか にあるべ きか とい うよ うな点 は非

常 に大 きな問題ではなか ろ うか と思 います 。

フランスで 「情報大 臣」 を設 けたよ うな大 き

な決意 を政府が固めて,急 速 な充実 をはか っ

て い くべ きだ とい うふ うに私 ど もは痛感す る

わ けです。われわれ もいわ ゆるシステム ・メ

ー カーの立場か らこれには責任 を感 じて お り

まして,で きるだけその道具,た とえば大学

にライブラ リーがない とい うよ うな ことは考

え られない よ うに 「教 育のコン ピュータ」 を

設置す る必要 を考えてお ります。 コ ンピュー

タの教育 をす る場合 に学校 にコン ピュータの

フ ァシ リテ ィーがない,こ うい うよ うな こと

はまことにど うもおか しな ことでご ざいます

ので,教 育用の コン ピュータ とい うものをな

るべ く早 い機会に,ま たお役 に立つ よ うに大

量 に提供す る とい うよ うな ことが,私 ど もと

して は社会的 な責任 を果 たす意 味合 いにおい

て も当然で はないか とい うふ うに思 います。

もちろん大 きなシステムをタイム ・シェァ リ
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ング ・システムで分割 して使 う方式 であると

か,あ るいはCAIの よ うな教育専門のハー

ドウェアである とか,あ るいはウ ォッ ト・フ

ォアのよ うな教育専門 のソフ トウ ェア とい う

よ うな ものはすで に手 をつ け られて開発 しつ

っあ りますけれど も,こ うい うよ うな道具の

完備 い か んが,「 情報処理 」の教育 ばか りで

な く,こ れは一般教育 の革 命 とい うよ うなこ

とに もつ なが って くるわ けです。革命 とい う

ことばは穏 やかでないか もしれませ んが,た

とえば家庭 でTVで 教 育 を受 ける とい うよ う

な ぐあいに,「 生活の革命」 と言 い 得 る可能

性す ら含 む大 きな問題 とい う ものを教育 は内

蔵 してい るわけです。20世 紀 の人類 は,情 報

化の発展 によ る新 しい教育概念 によ って共 同

の福祉 を受 ける可能性 を持 つ とい うふ うに思

われます。

広域 システムに対 する最 適ア プローチ

先 ほ ど橋本 さんのお話に も大 規模 なシステ

ムとい うお話 が ございま したので ちょっとそ

れにっ け加 えさせ ていただ きます と,広 範囲

な貢献 ので きる大 規模 システ ムとい うものめ

開発,こ れが非常 に これか らの社会 の福祉 と

い う問題 にっなが って くるのではないか とい

うふ うに思 います 。す でにいろいろな識者各

位 の ご指摘 に もございますよ うに,言 語 プ ロ

グ ラムあ るいは汎用 ユーテ ィリテ ィー ・プ ロ

グ ラム,汎 用 アプ リケー シ ョン ・プ ログラム

とい うよ うな ものの蓄積 が着々 と進 め られっ

っあ ります けれ ども,現 在 最 も欠 けている も

のの1つ は,ネ ーシ ョンワイ ドあ るいは都市

間共通 ワイ ドの広域地帯 において,国 民生活

の各機能 ここで各 機能 と私 が申 します の

は,た とえば行政,あ るいは公害,交 通,医

療,人 口動態,ご み処理,教 育,土 地造成,水 道,

ガ ス,余 暇施設等,こ んなよ うな ものを一応

国民生活 の機能 とい うふ うに考 えた場合 に,

これ らの間に相互 の関連性 を 持 た せ な

が ら生活 の近 代化 をはか ってい くための基礎

的なアプ ローチ,こ れがい ま非常に重要 では

ないか とい うふ うに思 うわ けで ございます。

これ はよ く人 口に檜夷 されてい る田中首相 の

いわ ゆる日本列島改造論 とい うものに も関係

が あると思わ れます し,ま た最近政府 で方針

が決定 され たや に伺 ってお ります広域市町村

を中心 と した システムで も,こ うい うよ うな

アプロー チが有効で はな か ろ うか と思 いま

す 。 この詳細 は時間が ございません ので省略

いた します けれど も,要 は国勢調査並 みの規

模で5年,10年 計 画 ぐらいの本格 的な長期 的

な構想の もとにコン ピュー タの機能 をフルに

動員 して将来の社会の理想像を描 き,こ れへ

の可能 なアプ ローチを順次政策 として取 り上

げて い くことを提案 したいわけです 。

「情報化」 とい うことば はきわめて美 しい

もの でご ざいます けれど も,た とえば非常に

便利,安 価 な端末 の開発 とい うような どろ く

さい,地 味な努力が一方 にあると同時に,い

ま申 し上 げたよ うな大構想 とい うような もの

が結 びつ いた ときに初 めて その最大の効 果が

得 られ るもの と私 どもは信 じてお るわ けで ご

ざいます。

岸 田 あ りが とうござい ました。

それで は次 にエ ッカー トさん にお願いいた

します○

エ ッカー ト ごきげんよ う。いろいろ質問

が 出て,そ の詳細 に入 る前 にエ ンジニ アとし

て の私が これ らの質問 に対 しまして どうい う

立場 をとればいいのかよ く わ か らないので

す。 けれ ども,社 会 的な影響 とな ります と社

会学者が それに対 して答 える者 として は資格

が あ る人 であ ります し,ま た政治 とか経済的

ないろいろな問題 が出て くるわ けです けれ ど

も,情 報 を処理 してい る私の役割 りとい たし

ま しては,そ の他 の人 々が コン ピュー タは何

が で きるか,そ して技術 的には何 をす ること

がで きるか とい うことをわか らすの を手助 け

す るのが私 の役割 りだ と思 います。

コンピュー タの能 力

コ ンピュー タの初期 の時代 に お き ま して
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は,顧 客はいつ もその機械 を使 った ら何がで

きるのか とい うふ うに聞 いた わ け で あ りま

す。 とい うのは,私 どもの機械 はまだ部分的

に開発 され ていたにす ぎなか ったわ けです。

ですか ら,初 期 にお いてUNIVACで や っ

たの は,こ うい うの な ら意味が あるだ ろ う,

こ うい うの な らいいだろ うとい うよ うな こと

を,パ ンチ カー ドがや った ことを自動的にや

るよ うに したわ けで あ ります。そ してパ ンチ

、カー ドがや った ことと同 じことをそれ以上 に

自動 的によ り速 くや るものをつ くろ うとした

わけであ ります 。 しか し,そ れよ り以上 の こ

とをや らな くてはな らないの であ ります。す

なわち幾つ かの例 を機械 に入 れて,そ して社

会学者,政 治学者の興味 を引 くよ うに しな く

てはな りません。20年 前,私 はこの よ うなこ

とに関 し人 々を説得 しよ うといた しま した。

1954年 に アイゼ ンハ ワーが アメ リカ大統領選

に立 ってお りま した。 その と きアイゼ ンハ ワ

ーが勝つ可能性 は50%だ と世論調査で も
って

出てい ました。 その年,私 ど もの コン ピュー

タの初期 の プログラムで もってデータ を入 れ

込 み,テ レビか らの情報 をイ ンプ ットして,

そ して どうい うことになるか とい うことを予

測 したわけで あ ります。 そ うして5%の リタ

ーンでアイゼ ンハワーは圧勝す る ことが わか

ったわ けで あ ります。 しか もその誤差 は非常

に少 なか ったわ けで あ ります。 これ はたいし

て重要 な問題だ ったわ けで はあ りません。 カ

リフォルニ アの人た ちは投票 す る前 にお そら

くアイゼ ンハ ワー は勝つだろ うとい うふ うに

思 っていたわ けですか ら,こ うい うことが コ

ンピュー タで出た とい うことに対 して ちょっ

といやが ったわけであ ります。ですか ら,こ

うい うことを コンピュータがや ると敵 をつ く

るほ うが友 だ ちをつ くるよ り多 いか らそ うい

うことはやめたほ うが いい とい うよ うな こと

もいわれ ま した。 しか し,こ うい うことでコ

ン ピュータは非常 に大 きな注 目を集 め始 めた

わけで あ ります。1週 間以 内にあち こちの新

情報化社会におけるコンピュータの役割

聞の切 り抜 きが5フ ィー トほ どの 高 さ に な

り,そ して これがいかに世間の注 目を集めた

かを示す ことがで きると思い ます。す なわ ち

非常 にコンピ ュータの宣伝 とな ったわ けで あ

ります。

集中 システム と分 散 システム

次にお話 ししたい ことは,機 械 その ものに

っ いてであ ります。機械 の外 のプ ログラ ミン

グとか方法 とか,そ うい うところにおいて問

題 は非常 に相互関係が強 くて,だ んだん問題

を解決 して い くのが むず か しい とい うことを

人 々に説得 しな くて はな らない と思 います。

コ ンピュータの経済性,そ して 問題が相互関

係が あるとい うことで もって,コ ン ピュータ

のタイム ・シェ ア リングはこれ をや るの に最

もよい方法 とな るで あ りまし ょう。 とい うの

も,メ モ リーの リクワイアメン トによ り,そ

して また大量 の情報 に対 しての アクセスがあ

る ということ,そ して また問題 が相互関連 性

が あるか らであ ります 。た くさんの小 さな コ

ンピ ュータを使 って,そ して端末 をタイ ム ・

シェア リング ・システムに使 うのは,も し1

つ の大 きなシステムが こわれた場合,そ うい

うふ うに小 さ く分 けてや ったほ うが非常 に効

果 的であるわ けです。 これ をタイム ・シ ェア

リングでやれ るわ けで あ ります。・しか し,こ

のタイム ・シェア リングは非常 に広範 な地域

でや る必要 はない と思 い ます。 タイム ・シェ

ア リングは非常に限 られた地域 でや って もい

いわ けで あ ります。た と え ば あ る市の中の

1,2マ イ ル離 れた ところでは1つ の共 通の

コン ピュータ を使 えば,中 型 または小型 の コ

ンヒ。ユータを使 うよ りず っと経 済的にやれ る

わ けであ ります。 この よ うなコ ンピ ュー タの

発展 の方 向は これか らも続 くと思 います 。 も

ちろん技術的 な問題 もまだ まだ あ ります。結

局 みんな自分の もの をほ しい,す なわち 自分

の所有権 としたい とい う欲望が あるか らで あ

ります。

データの収集 ・処 理 ・分配3機 能の分業案
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もう1つ 頭 に浮かぶ こと として は,ほ かの

方 々のお話 を聞いて お りまして次の ような こ

とを考 えました。 ほかの国で もそ うだ と思い

ます けれど も,ア メ リカで は定期的 に世論調

査 をす るわ けで あ ります。 また医療のデー タ

もいろいろな病院で収集 され ます。 また税務

署 も税 金の データを集 めます 。またクレジ ッ

ト関係 の人 たち も情報 を集 めます。私 にっ い

て これ らいろいろなソースの人 たちが,た と

えば私 の学歴 について調べ るわけです。 どこ

で小学校 に入 った とか,そ うい うこ とをすべ

て こうい ういろいろな異 な った機 関が私1人

についていろいろな情報 を集 めて います けれ

ど も,は た してこ うい うこ とが能率 的で あ り

まし ょうか。1っ の機 関がす べての情報 を集

めて,そ して もう1つ の機 関がフ。ロセス,.処

理 に責任 を持 ち,そ して もう1つ の機 関が情

報の行 くべ きところに流 す,そ うい うことを

や った らどうか とい うことで あ ります。現 在

のセンサ ス ・ビ ュー ローは,自 分で もってす

べて集 めて,処 理 して それ を必要な ところに

廻す とい うことをいた します。 また,国 税庁

にいた しま して も自分 で もって情報 を集 めて

処理す る。 そ して ク レジッ ト関係 も,こ れは

民間であ りますので,す べ てのプ ロセスを全

部 自分でや って しま うわ けです。すなわ ち努

力の重複が見 られ るわ けです。

それで は最後に,コ ンピ ュー タ,メ ー カー

としての社会 的な貴任 にっ いて であ ります け

れ ども,問 題 の幾つか は非常 に膨大 な もので

あ りますので,問 題 は私 どもは何が で きるか

とい うことか らアプ ローチ し,単 に理想 的な

状態 はこうこうあ るべ きだ とい うようなアプ

ローチはよ くない と思 います。セ ンサス ・ビ

ュー'ローが全部 こうい うプロセ スをや ってお

ります し,ま た国税庁 も全部の プロセス を国

税庁 でや って,そ れぞれが個別 にや ってい る

わけです。ですか ら,こ の よ うなプロセ スの

統合 は絶対起 きな い と思 います 。ですか ら,

まず プ ロセスの統合 の方 向に これか ら向か っ

ていかな ければ な らない と思 います。 もっと

集 約的 にこれ を統合 していかない とさらな る

困難が出て くると思います。

どう もあ りが と うございま した。

岸田 あ りが と うございま した。

それで は最後 にニクス ドル フさんにお願 い

いた します。

分散 システムの提唱

ニク ス ドル フ 私 ど もここで集 ま り,コ ン

ピ ュー タにっいて情報 を,社 会におけ る役割

りを考 えてい るわ けであ ります 。今 日はまだ

情報化文化 に十分 に入 ったわ けで はあ りませ

ん けれ ど も,さ らなるハー ドウェア,ソ フ ト

ウェアを情報文化 に入 るため には必要 として

い るので し ょうか。 ほか に足 りない ものがな

い とす るな らばピ私 ど も過去 にい ろい ろな失

敗 をおか しま した。 同 じよ うな失敗 を きょう

も繰 り返 してい るわけです。 そ して これか ら

数 分使 いま してi2っ の異 な ったコン ピュー

タ産業 の道 にっ いて,そ して社会 の とる道 に

つ いてお話 したい と思います。

コンピ ュー タ産業が過去においてや らなか

った ことにっいて まず始めます。

もし情報 システム社会に持 って くるといた

します と,こ の情報 を社会のすべての人に も

た らさな くて はな らないので あ り.ます。何千

人 とい うよ うな人 か ら社会がで きてい るので

はな く,社 会 の全 員が正 しい,適 切 なと きに

必要 な情報,そ して 自分が必要 としてい る情

報 を入手 で きな くてはな らないのです。 そ う

い う権利 があ るわ けです。 とい うことは,何

百万 もの ター ミナル を設置す る必要 があ りま

す。

ター ミナル といいます と,こ の ター ミナル

は非常 に精度 のよいター ミナルでな くて はな

らない と思 います 。情報処理 は簡単 なことで

は決 して あ りませ ん。

そ して二番 目に,タ ー ミナルで最 も安 ㌧の

は,必 要 なその ような ター ミナルを動 かす エ

レク トロニ クスで あ ります。幸 いに も私 ども
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し

は集積回路 の時代に生 きてい るわけであ りま

して,今 日では何千個 もの トランジスタを数

ドルで もって入手可能な時代 とな って いるわ

けであ ります。 しか しなが ら性能 のよいター

ミナル を運営 してい くためには,小 型 のコン

ピ ュー タを もっと多 く必要 としてお ります。

1960年 に も非 常に よい トランジスタが あ りま

した。そ して1960年 に は,小 さなコン ピュー

タをっ くること も可能であ ったわけです。 し

か し実 際にはそ うい うことをや りませんで し

た。で きるはず だ ったのにや らなか ったので

す。そ してその とき私 はアメ リカに近 い将来

に何百万 もの小型 のコン ピュー タの到来が あ

る と思 うか とい うことを聞 きました ら,答 え

はノーで あ りま した。大型 コンピ ュー タの力

はす ば らし く,そ れのため直接的に大型 の コ

ン ピュー タか ら情報 を得 ると言 っていたわ け

で あ ります。ですか ら,そ の ときの最大 のコ

ンピ ュー タ国で あるアメ リカで さえ も,小 型

の コンピ ュー タを開発 しなか ったのです。 そ

して今 日に至 って も,そ うい う状態 はまだ も

た らされてお りません。す なわち小型 コン ピ

ュー タが2百 ドルで買 える,そ うい う時代が

いまだかっ て到来 してないわけです。 こ うい

う状 態は もちろん近 い将来 に変わ る と私,信

じて お ります 。そ して エ レク トロニ クスの部

品 を数多 くの ター ミナルに入手可能 とな ると

思い ます。 しか した とえこ うい うハー ドウェ

アを入手 した として も,そ して近 い将来には

何百万 もの情報処理施設が私 どもの手に入 っ

た として も,そ うい う時代が実 際に来 るとは

思い ません。

なぜか と言 います と、情報処理の社会 とい

うには単 に個 々の オフ ィスを全部足 し合 わせ

た もの以上 なの で あ り ます。 そして現在で

は,コ ン ピュータ とい うの は,企 業の オフ ィ

スの みに取 りつ け られてお ります。 しか し私

ど もの社会の申 には,こ の オフ ィスな ど以上

の ものがた くさん あるわ けです。 もっとよ り

大 きな情報の流れが あ ります し,も っと複雑

情報化社会におけるコンピュータの役割

な情 報の流 れがオ フィスの外 に あ る わ けで

す。 すなわち何10億 もの人が学 校教育 を受 け

ていてそ して情報 を待 ちか まえてい るので あ

ります 。彼 らの必要 としてい る情報 とい うの

は,特 別 な形の情報で あ りまして,そ の人 々

によ って違 ったタイプの情報 を必要 として い

るわ けです。ですか ら,そ こにおいて は もっ

とパ ワーフルなエ レク トロニ ックな ステー シ

ョンを必要 とするわ けです。 ところが コン ピ

ュー タを学校 に持 ち込 んで はな らない とい う

人 もい ます。 コン ヒ。ユー タを使 えば,も っ と

教師の仕事 もだいぶ楽 にな る は ず であ りま

す。 そして教育の訓練 的な役割 りは,も っと

教 師でな く,コ ンピ ュータが とってかわれ る

と思 い ます。そして5万 ドルの学校用 の コン

ピ ュー タを開発す るのに成功 いた しま した。

これ を使 えば,ク ラスで もって教師 を使 う必

要 はな くな るわけであ ります。

こ うい うコンピュータをクラスに68年 に取

りつ けま した。72年 で はこれが1千 台 ぐらい

は売 れま した。 ドイツで は,10の 学 校 にっ け

られ ま した。特別 の大学で は,私 ど もが基本

的 な部品 をっ くり,そ して それ を納品す るよ

うに要求 され ました。 しか しこの今 日におい

て さえ,こ うい うコン ピュー タを使 って学校

に持 ち込 むの は正 しいか ど う か と い うこと

が,は っきりとまだ人々 は確証 を持 った答 え

を出 さないでいるので あ ります。 また教師 の

ほ うに して も,そ の教育の基本的な もの は非

常に単純であ り,コ ンピ ュー タでやれ る とい

うことを受 け入れたが らないのであ ります。

コン ピ ュータがで きるのに,し か し教 師 とし

て そ うい う助 けをいやが るわけです。 しか し

将来 には このような困難 に突 き当た らない こ

とを願 ってお ります 。す なわち情報処理 を も

っと近代 的なや り方 で使 って い きたい と思 い

ます。 しかしあま り何年 もそれをや るのにか

か って しまい ます とち ょっと問題 です。 な る

べ く早 くこ うい う時代が到来 しな くて はな り

ません。
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岸 田 ど うもあ りが とうございま した。

さて,こ こでお聞 きして いる間に幾 つか出

て きま した質 問を,そ れぞれの方にお出 しし

たい と思 い ます。

私 は,こ のパネルにい る中で ただ1人 の し

ろ うとで して,そ の しろ うとが多少一 多少

といいますか,非 常に ピン トの狂 った御質問

を差 し上 げることにな るか もしれないと思 い

ます。 その点 は御容赦 願い ます。

まず最初の橋本 さん に対 す る御質問 は,こ

れか らもっと性能の よい コンピ ュータを開発

す る必要が ある。っ ま り情報 ネ ットワー クを

つ くるための努力が必要で あるとい うふ うな

お話 を されたわけです けれ ど もその これか ら

の コ ンピュータ,っ ま り情報化社会 にふ さわ

しい コンピ ュータには どのよ うな性能 を求め

られ るのか,あ るいはまたそ うい う性能 を実

現 す る可 能性 は一 体いっ ごろ,ど の よ うな も

のに対 して あるのか。 さらにはそ うい った新

しい性能 を開発す るた めには,必 要 な周 囲の

条件の よ うな ものが ある と思 うのですが,そ

うい った周 囲の条件 とか基礎条件 とか とい う

よ うな ものはどんな ものであろうか。それ は

また実現可能 なのか。 その実現可能性 はど う

であろ うか とい うよ うな点 にっ いてのお話 を

さらにお願い しーたい と思います 。

それ ぞれの方の御発言 は,大 体5分 前後で

お願 い したい と思い ます。

第 二の安藤 さんに対す る質問ですが,大 規

模 シス テムのお話 を最後 にされま した。 これ

は 日本列島改造論,っ ま り田中首相 の言 って

い る日本列 島改造論 に多少の関連 を持 った御

発言だ ろ うと思 います けれ ど も,大 規模 シス

テムを開発 し,あ るいは実際 に実現 してい く

た めには相 当の金が かか るわけです。 そこで

その資金 が どこか ら出て くるか とい うふ うな

ことまで も考 え合 わせます と,大 規模 システ

ムは確 かに役に立 つ,っ ま り情報化社会 をっ

くってい くのに役に立つ にしまして も,実 際

に はす ぐにはで きないわ けです。 したが って

こうい った もの を考 え,大 規模 システムの実

現 を考 える場合には,そ の引 き金 にな るよ う

なシステムといい ますか,あ るいはあ る引 き

金 になる影響 を与 えるよ うな システ ムとい う

ふ うな ものか ら出発 しな ければい けないの じ

ゃないか。具体的 にはそ うい った引 き金 にな

るよ うな システムを試験的に どこかで やって

み るとい うふ うな ところか ら出発点 にしな け

ればな らないの じゃないか とい う感 じがいた

します。そ こで さっきの安藤 さん は,人 間 と

そ して機械 との対面 の容易化 とい うふ うな こ

とも申に言われたのです けれど も,そ うい う

こ とを含 めまして,引 き金 にな るよ うな シス

テム とい うもの はどんな ものだろ うか。っ ま

り大規模 システムをっ くる際の順序の よ うな

もので,も し何か御提案が あ りました らお聞

かせ いただ きたい と思い ます。

エ ッカー トさんへ の御質問 なんです けれ ど

も,こ れ はエ ッカー トさん とそ して ニクス ド

ル フさん とのお話 を聞いて いて思 いつ いたの

で,ひ ょっとす ると,エ ッカー トさんに対す

る直接の御質問 とい うふ うにはな らないか も

しれ ません けれ ど も,ニ クス ドル フさんは,

一 番進んで い るアメ リカでや ってい るコン1ビ

ュー タの開発 のプ ロセ スあるい は考 え方 に対

して,あ る部分で はち ょうど逆の考 え方 をと

ってお られ るように私 には伺 えました。 した

がい ましてそれに対 して きっとエ ッカー トさ

んに はニ クス ドル フさんの意見 に対 して別の

御意見が きっとあ るのだろ うと私 には思 われ

ます。 そこで もしそ うい った御意見 があ りま

した ら,そ れ をお聞かせ願 い た い と思 いま

す。

四人 目の発言者 のニクス ドル フ さん に対す

る御質 問はそれ と関係す るのです けれ ど も,

小型 の コンピュータを中心 に した考 え方 を と

ってお られ るようです けれ ども,コ ン ピュー

タ と情報化社会 との関連 を考 える場 合には,

二 番 目の安藤 さんの発言に もあ りました けれ

ど も,通 信 のネ ッ トワー クとコン ピュー タと
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の結 びつ きとい うの を もっと考 えな くち ゃい

けないの じ ゃな いか とい うのが私 たちの印象

です。 そして その国 の通信 ネ ッ トワー クの現

段階 あるい は将来の状況 と,コ ンピ ュー タと

の関連 性で コンピ ュー タの社会への導入 とい

うことを考 えていかな くちゃい けないの じゃ

ないか。っ ま りコンピ ュー タを切 り離 して考

えることは,ど うも妥 当ではないの じゃない

か とい う感 じが私 た ちにはあ ります。 ニクス

ドルフ さん の発言 は,そ うい う私 たちの一般

的 な理解 とは違 った御意見の よ うに伺 われ る

のです けれ ど も,通 信 ネ ッ トワー ク との結 び

つ きの よ うな もの をど う評価 されてお られ る

のか とい うことを もう少 し伺いたい と思い ま

す。以上 の質 問に関す る御発言 をそれぞれの

方 々か らしていただ きたい と思います 。

順序 は,も う一度 また同 じよ うに橋本 さん

の ほ うか ら順番 に大体5分 ぐらいずっや って

い ただ きたい と思い ます。

高性能 コンピュー タ開発 に併行すべ きソフ

トウェアの充実

橋本 これか らコ ンピ ュー タを情報化社会

において もっと役立 たせ るためのコン ピュー

タに要求 される ものには,確 かに もっといわ

ゆる普通の ことばで い う性能 のいいコン ピュ

ー タとい う ものがで きることが望 ましい とい

うことが,い われ る1つ の考 え方 として ある

と思います。 これ らは一応,処 理 を速 くす る

とか,あ るいは先 ほ どお話 しのTSSの も っ

とす ば らしい ことがで きるような ことにする

とか,あ るいは多 くの もっとデ ンシテ ィの高

いフ ァイルとい うよ う な もの を必要 とす る

と,そ うい うものに よ って あるいはすば らし

い端末 とい う ものがで きることによっていろ

いろな処理 がで きるとい うふ う に す るため

に,い ろいろ学者 その他は常 日ごろの研 究 を

して お りま して,一 般 に4年 ぐらいたっ と,

3倍 か ら4倍 とい うよ うな性能 を持 ったコン

ピュータが出現 して い ることは事実で あ りま

す。

情報化社会におけるコンピュータの役割

たとえば1っ の例 を と ります と,メ モ リー

とい うような ものは,ほ とん どいままでマグ

ネ ッ トを中心 として や って きたわけで ござい

ますが,こ れにいた しま して も,た とえば十

徳バイ トの ファイル とい うよ うな もの とか,

磁 気 テープ。にいたしまして も4600BPIと か

とい うよ うな ものが数年 を経ず してで きて,

す ば らしい コン ピュー タが次々 と生 まれてい

くとは思い ます。

しか しここで考えなければいけないのは,

コ ンビ 三一 タを もっと役立 たせ るとい うこと

につ きま しては,私 が先 ほど意思 の決定 とい

うような ことにっ いて もコン ピュータ とい う

ものは非常 に大 きな役割 りを演ず ると申しま

したよ うに,こ れ をY軸 で もX軸 で もいいの

ですが,X軸 の ほ うに問題 の解 決 とい うよ う

な空間 をとってみます と,そ れ にはモデ リン

グだ とか シ ミュレー シ ョンだ とかORあ るい

は発見的方法 とい うよ うな ものがず っと問題

解決のためにX軸 に並ぶ と思 います。Y軸 の

ほうにはデータ・バ ンクだ とか情報検索,図 型

処理,『画像処理,自 然 語の処理 どい うよ うな

情報 の取 り扱 いとい うよ うな意味 において,

このY軸 には こうした も の が 並ぶ と思いま

す。.Z軸 の ほ うの縦軸 には,バ ッジシステ ム

だ とか オンライ ン,リ アルタイ ムの システ ム

とか タイ ムシェア リングの システ ムとい うよ

うな ものがだんだん と発展 的に並 んでい くと

思いま して,こ うい うこ とを考 えます と,単

に大 きなシステム,速 い コン ピュー タ とい う

ような ものがで きさえすれ ばコン ピュー タは

ます ます有用にな るか と申 します と,い ま申

しま したX軸 とい うよ うな もの,Y軸 とい う

よ うな ものの処 理の しか た といいますか,ソ

フ トウェア といいますか,ア フ。リケー シ ョン

・ソフ トウェアの充実 といいますか
,そ うい う

ことが もっともっと発展 して,そ の両 々相 ま

ってコン ピュー タの役割 りが ます ます重要 さ

を占めるとい うことにな るの じゃなか ろ うか

と思い ます。 したが ってわれわれは,ハ ー ド
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的な ことに とらわれ ることな く一 だ いぶ最

近 はそ うい うことに とらわれ な くな りま した

けれど も,も っとソフ トウ ェアの充実 といい

ますか,そ うした ものに力 を入 れて,そ うい

うことによ って普 通の ことを コンピ ュー タで

や る以外 に,先 ほど申しました意思の決定 に

役立たせ るとか あるいはそれ以外の コン ピュ

ータと人間 との協力 において コン ピュータを

役立 たせ るとい うところに焦点 を しぼ ってい

く必要が あるの じゃなかろ うか と思い ます。

どうもピン トが狂 ってい るか もしれ ません

けれ ども,そ ん なふ うに思い ます。

岸田 それでは次 の安藤 さんの ほ うか らお

願 いします。

広域 システム推進への 情報 システム開発 庁

案

安藤 問題 は非常 に広 範囲 にわた る総合情

報 システム とい うよ うな ものの形式 とい うこ

とにあ るのだろ うと思 いますが,こ れは企業

だ けでは とて も負担 にたえ,か っ責任 を果 た

すよ うな ことは不可能 だ と思 いますので,抜

本 的な思 い切 った政策 を政府で とって もらい

たい と私 どもは考 えるわ けです。

.情報化社会の推進 とい うの も,企 業側 だけ

がや きもきして もこれはなか なかで きかね る

大 きな問題で ございます ので,た とえばいま

こうい うような ものの中心 にな ってお ります

のは一応通産省で ございますけれ ど も官民 を

あげて真剣 に考 えるな ら,ひ とっ この際 シス

テム情報庁 とい うか,情 報 システム開発庁 と

い うような ものを政府が音頭 を とってっ くっ

てみた らどうか。それにはいまのいろいろな

官庁制度でなかなかむずか しい問題 があ るだ

ろ うと思 います けれ ど も,職 員の身分や何か

の問題 も何 とか工夫 して ひとっ 「情報官、」と

い う制度 を設 けて推進 で きないだ ろ うか。教

育 に関 しては文部 省で もけ っこうで ございま

す けれ ど も 「情報官」 を役所 の 中 に つ くっ

て,こ うい うもの を国家的見 地か ら,国 益 を

基準に して総合的 な開発 を進 める,こ うい う

ことが どうも全体 の情 報社 会化 を進 める上で

非常 に現実的な行 き方 じゃないか と思 うので

す。 そ うい うもの をつ くる技術的可 能性 はあ

るいは非現実的な問題か もしれ ません けれ ど

も。

それで,何 をやるか とい うこ とになるわけ

ですが,こ れは もうオー ソ ドックスに考 えれ

ばいいので,情 報 システ ムの開発計 画書 をま

ずっ くり,そ れか ら開発の手順書 とい うよ う

な もの をつ くり,あ るいは運用の手引書 とい

うような ものをっ く り,い ま申 し上 げた国民

生活のいろいろな機能 を中心 に具 体的な促 進

案 を織 りこんで行 く。 この中で も重点主義 で

すす める し順序 は十分配慮 されな ければな り

ません。っ ま り国民の生活 に与 え るインパ ク

トとい うものを1っ の基準 として,た とえば

で ございま けれ ども,公 害 問題 であ るとかあ

るいは交通 の問題 であ るとか,医 療 の問題で

あるとか とい うような ものざ これ はとて もわ

れわれ企業ががんば って こん なシステ ムはど

うだろ うとかい って や って も,や は り政府 自,

体 がそ うい うシステムを開発 ・推進す る体制

がで きてお りませ ん と,こ れは もうただ話 だ

けに終わ って しま う。 これまで も部分 的には

それ はいろいろなかた ちで行なわれてお りま

す。 たとえば 自治体単位で公害の予防 システ

ム 予防 システ ムとい うよ りも予知通報 シ

ステム,自 動管理 システム とい うよ うな もの

は行 なわれて お ります けれ ども,ど うもそれ

だ けでは,こ れ もどなたかのお話 に ございま

した とお りあ ちこちでぽっぽっ行 なわれ ると

い うことだ けで,国 全体 としてバ ランスが と

れて ない と思 います,ど うして もこの際 は国

が こうい う問題 を十分認識 して,そ して音頭

をとっていただ くとい うような ことが一 番実

現性の ある方 法 じゃないか とい うふ うに考 え

ます。 どれをど うす るか と い う よ うな問題

は,そ の ときの状況 であ るとかあ るいは実 際

に緊急に必要 とされ るよ うな状 況判断 とい う

よ うな もCZ])から,何 もい ま公害問題が出たか
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ら公害 を とい うわ けで はな く,総 合 システ ム

的 に取 りあげるべ きで し ょう。現在公害問題

が焦点 にな ってい る観が あ りますが,こ の公

害 に関す る取 り組み方 とい うよ うな ものは実

にここ数年来の ことで ござい まして,僅 か10

年,15年 前 にはおれ は知 らぬ といわんばか り

で全然問題視 もされず に過 ごして きた。 こう

い うこ とじゃまこ とにおか しいので,こ こら

辺か らじ っくりコンピ ュー タによる情報社会

化 とい うよ うな問題 も取 り上 げてほ しい,私

どもは民間 サイ ドか らそん なよ うな希望 を持

つわ けです。

岸 田 エ ッカー トさん,お 願 いします。

・ コ ンピュータの最適規模

エ ッカー ト まず最初 にあま り大 きな差が

ニクス ドルフ さんのお っし ゃったことと私が

言 ったこ とにはないと思い ます。 ど ち ら か

と言 えば,一 致 して いる点の ほ うが多い と思

います。過去1,2年 や りま した私の研究の

中で,ど こで もって コン ピュー タの効率がそ

のサイズ とのかみ合わせで悪 くなってい くか

この研究 をいた しま した。 そ して小規模のゲ

ー ト・ア ッセンブ リーの もの に関 して研究 を

して みま した。 そ して ユニパ ックやRCAそ

の他私が よ く知 っているコン ピュー タに関 し

てや ったのです けれど も,5千 か ら5万 ぐら

いまでの間 では,ド ル当た りの その効率 とい

うの は大 して差が あ りません。 ロジ ックの研

究 か らわかる ことであ ります けれど も,大 型

のほ うが効率 が高 い とい うことであ ります。

何年 か前,大 きければ大 きいほど,イ ンフ。

ットが た くさんあればあ るほど効率が高 い,

そ うい うよ うな法則 を もち出 してみ よ うとい

た しま した。 ところがそのインプ ッ トが多過

ぎると,そ の効率 は悪 くな って きて しまいま

す。大型 にな ります と,ワ イヤ リングが た く

さんにな って,そ してス ピー ドも悪 くな り,

効 率 も悪 くな って し ま い ま す。結局の とこ

ろ,恐 竜 みたいにサイズばか り大 きくて,無

能 な ものにな って しま うのであ ります。 しか

情報化社会におけるコンピュータの役割

し5万 当た りというのを考 えてみます と,効

率 は小型の ものよ りず っといいわけです。 す

なわち小型 でター ミナル をっ けてい るもの よ

りもず っと効率 はいいわ けです。 しか しター

ミナルは往 々にしてイ ンプ ット・アウ トフ。ッ

ト,キ ーボー ド,プ リンターその他 の機器 で

もって制 限 されてしまい,問 題 とな るのは要

す るに幾 らで もってその コンピュータがで き

るか,す なわ ちコンピュータの価格 が問題 と

なるわけであ ります。ユニパ ックでは,55年

ご ろか ら非常 に小型 のコ ンピュー タをつ くろ

うといろいろ と試み ました。そ してた くさん

のモデルをつ くり,そ していろいろな人 た ち

に販売 しよ うといた しま した けれ ども,あ ま

り経 済性 の高 い ものはな く,あ ま り成 功いた

しませ んで した。それで結局 の と こ ろ,中

型,大 型 のほ うばか り生 産 を集 中 して,小 型

の ものはつ くられませんで した。ほん とうの

ところは大型,小 型 両方 要 る わ け で あ りま

す。

大型 ・小型 ともに必要

た とえば銀行 で もって電話がだめにな って

しま ったな らば,そ の大 型だ けでな く,小 型

も必要,両 方必要 とな って くるわ けであ りま

す。普 通の電話 で も,コ ンピ ュー タの半分 ぐ

らいの時間はかかるわ けです。0.5チ ップと

い うのが1チ ッフ。よ りも安 くな るとい うわ け

で もあ りません。

大 型を全 く否定す るわけで はな い

ニ クス ドル フ 私が先 ほど小型 の コン ピュ

ー タにっいて話を したわ けです けれ ど も,誤

解 を避 けたい と思い ますので,補 足 したい と

思 い ます。

私 は このTF40と い う小型の コン ピュー タ

を売 り込 む ことがで きたわ けで あ ります けれ

ど も,情 報処理につ いて考 える場合 には,2

っ の 非常に異な る情報処理 を考慮 しなけれ ば

な りません。毎回,ま たすべての場所 におい

て,そ してすべての人 に対 して ほ とん ど世界

全体の知識 を集めた ぐらいの情報 のパ ッケ一
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ジが必要 にな るわ けで あ ります。 こ うい った

情報処理 の場合 には,多 くの コン ピュー タを

集 合 し,全 国的なシステムを必要 とす るわ け

であ ります。その全国 的な システムの中心 に

1台 の大 きな コン ピュ『一タ もしくは何台 もの

大型 コンピ ュータが必要 とな るわけであ りま

す。 しか しなが らこれはあま り重要 な ことで

はあ りません。ユーザーに とって もっと重要

な ことは,そ して何百万人,何 億人 のユーザ

ーの人た ちは,そ れぞれター ミナル を持 たな

くて も,何 百万人 のためには,何 十万 のター

ミナルが あれ ばいいわ けであ りま して,ま た

その効率のいい ター ミナル をや るために,小

型の コンピ ュータが システ ムの一部 としてあ

れ ばいいわ けで あ ります。

また,も う一つ重要な情報処理の タイ フ。が

あ ります。 この場合 には,小 さな部屋で,ほ

んの数人 い るよ うな部屋です けれ ども,ま た

情報 も少量 アクセ スで きれ ばいい ような場合

です。 こうい った場合 に,将 来必要が高 まっ

て くるで あ りまし ょう。た とえば教室で授業

す る場合,そ の場合 にはすべて全世界の知識

を集 めたよ うなメモ リーが な くて も授業 はで

きるわけで,小 さなチーフ。が あ り さ えすれ

ば,そ のク ラスに必要 な知識 は全部詰め込 め

るわけであ ります し,ま た小型 コンピ ュー タ

がそれだけで独立 した もの であって も,そ の

教室 での授業 は必要 に応 じてで きるわ けで あ

ります。

これが私 の小型 コンピュータをインテ リジ

ェン ト ・ター ミナルの一環 として使 うとい う

ことについての補 足であ りま して,独 立 して

小型 コンピ ュー タを うま く活用 で きる と思 い

ます。

岸田 ど うもあ りが とうございま した。あ

る部分では,私 が誤解 をしていたよ うに思 い

ます。

さて,1っ だ け少 し角度 の違 った御質 問 を

最後に それぞれの方 に共通 してお出 ししたい

と思い ます。

それは さっきの エ ッカー トさんが発言 され

た ことに関連 して思 いつい た も の な んです

が,エ ッカー トさんは,何 がで きるか とい う

ことか ら出発 したアプ ローチが重要で あると

言 われま した。確 かに これか らコン ピュー タ

とい うものが非常 にいい もので あ うて,こ れ

をで きるだけ普及 して いこ うとい う考 え方 を

と ります と,何 が で きるの か とい うこ とか ら

出発 してそれ を広 げてい くとい うのが一番現

実的だ とい う感 じがいた します。 しか しきの

うのペ ッチ ェイ さんのお話 を このパ ネルの方

が全部お聞 きにな ったか どうか知 っていない

のです けれ ど も,あ のペ ッチ ェイ さんが提起

された ような,い ま人 間が直面 して い る問題.

とい うふ うな ことか ら出発 します と,コ ンピ

ュー タは何がで きないのか とい うことを明確

にす ることが むしろ大事 なん じゃないか とい

うよ うな感 じが私 にはあ るのです。

そこでつ ま り逆 の側か らの アブ。ローチ,っ

ま りコンピ ュー タはい まは何 がで きない。10

年 た って もこれ はで きない。あ るいは50年 た

って もこれ はで きないだろ うとい うような こ

とを明確 にしてお くことが,情 報化社会 にお

けるコン ピュー タの役割 りを明確化す るのに

必要 な1っ の アブ。ロー チなので はなかろ うか

とい うよ うな感 じが私 にはいた します。 この

点 にっいて は,エ ッカー トさんで した と思い

ますが,き の うも最後 に発言 された よ うに覚

えて お りますが,コ ン ピュー タはど うして人

間に近づ けないのだ ろ うか とい うよ うな発言

をエ ッカー トさんが された よ うに私 は覚 えて

お ります。 あ るいは記憶違 い,ほ かの方だ っ

たか もしれません 。

しか し,と にか くいまコン ピュータが でき

ない,そ れか ら10年 た って もで きないこ と,

50年 た って もで きない こととい うふ うなで き

ない ことのほ うを明確 に したアプ ローチ とい

う ものがあ るのではないか とい うのが,私 の

感 じなんです。そ うい った私 の感 じに対 する

コメン トを最 後にそれぞれの方 々か らっ けて
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いただ きたい と思い ます。

これ はた い へ ん か ってな御質問なんです

が,今 度は その順 序 を逆に しまして,ニ クス

ドルラさんのほ うか ら御発言 をお願い したい

と思 います。時間は1人 大体3分 程度でお願

い したい と思い ます。

ニクス ドル フ い ままで何年間 にわ た りま

して大 きな装 置があれば情報 を処理で きるよ

うになってすば らしい ことだ,も う紙が要 ら

な くな った と言 います し,ま た一方の極にお

きま しては,そ んな 乙とはない,最 善の コン

ピュータで も,ア ブ。リケー シ ョンの中 には5

ドルのAO・一ーパー もし くは5セ ン トのペ ーパー

ぐらいの価値 もない とい う人 もい るわ けであ

ります。そ して この情報 について,た とえば

その新聞を読 んで,自 分 で考 え た ほ うがい

い,そ うい う考 え方 をす る人 もい るわ けであ

ります。情報 は紙 にのみあ る もの とは限 りま

せん。 もちろんその一片 の紙 を読んでそ して

情報 を得て,そ れはいつで も,ど こで もで き

るわ けで,そ してそれはたいへん簡単であ り

ます。

ところが現在 コンピ ュータの世界にお きま

しては,2分 か ら5分 以内 もデ ィス プレーを

見続 けることを喜 んでや るほ どのいいデ ィス

フ。レーはない と思 います。 もし印刷 されたペ

ーパー と同 じぐらいのいいデ ィス フ。レーが将

来で きるな らば,コ ンピ ュー タは よ りいい性

能 を持つよ うにな ると思 います。

エ ッカー ト 私 が きの う言 った ことの中で

コンピ ュータがで きない ことについて,幾 つ

かデ ィスカ ッシ ョンいた しま した。

コンピュータがで きない ことは,き の う私

が申 し上 げま したよ うに,た とえば人間の顔

を認知 する ことはで きない,ま た指紋 を認知

す ることもで きない。現在 これに関 しては研

究中であ りますけれ ども,ま たにおい をか ぐ

ことはで きない。 また声 を識別 す ることはあ

ま りよ くで きない。読 み取 りの能力 に関 して

も非常に制限 があ って,は っき りと書かれた

情報化社会におけるコンピュータの役割

プ リン トされ た ものは読め るけれ ども,ラ イ

テ ィングの ものは読 めない とい うこと,そ し

てまた人 間が や るいろいろな認識 に関 しては

コンピ ュータはで きないわ けです。 すなわち

人間のほ うが機械 よ りず っと複雑 であ るか ら

です。ですか ら,ま ず コンピ ュータがなぜ こ

うい うふ うだ けで,人 間ので きることが で き

ないか とい うことを聞 くには,コ ン ピュータ

には人間の持 ってい る ど う い う部品が ない

か,ど うい う部分 がないか,そ れをまず聞 く

べ きだ と思 います。

安藤 司会者 の ご質 問は,何 がで きるか,

何 がで きないか とい うよ うな ことですが,こ

れは質 問 として もあま り適 当 じゃないの じゃ

ないか と思 います。 とい うのは,コ ンピュー

タとい うのはあ くまで も道具 であ って,魔 法

のつ えで も打 ち出の小槌 で も何 で もないわけ

です。ですか ら,何 が で きるか,何 が で きな

いか とい う質問の裏返 しに もな る話 なんです

が,問 題 は,何 を必要 とす るか とい うところ

か ら逆 に コン ピュータがつ くられて くるとい

うのが本筋 じゃないか,と 思 うわけです。

コンピュータそれ自体 について言 えば,も

ちろんで きない ことも非常 にた くさんあ るわ

けで,大 体が発達の歴 史か ら考 えて も,思 惟の

過程 とい うか,こ うい うよ うな ところか らこ

れが機械 によ ってかわ られないか,か わ るこ

とが で きるの ではないか。 た とえばウ ィーナ

ー博士 のサイバ ネテ ィ ックスなん とい うの は

そ うい うところか ら考 えて,思 惟の過程 を機

械 で リブ。レースす る とい うことの発想か らコ

ンピュータが生 れて きてお ります。思惟の過

程 はあ る程度機械 によ って代 ることはで きて

も,思 惟 の発想 その もの,こ れをコン ピュー

タでお こな う,た とえば夢 を見 るとか,い ま

のお話 に もあ ったよ うににおいをか ぐとかな

ん とか とい うよ うな五感 に訴 え るよ うな人間

的な もの,こ れ はど うして もコン ピュータ じ

ゃなかなかで きません。 もっと手近 な ところ

で もいまの コン ピュー タで実用上∵番不便 な
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のは何 か というといわゆ るパ ター ン ・レコグ

ニ シ 。ンなんで,手 書 きで書いた もの(文 字)

を読んだ り,そ れ か ら図形 を察知 した り、形体

を感知 した りして,そ れ をその ままインプ ッ

トとして使 う,声 なんか も入 るわ けです けれ

ど も,こ うい うような ことが いま研究課題 し

てい るよ うな状態で あって,こ れ らを考 える

と質問はあ くまで考 え方が逆の よ うな気が し

ます。そ うでない と,こ の 問題 はなか なか い
'

くところ までいけないの じゃないか。 もちろ

ん コンピ ュータでで きない ことが非常 にた く

さん あるわ けです。 こんなふ うに私 どもは考

えて,で きることをひ とっやろ うじゃないか

とい うのが基本 にな ってい ると思われます。

必要性 とい うもの,そ れに もとついてっ くる

とい うか,そ うい う可能 性に対 してチ ャレン

ジす る場合 に,や は り企 業の場合に は経済性

であ るとか あるいは実現性で あるとか技術の

可能性 である とか,こ うい うよ うな点 を追及

してい くとい うのが基盤 になるので はないで

し ょうか。ですか ら,ち ょっと質 問をは ぐら

か した ようで申 しわ けあ りませ んけれど も,

い まの ご質 問はおか しいの じゃないか とい う

ふ うに考 えます。

橋本 非常にむずか しい問題 だ と思 います

けれど も,こ れは ジャーナ リズ ムな り一般 に

世 間の人がわあわあ言 うことに よって迷 わせ

る,迷 わせ るような ことが よく世 の中に起 き

てい ると とがい けない ことだ と思 うわ けであ

ります。

簡単 な積木細工 がで きるかで きないか とい

うよ うな ことは,パ ター ン認識で そ うい うこ

とはで きます。そ うす るζ,そ うい うこ とを

利用 して非常 に冷凍食 品の寒 い中で人が いろ

いろな ことをす るの をや め させて何 かコ ンピ

ュー タでや らせ よ うとか,そ うい うよ うな こ

とにある程度 まで これ か らもどん どん発達 し

てで きると思 います けれ ども,そ うい うよう

なことが非常にオーバーに言 われます と,何

で もコンピ ュー タはで きるとい うふ うに誤解

しまして,た とえば教育 をコンピュータでや

らせ ると言 い ます と,コ ンピ ュー タで教育 が

で きるとい うの は,教 師がや らな くて も機械

にまかせていい じ ゃないか とい うことが コン

ピュー タでで きるので あって,教 育が コンピ

ュータによってで きるわ け で は ございませ

ん。 コンピ ュー タは決 して人格教育はで きま

せん。教育の一番大事な ことはや は り人格 と

い うような こ とも大事だ と思 います。あ るい

はコンピ ュータが むずか しい数学が解いた と

きに非常 に うれ しくな って笑 うとい うような

こともないで しょう。何 がで きるか,何 がで

きないか とい うことは,一 応生物 か無生物か

とい うよ うな ことか ら発想 して おのず とわか

ることでございます けれ ど も,非 常 にオーバ

ーに,こ うした ものの無 限性 とい うものが オ

ーバーに言 われます と,何 で もで きるよ うな

ことに考 えて,し まいには コン ピュータで教

育 がで きると言 えば,そ れ じゃ先生 は要 らな

い じゃないか とい うよ うな極端論 に走 って し

ま う,こ うい うふ うに思 って,御 質 問 と同時

に,こ の御 質問 を心に しっか りととめて認識

を誤ま らない ように しなければいけないの じ

ゃないか とい うのが,私 のお答 えで ございま

す。

岸田 どう もあ りが とうございま した。

あま り適 当でない質問 をす るのは もうよ し

まして,あ と残 ってい る10分 あ ま りの時間,

フ ロアーの方 々か らこのパ ネルの方々に御 質

問をお受 け したい と思 います。

御質問,御 意見 の方 は,ど のパ ネルの方 に

あててい るか とい う指名 と,そ れか ら御 自分 .

の お名前 とを最初 にお っしゃっていただ きた

い と思 います。

小野 御質 問,こ れは どなたにす るのが一

番 いいの かち ょっとわか りませ んけれど も,

た ぶん きの うちょっとエ ッカー トさんの お話

の中に出て きたのですが,で きるかで きない

か とい う問題 に関連 して,た とえば非常 に重

要な問題 としてエ コロジーの問題が きの うか
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白

ら討論 されて,公 害の問題 とエコ ロジ一一

エコ ロジーの問題 とい うの は,た とえば社会

科学,自 然科学,あ らゆ る分野,き の うのお

話で も,現 在 はサ ブシステ ムをつ くってい る

段階だ とい う話だ ったのです けれ ど も,は た

して エコロジーの ような大 きな もの をと らえ

て,こ れがた とえばフ ィージビ リテ ィ・ス タデ

ィみ たいな ものがで きるのか どうか。た とえ

ば工場 を建てたい。 きの うのお話 で,パ ワー

・プラン ト,発 電所の問題が出て きましたけ

れど も,発 電所 を建て ることがはた して社会

にと っていい ことか悪い ことか とい った よう

なフー イジビ リテ ィ ・ス タデ ィまでで きるよ

うな ことにな るかな らないか,あ るいはす る

よ うな ことまで考 えるのはやは り無理なのか

ど うか,ち ょっとこれは話 も大 きい話にな り

ます けれ ども,ひ とっエコ ロジー とい うこと

を考 えた場 合,わ れわれ ど こまでい けるのか

とい う,こ とで ちょっと御質問 したい と思 うの

です。

エ ッカー ト フ ォレスター さんの 「ワール

ド・ダイナ ミックス」,こ れ はMITの 研 究

でな された もの です けれ ど も,こ の本 にまさ

にそ うい うことが書 かれ てい るわ けであ りま

す。 これは ローマクラブの主宰 によ ってな さ

れた研究 であ りま して,数 学的な問題,そ し

てこの よ うないろいろな要素が相互関係で ど

うい う関係 にな ってい るか,そ うい うことに

っ いて轡かれてい るわ けであ ります。問題 は

違 って も,方 法は同 じであ るわけであ りま し

て,で すか らフォレス ター博士 はMITで も

って何 年間 もこの問題 にっいて取 り上 げてい

るわ けであ ります。 問題 とい うか,い ろいろ

な要素がお互 いに相互関連 し合 ってい る場合

の とき応用 す る方法,適 用す る方法 に関 して

研 究 して きたわけであ りま して,こ れ を都市

に関 してや った ものであ りま して,こ の相互

関係 あ る要素 につ いて,世 界の システ ムに関

して 「ワール ド・ダイナ ミックス」 とい う題

で もってや ったわけであ ります。 この ことに

情報化社会におけるコンピュータの役割

つ いて幾つ かの本 に先生 は書かれてお ります

けれ ども,そ の他の研究者 も以た ような こと

をや ってお りますけれ ども,い まお っしゃっ

た質 問は,私 が いま申 し上 げた この本 と関連

が非常 に深 い と思います。 こうい うことが ま

さに必要 とされてい ると思 うのです。

岸 田 いまの答えで よろ しいで しょうか。

小野 可能か どうか とい うことを一一一.やっ

て いるこ とはわか ってい るのです けれ ど も,

は た してどの ぐらいの年 代でほん とうに可 能

か な とい うこ とをちょっとお聞 きしたか った

の です。

岸 田 ひ ょっとす ると,そ れはいまエ ッカ

ー トさんが お答 えにな った以上 の答 えはたぶ

ん 出てこな いような問題 じゃないか と思 い ま

す。 それこそさっきの私 の質 問 とあ るいは似

てい るか もしれません。

初沢(三 菱電機)安 藤 さん にお伺い したい

のですが,経 情協の提案書の申で,内 閣の情

報補佐 官ですか,何 か そんな もの を提言 した

ものが あったよ うに覚 えてい るのです けれ ど

も,そ れ と安藤 さんの先 ほどの御意見,非 常

に似 てお るわ けなんですが,実 際 に内閣 に補

佐 官 を置 くの と,情 報庁みたいな もの をっ く

ってや るの とどちらがい いか とい う問題 と,

実 際に安藤 さんあた りが ここで声 を大 きくし

て言 い ます と,政 府 に響 く力 もだいぶ違 うの

じゃないか とい うよ うな ことか らして,今 後

精力的 にそ うい った もの を働 きか ける心の準

備が あ るかど うかな ど も含 めて,ひ とっお聞

かせ願 いたい。特に政府 関係,先 ほ どか らお

くれて おる,行 政関係 がお くれてお るとい う

よ うな ことが言われてお りますので,そ の辺

もか らめて ひ とっお伺 い したい と思 います。

安藤 ど うも批判 めいた発言 や ら,政 府 施

策 に関 して持 ち上げた り落 とした りとい うよ

うなこ とを申 して恐縮 で ござ い ま す けれ ど

も,私 ど もは前か らコンピュータ産業 をま と

もに見つめて考 えて お りま して,実 は企業 の

立場 を越 えない範囲で いろいろお手伝 いは さ
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せていただいておるわけでございます。

いまおっしゃられた情報補佐官というもの

またそれを内閣に持つとい う考えかたは審か

ではございません。「情報官」とい うような

専門職を教育 ・技術の行政機関に設けた らと

いう提案を申しあげたことはございます。そ

こまで急速にはまい りませんが,政 策 として

はたとえば通産省や,文 部省あたりで もいろ

いろ日本の情報処理教育に関する施策を次々

に打ち出してお ります。 このような機会に,

私 どもはこういうような将来情報処理教育や

技術の発展を左右するような大切な仕事 をも

っと積極的に計画的に強力にすすめて行 くべ

きだ と常日ごろ努力はしてお ります。2週 間

ほど前にも,私 どもがこれは陳情ともご進講

ともっかないお話を文部大臣以下の方々に申

し上げました。ちょうど文部省 も明治5年 に

で きて,来 年はたしか明治105年 目にあたる

ことになるので,今 年はちょうど100年 にな

るわけです。これを機会に情報処理教育 とい

うものを政策の錦の御族 というとちょっとお

かしいのですが,こ れを掲げて,ひ と?い ま

までのような百年間パターン化 したような教

育 を打 ち破 る手段 としてはいかがか,と おす

すめ.したわけです。 これを推進す る意味で来

年度の予算等もひとつ情報処理教育に関して

は,学 校関係で大いに,も っと積極的に進め

ていただ きたいということを申し上げたわけ

でございます。

それでその中のフ。ロジェクトというか,将

来構想の中に従来からの高校それから短大,

専門高校,大 学の上 に,こ れまでのような単
一 もしくは特定の学部,学 科に足を置いた大

学 院ではな くて,情 報科学 大学 院 とい うよ う

な,っ ま りすべての学部 に関連 し得 るよ うな

新 しい独立大学院大学 とい うもの をっ くった

らいかか な ものでご ざいまし ょうか とい うよ

うな案 なんか も申 し上 げて お るわけです。そ

の ときに も,そ うい うところを卒業 した人は

まあ修士 以上 で ございます か ら,ど うい うよ

うな称号 を与 えるのだ とい うよ うな雑談 も出

ま して,情 報士 とい うか,い ままでの修士 は

みんな工 学修士 とか あるいは経 済学修士 とか

商学修士 とか呼 ばれ るわ けなんで,工 学系 は

工学情報修士 もおか しいかな,と にか く情報

修士 とい うよ うな もの を与 えるぐらいな勢 い

で そ うい うもの に対 して積極的 に挑 戦 してい

ただ きたい,こ んな ことをお願い してお るよ

うなわ けで ございます。皆 さま方 にいろいろ

お知恵 を拝借 しなが ら,さ らに強力 に早期に

推進 させ るよ うな役割 りを私 どもも果 して行

きたい,喜 んで ご協力 いた したい,こ んなふ

うに思 ってお ります。

岸田 どなたか。 もしあ りません よ う

で した ら,時 間 も大体予定 の時間にな って お

りますので,こ れで終わ りたい と思 います。

私が全 くの しろ うとで,話 がなかなか1っ

の焦点 に合 って い くとい うふ うにで きなか っ

たの は,私 のコーデ ィネー トの非常に まずか

ったためだ と思 いますけれど も,そ れ にしま

して も,日 本 の専 門の方 々そ れ か ら アメ リ

カ,ヨ ー ロ ッパ とい うところで多少の 三 ユァ

ンスの違 いがあ りなが ら,そ れぞれ将来の社

会 におけ るコンピ ュー タの役割 りを考 えて お

られ ることが ある程度 ここで明 らかにな った

か と思 い ます。

●

令
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ま と め

北 川 敏 男

㎏
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この2日 間にわた りま したたいへ ん広範 に

わた る国際会議 のま とめ とい うのが私 に与 え

られた任務 でございますが,な かなかたいへ

んな ことでございます。

貴重 な皆 さまの時間 を最後 にいただ き,し

か も皆 さま もお疲 れの ところ を私一 個の考 え

を申 し上 げるのはたいへん恐縮 であ ります。

ただ もし幸いに して皆 さま方 がお帰 りにな っ

てか らで も,そ してその後 におそ らくプ ロシ

ーデ ィングが出 ると思 いますが
,そ れをお読

みにな ります ときにで も,多 少 で も或 は御参

考 になれば と思 いまして,与 え られ た10分 間

ばか りを利用 さしていただ くこ とに した いと

存 じます。

まず第一 に,は なはだ基本 的な ことか ら申

し上 げます。 と申 しますのはわが国では,情

報社 会あ るいは情報化社会 とい うことばをか

な り前 か ら使 って お りま した。 この よ うな言

葉 をっか いだ しま した当時私 ど もが気がっ き

ま したこ とですが,そ れ を直訳 しま した とこ

ろの インフォメー シ ョン ・ソサエテ ィあ るい

はイ ンフォメー シ ョン ・オ リエ ンテ ッド ・ソ

サエテ ィとい うのは,当 時私 ども の 寡 聞 で

は,英 語で も米語 で も実 は これを見 出す こと

がで きなか ったのでございます。

しか し,こ の2日 間 にわた りま した今 回の

国際会議 では皆 さん方 は,海 外か らい らっし

や いま した斯界の権威 で あ られ ます4人 の先

口)九 州大学教授 ・日本経営情報開発協会副理

事長

生方か ら,こ の ことば を幾 度 もくりか えして

お聞 きにな ったわけです。すなわ ち私 どもが

背か ら使 って きま した ことばは,す でに国際

的 に流通 して い る,そ れに直訳 して もだ い じ

ょうぶである とい うこ とが わか ったわけで あ

ります。 こ うしたこ とばの上 の コンセンサス

は,す なわ ち世界が ある共通の方向 に向か っ

て,共 通の理解 を打 ち立ててお るとい うこと

を示す ものであ るか と思い まして,は なはだ

欣快 にた えないわ けで ござい ます。

さて,今 回の シンポ ジウムは,海 外 か ら4

人 の先生 を迎 えて,そ してわが国か らは 日本

電気の小林社長 に御講演 を願 いま したほか,

3つ の非常 に活発有益 なパ ネル ・デ ィスカ ッ

シ ョンを持つ ことがで きま した。御 出席の方

方 は,学 界か らの方 もお られます し,産 業界の

方 もお られ ます。産業 界か らの方の中 には,

特 に情報産業 に関係 した人 もた くさんお られ

ました。一 々お名前 をあげ ます ことよ りも,

こ こで ごく大 まかに,何 が論 ぜ られたか とい

うことを復習 させて もらいたい と思 います。

繰 り返 し申 しますが,そ れは私一個 の考 え

か もしれ ません。

さて,問 題の とらえ方で ございますが,そ

もそ もことの起 こ りは何か とい うとらえか た

もあ りまし ょうし,い ろいろ意見 もあ りまし

ょうが,情 報化の基本 は,や は り情報技術に

あるとい うことは確 かで ござい ます。 これ を

マ ックヘール氏 は,い み じく もイ ンフォメー

シ ョン ・テクノ ロジー とお っしゃってお るか
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と思いますが,そ の立場 か ら見 てい って,さ

てそれがい ままで何 をして きたか,何 がで き

たか とい うこと,そ れか らこれか ら先付がで

きるか とい うこ とにつ いてかな りデ ィスカ ッ

ションがあ り,御 意見 が発表 されま した。私

どもはそれ を非 常な関心 を持 って聞 き大 きな

期待 を もっ ことがで きま した。

と同時にt・ もう1つ の技術 を離 れた問題が

ここに提起 され たこと も,わ れわれは忘れ る

ことがで きませ ん。 それは社会 とい う問題 で

あ ります。技術 と社会 の問題 につ きま しは,

い ろいろな ことがそ こで論ぜ られ ました。

第1日 目の諸 先生のお話 をここで再び私 ど

も思 い返 してみたい と思い ます。

簡単 に申します と,た とえばペ ッチェイ氏

はバ イオ ・スフ ェア(biosphere)と い うこと

ば,そ れに対 して テ クノ ・ス フ エア(techno

sphere)と い うことば を使 われま した。 この

概念 は多分に現在の技術 ひいて は科学 に対 し

て原点 に立 ち返 った批 判 を含 む概念 ではなか

ろうか と思い ます。 しか し批判 は単 に批判の

ためにあ るので はな くして,今 日われわれ は

それ を考 えなけれ ばな らない時点に来て い る

と思われ る必然性 があ るのであ ります。 そ う

して現在 システ ムとい うことばがたいへん使

われました ことに対 して,こ こにスフェアと

い うこ とばが出て いることに,私 個人 は非常

に注目 したい と思 うので あ ります。私 は圏 と

い う概念が ここで登場す ることを注意 したい

と存 じます。

また もう1っ の点は,イ ンフォーメー シ ョ

ンとい うのが,こ の2日 間にわた る主題で ご

ざいま し た。「イン ター ナシ ョナル ・シンポ

ジウム ・オン ・インフォーメーシ ョン」 と書

いて ござい ます。 しか しなが らす でに第一 日

目の講演 にあ りま したよ うに,わ れわれはイ

ンフォーメー シ ョン(information)と ナ レ ッ

ジ(knowledg)と ウ ィズダム(wisdom)を 区

別 しな ければな らない ところ に来 て お り ま

す。 この ことは まさし くインフ ォーメー シ ョ

ン ・テ クノ ロジーが発達 したおかげであ ると

言 い うるので あ ります。計算機で何 がで きる

か,た ったいままでホ ッ トなパ ネル ・デ ィス

カ ッシ ョンがあ りま した。承 ってお ります と

私 どもはイ ンフォー メー シ ョン,プ ロセ ッシ

ングが進めば進 むほ ど,私 どもはそれ とナ レ

ッジと,さ らに進んで はウ ィズダ ムとの区別

とい うこ とに,気 づか ざるを得ないのであ り

ます。 そ してイ ンフ ォーメーシ ョンを集めて

くることによ る利益 とともに,イ ンフ ォー メ

ー シ ョンの圧縮 あ るいはインフ ォーメーシ ョ

ンの オー ガニゼー シ ョン,組 織 とい うよ うな

問題 に も私 ど もは入 ってい くのであ ります。

すな わちここで私 は,イ ンフォー メー シ ョ

ンが1で ある ことに対 して,他 に もう1っ,

1つ の1と い うことを標語的 に申し上 げてわ

か りやす くしたい と思います。

それは 第一 は インテ リジェンス(Intelli-

gence)と い うことで あ ります。それか らも

う1つ は インテグ レー シ ョン(lntegration)と

い うことでご ざいます。 この2っ の概 念がい

まやわれわれに要求 されて おる とい うよ うな

感 じがす るわ けで ございます。 そ して ローマ

クラブの推進者 であ ります ところの ペ ッチ ェ

イ氏 によ って,ま た 「未来の未来 」の著者 で

ある ところの マ ックヘール 博士 によ りま して

多 くの問題が指摘 されま した。情報化が進ん

でい ったな らば どうい うよ うな状態 になるか

とい うことをこまか く,い ろいろな方面 にわ

たって分析 されたのが マ ックヘール氏 であ り

ま した。ペ ッチ ュイ氏 は,大 きな立場 か らい

ろいろな問題 をあげ られて まい りま した。 そ

してエ ッカー ト博士 は,御 承知の よ うに計算

機 の生 みの父 であ りますが,深 い過去の御経

験 と現在 の御 活動 か ら,計 算機 が何 を して き

たか,そ して何がで きるか とい うことを きわ

めて着実 に,明 快 に御調明 くだ さいま した。

これ らの ことをわれわれ は基礎 にいた しま し

て考察 を深 めて ゆ きたい と存 じます。 そ うし

ています と,私 どもの関心 は世界 と日本 とい
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う問題 におのずか ら来ていたか と思 います。

それでグ ローバル ・フ。ロブ レムが幾つか提

起 されま した。 日本 はそれに対 して何 が貢献

で きるか とい うことが出 ました。 しば しば第

1日 目の先生方 によ って御指摘 されま したよ

うに,私 ど もは孤立 した この島国だけの 日本

を考 える立 場 には もはや あ り得ないのであ り

ます。すな わち 日本の情報化 とい うことは,

それだ けで論ぜ られ るもので はな くして,や

は り世界 において の位置づ けとと もに,日 本

の情報化の任務 と方 向 とが規定 されな ければ

な らない とい うこと。 これ は,外 国の先生方

も御指摘 にな った とお りで あろ うか と思い ま

す。 そ してその非常 に焦点的 な難問 として,

「南北 の問題 」 とい うのが提起 され ま して,

き ょうの午 前のパ ネル ・デ ィスカ ッシ ョンで

もかな りの時間 をそれに費や され ま した。

こうい うことを考 えます と,わ れわれの前

に横 たわ ってお ります ところの情報化社会 と

い うの は,非 常 に多 くのむず か しい問題 を踏

まえた社会で あ り,世 界であ ります。 そ して

それ に対 して,わ れわれ はいかな る手段 を持

ってい るで あろ うか。た くさんの手段 もあ り

方法 もあ りま しょうけれ ど も,わ れわれが持

ってお るところの コン ピュー タのユーセー ジ

とい うの は,ま さにそのため にこそ力 を発揮

すべ きものではないか。 そして そ こに多 くの

未解決 の問題が潜 め られて いるのではないか

と思 われます。 これが,私 ど もの本 日並 びに

きの ういろいろな討論 を していま した論 議の

結論 ではなか ったか と思 われます。

問題 は提起 されま した。けれ ども,そ れ を

いかに して解 くか とい うことは別 の ことで あ

りまして,こ れか らの課題 で ございます。そ

してまた個 々にわた って もう少 し落 ちついて

ゆ っく りと考 えたい。その うえで必要 な方向

へ考察 を進 めてい くとい うこと,そ れ らもみ

な残 された課題であろ うか と思 い ます けれ ど

も,私 ども,こ の2日 間の勉強 か ら学 び得 ま

したことはいろいろあ りました。確信 を持 っ

て講演者の皆 さまは幾 つかの命題 を私 ど もに

提 起 されま した。 これは非常にあ りがたか っ

た ことか と思 います。

はるば る海外か らい らっしゃい ました4人

の先生及び 日本側の講演の方々に対 して,ま

た熱心 にデ ィスカ ッシ ョンをして くだ さい ま

したパ ネル ・デ ィスカスタン トに 対 し ま し

て,ま たこの2日 間 を通 じま して,し んぼ う

強 く長時間 にわた り熱心 に御傾聴 にな られ ま

した参会者の皆 さまに対 して協会側 として あ

つ く感謝の意 を表 したい と思 います。

どうもあ りが とうございま した。
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閉 会 の あ い さ つ

実行副委員長 平 田 敬 一 郎

平 田で ご ざ い ま す。主催者 を代表 しまし

て,一 言 お礼 のこあい さっ を申 し上 げます。

何 はさてお き,多 数の皆 さまが昨 日か ら本

日,特 に もはや もう7時 になんなん としてお

りますが,た いへん御熱心 にわが シンポ ジウ

ムに参加 していただ きました ことに対 しま し

て,深 い敬意 とあっい謝意 を表 させ ていただ

きたい と思い ます。

なお また,皆 ざん と一緒 に,こ の国旗 が示

す ごとくイタ リア,西 ドイツ,イ ギ リス,ア

メ リカそ して 日本 の最高権威 の方 々が わが シ

ンポ ジウムに参加 されま して,き わめて熱心

な,か っ有益 な御討議,お 話 を承 りましたこ

とに対 しま して,皆 さん と一緒 に心か らお礼

を申 し上 げたい と存ず る次第で ござい ます。

なおまた,主 催者 といたしまして は,今 回

の会議 を催す にっ きま して,通 産省その他関

係 の各方面 にたいへん なお世話 に な り ま し

た。 それ もこの機会 にあっ くお礼 申 し上 げて

いただ きたい と思 います 。

私,よ けい申 し上 げ るこ と は ご ざいませ

ん。い ろいろお話 を承 ります と,わ れわれは

たいへん希 望に満 ちた可能性 を持 って い ると

同時に,あ る意味 にお きま しては,相 当危険

の少 な くない可能性の,両 方 を持 って お るよ

うに感 ず るわけで ござい ます。結局最後 は人

間が きめ る問題 じゃないか と感ず るわ けで ご

ざいま して,こ れか ら福 祉 は一体 ど うい うこ

とであ るべ きか とい うことを常に 忘 れ な い

で,い い,望 ましい情報 化社会 を迎 える,あ

るいは築 くことにっ とめたい もの と考 える次

第 でござい ます 。

最後 に,皆 さまの御健康 と御幸福 をお祈 り

い たしまして,2日 間 にわた るこの シンポ ジ

ウムを終わ らせ ていただ きたい と思 います 。

ど うもたいへ んあ りが とうございま した。

!
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